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第 1 章

 

 富山

(環境省

が大きい

山岳を擁

万年前の

いる。世

え、年間

立山山頂

に多くの

1976、吉

環境がよ

津 1965、

2012 年に

た。また

立山連

らに昭和

ら高山帯

至るまで

ルペンル

に対する

握するた

ング調査

道路沿線

 

章  調

山県は、自然植

1982)。この

い(富山県 19

擁し、圏谷や

の火山活動に

世界でも有数

の根雪期間

頂直下の山崎

の雪氷学およ

吉井・藤井 1

よく保存され

、鈴木・二村

には立山弥陀

た、立山は、

連峰一帯は、

和 46 年、桂台

帯へ連なる自

で、毎年 100

ルートの開設

る影響も少な

ため，昭和 5

査や保全事業

線自然生物定

調査の目的

植生に覆われ

のことは、県

993、石田 20

や U 字谷とい

によって形成

数の豪雪地で

は 200 日以上

崎カールは日

よび地史・植

1981、吉井・

れており、希

村 1966、平

陀ヶ原・大日

古く山岳宗

昭和 9年、後

台から室堂に

自然景観を容

0万人以上の

設は富山およ

なくなかった

2年以降，立

業を実施して

定点調査報告

図 1.1 

的と経緯

れた面積割合

県東南部に位

004)。立山連

いった氷河地

成された立山

であり、標高

上に達する(

日本で最初に

植生史の成果

・折谷 1987、

希少な動植物

・沢田 1977

日平が国際的

宗教の巡礼地

後立山連峰、

に至る立山黒

容易に観光で

の人々が訪れ

よび立山地域

た。富山県は

立山植生活力

てきている(立

告書 1979 など

立山植生モ

2 

(石田

合が高く、本

位置する立山

連峰は剣岳、

地形を残して

山カルデラが

高 2000m 以上

(中川ら 1976

に発見された

果が報告され

吉井 1988

物および群落

7、平 1985、

的に重要な湿

地であり、ス

穂高連峰と

黒部アルペン

できるように

れる全国有数

域の振興に大

は、立山黒部

力度調査、道

立山池溏保護

ど)。 

ニタリング調

仁) 

本州都府県の

山連峰、通称

立山、浄土

いる(小笠原

展開し、傍

では積雪深が

6、長井 1988、

氷河の痕跡

れてきた（山崎

など）。高

落が多く分布

富山県 2002

湿地としてラ

ポーツ登山発

とともに中部

ンルートが開

なった。当ル

数の観光地と

大きく貢献し

アルペンルー

道路沿線自然

護対策調査報

調査地点 (

中で最も自然

称北アルプス

土山、薬師岳等

原 1969)。立

らに溶岩台地

が 5m、場所

、立山植生研

であり、立山

崎 1902、小

山帯を中心と

している(鈴

2、富山森林

ムサール条約

発祥の地でも

部山岳国立公

開設され、多

ルートは、開

なっている。

た反面、ルー

ート沿線の自

然生物定点調査

報告書 1977、

(植生調査) 

然度が高い

の存在に負

等 2000～30

立山西斜面に

地が舌状に広

所によっては

研究会 1998～

山周辺ではこ

小笠原 1969、

として原生的

鈴木 1964、鈴

林管理署 200

約登録簿に掲

もある。 

公園に指定さ

くの人々が温

開設当時から

。一方，立山

ート沿線の自

自然環境の変

査等の各種モ

1978、1979

とされる

うところ

000m 級の

は約 22

広がって

20m を超

～2008)。

これまで

中川ら

的な自然

鈴木・梅

04 など)。

掲載され

れた。さ

温帯林か

ら今日に

山黒部ア

自然環境

変化を把

モニタリ

9、立山

 



3 
 

 

 

立山植生モニタリング調査（立山植生研究会 1998 年発足，表 1.1）は、平成 10 年度より、そ

れまでの立山地域の主なモニタリング調査地を引き継ぎ、立山地域の植生、樹木、気象、立地環

境等の自然生態系の構成要素について定量的に長期観測することを目的として始められたもので

ある。アルペンルート沿線の主要な植生タイプにおいて、人為的な影響を強く受けている地点と，

ほぼ同標高帯で道路から離れた人為的影響の少ない地点に対照区をとり調査を行っている。 

 

・第Ⅰ期 (1998 年 4 月～2002 年 3 月 代表 小島 覚) 

平成 10 年度から 3年間にわたる現地調査を通じて 10 箇所において調査区が設定された。調査結

果は、平成 14 年 3 月に総括報告書（立山植生研究会、2002）として刊行されている。 

 

・第Ⅱ期 (2002 年 4 月～2008 年 3 月 代表 小島 覚) 

平成 14 年度から 6ヵ年、第 I期計画において設定された 10 箇所の調査区を順次再訪し、第 I

期と同様の手法で、第Ⅰ期からの変化検出を行った (立山植生研究会、2008）。 

 

表 1.1 立山植生モニタリング調査第Ⅰ・Ⅱ期調査担当者 

調査項目 責任者 所属 

植生調査 小島 覚 (代表者) 富山大学，東京女子大学 

林分調査 石田 仁 林業技術センター富山県林業試験場，岐阜大学 

土壌調査 折谷 隆 富山県立大学 

年輪年代学的解析 加藤 輝隆 富山医科薬科大学，富山大学  

 

・第Ⅲ期 (2008 年 4 月～2014 年 3 月 代表 石田 仁) 

平成 20～25 年度の 6 ヵ年，基本的にⅠ・Ⅱ期の手法を踏襲，一部追加修正し調査を実施した。

平成 22 年度より，新たに、1.「外来種の最新の生育状況を長期的にモニタリングし除去活動にす

みやかに反映させていくこと」，2.「人為的攪乱を強く受けて衰退したブナ林の復元」，を目的

とし次の 2課題が本モニタリング調査に加えられた。 

 

1.立山アルペンルート外来植物モニタリング調査 (略称:外来植物調査) 

立山黒部アルペンルートが全線開通して以来、車両や観光客の増加とともに沿線に侵入した外来

植物種が多数記載されている（大田ほか 1983, 立山ルート緑化研究委員会専門委員会 2000, 2008, 

2009 , 吉田ほか 2002, 太田 2006, 山下ほか 2008,2009, 立山ルート緑化研究委員会事務局 2010）。

外来植物の侵入・繁茂・除去活動等の経緯については、松久（2005）と長井（2006）が詳しくま

とめており、太田(2006) では 62 種の外来植物が除去対象とされた。その後、富山県生活環境文

化部自然保護課で平成 20 年度～21 年度にかけて、「立山外来植物除去対策検討会」が設置され、

沿線の外来植物の侵入状況定点調査に基づき、除去対象種の再検討と侵入防止策・除去体制の構

築等が行われた（立山外来植物除去対策検討会 2010）。外来種の最新の生育状況を長期的にモニ
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タリングし、除去活動にすみやかに反映させていくため平成 22 年度より立山植生モニタリング調

査の項目に加えられた。 

 

2.ブナ林保全事業追跡調査 （略称:ブナ林保全事業） 

平成 8～ 12 年度、富山県林業試験場（当時）が自然保護課の委託を受け、立山ルート沿線の衰

退もしくは枯損が顕著なブナ林において、ブナの人工更新作業が実施された。実施個所は美女平

からブナ平に至るルート沿線の林冠ギャップ下 5 地点で（100～300 ㎡）、ササが密生し森林更新

が遅滞していた。基本方針は、最小限の施業で植栽後の保育作業は基本的に実施せずにギャップ

更新を行うというものであった。刈り払いによって確保できる光量とブナの伸長成長速度から、

現場の状況に合せてササの刈り払いの方法を決定した。植栽苗は、平成 5 年に現地で採取した種

子から育苗した苗が使用された（石田 2002）。事業後、植栽された苗は一部雪害や落枝によって

枯死したが、高い生存率で順調な成長を示し、2003 年の時点で平均苗高 160 ㎝程度にまで成長し

た（石田 2004）。2003 年以降も、毎年の植栽苗の成長に関する追跡調査が現在まで継続されて

きている。平成 22 年度より立山植生モニタリング調査の項目に加えられた。 

 

この調査報告書は、従来の植生調査、森林動態調査、年輪年代学的解析に新たに外来植物とブナ

林保全事業の二課題を加えた立山植生モニタリング調査第Ⅲ期(表 1.2)の調査結果をとりまとめ

たものである。 

 

表 1.2 立山植生モニタリング調査第Ⅲ期調査担当者 

調査項目 責任者 所属 

植生調査 石田 仁 (代表者) 岐阜大学 

森林動態調査 中島春樹 富山県農林水産総合技術センター森林研究所 

年輪年代学的解析 加藤 輝隆 横浜薬科大学  

外来植物調査 太田道人 富山市科学博物館 

山下寿之 富山県中央植物園 

ブナ林保全事業 大宮 徹 富山県農林水産総合技術センター森林研究所 
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表 2.1.1 立山植生モニタリング固定調査区 

プロット名   [01] 美女平 [02] ブナ坂 [03] ブナ平 [04] 上ノ小平 [05] 弥陀ヶ原

旧名称 A B E H D 

緯度_wgs84 36.582854 36.578568 36.580857 36.571317 36.5739972 

経度_wgs84 137.466717 137.467562 137.47948 137.506773 137.554075 

平均標高(m) 1040 1090 1190 1430 1890 

プロット(m) 100*100 100*100 100*100 100*100 5*100 

プロット面積(ha) 1 1 1 1 0.05 

植生調査枠(m) 50*50 40*70 50*50 50*50 5*100 

サブプロット数 10*10 10*10 10*10 10*10 5*5 

サブプロット(m) 25 28 25 25 20 

平均気温(℃) ※1 8.1 8.1 7.9 6.4 2.2 

温量指数(℃・月) ※1 63.3 64.4 61.9 53.2 27.2 

寒さの指数(℃・月) ※1 -26.3 -27.8 -26.9 -35.9 -61.3 

年降水量(mm) ※1 3570 3352 3440 3557 4100 

積雪深(cm) ※1 284 256 273 323 323 

立木調査 ※2 DBH10cm 以上 DBH10cm 以上 DBH10cm 以上 DBH10cm 以上 

優占樹種 スギ  スギ・ブナ  ブナ・スギ  スギ・キタゴヨウ 湿性草原 

森林調査 1 回目 199809 199809 199910 200009 

森林調査 2 回目 200310 20020613 200310 20040531-0601 

森林調査 3 回目 20060925 20050614 20060926 20070605-06 

森林調査 4 回目 20090903 20080602-03 20090831 20100615 

森林調査 5 回目 20120903 20110607-08 20120904 20130625-27 

植生調査Ⅰ期 19980711-12 19980709-20 19990816-17 20000905 19990903 

植生調査Ⅱ期 20020820 20020821 20050821 20030804 20050905 

植生調査Ⅲ期   20080908 20080909-10 20110905 20090901-02 20100901-02 
    

プロット名   [06] 美松 [07] 松尾峠 [08] 鏡石 [09] 浄土山 [10] 有峰 

旧名称 F C G I J 

緯度_wgs84 36.570683 36.561895 36.582018 36.566646 36.496705 

経度_wgs84 137.559582 137.552649 137.575497 137.605328 137.429293 

平均標高(m) 1960 1970 2250 2830 1350 

プロット(m) 50*100 50*100 25*25 15*15 100*100 

プロット面積(ha) 0.5 0.5 0.0625 0.0225 1 

植生調査枠(m) 50*50 100*50 25*25 15*15 50*50 

サブプロット数 10*10 10*10 5*5 3*3 10*10 

サブプロット(m) 25 50 25 25 25 

平均気温(℃) ※1 3.7 3.4 2 -0.9 6 

温量指数(℃・
月) 

※1 40 36.6 27.6 17.7 51.6 

寒さの指数(℃・
月) 

※1 -54.4 -55.2 -63.8 -88.4 -39.2 

年降水量(mm) ※1 3633 3459 3725 3620 3047 

積雪深(cm) ※1 461 411 474 501 397 

立木調査 ※2 DBH10cm 以上 DBH10cm 以上 樹高 1.3m 以上 DBH10cm 以上 

優占樹種 オオシラビソ オオシラビソ オオシラビソ ハイマツ ブナ 

森林調査 1 回目 199910 199810 19990904-05 200009 

森林調査 2 回目 20031008 20020524 20040617 200406 

森林調査 3 回目 20070605-0713 20050613 20070806 20070910 

森林調査 4 回目 20100614-0707 20080602 20090902 20100928 

森林調査 5 回目 20110606 20120724 

植生調査Ⅰ期 19990818-19 19980718-20 19990904-05 2000906 20000911-12 

植生調査Ⅱ期 20060905 20040902 20040901 20060907 20070905 

植生調査Ⅲ期   20120822 20100826-0902 20100823-25 20120820 20131002-03 

※1 気象庁気候値メッシュ， ※2  DBH : 胸高直径 
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第 3 章  気象観測 (中島春樹) 

植生との関係が深い温度、積雪環境について、標高による違いや長期的な推移傾向を明らかに

するため、気温、最深積雪深、地表面温度の観測を行っている（表 3.1.1）。地表面温度について

は、根雪期間を推定すること（石田 2006）を目的としている。 

3.1 気温 

方法 

ブナ坂、松尾峠、鏡石、浄土山の 4 調査区で 1998～2000 年に気温の観測を開始した（表 3.1.2）。

観測は 1 時間間隔で行った。データロガーは、当初ログ電子社製温度測定用 B-5（センサー外付）

を用いたが、5～6 年経過後から不具合が生じ欠測が相次いだため、2006～2007 年にティアンド

デイ社製おんどとり TR51S（センサー内蔵）に切り替えた。ブナ坂、松尾峠、鏡石では立木の地

上高 3～4m に、浄土山では富山大学の立山施設のやぐらの地上高約 5m に、ログ電子の外付けセ

ンサーを設置するか、簡易シェルターで被覆したおんどとりを設置した。下に述べるとおり、ブ

ナ坂と松尾峠では冬期にセンサー部が積雪に埋まることや、観測値が直射日光の影響を受けるこ

とがあったため、2009 年に設置木を変更するとともに設置高を地上高 7m と高くした。この際に

ロガー（おんどとり）は落葉期がなく日射の影響を受けにくい常緑針葉樹の樹冠内に設置するこ

ととし、ブナ坂ではスギ、松尾峠ではオオシラビソの樹幹の北側に設置した。また、枝にかけた

ロープにロガーを固定し、つるべ式に地表から 7m まで移動できるようにして、木に登らずにロ

ガーの維持管理を行えるようにした。なお、浄土山では、環境省のモニタリング 1000 の一環と

して富山大学のグループが気温を観測しているため、2010 年から観測を休止した。 

冬期間の観測データには、いずれの調査区でも気温の日変動が不明瞭もしくは消失している期

間があった（図 3.1.1）。最深積雪深はブナ坂で 4m、松尾峠で 5m を超えることがあるので（図

3.2.1）、ブナ坂、松尾峠、鏡石では、地上高 3～4ｍにセンサーを設置した場合は、積雪に埋まる

ことがあったためだと考えられた。浄土山については、やぐら全体が積雪に埋まったか、やぐら

上の積雪に埋まったためと考えられた。そこで、観測データを調査区間もしくは周辺地域で観測

表 3.1.2 気温の観測経過 
調査区 事項 ロガー 日時 測定高 測定位置

ブナ坂 測定開始 ログ電子 1998/09/04 16:00 3-4m No.33ウワミズザクラ

ロガー変更 おんどとり 2006/10/31 17:00 3m 〃

位置移動 〃 2009/05/21 16:00 7m No.125スギ

松尾峠 測定開始 ログ電子 1998/09/04 16:00 3-4m No.161オオシラビソ

ロガー変更 おんどとり 2006/10/31 17:00 4m 〃

位置移動 〃 2009/06/25 13:00 7m No.156オオシラビソ

鏡石 測定開始 ログ電子 1999/09/04 16:00 3-4m No.25オオシラビソ

ロガー変更 おんどとり 2006/10/31 17:00 4m No.25オオシラビソ

浄土山 測定開始 ログ電子 2000/09/07 16:00 5m 富大立山施設やぐら

ロガー変更 おんどとり 2007/10/03 13:00 5m 〃

測定終了 2010/06/28 11:00

表 3.1.1 観測の概要 

No 調査区 標高 気温 最深積雪深 地表面温度

（根雪期間）

1 美女平 1040 ◎2004～

2 ブナ坂 1090 ○1998～ ○2004～ ◎1999～

3 ブナ平 1190 ◎2004～ ○2004～

4 上ノ小平 1430 ◎2004～ ◎2004～

5 弥陀ヶ原 1890

6 美松 1960 ◎2006～ ○2004～

7 松尾峠 1970 ○1998～ ◎2004～ ◎1999～

8 鏡石 2250 ○1999～ ◎2000～

9 浄土山 2830 ▲2000～2010 ◎2001～

10 有峰 1350 ○2004～

◎： 継続中，欠測なし　　○： 継続中，欠測あり　　▲：　休止

地表面温度（根雪期間），最深積雪深については観測開始寒候期の

越年後の年を示し、例えば「2004～」とあるものは「2003～2004寒候

期から開始」を表す
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した他事業のデータと比較することにより、日変動が消失した期間を特定して埋雪期間を推定し

た。ブナ坂、松尾峠、鏡石、浄土山それぞれ 1、7、13、2 冬期において埋雪期間があったと推定

された。ブナ坂、松尾峠ではセンサー設置位置を地上高 7m へ高くした 2009 年以降積雪に埋まる

ことはなくなった。鏡石では観測した全ての冬期において埋雪期間が生じた。鏡石はオオシラビ

ソの疎林であるが、森林限界に近く最大樹高は約 5m に過ぎないため（図 5.2.7.1）、立木にセン

サーを設置する方法では、冬期に積雪に埋まることを避けることはできず、気温の通年観測は不

可能である。 

松尾峠の 2005 年までのログ電子ロガーによる観測データを見ると（図 3.1.1）、夏期に異常な

高温がパルス状に観測されており、その極値は 2004 年に 39.1℃まで達した。これは、センサー

部分に直射日光があたった影響と考えられた（第Ⅱ期報告書 p133）。また、2006 年以降の簡易

シェルターで被覆したおんどとりによる観測データでも、やや改善はされたものの 2007 年には

33.9℃を観測するなど 2008 年までは同様のパルス状の高温が観測されており、これについても、

直射日光の影響を受けやすい位置に設置したためだと推測される。一方、設置位置を移動した

2009 年以後は異常な高温は観測されておらず、年最高気温を比較すると、移動前は 27.4～39.1℃
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図 3.1.1 気温の経時変化（ロガーに記録された 1 時間間隔の全データ） 

破線は測定開始、測定終了、ロガー種別変更日時を表し、下端の英字記号はロガー種別を表す（LG:ログ電

子、ON:おんどとり）。開始から終了の間のデータがない期間はロガーの不具合等による欠測。 
点線は調査区内での測定位置の移動日時を表す 
    は推定した埋雪期間 
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だったのに対し、移動後は 22.5～24.3℃と低い値となった（図 3.1.2）。 

以上より、推定した埋雪期間および、直射日光の影響が大きいと考えられる松尾峠の 2009 年

のロガー移動前までのデータについては、集計から控除した。その結果、通年の観測データが得

られたのは、ブナ坂で 8 年、松尾峠で 3 年、浄土山で 5 年となった。これらの各年について年平

均気温を算出し、調査区ごとに平均して年平均気温の平年値とした。鏡石では通年観測できた年

はなかった。欠測がない月について月平均気温を算出し、得られた各年の月平均気温を平均して

平年値とした。この値から温量指数（月平均気温が 5℃以上の月について、月平均気温から 5℃を

引いた値の合計）を求めた。 

 

図 3.1.2 松尾峠の年最高気温のロガー移

動前後の比較 
p 値は t 検定による。2009 年は移動後に含める。

通年で欠測のない年のみ（12 年）を対象とする
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表 3.1.3 平均気温 

年
ブナ坂 松尾峠 鏡石 浄土山

1998 － － － －
1999 8.6 － － －
2000 － － － －
2001 8.0 － － -2.9
2002 8.3 － － -2.6
2003 － － － -1.6
2004 － － － －
2005 － － － -3.2
2006 － － － -2.1
2007 8.1 － － －
2008 － － － －
2009 8.6 － － －
2010 8.6 3.5 － －
2011 8.0 2.6 － －
2012 7.8 2.4 － －

平年値 8.3 2.9 － -2.5

－は欠測等により通年観測していない年

年平均気温（℃）

表 3.1.4 月平均気温平年値と温量指数 
月

気温  N 気温  N 気温  N 気温  N
1 -3.8 (12) -10.6 (4) -11.1 (7) -15.2 (8)
2 -3.1 (12) -8.5 (4) -10.1 (3) -14.6 (7)
3 0.3 (10) -5.4 (4) － (0) -12.2 (6)
4 6.1 (10) -0.3 (4) － (0) -4.9 (6)
5 12.0 (9) 5.8 (4) 4.7 (5) 1.0 (7)
6 15.5 (11) 10.7 (4) 9.7 (13) 6.0 (7)
7 19.5 (11) 15.1 (4) 13.6 (12) 9.8 (7)
8 20.5 (10) 16.0 (4) 14.4 (12) 10.9 (7)
9 16.8 (10) 12.3 (4) 11.0 (11) 7.4 (6)
10 10.8 (11) 5.8 (4) 4.6 (12) 1.0 (8)
11 4.7 (13) -0.6 (4) -1.7 (13) -5.6 (9)
12 -0.7 (13) -6.9 (4) -7.9 (12) -12.3 (8)

温量指数 66.2 35.6 28.6 14.0

気温：月平均気温平年値（℃）　N：観測年数

温量指数：月平均気温が5℃以上の月について、月平均気温から5℃を

引いた値の合計

鏡石の3月、4月は埋雪のため観測データは得られなかった。

鏡石の温量指数算出において、3月、4月の月平均気温は5℃未満と推定
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図 3.1.3 月平均気温平年値 

調査区
極値（℃） 観測日時 極値（℃） 観測日時

ブナ坂 30.0 2000/7/31 13:00 -14.5 1999/2/4 1:00
松尾峠 24.3 2012/8/3 14:00 -19.2 2013/2/17 5:00
浄土山 22.9 2001/7/21 14:00 -27.4 2006/2/4 1:00

鏡石は通年観測できなかったため極値の集計は行わない

最高気温 最低気温

表 3.1.5 最高気温と最低気温の極値 
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結果 

年平均気温の平年値はブナ坂で 8.3℃、松尾峠で 2.9℃、浄土山で-2.5℃だった（表 3.1.3）。富

山地方気象台（標高 9m）における年平均気温平年値（1981～2010 年）の 14.1℃（気象庁 HP）

を基準として、標高 100m あたりの気温の逓減率を求めると、ブナ坂、松尾峠、浄土山それぞれ

0.54、0.57、0.59℃であり、一般に知られている 0.55℃に近い値だった。月平均気温も標高に応

じた温度差があった（表 3.1.4、図 3.1.3）。吉良の森林帯区分では、温帯落葉樹林帯と常緑針葉

樹林帯は温量指数 45 で、常緑針葉樹林帯と高山帯は温量指数 15 で区分されているが、月平均気

温の平年値から求めた温量指数はブナ坂で 66.2、松尾峠で 35.6、鏡石で 28.6、浄土山で 14.0 と

なり（表 3.1.4）、ブナ坂は温帯落葉広葉樹林帯（山地帯）、松尾峠と鏡石は常緑針葉樹林帯（亜

高山帯）、浄土山は高山帯に対応し、実際の植生と一致していた。最高気温と最低気温の極値も

標高に応じた温度差があった（表 3.1.5）。 

3.2 最深積雪深 

方法 

美女平、ブナ坂、ブナ平、上ノ小平、松尾峠で 2004 年（2003～2004 年寒候期を指す、以下同

様に越年後の年で表記）から、美松で 2006 年から、最深積雪深を高橋（1968）の最深積雪指示

計に準じる方法で観測した（表 3.1.1）。最深積雪時にも埋まらないと推測される立枯木上部の分

枝部に滑車を固定し、径 2.5mm のワイヤーを通して地表まで垂らした。径 2.5mm 長 25cm のア

ルミ線をワイヤーに 20cm 間隔でスリーブを用いて固定し、ワイヤーの両側へ水平にアルミ線が

約 10cm ずつ伸びる状態とした（写真 3.2.1）。アルミ線が積雪下となると、沈降圧によりアルミ

線が下向きに曲がるので、寒候期終了後にアルミ線が曲がった最大の高さを測定して最深積雪深

とした。また、曲がったアルミ線を次の寒候期の観測のため水平に戻した。なお、美女平では立

枯木に電動ドリルを用いてアルミ線を 20cm 間隔で直接設置する方法での観測も行った。ブナ坂

では 2005 年はワイヤーが寒候期に脱落したため欠測となった。観測年数は 8～10 年と調査区に

より異なるが、それぞれの平均値を平年値とした。平野部との比較のため、富山地方気象台（標

高 9m）の最深積雪深の観測値（気象庁 HP）を利用した。 

 

結果 

最深積雪深は年により大きく異なり、山地帯の美女平、ブナ坂、ブナ平ではおおむね 200～

400cm、移行帯の上ノ小平では 200～500cm、亜高山帯の美松と松尾峠ではおおむね 400～600cm

のレンジで変動した（図 3.2.1）。山地帯と亜高山帯で 200cm 程度の差がある年が多かったが（例

えば 2007 年は美女平 160cm、美松 420cm で 260cm 差）、2005 年や 2010 年のように両者の差

が小さい年もあった（例えば 2005 年は美女平 350cm、松尾峠 400cm で 50cm 差）。調査区間の

相関をみると、標高が近いほど高い相関を示す傾向があった（表 3.2.1）。例えば山地帯の美女平、

ブナ坂、ブナ平の間では r=0.90～0.93 の、亜高山帯の美松と松尾峠の間では r=0.94 の高い相関

があったが、山地帯の 3 調査区と亜高山帯の 2 調査区間の 6 組合せのうち有意な相関があったの
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±0.22℃以下のとき積雪ありと判定した。そのうえで、24 時間のうち 1 時間でも積雪ありと判定

された日を積雪日とした。積雪日が最も長く継続する期間を根雪期間とし、その始まる日を根雪

初日、終わる日を根雪終日、期間日数を根雪日数とした。根雪期間の観測年数は 7～15 年と調査

区により異なるが、それぞれの平均値を平年値とした。平野部との比較のため、富山地方気象台

（標高 9m）において日最深積雪深の観測値（気象庁 HP）が 1cm 以上となる日を積雪日とし、

積雪日が最も長く連続する期間を根雪期間として根雪日数を算出した。 

 

結果 

根雪日数は年により大きな変動があり、標高 1090m のブナ坂でおおむね 120～170 日、標高

1190～1430m のブナ平、有峰、上ノ小平でおおむね 150～190 日、標高 1960～2830m の美松、

松尾峠、鏡石、浄土山でおおむね 200～250 日のレンジで変動した（図 3.3.2）。 

最深積雪深と根雪日数の観測データのあるブナ坂、ブナ平、上ノ小平、美松、松尾峠のデータ

をプールして、両者の関係をみると（図 3.3.3）、有意な正の相関があり、最深積雪深 300、500cm

の時の根雪日数はそれぞれ 170、215 日程度だった。 

調査区間の相関をみると、標高が近いほど高い相関を示す傾向があった（表 3.3.1）。例えば山

地帯のブナ坂、ブナ平、有峰の間では r=0.80～0.96 の、亜高山帯の美松、松尾峠、鏡石の間では

r=0.74～0.92 の高い相関があったが、山地帯の 3 調査区と亜高山帯の 3 調査区の間の 9 組合せの

うち有意な相関があったのは 5 組合せだった（r=0.57～0.85）。高山帯の浄土山はいずれの調査

区とも有意な相関はなかった。また、浄土山では積雪深の観測は行っていないものの、亜高山帯

以下の調査区で比較的最深積雪深が少なかった 2007 年（図 3.2.1）に根雪日数が最も長くなるな

ど（図 3.3.2）、根雪日数と積雪深の対応は明瞭でなかった。浄土山の調査区は冬期間季節風にさ

らされる北アルプス主稜線の風上側斜面にあるため、雪は吹き溜まらず飛散しやすい。つまり、

降雪に応じて積雪深が深くなり続けるわけではないと推測される。浄土山の根雪日数は、亜高山

帯以下の最深積雪深から類推される降雪の多寡よりも、初冬の寒気の入るタイミングや春先の気

温の影響をより大きく受けている可能性がある。富山地方気象台の根雪日数はいずれの調査区と

も相関はなかった。 

図 3.3.1 2012 年 7 月～2013 年 7 月の地表面温度 
点線は 0℃、↓は根雪初日、↑は根雪終日 
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根雪初日、根雪終日、根雪日数の平年値をみると（図 3.3.4）、ブナ坂から上ノ小平までの調査

区では標高が高くなるほど根雪初日が早く、根雪終日が遅く、根雪日数は長くなる傾向があり、

ブナ坂では根雪期間は 12 月上旬～5 月上旬、根雪日数は 151 日、上ノ小平では根雪期間は 11 月

下旬～5 月下旬、根雪日数は 180 日だった。亜高山帯の美松、松尾峠、鏡石では、根雪期間はほ

ぼ同じ 11 月上旬～6 月中旬で、根雪日数は 224～226 日だった。高山帯の浄土山では根雪期間は

10 月中旬～6 月上旬、根雪日数は 227 日であり、根雪初日、終日ともに亜高山帯の調査区より早

かった。根雪終日が早くなるのは、上述のように積雪深は下部山腹ほどとならないため、気温上

昇後、比較的短期に融雪するためだと推測される。 
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表 3.3.1 根雪日数の調査区間相関行列 
  鏡石   松尾峠   美松  上ノ小平   有峰   ブナ平   ブナ坂   富山

 浄土山 -0.02 NS 0.02 NS -0.02 NS -0.29 NS 0.22 NS -0.36 NS -0.18 NS -0.46 NS

 鏡石 0.74 ** 0.92 *** 0.72 * 0.85 * 0.78 * 0.60 * 0.24 NS

 松尾峠 0.92 *** 0.57 NS 0.84 * 0.59 NS 0.57 * -0.14 NS

 美松 0.64 NS 0.70 NS 0.66 NS 0.45 NS 0.22 NS

 上ノ小平 0.94 ** 0.97 *** 0.80 ** 0.44 NS

 有峰 0.96 *** 0.80 * 0.00 NS

 ブナ平 0.84 ** 0.57 NS

 ブナ坂 0.40 NS

ピアソンの積率相関係数 *** p<0.001, ** p<0.01, * p<0.05

富山は富山地方気象台（標高9m）

図 3.3.4 根雪初日、根雪終日、
根雪日数平年値（N は観測年
数） 
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第 4 章  植生調査 (石田 仁)  

4.1 方法 

4.1.1 総合優占度 

各調査区のサブプロット(第 2 章  植生・森林動態固定調査区の概要 参照)において、階層別(表

4.1.1.1)に出現植物(維管束植物)の被度を記録した。出現種の被度をDomin-Krajinaの被度階級(表

4.1.1.2，図 4.1.1.1)に変換し、種とサブプロットの集計表(植生組成表)を作成した後、出現種の

総合優占度(Kojima 2006)と頻度を算出した(表 4.1.1.2、式 1)。被度階級の＋は 0.5 として計算した。

なお、第Ⅰ期については、元資料が Domin-Krajina の被度階級の植生組成表のみで被度の資料は

ない。 

表 4.1.1.1 植物群落の階層区分                         
階層    内  容               
A1 層（高高木層） 林冠の最上層部を構成する層。 
A2 層（亜高木層） A1 層の下にあるが樹高 5ｍ以上の樹木より構成される層。 
B1 層（高低木層） 高さ 2ｍ以上、5ｍ以下の木本植物より構成される層。高木の 
   幼稚樹もこの層に含まれる。 
B2 層（低低木層） 高さ 2ｍ以下の木本植物より構成される層。ただしイワナシ、 
      コケモモ、ガンコウラン、チングルマなどの矮生低木は除く。 
   高木の幼稚樹もこの層に含まれる。 
S 層（ササ植物層） すべてのササ植物により構成される層。 
C 層（草本層）  高さに関わらず、すべての草本植物により構成される層。B2 
      層において除外された矮生低木はこの層に含まれる。 
L 層（つる植物層） ツルアジサイ、ヤマブドウなどすべての木本性つる植物によ 
      り構成される層。                    
 
頻度 ＝ ｎ(a)/N  
       n(a)：種 a が出現しているサブコドラート数 
              （この場合、被度の大きさには無関係） 
   N：全サブコドラート数 
平均被度 ＝ Σ(a)/N 
  Σ(a)：方形区に出現した種 a の被度階級合計 

総合優占度 ൌ 100 ൈ ඥ					ሺሻ	/ே	ൈ∑ሺሻ/ே							

√ଵ	
     (式 1) 

 

表 4.1.1.2 被度階級                              
被度階級     内    容 
Domin-Krajina   Braun-Blanquet                        
   10   5  100%の面積を占める 
  9   5  75％以上 100％未満の面積を占める 
  8   4  50％以上 75％未満の面積を占める 
  7   3  33％以上 50％未満の面積を占める 
  6   3, 2  20％以上 33％未満の面積を占める 
  5   2  10％以上 20％未満の面積を占める 
  4   2  5％以上 10％未満の面積を占める 
  3   1  3％以上 5％未満の面積を占める 
  2   1  2％の面積を占める 
  1   1  1％の面積を占める 
  +   +  1％未満の面積を占める         
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4.2 結果と考察 

4.2.1 美女平 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 7 階層，129 

種の維管束植物を記録した(A1 層 2

種,A2 層 10 種,B1 層 19 種,B2 層 51

種,C 層 69 種(未同定 2 種含む),L 層 11

種,S 層 2 種)。 

林冠層(A1 層)はスギ 1 種が優占し

ており，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期の平均頻度は

4.0，平均優占度は 81 であった。そ

の多くは造林木であるが，一部大径

木に天然生のものも含まれる(写真

2.2.1.1，2)。また，亜高木層から低

木層(A2, B1,B2 層)ではホオノキ，ブ

ナ，ウリハダカエデ，コシアブラ，

ウワミズザクラ，リョウブ，コミネ

カエデ，キハダ，ミズキ等の落葉広

葉樹が天然更新している。当調査区

ではブナは林冠層(A1)に到達してい

ない。しかし，中下層には多く分布

しており，調査後期になるに従い若干，優占度を増加させていた。スギは最優占種ではあるが，

亜高木層では，ブナと同程度で，下層には殆んど分布していない。スギの優占度は大きな変化は

ないがⅢ期で A1 層がわずかに増加している。 

低木層(B2 層)では，オオカメノキ，オオバクロモジ，ヤマウルシ，サワフタギ，ヤマウルシの

平均出現頻度(3.7～4.0)が高かった。また，草本層(C 層)ではヤマソテツ，シノブカグマ の平均被

度が 5.0 と頻出していた。チシマザサも被度はそれほど高くないが(平均総合優占度 48)，平均被

度は 4.7 で高頻度に出現していた。Ⅰ期では蔓植物が調査対象となっていなかった。 

I 期，II 期， III 期において，種数は 71 種， 87 種， 114 種，総合優占度は 1091，1317，1526

であり，ともに後期ほど高い値を示した。 
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図 4.2.1.1 
主要樹種の各層における総合優占度の変化

美女平調査区 

表 4.2.1.1 美女平 植生組成表 (2008 年)

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

A1 スギ 8 8 8 8 8 9 8 8 8 8 8 8 9 9 8 8 6 ・ 8 8 8 9 6 6 7 Ⅴ 85.2
A1 ホオノキ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
A2 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 4 ・ 4 ・ 2 ・ ・ ・ 2 Ⅰ 11.0
A2 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 2 4 ・ Ⅰ 6.9
A2 キハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
A2 コシアブラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 Ⅰ 2.2
A2 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 スギ ・ ・ ・ 6 ・ 4 ・ ・ ・ 5 ・ 4 3 5 ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ 3 ・ 4 Ⅱ 24.0
A2 ブナ ・ 4 ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 3 3 ・ ・ 6 3 ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ Ⅱ 19.9
A2 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ 4 4 2 3 4 ・ 4 4 ・ Ⅱ 22.4
A2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ Ⅰ 2.5
A2 メイゲツカエデ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
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B1 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ Ⅰ 2.5
B1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 オオカメノキ 4 ・ ・ ・ ・ 2 3 ・ 1 2 3 1 ・ 3 2 ・ ・ 3 3 ・ 4 ・ ・ ・ 2 Ⅲ 26.2
B1 オオバクロモジ 3 ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 8.8
B1 コシアブラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 3 2 ・ Ⅰ 6.6
B1 サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 5 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 7.3
B1 スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅰ 3.6
B1 タカノツメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
B1 タムシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ツノハシバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 1.8
B1 ノリウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅰ 4.4
B1 ブナ ・ 4 2 3 5 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 2 ・ ・ ・ 2 3 4 Ⅲ 24.1
B1 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 3 ・ ・ ・ 2 ・ 3 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 11.0
B1 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 4.1
B1 ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 メイゲツカエデ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
B1 ヤマウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 リョウブ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 Ⅰ 6.9
B2 アオダモ ・ + + 1 1 + + + + + + ・ 2 + 1 1 + ・ + ・ 1 + + + ・ Ⅳ 21.2
B2 アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ 1 ・ ・ 3 ・ ・ + ・ Ⅰ 6.6
B2 イタヤカエデ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ Ⅰ 2.7
B2 ウリハダカエデ + + + + + ・ ・ + + + 1 3 4 ・ 3 3 3 2 1 2 2 1 + 1 2 Ⅴ 33.8
B2 ウワミズザクラ + + ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 2 + + + ・ 1 2 ・ 3 ・ ・ + 1 1 Ⅲ 18.0
B2 エゾアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 エゾユズリハ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
B2 オオカメノキ 5 4 4 6 5 5 5 4 4 5 5 4 4 4 5 5 3 4 4 4 5 4 3 3 4 Ⅴ 65.7
B2 オオバクロモジ 3 2 3 3 4 4 4 5 4 4 5 4 5 5 5 4 4 3 4 5 5 4 3 4 3 Ⅴ 62.9
B2 オオバスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 キハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 コシアブラ ・ ・ 1 + + ・ 1 + + + 1 1 + 2 ・ 3 1 1 1 + 1 1 + ・ 1 Ⅳ 24.7
B2 コナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 1.8
B2 コミネカエデ + + + + 1 2 3 + + 1 + ・ ・ + + 1 2 ・ 1 + + + ・ + + Ⅴ 24.6
B2 サワフタギ + + 2 3 ・ 3 3 + ・ 1 5 4 + ・ 3 2 2 ・ 3 ・ + ・ + + 1 Ⅳ 32.9
B2 スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 3.1
B2 タカノツメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 タムシバ + ・ 1 ・ ・ + + ・ ・ + + + ・ + 1 2 + + 1 2 ・ ・ ・ + + Ⅳ 17.9
B2 タラノキ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ツノハシバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
B2 ツリバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ナツハゼ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ + 1 ・ ・ + 1 ・ 1 ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅱ 8.8
B2 ニワトコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ノリウツギ + ・ ・ 3 1 3 ・ 2 1 3 3 3 3 4 ・ + 3 ・ 2 3 4 1 4 2 3 Ⅳ 39.6
B2 ハイイヌガヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ハイイヌツゲ + ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + + 1 + + + ・ + 1 + ・ + + 1 + + Ⅳ 16.5
B2 ハナイカダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + 1 ・ ・ 1 + ・ + ・ ・ ・ ・ 1 2 ・ Ⅱ 9.5
B2 ハリギリ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ + ・ + + ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 8.0
B2 ヒトツバカエデ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ヒメアオキ ・ 1 + + ・ + ・ ・ ・ ・ + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 8.5
B2 ヒメウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ヒメモチ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + 1 + ・ + Ⅱ 9.4
B2 ブナ 4 4 2 ・ 4 3 4 3 1 2 4 3 ・ 2 1 3 3 2 3 ・ ・ ・ ・ 4 5 Ⅳ 41.6
B2 ホオノキ + 3 + + ・ + + 1 1 ・ + ・ + + 1 + ・ + + + + ・ + + + Ⅳ 21.2
B2 ホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 1 1 ・ ・ ・ Ⅰ 4.9
B2 マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ミズキ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ + ・ + 1 ・ + + + + 1 ・ ・ ・ + + + Ⅲ 13.4
B2 ミズナラ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 3.6
B2 ミズメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1 ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 3.1
B2 ミヤマホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 3.1
B2 メイゲツカエデ 1 ・ 1 ・ ・ + ・ + + ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ + + 1 ・ ・ + + + Ⅲ 12.9
B2 ヤブコウジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ヤマウルシ + + ・ + ・ + + + + + + 1 1 + + + + 3 + + + + ・ 1 2 Ⅴ 24.1
B2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ 4 2 2 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.5
B2 リョウブ + ・ ・ + + 3 3 3 3 3 1 4 3 3 5 2 4 4 4 4 1 + 3 + 4 Ⅴ 46.8
C Goodyera ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C Hypericum ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C イヌガンソク ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 2 ・ 2 ・ ・ 4 4 ・ + ・ ・ 3 + Ⅱ 19.2
C イワウチワ ・ ・ ・ ・ 5 + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 5 ・ ・ 4 Ⅱ 15.7
C イワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
C イワハリガネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 3 ・ 3 ・ ・ ・ ・ + 1 ・ + + + ・ 2 2 ・ Ⅱ 15.5
C エビヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオカモメヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオバコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 2 Ⅰ 6.3
C オオバユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オクモミジハグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C オシダ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
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C カニコウモリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C カメバヒキオコシ 1 ・ 1 ・ ・ 3 ・ 3 2 + ・ ・ 1 ・ ・ 3 + ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ Ⅲ 17.0
C キジノオシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C キンミズヒキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + + 1 + 2 Ⅱ 7.8
C コイワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅰ 5.7
C コナスビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1 ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
C コフタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コブナグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + ・ + + 1 Ⅱ 5.8
C サイハイラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C サカゲイノデ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ササユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C シケチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C シシガシラ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ + ・ ・ ・ 1 + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + + Ⅱ 9.4
C シノブカグマ 5 4 1 + ・ 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 3 5 3 4 3 4 4 Ⅴ 57.3
C ジュウモンジシダ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 3.6
C シュスラン ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 5.4
C シラネワラビ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
C ゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1 + ・ ・ 1 1 1 ・ ・ ・ + ・ + 1 + Ⅱ 11.0
C タチシオデ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C タニギキョウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C チゴユリ ・ + ・ ・ ・ 3 ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.3
C チヂミザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
C ツクバネソウ + + ・ ・ ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 5.8
C ツルアリドオシ ・ 1 1 2 ・ ・ 1 + + ・ ・ 1 1 3 + 3 + 2 1 ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅲ 21.1
C ツルニンジン ・ ・ + + ・ ・ ・ 1 ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.9
C ツルリンドウ + + + + + + ・ ・ + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ + Ⅲ 10.7
C トウバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 1.8
C トクワカソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 3 ・ Ⅰ 4.4
C トチバニンジン ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.5
C トンボソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ナライシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ナルコユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヌスビトハギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.9
C ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ハリガネワラビ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ヒメカンアオイ ・ ・ ・ + 1 ・ ・ + + 3 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 7.6
C ヒメカンスゲ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C フタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
C ホウチャクソウ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + ・ + ・ + 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.2
C マムシグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマアキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + Ⅰ 1.8
C ミヤマウズラ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 2.7
C ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ Ⅰ 4.0
C ミヤマシケシダ 4 2 ・ ・ ・ 2 3 3 3 4 1 ・ 4 4 3 2 4 + 4 3 3 ・ 3 2 1 Ⅳ 42.1
C ミヤマタニタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ミヤマベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C モミジハグマ ・ 2 + + ・ 1 2 4 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 10.8
C ヤブコウジ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ヤマイヌワラビ + + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 1 + ・ 4 ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅱ 11.1
C ヤマソテツ 7 5 5 5 ・ 5 5 7 6 5 7 5 6 6 4 4 5 5 4 5 4 3 4 5 4 Ⅴ 68.2
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヤワラシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ユキザサ + ・ ・ ・ ・ + + + + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 7.2
C ヨツバヒヨドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
L イワガラミ + + ・ ・ ・ ・ ・ 2 6 ・ 7 ・ 5 ・ 3 ・ 3 ・ 2 ・ 2 ・ ・ 1 ・ Ⅲ 23.7
L エビヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
L サルナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
L チシマザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
L ツタウルシ + ・ + + 3 1 4 1 3 + 5 3 1 + 2 2 1 4 1 ・ 1 2 2 + 3 Ⅴ 39.3
L ツルアジサイ + 3 1 4 3 3 + ・ ・ 6 ・ 5 ・ 4 ・ 3 + 4 ・ 5 ・ 4 4 ・ 4 Ⅳ 38.5
L ノブドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L マタタビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L マツブサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ミヤママタタビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
L ヤマブドウ ・ 6 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 3 1 ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅱ 13.6
S クマイザサ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
S チシマザサ ・ 1 ・ ・ 1 ・ ・ ・ + + 1 ・ ・ 4 2 3 4 5 4 ・ 4 7 5 4 6 Ⅳ 36.5
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表 4.2.1.2 美女平調査区  1998～2008 年における総合優占度の変化 

1998年 2002年 2008年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度

A1 スギ Ⅴ 78.5 Ⅴ 78.7 Ⅴ 85.2 C ヤマソテツ Ⅴ 66.0 Ⅴ 66.9 Ⅴ 68.2
A1 ホオノキ - 0.0 Ⅰ 3.1 Ⅰ 3.1 C シノブカグマ Ⅴ 54.1 Ⅴ 59.8 Ⅴ 57.3
A2 スギ Ⅳ 46.1 Ⅳ 46.9 Ⅱ 24.0 C ミヤマシケシダ - 0.0 Ⅱ 10.3 Ⅳ 42.1
A2 ホオノキ Ⅲ 25.5 Ⅲ 27.4 Ⅱ 22.4 C ツルアリドオシ Ⅱ 7.1 Ⅱ 12.6 Ⅲ 21.1
A2 ブナ Ⅱ 19.6 Ⅱ 23.1 Ⅱ 19.9 C イヌガンソク Ⅰ 7.2 Ⅰ 7.2 Ⅱ 19.2
A2 ウリハダカエデ Ⅱ 13.5 Ⅱ 16.7 Ⅰ 11.0 C カメバヒキオコシ Ⅱ 7.5 Ⅱ 14.1 Ⅲ 17.0
A2 ウワミズザクラ Ⅰ 9.5 Ⅰ 10.1 Ⅰ 6.9 C イワウチワ Ⅲ 25.4 Ⅱ 21.5 Ⅱ 15.7
A2 キハダ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 C イワハリガネワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅱ 15.5
A2 ミズキ Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5 C ヤマイヌワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅱ 11.1
A2 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5 C ゼンマイ Ⅱ 11.7 Ⅱ 11.0 Ⅱ 11.0
A2 コシアブラ Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2 C モミジハグマ - 0.0 Ⅱ 13.0 Ⅱ 10.8
A2 コミネカエデ Ⅰ 2.2 - 0.0 - 0.0 C ツルリンドウ Ⅰ 0.9 Ⅱ 8.9 Ⅲ 10.7
B1 オオカメノキ Ⅱ 11.2 Ⅱ 13.4 Ⅲ 26.2 C シシガシラ Ⅱ 6.7 Ⅱ 7.6 Ⅱ 9.4
B1 ブナ Ⅱ 19.7 Ⅱ 22.3 Ⅲ 24.1 C キンミズヒキ Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.7 Ⅱ 7.8
B1 ホオノキ Ⅱ 16.4 Ⅱ 14.6 Ⅰ 11.0 C ヒメカンアオイ Ⅰ 3.6 Ⅰ 4.4 Ⅱ 7.6
B1 オオバクロモジ Ⅰ 9.1 Ⅰ 8.8 Ⅰ 8.8 C ユキザサ Ⅱ 8.0 Ⅲ 12.1 Ⅱ 7.2
B1 サワフタギ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 7.3 C オオバコ Ⅰ 0.9 Ⅰ 3.1 Ⅰ 6.3
B1 リョウブ Ⅰ 3.1 Ⅰ 1.3 Ⅰ 6.9 C チゴユリ Ⅰ 2.2 Ⅰ 4.0 Ⅰ 6.3
B1 コシアブラ Ⅰ 4.0 Ⅰ 4.4 Ⅰ 6.6 C ホソバトウゲシバ Ⅰ 3.3 Ⅱ 7.9 Ⅱ 6.2
B1 ノリウツギ Ⅰ 3.6 Ⅰ 3.6 Ⅰ 4.4 C コブナグサ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅱ 5.8
B1 ミズキ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 4.1 C ツクバネソウ Ⅱ 9.4 Ⅲ 13.4 Ⅱ 5.8
B1 スギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6 C コイワカガミ - 0.0 Ⅰ 4.9 Ⅰ 5.7
B1 ウリハダカエデ Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.5 C シュスラン - 0.0 - 0.0 Ⅱ 5.4
B1 タカノツメ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5 C ツルニンジン Ⅰ 4.0 Ⅰ 5.3 Ⅰ 4.9
B1 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5 C トチバニンジン Ⅰ 0.9 Ⅰ 2.7 Ⅰ 4.5
B1 ウワミズザクラ Ⅰ 5.4 Ⅰ 8.0 Ⅰ 2.2 C トクワカソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.4
B1 ツノハシバミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C コナスビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.0
B1 ヤマウルシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C ミヤマカンスゲ Ⅰ 4.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 4.0
B1 タムシバ Ⅰ 3.6 Ⅰ 1.8 - 0.0 C イワナシ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.6
B1 ミズナラ Ⅰ 2.5 Ⅰ 1.3 - 0.0 C ジュウモンジシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6
B1 ヤマモミジ Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0 C ベニシダ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.6
B2 オオカメノキ Ⅴ 60.3 Ⅴ 59.7 Ⅴ 65.7 C オシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.1
B2 オオバクロモジ Ⅴ 54.4 Ⅴ 54.0 Ⅴ 62.9 C ミヤマウズラ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.7
B2 リョウブ Ⅴ 38.2 Ⅳ 38.8 Ⅴ 46.8 C シラネワラビ - 0.0 Ⅱ 20.1 Ⅰ 2.5
B2 ブナ Ⅳ 37.6 Ⅳ 38.7 Ⅳ 41.6 C シケチシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ノリウツギ Ⅳ 35.8 Ⅳ 38.4 Ⅳ 39.6 C タチシオデ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8
B2 ウリハダカエデ Ⅲ 19.9 Ⅲ 20.9 Ⅴ 33.8 C トウバナ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8
B2 サワフタギ Ⅲ 27.0 Ⅳ 30.4 Ⅳ 32.9 C フタバラン - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8
B2 コシアブラ Ⅳ 18.6 Ⅴ 25.6 Ⅳ 24.7 C マムシグサ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8
B2 コミネカエデ Ⅲ 14.1 Ⅲ 13.3 Ⅴ 24.6 C ミヤマアキノキリンソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ヤマウルシ Ⅲ 17.0 Ⅳ 23.1 Ⅴ 24.1 C ミヤマベニシダ Ⅰ 3.6 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 アオダモ Ⅱ 7.2 Ⅲ 11.2 Ⅳ 21.2 C ヒメカンスゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ホオノキ Ⅲ 14.8 Ⅱ 13.1 Ⅳ 21.2 C Goodyera - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ウワミズザクラ Ⅲ 17.3 Ⅱ 17.7 Ⅲ 18.0 C Hypericum - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 タムシバ Ⅲ 10.7 Ⅲ 13.7 Ⅳ 17.9 C イワカガミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ハイイヌツゲ Ⅱ 7.2 Ⅱ 9.4 Ⅳ 16.5 C エビヅル - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ミズキ Ⅱ 13.6 Ⅱ 13.1 Ⅲ 13.4 C オオカモメヅル - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅱ 10.2 Ⅲ 12.9 C オオバユキザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ハナヒリノキ Ⅰ 3.5 Ⅰ 5.3 Ⅱ 9.5 C カニコウモリ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ヒメモチ Ⅱ 5.4 Ⅱ 5.4 Ⅱ 9.4 C キジノオシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ナナカマド Ⅱ 5.8 Ⅱ 5.8 Ⅱ 8.8 C サイハイラン Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9
B2 ヒメアオキ Ⅱ 8.9 Ⅱ 8.9 Ⅱ 8.5 C サカゲイノデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヤマモミジ Ⅰ 3.1 Ⅰ 4.4 Ⅰ 8.5 C チヂミザサ - 0.0 Ⅰ 3.1 Ⅰ 0.9
B2 ハリギリ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅱ 8.0 C トンボソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 アクシバ Ⅰ 3.1 Ⅰ 0.9 Ⅰ 6.6 C ナライシダ - 0.0 Ⅰ 6.9 Ⅰ 0.9
B2 ホツツジ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 4.9 C ヌスビトハギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 エゾユズリハ Ⅰ 4.4 Ⅰ 3.6 Ⅰ 4.0 C ハリガネワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ツノハシバミ Ⅰ 3.5 Ⅰ 2.8 Ⅰ 4.0 C ホウチャクソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ミズナラ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.6 C ヤブコウジ Ⅰ 1.3 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 スギ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅰ 3.1 C オクモミジハグマ Ⅰ 9.8 - 0.0 - 0.0
B2 ミズメ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.1 C コフタバラン Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0
B2 ミヤマホツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.1 C ササユリ Ⅰ 2.7 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 イワナシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.7 C タニギキョウ Ⅰ 2.7 Ⅰ 2.2 - 0.0
B2 アカミノイヌツゲ Ⅰ 2.7 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 C ナルコユリ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0
B2 キハダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ハクモウイノデ Ⅱ 15.6 Ⅰ 4.0 - 0.0
B2 コハウチワカエデ Ⅱ 8.5 Ⅰ 1.3 Ⅰ 1.8 C ミヤマタニタデ Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.8 - 0.0
B2 タカノツメ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ヤマドリゼンマイ - 0.0 Ⅰ 2.8 - 0.0
B2 ツリバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C ヤワラシダ Ⅲ 29.0 - 0.0 - 0.0
B2 イタヤカエデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ヨツバヒヨドリ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 オオバスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L ツタウルシ - 0.0 Ⅴ 49.8 Ⅴ 39.3
B2 コナラ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L ツルアジサイ - 0.0 Ⅴ 62.2 Ⅳ 38.5
B2 タラノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L イワガラミ - 0.0 - 0.0 Ⅲ 23.7
B2 トチノキ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 L ヤマブドウ - 0.0 Ⅰ 4.4 Ⅱ 13.6
B2 ナツハゼ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L エビヅル - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 3.1
B2 ハナイカダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L チシマザサ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 1.8
B2 ヒトツバカエデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L ミヤママタタビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ヒメウスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L ノブドウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヤブコウジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 L マタタビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 エゾアジサイ Ⅰ 4.7 - 0.0 - 0.0 L マツブサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ニワトコ Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0 L サルナシ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ハイイヌガヤ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0 S チシマザサ Ⅴ 56.8 Ⅴ 50.7 Ⅳ 36.5
B2 マユミ Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0 S クマイザサ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8

合計 1090.9 1317.1 1526.5
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4.2.2 ブナ坂 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 7 階層，90 種の維管

束植物を記録した(A1 層 5 種,A2 層 11 種,B1 層

19種,B2層 45種,C層 39種,L層 6種,S層 2種)。 

林冠層(A1 層)はブナ(平均頻度 3.0，平均優占

度 45，以下同じ)，スギ(2.3， 34)，ホオノキ

(1.7， 21)が優占している。スギは天然生で，

一部大径木が含まれる(写真 2.2.2.1)。ブナは，

B1 層での出現頻度がやや低いものの，高木層

から低木層に至る各階層に多く天然更新して

いる。スギは，ブナとは，異なり林の中下層(A2

層以下)では少ない。こうしたブナとスギの階

層分布の傾向は，美女平においても認められた。

スギには美女平と同様，「あがりこ」(写真

2.2.1.2 )のスギが生育しており，過去積雪期

に伐採を受けた可能性が示唆される。亜高木層から低木層(A2, B1,B2 層)では，メイゲツカエデ(A2，

2.3，21，B2 ，4.0，31)，オオカメノキ(B1，3.7，34)，オオバクロモジ(B1，2.7，26，B2， 5.0，

60)，オオカメノキ(B2，5.0，63) ，リョウブ(B2，4.3，39)等の小高木，大木種が多く分布して

いる。また，草本層(C 層)ではヤマソテツ(5.0，64)，シノブカグマ(5.0，49), ツルアリドオシ(5.0，

34), オオバユキザサ(3.3，24)が期間を通じて多く分布していた。ツタ植物(L 層)では美女平調査

区同様Ⅰ期では調査対象となっていないが，ツタウルシ(4.7，38)も多い。チシマザサは頻度(5.0)，

総合優占度(81)ともに高く，林床をかなり密に覆っている。 

I 期，II 期， III 期において，種数は 57 種，53 種，77 種，総合優占度は 1125，1246，1584

であり，ともに後期ほど高い値を示した。 

 

表 4.2.3.1 調査区［02］ブナ坂 植生組成表 (2008 年)  

 

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 頻度
総合

優占度

A1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.2
A1 スギ ・ ・ 8 ・ ・ ・ ・ 7 6 9 ・ ・ ・ ・ 6 8 9 8 ・ ・ ・ ・ 9 ・ 8 ・ ・ ・ Ⅱ 31.5
A1 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
A1 ブナ 9 8 6 ・ 7 8 6 ・ ・ ・ ・ ・ 7 8 ・ ・ ・ ・ 6 6 7 8 ・ ・ 7 8 ・ ・ Ⅲ 42.5
A1 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ 6 ・ ・ ・ ・ 5 5 7 ・ ・ 8 ・ 4 6 4 ・ ・ ・ 8 8 Ⅱ 30.7
A2 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 2 4 ・ 7 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 13.8
A2 オオバクロモジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 Ⅰ 3.9
A2 キハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 コシアブラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.0
A2 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.2
A2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ 2.0
A2 ハリギリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.6
A2 ブナ ・ 5 ・ 4 4 5 ・ ・ 8 4 3 9 4 4 4 ・ ・ ・ 5 4 ・ 3 ・ 4 ・ 5 7 5 Ⅳ 44.7
A2 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 3 3 ・ 4 ・ ・ 4 ・ 5 ・ 5 ・ ・ ・ ・ 1 ・ Ⅱ 18.1
A2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.3
A2 メイゲツカエデ ・ 4 ・ 3 ・ ・ 6 ・ ・ ・ 6 3 ・ ・ ・ ・ 2 ・ 5 4 ・ ・ ・ ・ 6 4 3 3 Ⅲ 27.4
A2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.3
B1 アオダモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.9
B1 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.8
B1 オオカメノキ 6 3 3 4 2 3 5 4 4 1 ・ ・ 3 4 5 3 3 2 3 ・ 3 4 ・ 2 3 ・ 1 2 Ⅴ 46.3
B1 オオバクロモジ 4 ・ ・ 4 3 5 4 2 4 ・ 4 3 1 5 ・ ・ 4 3 ・ 4 ・ + ・ ・ 3 ・ 3 ・ Ⅳ 35.0
B1 クロモジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.3
B1 コシアブラ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5

総合優占度 ブナ坂-02 .csv
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B1 サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.1
B1 スギ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
B1 タムシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
B1 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ノリウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ 3 2 ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 7.1
B1 ハリギリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.2
B1 ブナ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 2 ・ 3 3 1 ・ 4 3 1 ・ 3 ・ ・ ・ ・ 2 + ・ ・ ・ Ⅱ 18.2
B1 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
B1 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.0
B1 ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 メイゲツカエデ ・ ・ ・ ・ 5 ・ 1 ・ 3 ・ ・ 2 ・ ・ + ・ 2 ・ 2 ・ 5 ・ 1 ・ 2 ・ 3 5 Ⅲ 22.0
B1 ヤマウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.1
B1 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
B1 リョウブ ・ 3 ・ ・ ・ 4 ・ 3 ・ 2 3 4 4 ・ 4 ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 1 4 Ⅲ 24.8
B2 アオダモ + 1 ・ + + + ・ 2 1 2 1 + + ・ 2 3 2 1 + ・ ・ 2 1 + + + ・ ・ Ⅳ 24.8
B2 アカミノイヌツゲ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.4
B2 アクシバ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 + 1 ・ + + + + ・ + + ・ + ・ + ・ + + ・ ・ ・ Ⅲ 12.7
B2 イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
B2 ウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.1
B2 ウリハダカエデ + ・ + + ・ 1 + + + + + + + 2 + ・ + 1 + + + + + + ・ ・ ・ ・ Ⅳ 18.7
B2 ウワミズザクラ + 2 + ・ ・ + + + 2 2 + ・ + + 1 + + ・ + + 1 1 + 1 + + + + Ⅴ 23.8
B2 エゾアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 エゾユズリハ 1 4 3 + 1 3 1 3 3 4 1 1 + 2 4 5 3 + 2 4 2 4 1 4 2 2 2 3 Ⅴ 48.7
B2 オオカメノキ 6 4 6 4 6 5 4 5 6 5 4 6 3 4 5 4 5 4 4 4 4 4 5 4 2 4 3 4 Ⅴ 66.5
B2 オオバクロモジ 4 4 4 4 5 5 2 5 5 4 4 3 5 4 4 4 5 5 3 4 3 4 3 4 3 5 3 4 Ⅴ 63.2
B2 クマイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 コシアブラ 1 + + ・ + + 1 + + + + + ・ 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + ・ + + + + Ⅴ 22.6
B2 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.9
B2 サワフタギ 1 2 ・ ・ + ・ 1 1 ・ ・ ・ 3 2 ・ 2 + ・ + 2 1 1 ・ ・ 2 + ・ ・ ・ Ⅲ 19.6
B2 シナノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
B2 スギ + 1 2 ・ + ・ ・ ・ ・ 2 ・ + + + ・ ・ 2 ・ + + ・ 3 1 ・ ・ + ・ 2 Ⅲ 18.0
B2 タニウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.6
B2 タムシバ + 1 + + + ・ + 1 3 2 ・ + ・ ・ ・ ・ + + + + ・ 3 + 1 + ・ 1 + Ⅳ 21.7
B2 ツノハシバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
B2 トチノキ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + + 1 + + + ・ ・ + ・ ・ + + + + ・ + ・ + + + Ⅲ 13.6
B2 ナナカマド + ・ + + ・ + ・ 2 + 2 + + ・ + + + + + + ・ + + + + + + + + Ⅴ 20.6
B2 ニワトコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ノリウツギ ・ 1 + ・ + + ・ 3 2 4 + ・ + 1 + + 3 3 ・ ・ + 3 2 3 ・ 1 ・ + Ⅳ 27.9
B2 ハイイヌツゲ + ・ + ・ + ・ + + + ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅱ 8.8
B2 ハナヒリノキ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.4
B2 ハリギリ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅱ 5.6
B2 ヒメアオキ + ・ ・ + + + ・ ・ + ・ + + + 3 + ・ ・ + + ・ + ・ 1 1 ・ 1 + 1 Ⅳ 17.6
B2 ヒメウスノキ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
B2 ヒメモチ + 2 + + + + + 1 + ・ + + + + + 1 + ・ + + + ・ ・ + + + + + Ⅴ 21.1
B2 ブナ + + 4 1 3 3 + + 2 + + 2 + 4 2 5 2 ・ 2 4 4 1 3 4 1 3 3 4 Ⅴ 45.6
B2 ホオノキ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ + + 3 ・ ・ ・ + + ・ + ・ Ⅱ 9.3
B2 ホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.6
B2 マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 マルバマンサク ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
B2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2 + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 5.1
B2 ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.6
B2 ミズメ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
B2 ミヤマシキミ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 5.6
B2 ミヤマシグレ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + 3 ・ ・ ・ Ⅰ 3.9
B2 メイゲツカエデ ・ 2 + ・ + + 4 + + ・ + 4 + 3 + 2 3 + 1 4 4 + 4 + 3 + 4 5 Ⅴ 39.5
B2 ヤブコウジ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 3.2
B2 ヤマウルシ + 1 + + + ・ ・ + 1 2 ・ ・ ・ ・ + + + + + ・ ・ + + + ・ + ・ ・ Ⅳ 15.4
B2 ヤマモミジ + ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅱ 4.8
B2 リョウブ + 4 1 1 + 4 + 4 3 ・ 3 1 5 3 4 5 2 3 4 2 1 3 + 1 1 4 4 4 Ⅴ 48.7
C イヌガンソク ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
C イワウチワ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C イワハリガネワラビ ・ 1 ・ + ・ 4 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 9.6
C オオナルコユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
C オオバコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C オオバユキザサ + 3 1 3 4 4 2 + 1 + 2 1 + 4 3 ・ + + + 3 + 1 + 2 + 1 + 3 Ⅴ 38.7
C オクモミジハグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C オシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 0.8
C カニコウモリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C カメバヒキオコシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C キンミズヒキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コナスビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.4
C コフタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コブナグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ゴマナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
C サイハイラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ササユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C シシガシラ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
C シノブカグマ 3 4 3 3 3 2 2 4 3 4 4 3 2 4 1 4 3 5 2 2 2 4 4 4 3 4 2 4 Ⅴ 56.1
C シュスラン 1 ・ + 1 ・ + + + + + 1 + + + ・ ・ ・ + + ・ + + + ・ + ・ + + Ⅳ 17.1
C シラネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.3
C ゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C タニギキョウ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 2.4
C チゴユリ + + + ・ + ・ ・ 1 ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ + + ・ ・ + + + ・ ・ ・ Ⅲ 10.8
C ツクバネソウ + + + ・ + + + + 1 ・ ・ ・ ・ + + ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + Ⅲ 12.4
C ツルアリドオシ + 4 + 4 1 3 1 2 1 2 3 + + 4 + 4 + 2 + 2 + 3 + 3 + 3 + 2 Ⅴ 42.0
C ツルニンジン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ツルリンドウ + ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 5.6
C トウバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
C トチバニンジン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
C ナライシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヒメカンアオイ 1 + + 2 + ・ + + + + + + ・ + + 1 + ・ + 1 ・ 1 + 3 + + + ・ Ⅴ 22.7
C ヒメモチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
C ベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.8
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1998年 2002年 2008年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度

A1 ブナ - 0.0 Ⅲ 50.1 Ⅲ 42.5 B2 ホツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.6
A1 スギ Ⅳ 70.1 Ⅱ 30.9 Ⅱ 31.5 B2 ミズナラ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.6
A1 ホオノキ - 0.0 Ⅱ 20.3 Ⅱ 30.7 B2 ウスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.1
A1 ウワミズザクラ - 0.0 Ⅰ 3.2 Ⅰ 3.2 B2 イワナシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
A1 トチノキ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.8 B2 シナノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
A2 ブナ Ⅱ 17.5 Ⅳ 46.2 Ⅳ 44.7 B2 ツノハシバミ Ⅰ 3.1 - 0.0 Ⅰ 0.8
A2 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅱ 23.7 Ⅲ 27.4 B2 ヒメウスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
A2 ホオノキ Ⅱ 22.8 Ⅱ 26.0 Ⅱ 18.1 B2 ミズメ Ⅰ 0.8 - 0.0 Ⅰ 0.8
A2 ウワミズザクラ Ⅰ 8.5 Ⅰ 8.1 Ⅱ 13.8 B2 エゾアジサイ Ⅰ 4.2 - 0.0 - 0.0
A2 オオバクロモジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.9 B2 クマイチゴ - 0.0 Ⅰ 0.8 - 0.0
A2 スギ Ⅲ 41.2 Ⅰ 5.3 Ⅰ 3.2 B2 コハウチワカエデ Ⅱ 7.6 - 0.0 - 0.0
A2 ミズキ Ⅰ 2.0 - 0.0 Ⅰ 2.3 B2 ニワトコ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
A2 ヤマモミジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.3 B2 マユミ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
A2 コシアブラ Ⅰ 1.6 Ⅰ 2.0 Ⅰ 2.0 C ヤマソテツ Ⅴ 59.0 Ⅴ 65.7 Ⅴ 62.7
A2 ナナカマド - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.0 C シノブカグマ Ⅴ 48.3 Ⅴ 49.0 Ⅴ 56.1
A2 ハリギリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.6 C ツルアリドオシ Ⅱ 6.3 Ⅴ 32.7 Ⅴ 42.0
A2 ウリハダカエデ Ⅱ 12.1 - 0.0 - 0.0 C オオバユキザサ - 0.0 Ⅴ 32.0 Ⅴ 38.7
A2 キハダ Ⅰ 2.3 - 0.0 - 0.0 C ヒメカンアオイ Ⅰ 3.2 Ⅳ 20.2 Ⅴ 22.7
A2 コミネカエデ Ⅰ 2.0 - 0.0 - 0.0 C シュスラン - 0.0 - 0.0 Ⅳ 17.1
B1 オオカメノキ Ⅱ 10.0 Ⅲ 29.3 Ⅴ 46.3 C ツクバネソウ Ⅱ 8.7 Ⅱ 8.8 Ⅲ 12.4
B1 オオバクロモジ Ⅰ 8.1 Ⅱ 20.8 Ⅳ 35.0 C チゴユリ Ⅰ 2.0 - 0.0 Ⅲ 10.8
B1 リョウブ Ⅰ 2.8 Ⅱ 15.6 Ⅲ 24.8 C イワハリガネワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅱ 9.6
B1 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅱ 19.4 Ⅲ 22.0 C ホソバトウゲシバ Ⅰ 3.0 Ⅰ 5.5 Ⅱ 9.2
B1 ブナ Ⅱ 17.6 Ⅲ 27.4 Ⅱ 18.2 C ミヤマカンスゲ Ⅰ 3.6 Ⅰ 2.0 Ⅱ 9.0
B1 ノリウツギ Ⅰ 3.2 Ⅰ 4.2 Ⅰ 7.1 C ヤブコウジ Ⅰ 0.8 Ⅱ 5.6 Ⅱ 6.0
B1 ウワミズザクラ Ⅰ 4.8 Ⅰ 8.1 Ⅰ 4.8 C モミジハグマ - 0.0 Ⅰ 2.4 Ⅰ 5.6
B1 アオダモ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.9 C ツルリンドウ Ⅰ 0.8 Ⅰ 4.0 Ⅱ 5.6
B1 タムシバ Ⅰ 3.2 - 0.0 Ⅰ 3.6 C リョウメンシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 5.1
B1 ホオノキ Ⅱ 14.6 Ⅰ 5.9 Ⅰ 3.6 C ミヤマシケシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.4
B1 ハリギリ - 0.0 Ⅰ 1.6 Ⅰ 3.2 C シシガシラ Ⅱ 6.0 Ⅰ 1.6 Ⅰ 3.6
B1 スギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8 C イヌガンソク Ⅰ 6.4 - 0.0 Ⅰ 3.1
B1 ヤマモミジ Ⅰ 1.6 Ⅰ 2.0 Ⅰ 2.8 C コナスビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.4
B1 コシアブラ Ⅰ 3.6 Ⅰ 3.0 Ⅰ 2.5 C タニギキョウ Ⅰ 2.4 Ⅰ 1.6 Ⅰ 2.4
B1 クロモジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.3 C シラネワラビ - 0.0 Ⅰ 6.8 Ⅰ 2.3
B1 ミズキ - 0.0 Ⅰ 2.3 Ⅰ 2.0 C ユキザサ Ⅱ 7.2 Ⅰ 0.8 Ⅰ 2.3
B1 サワフタギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.1 C オオナルコユリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
B1 ヤマウルシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.1 C オシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
B1 ウリハダカエデ Ⅰ 1.6 - 0.0 - 0.0 C ゴマナ - 0.0 Ⅰ 0.8 Ⅰ 0.8
B1 ナナカマド - 0.0 Ⅰ 4.8 - 0.0 C トウバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
B1 ミズナラ Ⅰ 2.3 - 0.0 - 0.0 C トチバニンジン Ⅰ 0.8 - 0.0 Ⅰ 0.8
B2 オオカメノキ Ⅴ 53.9 Ⅴ 61.1 Ⅴ 66.5 C ヒメモチ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
B2 オオバクロモジ Ⅴ 48.6 Ⅴ 57.0 Ⅴ 63.2 C ベニシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.8
B2 リョウブ Ⅳ 34.1 Ⅳ 38.0 Ⅴ 48.7 C イワウチワ Ⅲ 22.6 - 0.0 - 0.0
B2 エゾユズリハ Ⅰ 3.9 Ⅴ 62.1 Ⅴ 48.7 C イワナシ Ⅰ 0.8 Ⅰ 0.8 - 0.0
B2 ブナ Ⅳ 33.5 Ⅳ 39.3 Ⅴ 45.6 C オオバコ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 メイゲツカエデ - 0.0 Ⅳ 27.9 Ⅴ 39.5 C オクモミジハグマ Ⅰ 8.7 - 0.0 - 0.0
B2 ノリウツギ Ⅳ 32.3 Ⅳ 21.1 Ⅳ 27.9 C カニコウモリ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 アオダモ Ⅱ 6.4 Ⅳ 17.4 Ⅳ 24.8 C カメバヒキオコシ Ⅱ 6.7 - 0.0 - 0.0
B2 ウワミズザクラ Ⅱ 15.4 Ⅲ 10.4 Ⅴ 23.8 C キンミズヒキ Ⅰ 1.6 - 0.0 - 0.0
B2 コシアブラ Ⅲ 16.0 Ⅳ 18.7 Ⅴ 22.6 C コフタバラン Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 タムシバ Ⅱ 9.5 Ⅲ 17.5 Ⅳ 21.7 C コブナグサ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 ヒメモチ Ⅱ 4.8 Ⅲ 12.4 Ⅴ 21.1 C サイハイラン Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 ナナカマド Ⅱ 5.2 Ⅲ 14.2 Ⅴ 20.6 C ササユリ Ⅰ 2.4 - 0.0 - 0.0
B2 サワフタギ Ⅲ 24.1 Ⅱ 12.0 Ⅲ 19.6 C ゼンマイ Ⅱ 9.9 - 0.0 - 0.0
B2 ウリハダカエデ Ⅲ 17.7 Ⅳ 15.2 Ⅳ 18.7 C ツルニンジン Ⅰ 3.6 - 0.0 - 0.0
B2 スギ Ⅰ 0.8 Ⅱ 6.7 Ⅲ 18.0 C ナライシダ - 0.0 Ⅰ 0.8 - 0.0
B2 ヒメアオキ Ⅱ 7.9 Ⅱ 6.8 Ⅳ 17.6 C ハクモウイノデ Ⅱ 13.9 - 0.0 - 0.0
B2 ヤマウルシ Ⅲ 15.2 Ⅲ 15.3 Ⅳ 15.4 C マムシグサ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 トチノキ Ⅰ 0.8 Ⅰ 1.6 Ⅲ 13.6 C ミヤマウズラ Ⅰ 0.8 Ⅰ 0.8 - 0.0
B2 アクシバ Ⅰ 2.8 Ⅲ 10.0 Ⅲ 12.7 C ミヤマタニタデ Ⅰ 1.6 - 0.0 - 0.0
B2 ホオノキ Ⅱ 13.2 Ⅰ 3.4 Ⅱ 9.3 C ミヤマベニシダ Ⅰ 3.2 - 0.0 - 0.0
B2 ハイイヌツゲ Ⅱ 6.4 Ⅱ 7.6 Ⅱ 8.8 C ヤマドリゼンマイ - 0.0 Ⅰ 0.8 - 0.0
B2 ハリギリ Ⅰ 0.8 Ⅰ 1.6 Ⅱ 5.6 C ヤワラシダ Ⅲ 25.9 - 0.0 - 0.0
B2 ミヤマシキミ - 0.0 - 0.0 Ⅱ 5.6 C ヨツバヒヨドリ Ⅰ 0.8 - 0.0 - 0.0
B2 ハナヒリノキ Ⅰ 2.8 Ⅰ 1.6 Ⅰ 5.4 L ツタウルシ - 0.0 Ⅳ 40.3 Ⅴ 37.8
B2 ミズキ Ⅱ 12.2 - 0.0 Ⅰ 5.1 L ツルアジサイ - 0.0 Ⅳ 25.8 Ⅲ 21.9
B2 ヤマモミジ Ⅰ 2.8 Ⅰ 1.6 Ⅱ 4.8 L ヤマブドウ - 0.0 Ⅰ 9.6 Ⅱ 11.9
B2 コミネカエデ Ⅲ 12.6 Ⅰ 0.8 Ⅰ 3.9 L イワガラミ - 0.0 - 0.0 Ⅱ 11.8
B2 ミヤマシグレ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.9 L ミヤママタタビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.5
B2 ヤブコウジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.2 L エビヅル - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.4
B2 マルバマンサク - 0.0 Ⅰ 1.6 Ⅰ 2.5 S チシマザサ Ⅴ 50.7 Ⅴ 81.7 Ⅴ 76.3
B2 アカミノイヌツゲ Ⅰ 2.4 - 0.0 Ⅰ 2.4 S クマイザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.1
B2 タニウツギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.6 合計 1124.7 1246.3 1583.6

 
表 4.2.1.2 調査区［02］ブナ坂  1998～2008 年における総合優占度の変化 

  

C ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 3 ・ ・ 1 ・ ・ + 3 1 ・ Ⅱ 9.2
C マムシグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ミヤマウズラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ + 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ + ・ ・ 4 ・ ・ + Ⅱ 9.0
C ミヤマシケシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.4
C ミヤマタニタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ミヤマベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C モミジハグマ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 Ⅰ 5.6
C ヤブコウジ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.0
C ヤマソテツ 4 4 3 4 3 5 4 4 4 4 5 3 4 5 4 4 2 5 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 Ⅴ 62.7
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヤワラシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ Ⅰ 2.3
C ヨツバヒヨドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C リョウメンシダ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.1
L イワガラミ ・ + ・ ・ 1 ・ + 1 + ・ ・ + ・ ・ 1 ・ + 3 1 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 11.8
L エビヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ Ⅰ 2.4
L ツタウルシ 1 1 4 2 3 3 1 2 ・ 1 2 + 2 2 + 2 1 3 3 3 1 1 1 1 + 1 + ・ Ⅴ 37.8
L ツルアジサイ 1 ・ ・ ・ + 3 ・ ・ ・ 3 1 1 1 3 ・ 2 ・ 2 + ・ 3 + 1 ・ + ・ + ・ Ⅲ 21.9
L ミヤママタタビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
L ヤマブドウ ・ ・ ・ 6 4 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ + ・ ・ 1 ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.9
S クマイザサ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.1
S チシマザサ 4 6 4 6 4 6 5 6 4 6 6 5 6 9 6 7 4 6 4 7 6 9 5 8 5 6 5 8 Ⅴ 76.3
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4.2.3 ブナ平 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 7 階層，75 種の維

管束植物を記録した(A1 層 4 種,A2 層 13

種,B1 層 20 種,B2 層 40 種,C 層 31 種,L 層 5

種,S 層 1 種，表 4.2.3.1,2)。 

林冠層(A1 層)は，ブナ坂調査区と同様にブ

ナ(平均頻度 4.0，平均優占度 65，以下同じ)，

スギ(2.7，37)が優占している。林冠層(A1)の

ブナの優占度は時間の経過とともにわずか

に減少しているが，林冠ギャップ下のブナの

若木の成長は良好で中下層以下で優占度の

増加が認められた(図 4.2.3.1)。本調査区は，

道路に近く，排気ガスの影響によってブナの

衰退が認められるとする報告がある(河野

1999)。しかし，本調査の結果からは，全体的に明瞭なブナの衰退は認められなかった。スギは，

いずれの階層でもブナよりも優占度が低く，3 期を通じて大きな変化が認められなかったが，ほ

ぼすべての階層で，後期ほど優占度が大きくなる傾向が認められた。 

亜高木層から低木層(A2, B1,B2 層)では，オオカメノキ(B1 層，3.0，32;  B2 層，5.0，69) 

リョウブ (B1 層，1.7，15; B2 層，5.0，59)，オオバクロモジ( B2 層，5.0，58)，ノリウツギ

(B2 層，5.0，54)，ヤマウルシ( B2 層，5.0，39)，サワフタギ(B2，3.0，25)，タムシバ(B2，3.3，

24)，ウリハダカエデ(B2，4.0，28)，コシアブラ(B2，4.0，21)の総合優占度が大きかった。草本

層(C 層)では，シダ植物のヤマソテツ(5.0，66)，シノブカグマ(5.0，55)，小型の匍匐植物である

ツルアリドオシ(4.3，29)が高頻度に出現していた。蔓植物ではツタウルシ(4.7，45)の出現頻度が

高かった。ササ類では，チシマザサ(5.0，79)が高頻度に分布しており，特に林冠ギャップ下，孔

状裸地では林床を密に覆っていた。ただし，Ⅲ期ではⅠ期 83%から 72%へと減少し漸減傾向が認

められた。I 期，II 期， III 期において，種数は 41 種，61 種，56 種であり，Ⅱ期の記録種数が

多かったが，総合優占度は 1170，1224，1346 であり，後期ほど高い値を示した。 

表 4.2.3.1 調査区［03］ブナ平 植生組成表 (2011 年) 

  

総合優占度 ブナ平-03 .csv

総合優占度
階
層

0 10 20 30 40 50 60

B
2

B
1

A
2

A
1 スギ ブナ

期  I
期 II
期III

図 4.2.3.1 
主要樹種の各層における総合優占度の変化 

ブナ平調査区 

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

A1 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A1 スギ ・ 8 8 6 7 ・ 6 8 5 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 4 ・ ・ ・ 8 5 6 Ⅲ 41.0
A1 ブナ 8 6 6 ・ 5 9 8 ・ ・ ・ 10 9 6 ・ ・ 8 10 7 7 8 8 8 7 8 ・ Ⅳ 63.0
A2 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 ウワミズザクラ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 11.0
A2 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
A2 スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 タムシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 ハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
A2 ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 7 7 ・ ・ 4 9 8 ・ ・ ・ 5 6 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 25.3
A2 ホオノキ 2 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.4
A2 ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
A2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ 5 ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.2
A2 リョウブ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
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B1 アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ウリハダカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.4
B1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 7.3
B1 オオカメノキ 8 3 3 2 ・ 5 2 3 2 3 5 2 2 2 4 4 5 ・ 4 4 5 4 2 3 4 Ⅴ 54.6
B1 オオバクロモジ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅰ 6.6
B1 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ Ⅰ 2.5
B1 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ 4 Ⅰ 5.1
B1 サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 スギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 タムシバ ・ 2 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ 4 Ⅰ 8.4
B1 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 ノリウツギ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ 4.0
B1 ハウチワカエデ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ 4 4 ・ ・ 2 Ⅱ 13.5
B1 ブナ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 2 ・ ・ ・ 6 4 3 ・ ・ 4 2 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 18.6
B1 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
B1 ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B1 ヤマウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 1.8
B1 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 8 ・ 4 ・ 4 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 15.0
B1 リョウブ ・ 5 ・ 4 ・ 2 ・ 2 2 ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ 6 6 ・ ・ ・ 3 2 Ⅲ 25.2
B2 アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + + + Ⅱ 6.7
B2 イボタノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ウリハダカエデ + 1 ・ 2 1 3 4 1 + 4 + + + ・ + 1 + ・ 1 + ・ ・ + + + Ⅳ 27.4
B2 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 + ・ + ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + Ⅱ 8.2
B2 エゾアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 エゾユズリハ 2 ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 1 Ⅰ 6.6
B2 オオカメノキ 7 5 5 6 4 5 4 6 3 4 6 5 5 4 5 5 4 4 5 5 2 4 3 4 4 Ⅴ 67.5
B2 オオバクロモジ 1 4 4 5 5 4 3 5 4 4 4 4 4 3 3 4 2 2 5 2 1 ・ 4 4 4 Ⅴ 57.1
B2 オオバスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 コシアブラ + + + + 2 ・ 1 2 1 + 1 + 2 1 + + ・ + 2 ・ + ・ 2 1 + Ⅴ 26.2
B2 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 3 ・ ・ 3 Ⅰ 6.6
B2 コミネカエデ + + 1 1 + 1 1 1 + + + + ・ + ・ 2 ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ + 1 Ⅳ 19.9
B2 サワフタギ 4 3 3 ・ + 3 ・ ・ 1 ・ 1 ・ 1 3 1 ・ 2 2 ・ ・ 5 6 ・ ・ ・ Ⅲ 28.2
B2 スギ + 3 3 + ・ ・ 3 + ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 13.4
B2 タムシバ ・ 1 1 1 1 + 1 2 + + + + ・ 2 1 ・ + 2 2 ・ 2 ・ 3 4 ・ Ⅳ 28.1
B2 タラノキ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 2.7
B2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + 3 ・ + ・ ・ + ・ + Ⅱ 10.0
B2 ノリウツギ 4 3 3 5 2 2 4 3 3 3 3 4 3 1 3 2 1 + 1 ・ 3 1 4 6 1 Ⅴ 50.2
B2 ハイイヌツゲ + ・ ・ ・ + + 1 + 1 + 1 1 1 2 + 1 ・ + + + + 1 1 1 2 Ⅴ 24.6
B2 ハウチワカエデ ・ 3 3 ・ ・ ・ ・ 2 ・ + + 5 ・ ・ ・ 2 ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 15.2
B2 ハナヒリノキ ・ 1 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ Ⅰ 6.3
B2 ハリギリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ヒメアオキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ヒメウスノキ + ・ ・ ・ ・ + 1 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 4.9
B2 ヒメモチ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + + + + + + ・ + + + + ・ ・ ・ + Ⅲ 12.5
B2 ブナ 2 3 4 ・ + + 1 2 5 5 ・ 2 4 6 5 1 3 2 2 1 ・ + 1 + 2 Ⅴ 43.2
B2 ホオノキ ・ 2 2 1 ・ + ・ ・ + ・ 3 + ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.6
B2 ホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ミヤマイボタ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
B2 ヤマウルシ + 2 2 2 + 2 3 ・ + + + 3 + + + 1 1 + 3 1 + ・ 1 3 1 Ⅴ 33.2
B2 ヤマモミジ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 4 ・ 1 ・ ・ 2 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.8
B2 リョウブ 5 4 4 4 4 4 4 3 3 4 4 4 3 2 3 4 3 2 5 5 3 5 2 3 3 Ⅴ 60.0
C イチヤクソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C イワガラミ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C イワハリガネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.6
C ウメガサソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C オオバショリマ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 4 ・ ・ ・ Ⅰ 6.8
C オオバユキザサ + ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ + ・ + + + + + ・ + ・ Ⅲ 11.6
C オシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C カメバヒキオコシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 3 ・ ・ ・ Ⅰ 4.4
C シシガシラ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + 1 + Ⅱ 6.7
C シノブカグマ 4 3 3 4 3 2 3 3 3 3 4 4 3 3 4 4 3 3 4 4 2 2 4 5 5 Ⅴ 58.3
C シラネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 1 ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
C タケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C タチシオデ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C タニギキョウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C チゴユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C ツクバネソウ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
C ツルアリドオシ 2 1 1 1 ・ 2 3 ・ ・ + + + + + + + + + 2 + + ・ + 1 2 Ⅴ 26.6
C ツルリンドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C ノキシノブ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C ハリガネワラビ ・ ・ ・ ・ + 4 + ・ ・ ・ ・ 2 + ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ 5 5 ・ ・ ・ Ⅱ 17.0
C ヒメカンアオイ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ホウチャクソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C ホソバトウゲシバ 4 + 1 3 ・ 4 4 ・ ・ + + ・ ・ 2 ・ ・ ・ + 3 1 ・ ・ ・ ・ 2 Ⅲ 23.3
C ホソバナライシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ミサキカグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ 4.4
C ミヤマシシガシラ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ 5.1
C ミヤマノキシノブ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C ミヤマベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ 5 3 ・ ・ ・ Ⅰ 7.3
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表 4.2.2.2 ブナ平  1999～2011 年における総合優占度の変化 

 

4.2.4 上ノ小平 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 7 階層，106 種の維管束植物を記録した(A1 層 7 種,A2 層 15 種,B1 層

44 種,B2 層 79 種,C 層 57 種,L 層 11 種,S 層 2 種，表 4.2.4.1,2)。本調査区は温帯落葉広葉樹林帯

と亜高山帯常緑針葉樹林帯の移行帯に位置し，出現種数が多く調査区全体の総合優占度も他の調

査区と比較して高い値を示している(図 4.2.11.1)。林冠層(A1 層)は，スギ(3.00，43.71)，キタゴ

ヨウ(1.33，14.18)，オオシラビソ(1.00，12.79)，クロベ(1.00，4.02) ，ブナ(0.33，1.03)，ウワ

ミズザクラ(0.33，0.84)，ナナカマド(0.33，0.60)の 7 種によって構成されている。第Ⅰ期の調査

報告においてオオシラビソの多くが立枯れた状態であることが報告されているが，その後オオシ

C ヤマソテツ 4 4 4 6 3 4 4 4 3 3 4 5 5 4 4 4 4 5 5 4 4 3 6 5 6 Ⅴ 65.4
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ 3 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.3
C ユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
C リョウメンシダ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L イワガラミ + + ・ ・ ・ + + + + + ・ ・ + + ・ + 1 + ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ Ⅲ 12.5
L ツタウルシ 4 3 ・ 2 1 1 3 3 1 2 2 2 + + 1 3 4 4 + 1 4 3 2 3 2 Ⅴ 44.9
L ツルアジサイ + + ・ 2 1 + 1 2 ・ ・ ・ 1 + ・ + ・ ・ + ・ 1 4 ・ 2 3 1 Ⅳ 23.2
L ヤマブドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 3 Ⅰ 7.4
S チシマザサ 4 6 6 8 8 6 6 7 8 6 5 5 6 5 5 5 6 6 4 6 3 ・ 5 5 5 Ⅴ 72.3

1999年 2005年 2011年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
A1 ブナ Ⅳ 66.9 Ⅳ 65.2 Ⅳ 63.0 B2 コハウチワカエデ Ⅱ 8.5 Ⅰ 5.1 Ⅰ 6.6
A1 スギ Ⅱ 32.7 Ⅲ 38.7 Ⅲ 41.0 B2 ハナヒリノキ Ⅰ 3.1 Ⅰ 4.9 Ⅰ 6.3
A1 ウリハダカエデ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.8 - 0.0 B2 ヒメウスノキ Ⅲ 12.9 Ⅱ 8.5 Ⅰ 4.9
A1 ウワミズザクラ Ⅰ 3.1 - 0.0 - 0.0 B2 トチノキ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 2.7
A2 ブナ Ⅰ 16.0 Ⅱ 20.4 Ⅱ 25.3 B2 ミズキ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8
A2 ウワミズザクラ Ⅰ 5.1 Ⅰ 5.4 Ⅰ 11.0 B2 タラノキ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.3
A2 ホオノキ Ⅰ 10.1 Ⅰ 9.8 Ⅰ 8.4 B2 ヒメアオキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ヤマモミジ - 0.0 Ⅰ 3.3 Ⅰ 8.2 B2 ホツツジ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
A2 コミネカエデ - 0.0 Ⅰ 11.9 Ⅰ 2.8 B2 アカミノイヌツゲ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
A2 ハウチワカエデ - 0.0 Ⅰ 5.7 Ⅰ 2.5 B2 イボタノキ Ⅰ 1.3 - 0.0 - 0.0
A2 リョウブ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 B2 エゾアジサイ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
A2 ウリハダカエデ Ⅰ 2.8 Ⅰ 2.8 - 0.0 B2 オオバスノキ Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0
A2 コハウチワカエデ - 0.0 Ⅰ 2.8 - 0.0 B2 ハリギリ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
A2 スギ Ⅰ 3.1 - 0.0 - 0.0 B2 ミズナラ Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0
A2 タムシバ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 - 0.0 B2 ミネカエデ Ⅳ 33.3 - 0.0 - 0.0
A2 ナナカマド Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.8 - 0.0 B2 ミヤマイボタ - 0.0 Ⅰ 2.2 - 0.0
A2 ミネカエデ Ⅰ 14.7 - 0.0 - 0.0 B2 ムラサキヤシオツツジ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B1 オオカメノキ Ⅱ 18.6 Ⅱ 21.8 Ⅴ 54.6 C ヤマソテツ Ⅴ 64.5 Ⅴ 66.6 Ⅴ 65.4
B1 リョウブ Ⅰ 10.1 Ⅰ 10.4 Ⅲ 25.2 C シノブカグマ Ⅴ 49.1 Ⅴ 56.1 Ⅴ 58.3
B1 ブナ Ⅰ 10.4 Ⅰ 10.1 Ⅱ 18.6 C ツルアリドオシ Ⅳ 25.3 Ⅳ 36.4 Ⅴ 26.6
B1 ヤマモミジ Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.8 Ⅰ 15.0 C ホソバトウゲシバ Ⅱ 12.4 Ⅱ 19.0 Ⅲ 23.3
B1 ハウチワカエデ Ⅰ 1.8 Ⅰ 6.9 Ⅱ 13.5 C ハリガネワラビ - 0.0 Ⅰ 10.4 Ⅱ 17.0
B1 タムシバ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.5 Ⅰ 8.4 C オオバユキザサ - 0.0 Ⅲ 15.5 Ⅲ 11.6
B1 ウワミズザクラ Ⅰ 5.1 - 0.0 Ⅰ 7.3 C ミヤマベニシダ Ⅰ 8.5 Ⅰ 6.9 Ⅰ 7.3
B1 オオバクロモジ Ⅰ 2.8 Ⅰ 6.9 Ⅰ 6.6 C オオバショリマ - 0.0 Ⅰ 6.8 Ⅰ 6.8
B1 コミネカエデ - 0.0 Ⅰ 7.6 Ⅰ 5.1 C シシガシラ Ⅰ 2.8 Ⅰ 2.7 Ⅱ 6.7
B1 ウリハダカエデ Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2 Ⅰ 4.4 C イワハリガネワラビ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 6.6
B1 ノリウツギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.0 C ミヤマシシガシラ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 5.1
B1 ホオノキ Ⅰ 4.4 Ⅰ 6.9 Ⅰ 3.1 C カメバヒキオコシ Ⅰ 4.4 Ⅰ 5.1 Ⅰ 4.4
B1 コハウチワカエデ Ⅰ 10.2 Ⅰ 8.5 Ⅰ 2.5 C ミヤマカンスゲ Ⅰ 4.9 Ⅰ 5.9 Ⅰ 4.4
B1 サワフタギ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.2 C ツクバネソウ Ⅰ 2.7 Ⅱ 5.4 Ⅰ 4.0
B1 ナナカマド Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.2 C シラネワラビ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 3.6
B1 スギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ヤマドリゼンマイ Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.8 Ⅰ 3.3
B1 ヤマウルシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ノキシノブ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 アクシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ミヤマイタチシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 ミネカエデ Ⅱ 14.9 - 0.0 - 0.0 C オシダ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.3
B2 オオカメノキ Ⅴ 70.1 Ⅴ 70.7 Ⅴ 67.5 C タニギキョウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 リョウブ Ⅴ 57.2 Ⅴ 60.0 Ⅴ 60.0 C ミサキカグマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 オオバクロモジ Ⅴ 57.5 Ⅴ 59.0 Ⅴ 57.1 C タチシオデ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ノリウツギ Ⅴ 58.5 Ⅴ 53.7 Ⅴ 50.2 C ヒメカンアオイ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9
B2 ブナ Ⅳ 28.4 Ⅳ 34.2 Ⅴ 43.2 C ホソバナライシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヤマウルシ Ⅴ 46.2 Ⅴ 37.3 Ⅴ 33.2 C リョウメンシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 サワフタギ Ⅲ 20.8 Ⅲ 26.8 Ⅲ 28.2 C イチヤクソウ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0
B2 タムシバ Ⅲ 22.9 Ⅲ 21.6 Ⅳ 28.1 C ウメガサソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ウリハダカエデ Ⅳ 27.3 Ⅳ 29.4 Ⅳ 27.4 C タケシマラン - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 コシアブラ Ⅲ 16.0 Ⅳ 20.3 Ⅴ 26.2 C チゴユリ Ⅰ 3.1 - 0.0 - 0.0
B2 ハイイヌツゲ Ⅴ 40.2 Ⅴ 38.0 Ⅴ 24.6 C ツルリンドウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 コミネカエデ - 0.0 Ⅱ 17.0 Ⅳ 19.9 C ハクモウイノデ Ⅱ 20.2 - 0.0 - 0.0
B2 ハウチワカエデ - 0.0 Ⅱ 12.3 Ⅱ 15.2 C ホウチャクソウ - 0.0 Ⅰ 2.2 - 0.0
B2 スギ Ⅰ 5.4 Ⅱ 8.2 Ⅱ 13.4 C ミヤマノキシノブ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ヒメモチ Ⅱ 8.5 Ⅰ 3.6 Ⅲ 12.5 C ユキザサ Ⅱ 9.1 - 0.0 - 0.0
B2 ヤマモミジ - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅱ 11.8 L ツタウルシ Ⅴ 48.0 Ⅳ 43.2 Ⅴ 44.9
B2 ホオノキ Ⅰ 5.4 Ⅰ 5.9 Ⅱ 11.6 L ツルアジサイ Ⅲ 20.8 Ⅲ 21.4 Ⅳ 23.2
B2 ナナカマド Ⅱ 11.3 Ⅲ 12.9 Ⅱ 10.0 L イワガラミ - 0.0 Ⅰ 5.7 Ⅲ 14.3
B2 ウワミズザクラ Ⅰ 9.2 Ⅰ 2.2 Ⅱ 8.2 L ヤマブドウ Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2 Ⅰ 7.4
B2 アクシバ Ⅰ 2.7 Ⅰ 2.7 Ⅱ 6.7 S チシマザサ Ⅴ 83.4 Ⅴ 79.8 Ⅴ 72.3
B2 エゾユズリハ Ⅰ 4.4 Ⅰ 6.7 Ⅰ 6.6 合計 1167.7 1226.3 1356.1
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表 4.2.4.1 調査区［04］上ノ平 植生組成表 (2009 年) 

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

A1 ウダイカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
A1 オオシラビソ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 4 ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ 4 Ⅰ 12.6
A1 キタゴヨウ 8 ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ 5 4 4 ・ Ⅱ 20.1
A1 クロベ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 4 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.4
A1 スギ ・ 4 8 6 ・ 4 6 ・ ・ 5 4 ・ ・ ・ 5 5 5 6 5 ・ ・ 8 6 ・ 5 Ⅲ 44.4
A1 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A1 ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 オオシラビソ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 3 ・ ・ Ⅰ 4.7
A2 キタゴヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅰ 4.4
A2 コシアブラ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
A2 コミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
A2 スギ 5 ・ 4 ・ ・ ・ 5 ・ ・ 3 4 6 5 ・ 4 ・ 3 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 26.5
A2 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ Ⅰ 2.5
A2 タムシバ ・ ・ 1 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅰ 8.4
A2 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
A2 ネコシデ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 7 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅰ 13.3
A2 ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
A2 ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ 4 ・ 5 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 10.4
A2 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 マルバマンサク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 ミズナラ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.9
A2 ミネカエデ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ 6 ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 Ⅰ 11.0
A2 メイゲツカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
A2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 イヌガンソク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 イワウチワ ・ ・ 7 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 1 Ⅰ 8.8
B1 イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 3 2 ・ ・ ・ Ⅰ 6.2
B1 オオカメノキ ・ 3 5 3 ・ 4 3 4 3 6 4 ・ ・ ・ 4 4 2 2 4 3 2 4 ・ ・ 5 Ⅳ 43.3
B1 オオシラビソ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ 2 ・ 3 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.0
B1 キタゴヨウ ・ ・ 3 ・ ・ + ・ ・ ・ + 1 ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 8.8
B1 クロベ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
B1 コゴメスゲ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 コシアブラ ・ ・ ・ 1 ・ 1 ・ ・ 1 4 ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 1 ・ ・ 3 Ⅱ 16.5
B1 ゴゼンタチバナ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 コミネカエデ ・ 6 5 3 ・ 3 ・ 5 ・ 5 2 ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅱ 22.8
B1 コヨウラクツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 シノブカグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 ショウジョウバカマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 スギ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 4 2 3 2 6 4 2 2 ・ ・ ・ 2 2 3 4 2 2 + Ⅳ 33.8
B1 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 タムシバ 4 4 4 4 4 5 ・ 3 3 ・ ・ 4 4 ・ 4 5 3 3 5 ・ ・ 1 1 1 ・ Ⅳ 42.3
B1 チゴユリ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 ツクバネソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 ツノハシバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
B1 ツルシキミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ツルリンドウ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ナナカマド ・ ・ 4 ・ 6 ・ ・ 4 3 5 ・ ・ ・ ・ 3 3 ・ 4 2 ・ ・ ・ 4 ・ 3 Ⅲ 26.9
B1 ネコシデ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 ・ Ⅰ 8.8
B1 ノリウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ Ⅰ 6.9
B1 ハイイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ハウチワカエデ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 1 ・ ・ ・ ・ ・ 4 Ⅰ 11.7
B1 ハクサンシャクナゲ ・ ・ 2 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 Ⅰ 4.4
B1 ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
B1 ブナ ・ ・ ・ 3 ・ 4 3 ・ ・ 2 ・ 4 ・ ・ 5 ・ 1 ・ ・ 3 4 5 ・ ・ ・ Ⅱ 23.3
B1 ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 ホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 マルバマンサク ・ 4 ・ 3 4 ・ ・ 4 2 ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ 4 ・ 3 4 3 1 4 4 Ⅲ 30.9
B1 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ミズナラ ・ ・ ・ 3 ・ 5 5 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 6 ・ ・ 4 ・ ・ 3 2 Ⅱ 22.3
B1 ミツバオウレン ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 ミツバノバイカオウレン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 ミネカエデ ・ ・ ・ ・ 5 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ 2 ・ ・ ・ 3 3 ・ 1 3 1 Ⅱ 18.6
B1 ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 メイゲツカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅰ 8.0
B1 ヤマウルシ ・ ・ ・ ・ ・ 3 1 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 7.2
B1 ヤマハンノキ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ 6.6
B1 リョウブ ・ ・ 5 ・ ・ 1 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ 1 1 ・ 2 3 4 ・ ・ ・ Ⅱ 18.6
B2 アオダモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ + Ⅰ 4.5
B2 アカミノイヌツゲ 1 + + ・ + ・ + 1 ・ ・ 2 ・ ・ 1 + + + + + 3 ・ + 1 + ・ Ⅳ 19.9
B2 アカモノ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ + Ⅰ 4.5
B2 アキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 アクシバ 1 + + + + 2 + ・ + ・ + + ・ ・ 1 + + ・ + + + + ・ + + Ⅳ 19.1
B2 イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 イヌガンソク ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 Ⅰ 2.2
B2 イワウチワ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 1 ・ ・ 1 ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 4.7
B2 イワガラミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 イワナシ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
B2 ウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ウラジロヨウラク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ Ⅰ 5.4
B2 ウリハダカエデ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8



45 
 

 
  

B2 ウワミズザクラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 エゾユズリハ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 オオカメノキ 4 5 ・ ・ 4 1 4 2 3 5 4 3 1 4 ・ 4 4 2 4 + 3 3 + 4 2 Ⅴ 48.6
B2 オオシラビソ 1 1 2 1 3 + + 1 1 1 + + 1 3 3 1 + + ・ 2 1 + + + ・ Ⅴ 31.2
B2 オオバクロモジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 オオバスノキ 2 + ・ ・ 3 + ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ + ・ Ⅱ 10.4
B2 オシダ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 キソチドリ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 キタゴヨウ ・ ・ + + + ・ + + ・ ・ + + ・ + ・ + ・ + + + + + + ・ + Ⅳ 14.3
B2 キリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 クロウスゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 クロベ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ + ・ ・ ・ + ・ + Ⅰ 6.0
B2 クロマメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 コイチヨウラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 0.9
B2 コシアブラ 1 + 1 + 1 + + + ・ 3 + + 1 + 3 2 2 + 1 + 2 + 1 1 ・ Ⅴ 30.0
B2 ゴゼンタチバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 コナスビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 コマユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 コミネカエデ 4 4 ・ + 1 1 3 ・ 3 ・ ・ ・ ・ 3 + 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ Ⅲ 21.0
B2 コメツガ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 コヨウラクツツジ ・ 3 ・ + + + + 2 + ・ + ・ ・ 1 1 1 1 1 ・ ・ 1 + ・ ・ 1 Ⅳ 19.9
B2 サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 スギ 1 + 1 + 1 ・ 4 ・ + ・ + 6 ・ 3 1 4 + 3 4 1 4 2 1 + ・ Ⅳ 35.3
B2 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 タケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 タムシバ 3 4 1 2 ・ 4 2 ・ 2 3 1 1 2 4 4 ・ 2 ・ 5 3 2 2 ・ ・ 2 Ⅳ 38.6
B2 チゴユリ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 3.6
B2 チシマザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 ツクバネソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ツタウルシ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B2 ツノハシバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 1 ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B2 ツバメオモト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ツマトリソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ツルアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ツルアリドオシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
B2 ツルシキミ ・ + + + 1 + + ・ + + ・ ・ + 1 ・ 2 + ・ + + + + + + 1 Ⅳ 19.5
B2 ツルツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
B2 ツルリンドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ナナカマド 3 + 2 ・ ・ + ・ ・ + + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 12.0
B2 ネコシデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 4 Ⅰ 5.1
B2 ネズコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ノリウツギ 3 1 2 + 1 + 2 1 1 ・ 4 3 2 4 1 4 1 + 1 2 3 3 2 2 2 Ⅴ 42.3
B2 ハイイヌガヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ハイイヌツゲ ・ + + + 1 1 + 3 + + 1 ・ ・ ・ ・ 1 + ・ + + 1 + ・ + + Ⅳ 20.1
B2 ハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ Ⅰ 4.4
B2 ハクサンシャクナゲ ・ + 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ + ・ + ・ Ⅱ 10.4
B2 ハナヒリノキ 2 ・ 1 ・ ・ ・ + ・ 2 ・ 2 + 1 ・ ・ 1 + 1 1 1 ・ + 1 ・ 2 Ⅲ 20.2
B2 ヒメアオキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ヒメカンアオイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 Ⅰ 2.2
B2 ヒメモチ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ブナ ・ ・ ・ 1 1 ・ 2 ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ + 1 ・ ・ ・ Ⅱ 10.4
B2 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ホツツジ 3 ・ 1 ・ ・ ・ 1 ・ 2 + ・ ・ ・ 3 + + ・ ・ + ・ + 2 + + 1 Ⅲ 19.2
B2 マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 マルバマンサク ・ 2 1 1 + ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ + 3 1 1 ・ ・ 1 ・ Ⅲ 17.3
B2 マンネンスギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ミズナラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 2 4 ・ + 2 + ・ ・ ・ Ⅱ 12.5
B2 ミツバツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ミツバノバイカオウレン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 Ⅰ 2.2
B2 ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ + ・ 1 ・ 2 + ・ ・ + Ⅱ 8.2
B2 ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ミヤマシキミ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B2 ミヤマシケシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ムラサキヤシオツツジ 4 3 2 2 2 ・ 1 2 ・ ・ 4 4 2 + ・ 3 2 ・ 1 2 + ・ 1 + 1 Ⅳ 33.8
B2 メイゲツカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 4.4
B2 ヤマウルシ 2 + 1 + + ・ 2 + + 3 1 2 3 1 + 1 1 + + 2 + 3 1 1 + Ⅴ 33.4
B2 ヤマハンノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.1
B2 ユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ラン科 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 リョウブ 3 ・ 3 ・ ・ ・ + 1 + ・ + 1 4 3 1 2 ・ 2 1 1 2 2 4 ・ 3 Ⅳ 31.5
C アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C アカミノルイヨウショウマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C アカモノ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.9
C アキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.5
C アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C イチヨウラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C イヌガンソク 1 3 3 3 ・ 2 1 ・ + + ・ ・ 4 ・ 2 ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ 2 ・ Ⅲ 21.5
C イワウチワ 4 3 ・ ・ ・ ・ 1 4 + + 1 5 + ・ 2 ・ 4 ・ ・ + 1 ・ ・ + ・ Ⅲ 24.8
C イワカガミ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
C イワナシ 1 + ・ + + ・ + ・ + + + + ・ + + ・ ・ + ・ + + 1 + ・ + Ⅳ 16.1
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C オオバギボウシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C オシダ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C カメバヒキオコシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C カヤツリグサ科 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C キソチドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C キリンソウ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C クサアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C クロベ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C コイワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ゴゼンタチバナ 2 2 + 2 1 ・ + 1 + + + 4 2 3 2 1 3 + 3 1 + ・ 1 + 1 Ⅴ 34.8
C コバイケイソウ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.6
C シシガシラ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
C シノブカグマ ・ 1 ・ 1 + + 1 + + 2 3 1 + ・ + 1 1 ・ + 2 2 1 ・ 2 2 Ⅳ 27.4
C ショウジョウバカマ 1 + 4 + + ・ + + + 1 + + + ・ + + + ・ 1 + + + ・ + + Ⅴ 22.8
C シラネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.8
C タケシマラン + + + + + + + + + 1 + + ・ ・ + + + + + + + ・ + + + Ⅴ 20.1
C タチシオデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C タニギキョウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C チゴユリ + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.5
C チシマザサ ・ ・ ・ ・ ・ 8 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
C ツクバネソウ + 1 + ・ + + + ・ ・ + + + ・ + + + 1 + ・ ・ + + ・ + + Ⅳ 17.0
C ツバメオモト 1 1 4 1 + ・ 2 ・ + + ・ + 2 + + ・ + 1 + + + ・ 1 + + Ⅳ 24.7
C ツマトリソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ + Ⅰ 2.7
C ツルアリドオシ 3 + + + + + ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + + + + Ⅲ 15.5
C ツルシキミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ツルリンドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 3.6
C トウゲシバ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C ニッコウキスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ノリウツギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C ハイイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ハクサンシャクナゲ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ハリガネカズラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヒメカンアオイ + ・ 1 + + + + + + + + + + + + ・ 1 + + + + + + + ・ Ⅴ 20.6
C ヒメモチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヒロハユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ブナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
C ホウチャクソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ホソバトウゲシバ + + 1 2 ・ + 1 + + 3 + ・ + ・ + ・ + 1 ・ ・ 1 ・ ・ 1 1 Ⅳ 20.5
C マイヅルソウ 4 5 3 3 3 2 + + + 3 + + + 1 3 3 3 + 1 1 + + 3 + 2 Ⅴ 42.4
C マルバマンサク 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
C マンネンスギ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
C ミズバショウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ミツバオウレン 1 2 4 3 4 2 1 ・ + 3 + 1 + 1 3 1 1 3 3 1 + 3 ・ + ・ Ⅴ 37.3
C ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマウズラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ミヤマカンスゲ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ + + + ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ + ・ ・ + 1 3 Ⅲ 13.5
C ミヤマシケシダ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ヤブソテツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
C ヤマソテツ 5 5 4 5 4 2 5 4 3 ・ 4 4 5 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 Ⅴ 62.0
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヨウラクツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ラン科 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 1.8
L アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
L イヌガンソク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
L イワガラミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
L シノブカグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
L ショウジョウバカマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ツタウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ツルアジサイ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
L ツルシキミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ハイイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L バイカオウレン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ヤマブドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
S クマイザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 10 ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.9
S チシマザサ 7 6 8 6 9 ・ 5 8 ・ 8 6 5 ・ 7 7 6 9 7 6 8 8 6 7 9 6 Ⅴ 73.6
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表 4.2.4.2 上ノ小平  2000～2009 年における総合優占度の変化 

2000年 2003年 2009年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度

A1 スギ - 0.0 Ⅲ 43.3 Ⅲ 44.4 B2 ツクバネソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
A1 キタゴヨウ - 0.0 Ⅰ 12.6 Ⅱ 20.1 B2 ツルアジサイ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
A1 オオシラビソ - 0.0 Ⅰ 14.1 Ⅰ 12.6 B2 ツルリンドウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
A1 クロベ - 0.0 Ⅰ 3.3 Ⅰ 5.4 B2 ネズコ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
A1 ウワミズザクラ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.5 B2 ヒメモチ Ⅰ 8.2 - 0.0 Ⅰ 1.8
A1 ウダイカンバ Ⅰ 9.8 - 0.0 - 0.0 B2 ウワミズザクラ Ⅳ 45.8 Ⅰ 3.8 Ⅰ 1.3
A1 ナナカマド - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0 B2 チシマザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
A1 ブナ Ⅴ 86.5 - 0.0 - 0.0 B2 アキノキリンソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 スギ - 0.0 Ⅱ 24.6 Ⅱ 26.5 B2 エゾユズリハ Ⅰ 0.9 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ネコシデ - 0.0 Ⅰ 13.6 Ⅰ 13.3 B2 オシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ミネカエデ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 11.0 B2 キソチドリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ブナ Ⅴ 65.6 Ⅰ 12.6 Ⅰ 10.4 B2 キリンソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 タムシバ - 0.0 Ⅰ 12.3 Ⅰ 8.4 B2 クロマメノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ミズナラ - 0.0 Ⅰ 5.9 Ⅰ 5.9 B2 コイチヨウラン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 オオシラビソ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 4.7 B2 ゴゼンタチバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 キタゴヨウ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 4.4 B2 コナスビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 コシアブラ Ⅰ 4.7 - 0.0 Ⅰ 2.5 B2 ダケカンバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 コミネカエデ - 0.0 Ⅰ 9.3 Ⅰ 2.5 B2 ツバメオモト - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ダケカンバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.5 B2 ツマトリソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ナナカマド - 0.0 Ⅰ 7.6 Ⅰ 2.2 B2 ホソバトウゲシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 メイゲツカエデ Ⅰ 9.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2 B2 マンネンスギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ハナヒリノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 B2 ミツバツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 イタヤカエデ Ⅰ 2.2 - 0.0 - 0.0 B2 ミヤマカンスゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 トチノキ Ⅰ 7.6 - 0.0 - 0.0 B2 ミヤマシケシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ホオノキ Ⅰ 7.9 - 0.0 - 0.0 B2 ユキザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 マルバマンサク - 0.0 Ⅰ 3.1 - 0.0 B2 ラン科 - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ヤマモミジ Ⅰ 5.4 - 0.0 - 0.0 B2 イタヤカエデ Ⅰ 4.5 - 0.0 - 0.0
B1 オオカメノキ Ⅰ 5.1 Ⅱ 18.9 Ⅳ 43.3 B2 ウスノキ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0
B1 タムシバ - 0.0 Ⅲ 36.4 Ⅳ 42.3 B2 クロウスゴ - 0.0 Ⅰ 1.3 - 0.0
B1 スギ - 0.0 Ⅰ 8.9 Ⅳ 33.8 B2 コマユミ Ⅲ 30.2 - 0.0 - 0.0
B1 マルバマンサク - 0.0 Ⅱ 15.2 Ⅲ 30.9 B2 コメツガ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B1 ナナカマド - 0.0 Ⅰ 7.3 Ⅲ 26.9 B2 サワフタギ Ⅱ 14.9 - 0.0 - 0.0
B1 ブナ Ⅳ 48.0 Ⅱ 13.1 Ⅱ 23.3 B2 トチノキ Ⅰ 0.9 - 0.0 - 0.0
B1 コミネカエデ - 0.0 Ⅱ 24.6 Ⅱ 22.8 B2 ハイイヌガヤ Ⅲ 17.0 - 0.0 - 0.0
B1 ミズナラ - 0.0 Ⅱ 20.6 Ⅱ 22.3 B2 ヒメアオキ Ⅲ 26.3 - 0.0 - 0.0
B1 ミネカエデ - 0.0 Ⅰ 8.8 Ⅱ 18.6 B2 ホオノキ Ⅰ 2.2 - 0.0 - 0.0
B1 リョウブ - 0.0 Ⅱ 13.7 Ⅱ 18.6 B2 マユミ Ⅲ 31.2 - 0.0 - 0.0
B1 コシアブラ Ⅰ 8.2 Ⅱ 13.9 Ⅱ 16.5 B2 ミズキ Ⅴ 50.5 - 0.0 - 0.0
B1 ハウチワカエデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 11.7 C ヤマソテツ Ⅴ 51.7 Ⅴ 63.6 Ⅴ 62.0
B1 イワウチワ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 8.8 C マイヅルソウ - 0.0 Ⅳ 39.0 Ⅴ 42.4
B1 キタゴヨウ - 0.0 Ⅰ 8.4 Ⅱ 8.8 C ミツバオウレン - 0.0 Ⅴ 52.2 Ⅴ 37.3
B1 ネコシデ - 0.0 Ⅰ 7.6 Ⅰ 8.8 C ゴゼンタチバナ - 0.0 Ⅳ 41.4 Ⅴ 34.8
B1 オオシラビソ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 8.0 C シノブカグマ - 0.0 Ⅲ 22.4 Ⅳ 27.4
B1 メイゲツカエデ Ⅰ 8.2 Ⅰ 10.1 Ⅰ 8.0 C イワウチワ - 0.0 Ⅰ 7.9 Ⅲ 24.8
B1 ヤマウルシ - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅰ 7.2 C ツバメオモト - 0.0 Ⅳ 25.0 Ⅳ 24.7
B1 ノリウツギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 6.9 C ショウジョウバカマ - 0.0 Ⅲ 18.2 Ⅴ 22.8
B1 ヤマハンノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 6.6 C イヌガンソク - 0.0 - 0.0 Ⅲ 21.5
B1 ウワミズザクラ Ⅰ 9.6 - 0.0 Ⅰ 6.2 C ヒメカンアオイ Ⅱ 8.8 Ⅳ 19.9 Ⅴ 20.6
B1 ハクサンシャクナゲ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 4.4 C ホソバトウゲシバ - 0.0 Ⅳ 25.3 Ⅳ 20.5
B1 クロベ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6 C タケシマラン - 0.0 Ⅳ 29.4 Ⅴ 20.1
B1 ハナヒリノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8 C ツクバネソウ Ⅰ 3.6 Ⅲ 19.9 Ⅳ 17.0
B1 ツノハシバミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.5 C イワナシ - 0.0 Ⅲ 13.8 Ⅳ 16.1
B1 アカミノイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 C ツルアリドオシ Ⅳ 22.3 Ⅲ 14.8 Ⅲ 15.5
B1 チゴユリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 C ミヤマカンスゲ - 0.0 Ⅳ 25.0 Ⅲ 13.5
B1 ムラサキヤシオツツジ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 2.2 C コバイケイソウ - 0.0 Ⅱ 8.9 Ⅱ 6.6
B1 イヌガンソク - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C アキノキリンソウ - 0.0 Ⅰ 2.7 Ⅰ 4.5
B1 コゴメスゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C チゴユリ Ⅲ 17.3 - 0.0 Ⅰ 4.5
B1 ダケカンバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C マルバマンサク - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.0
B1 ツクバネソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ゼンマイ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.8
B1 ホソバトウゲシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C チシマザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6
B1 ミツバノバイカオウレン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C ツルリンドウ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 3.6
B1 コヨウラクツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C イワカガミ - 0.0 Ⅳ 50.8 Ⅰ 3.1
B1 シノブカグマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C ヤブソテツ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 2.8
B1 ホツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C シシガシラ - 0.0 Ⅰ 5.1 Ⅰ 2.7
B1 イワナシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ツマトリソウ - 0.0 Ⅰ 4.5 Ⅰ 2.7
B1 ゴゼンタチバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C マンネンスギ - 0.0 Ⅰ 3.5 Ⅰ 2.7
B1 ショウジョウバカマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ブナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.5
B1 ツルシキミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C アカミノイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 ツルリンドウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C カヤツリグサ科 - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 ハイイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ミヤマイタチシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 ミツバオウレン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ヨウラクツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 ミズキ Ⅰ 2.2 - 0.0 - 0.0 C ラン科 - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 オオカメノキ Ⅴ 73.8 Ⅳ 54.3 Ⅴ 48.6 C オオバギボウシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ノリウツギ Ⅰ 6.3 Ⅳ 43.1 Ⅴ 42.3 C トウゲシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 タムシバ - 0.0 Ⅳ 43.4 Ⅳ 38.6 C ノリウツギ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 スギ - 0.0 Ⅳ 40.1 Ⅳ 35.3 C アカモノ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ムラサキヤシオツツジ - 0.0 Ⅳ 18.9 Ⅳ 33.8 C アクシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヤマウルシ Ⅰ 6.6 Ⅳ 30.8 Ⅴ 33.4 C イチヨウラン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 リョウブ - 0.0 Ⅲ 27.0 Ⅳ 31.5 C オシダ Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 オオシラビソ - 0.0 Ⅳ 36.8 Ⅴ 31.2 C キソチドリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 コシアブラ Ⅱ 5.8 Ⅳ 26.8 Ⅴ 30.0 C キリンソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 コミネカエデ - 0.0 Ⅲ 28.8 Ⅲ 21.0 C クロベ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ハナヒリノキ - 0.0 Ⅲ 21.7 Ⅲ 20.2 C ツルシキミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ハイイヌツゲ Ⅳ 21.8 Ⅲ 23.0 Ⅳ 20.1 C ハイイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 コヨウラクツツジ - 0.0 Ⅲ 34.3 Ⅳ 19.9 C ハクサンシャクナゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 アカミノイヌツゲ - 0.0 Ⅱ 14.7 Ⅳ 19.9 C ミヤマウズラ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9
B2 ツルシキミ - 0.0 Ⅱ 8.9 Ⅳ 19.5 C ミヤマシケシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ホツツジ - 0.0 Ⅲ 17.3 Ⅲ 19.2 C ムラサキヤシオツツ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 アクシバ - 0.0 Ⅱ 9.7 Ⅳ 19.1 C アカミノルイヨウショ Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0
B2 マルバマンサク - 0.0 Ⅱ 20.2 Ⅲ 17.3 C カメバヒキオコシ Ⅰ 4.7 - 0.0 - 0.0
B2 キタゴヨウ - 0.0 Ⅱ 8.9 Ⅳ 14.3 C クサアジサイ Ⅰ 2.2 - 0.0 - 0.0
B2 ミズナラ - 0.0 Ⅰ 8.2 Ⅱ 12.5 C コイワカガミ Ⅰ 8.0 - 0.0 - 0.0
B2 ナナカマド Ⅰ 0.9 Ⅱ 14.1 Ⅱ 12.0 C コカンスゲ Ⅴ 61.6 - 0.0 - 0.0
B2 オオバスノキ - 0.0 Ⅱ 8.4 Ⅱ 10.4 C シラネワラビ Ⅴ 73.2 - 0.0 - 0.0
B2 ブナ Ⅲ 43.0 Ⅰ 8.2 Ⅱ 10.4 C タチシオデ Ⅰ 3.6 - 0.0 - 0.0
B2 ハクサンシャクナゲ - 0.0 Ⅱ 9.5 Ⅱ 10.4 C タニギキョウ Ⅰ 4.1 - 0.0 - 0.0
B2 ミネカエデ - 0.0 Ⅰ 3.8 Ⅱ 8.2 C ニッコウキスゲ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 クロベ - 0.0 Ⅱ 10.0 Ⅰ 6.0 C ハリガネカズラ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0
B2 ウラジロヨウラク - 0.0 Ⅰ 3.3 Ⅰ 5.4 C ヒメモチ - 0.0 - 0.0 - 0.0
B2 ネコシデ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 5.1 C ヒロハユキザサ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ヤマハンノキ - 0.0 Ⅰ 4.4 Ⅰ 5.1 C ホウチャクソウ Ⅱ 6.2 - 0.0 - 0.0
B2 イワウチワ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.7 C ミズバショウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 アオダモ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 4.5 C ヤマドリゼンマイ Ⅰ 0.9 Ⅳ 24.0 - 0.0
B2 アカモノ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.5 C ユキザサ Ⅴ 44.7 - 0.0 - 0.0
B2 ハウチワカエデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.4 L イワガラミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.1
B2 メイゲツカエデ Ⅰ 0.9 Ⅰ 7.3 Ⅰ 4.4 L ツルアジサイ Ⅴ 59.7 Ⅰ 3.6 Ⅰ 2.2
B2 チゴユリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6 L アカミノイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 イワナシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8 L イヌガンソク - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ツルアリドオシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.7 L シノブカグマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ツルツゲ - 0.0 Ⅰ 3.6 Ⅰ 2.7 L ショウジョウバカマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 イヌガンソク - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 L ツタウルシ Ⅴ 58.5 Ⅰ 2.7 Ⅰ 0.9
B2 ツタウルシ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 L ツルシキミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ツノハシバミ Ⅱ 11.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.2 L ハイイヌツゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヒメカンアオイ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 L バイカオウレン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ミツバノバイカオウレン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 L ミヤマカンスゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ミヤマシキミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 L ヤマブドウ Ⅰ 5.4 - 0.0 - 0.0
B2 イワガラミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 S チシマザサ Ⅴ 89.2 Ⅴ 82.6 Ⅴ 73.6
B2 ウリハダカエデ Ⅲ 9.8 - 0.0 Ⅰ 1.8 S クマイザサ - 0.0 Ⅰ 7.8 Ⅰ 6.9
B2 オオバクロモジ Ⅴ 62.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 合計 1284.5 1620.8 1874.7
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月上旬に実施

見率が異なり

年生草本の

向にあった可

リノギランは

た。イワショ

期とⅢ期（1

ョウブとネバ

もしれない。

る。本調査区

ウとして同定

るという特徴

であると考

弥陀ヶ原 

ササの優占す

層や B 層が存

0 年）も従来

施されてきて

は 25、25、2

ゲ、ヌマガヤ

約 60％からそ

ワカガミも総

て頻度Ⅴを維

664→665→6

種毎の内訳を

認められた（

ウの総合優占

頻度について

の調査では本

目立ちにくい

地では他にな

ど高くないと

施されている

り分布が過小

タテヤマリ

可能性が高い

は 0→27.6→

ウブの総合

6、16）でほ

バリノギラン

ネバリノギ

区に分布する

定されてきて

徴からミヤマ

考えられる。

する層やオオ

存在するがⅠ

来の方法に従

ている。これ

24 種である

ヤⅠ、Ⅱ、Ⅲ

それ以上であ

総合優占度は

維持している

666 でありほ

をみると年に

（表 4.2.5.2）

占度は 24→1

てもⅤ→Ⅲ→

本種は結実期

い（写真 4.2.5

なく同定の誤

と思われる。

ることから、

小に評価され

ンドウはⅢ期

い。 

→2.2 とⅡ期に

合優占度はⅠ

ほぼ同等の値

ンが混同して

ランの存在を

ワレモコウ属

ているが、雄蕊

マワレモコウ
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オシラビソな

・Ⅱ期（19

従った（表 4

れまでに 27 種

。ショウジ

Ⅲ期を通じ頻

ある（表

約 40％であ

る。Ⅰ→Ⅱ→

ほとんど変化

によって大き

。 

10→3 へと減

→Ⅰと同様に

期にあり、植

5.1）。しかし

誤りや、見落

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

生育段階の

れたとも考え

期には実際に

にのみ高い値

期（38）でた

値を示した。

て同定されて

を確認する必

属の植物はワ

蕊が花弁から

ウ（写真 

などの高木性

999 年・200

4.2.5.1）。Ⅰ

種の維管束植

ョウスゲ、チ

頻度

ある

Ⅲ

化

く

減

減

植物

し、

落と

期

の違

に

に

値

た

必

ワ

ら

写真

写

性樹種も出現

05 年）より

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ期

植物が記録さ

チングルマ、

真 4.2.5.1 

写真 4.2.5.2 

現するので厳密

C 層一括で扱

期ともに 9 月

されており、

イワイチョ

タテヤマリン

 ミヤマワレ

密な階層

扱われて

月 1～5 日

Ⅰ、Ⅱ、

ョウ、ミ

ンドウ

モコウ
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表 4.2.5.1 調査区［05］弥陀ヶ原 植生組成表 (2010 年 9 月 1～2 日)  

 
 

表 4.2.5.2 調査区[05] 弥陀ヶ原 1999～2010 年における総合優占度の変化 

  

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 頻度
総合

優占度
ショウジョウスゲ 5 8 5 7 7 7 8 8 6 5 4 4 5 ・ 6 5 4 7 5 6 Ⅴ 72.9

チングルマ 5 3 5 5 5 5 6 6 4 4 5 4 4 + 6 3 4 4 4 5 Ⅴ 66.1
イワイチョウ 5 5 5 6 6 4 5 4 4 4 3 4 ・ 1 5 5 7 5 7 5 Ⅴ 65.4

ミヤマイヌノハナヒゲ 5 4 3 4 4 4 6 3 7 7 5 5 8 4 ・ 2 3 ・ 7 5 Ⅴ 62.2
ヌマガヤ 4 4 4 3 5 4 4 3 5 4 3 4 4 3 4 1 3 2 2 4 Ⅴ 59.2

コイワカガミ 2 1 3 3 1 2 3 3 1 3 4 ・ + ・ 5 4 4 4 3 4 Ⅴ 47.7
ミヤマホタルイ 4 2 3 2 + ・ + 4 5 1 6 3 2 2 ・ ・ ・ 1 ・ 3 Ⅳ 38.2
モウセンゴケ 4 4 2 ・ + + 1 1 3 3 2 ・ 4 2 ・ 1 + 1 + 3 Ⅴ 37.4

クロマメノキ + + 1 1 1 + + + ・ + + + + ・ 2 4 4 1 3 1 Ⅴ 31.8
チシマザサ ・ 3 5 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 3 5 7 6 5 Ⅲ 30.7
ワレモコウ 2 3 2 2 1 ・ + ・ 1 + + 1 ・ + 1 + 2 1 2 1 Ⅴ 30.2

ヤチカワズスゲ 6 + 1 2 + + 1 ・ + ・ 3 4 1 ・ ・ ・ ・ ・ + 4 Ⅳ 28.2
キンコウカ 3 + + ・ + 1 3 + 3 1 2 + + ・ ・ ・ ・ + 3 + Ⅳ 27.4

ミカヅキグサ ・ ・ 1 3 + + 4 1 4 + 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 18.7
イワショウブ 1 + 1 ・ ・ 1 + + ・ ・ 1 + + + + ・ + + ・ ・ Ⅳ 16.6

ワタスゲ ・ 3 + 2 ・ ・ + ・ + ・ ・ + 3 1 ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅲ 16.1
ショウジョウバカマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ Ⅰ 3.4

タテヤマリンドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 3.4
アカモノ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 2.2

ツマトリソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 2.2
ネバリノギラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2

ヤチスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.6
オオシラビソ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 1.1

コバノトンボソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.1
ニッコウキスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ミヤマカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

1999年 2005年 2010年
9/3 9/5 9/1-2

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
C ショウジョウスゲ Ⅴ 75.8 Ⅴ 70.8 Ⅴ 72.9
C チングルマ Ⅴ 60.4 Ⅴ 69.8 Ⅴ 66.1
C イワイチョウ Ⅴ 61.5 Ⅴ 59.0 Ⅴ 65.4
C ミヤマイヌノハナヒゲ Ⅴ 68.7 Ⅴ 58.7 Ⅴ 62.2
C ヌマガヤ Ⅴ 65.6 Ⅴ 63.6 Ⅴ 59.2
C コイワカガミ Ⅴ 38.8 Ⅴ 44.2 Ⅴ 47.7
C ミヤマホタルイ Ⅲ 26.7 Ⅳ 32.2 Ⅳ 38.2
C モウセンゴケ Ⅳ 26.0 Ⅳ 31.6 Ⅴ 37.4
C クロマメノキ Ⅳ 30.5 Ⅳ 32.4 Ⅴ 31.8
C チシマザサ Ⅲ 39.5 Ⅲ 36.7 Ⅲ 30.7
C ワレモコウ Ⅳ 32.5 Ⅳ 31.8 Ⅴ 30.2
C ヤチカワズスゲ Ⅲ 16.2 Ⅳ 25.8 Ⅳ 28.2
C キンコウカ Ⅳ 28.2 Ⅳ 25.4 Ⅳ 27.4
C ミカヅキグサ Ⅱ 7.1 Ⅱ 7.1 Ⅲ 18.7
C イワショウブ Ⅴ 38.4 Ⅱ 16.4 Ⅳ 16.6
C ワタスゲ Ⅰ 8.4 Ⅱ 6.6 Ⅲ 16.1
C ショウジョウバカマ Ⅰ 3.4 Ⅱ 5.6 Ⅰ 3.4
C タテヤマリンドウ Ⅴ 24.2 Ⅲ 10.6 Ⅰ 3.4
C アカモノ Ⅰ 1.1 - 0.0 Ⅰ 2.2
C ツマトリソウ Ⅰ 3.4 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2
C ネバリノギラン - 0.0 Ⅳ 27.6 Ⅰ 2.2
C ヤチスゲ Ⅰ 1.6 Ⅰ 1.6 Ⅰ 1.6
C オオシラビソ Ⅰ 1.1 Ⅰ 1.1 Ⅰ 1.1
C コバノトンボソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.1
C ニッコウキスゲ Ⅰ 1.6 Ⅰ 1.6 - 0.0
C ミネカエデ Ⅰ 1.1 Ⅰ 1.1 - 0.0
C ミヤマカンスゲ Ⅰ 2.2 Ⅰ 1.6 - 0.0

663.8 665.4 666.2
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種もしくは種群の分布は湿原の微環境との対応関係が認められ、以下のように大別された。 

 

1.ミヤマホタルイ 

ミヤマホタルイは、ほとんどが水深 30 ㎝以下の湛水面にのみ出現し、その他の種と分布傾向

が異なっていた(図 3.1.1.9-10)。池塘湛水面斜面上部側の水深が深くなっている場所には分布

していなかった。 

2. ミズゴケ・モウセンゴケ 
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図 4.2.5.3（池塘番号 13） 

池塘断面図と植生プロファイル 

池塘の位置については図 4.2.5.1 参照 
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ミズゴケ(未同定)は池塘の辺縁部で堤を形成し、池塘の水面を地表面レベルより高い位置に維

持していた(図 4.2.5.2)。ミズゴケの生育する池塘堤では水分がよく保持されており、また、

生育する植物も比較的に少ないため被陰の影響が少なかった。こうした環境にモウセンゴケ

が高頻度に出現していた。 

3. ミヤマイヌノハナヒゲほか 

池塘辺縁、低湿地にヤチカワズスゲ, ミカヅキグサ, ミヤマイヌノハナヒゲ、キンコウカが出

現した。これらの種は、ミヤマホタルイのように水深の深い場所には生育していなかったが、

数㎝程度の水深の浅い場所では、一部沈水して生育していた。 

4.ショウジョウスゲほか 

ヌマガヤ、ショウジョウスゲ、チングルマ、コイワカガミ、ワタスゲ、イワイチョウ、ワレ

モコウは湛水面や低湿地に少なく、池塘湛水面から離れた土壌の比較的乾燥した場所に分布

していた。 

5.チシマザサ 

ショウジョウスゲやヌマガヤなどよりもさらに乾燥した地表面レベルの高い場所で密に分布

していた。 

6.木本 

オオシラビソ、クロマメノキ、ヒメウスノキ、アカモノで乾燥した地表面レベルの高い場所

に生育していた。 
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図 4.2.5.4  
種の出現パターンもとづくクラスター分析結果 
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図 4.2.5.5 池塘からの距離と種の分布の関係 

水平バー:最小-最大、ボックス左端 下位四分の一

位、中縦 線中央値、右端 上位四分の一位 
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池塘湛水面輪郭の形状および面積の経年変化 

静岡大学の松本・竹田(1986)によって 1984 年に測量された池塘 50 個について再測を試みた(図 

4.2.5.6)。50 個の内、46 個の池塘を同一地点で確認した。面積 0.1~0.8 ㎡、溝型 3、短円型 1 と

して分類された 4 個については測量されなかった(池塘番号 2,3,28,41)。また、二つの池塘(池塘番

号 6、7 面積 2.1、1.0 ㎡)については分裂していた。小さい池塘や形の複雑な池塘で消失と分裂

が認められた。しかし、基本的に両測量結果は非常によく一致し両者間の池塘の形状にはほとん

ど変化がないといえた。 調査枠内に完全に含まれる池塘37個(面積0.1~14.1㎡)の1984年と2011

年時点の面積は、非常に高い相関が認められた(r=0.992, p<0.001)、切片 0 の回帰式の傾きは 0.99

であり、傾き 1 と異なるとする帰無仮説は棄却された(F =  0.847、 p =  0.363)。 
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図 4.2.5.6 池塘形状の 1984 年(松本・竹田 1986)と 2011 年の比較と相関図 
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1953 年から 2006 年にいたる 53 年間の

大池塘 A、B、C の面積は、それぞれ変

動係数 4.0％、5.6％、16.6％の範囲で変

動した。しかし、2010、2011 年のトー

タルステーションを使用した現地測量

結果と写真測量結果の平均値の差は、同

順で 0.3 ㎡（実測面積比 0.1％）、-1.8

㎡（3.6％）、-0.5 ㎡（1.8％）であり差

は少なかった。西暦年と各池塘面積との

間には相関関係がなく（大池塘 A,B,C; 

p=0.639, 0.406, 0.102）年数経過に伴う

池塘面積の増減傾向は認められなかっ

た。 

本多は立山が観光地化される以前の

1964 年にすでに、「実地踏査によると標高 2,350m の極楽平を境にして，低標高地帯のガキ田は

顕著な縮小（ミズゴケ）過程をたどりつつある」と述べている。深井（1975）もまた、現在のガ

キ田は一般的に乾燥化の方向をたどっているとした。近年においても、折谷（2008）によって、

40 年前弥陀ヶ原の池塘は 3000 以上あったが現在は 3 分の一の 1000 個程度にまでに激減したと

されている。立山地域の池塘の減少は、道路工事によって流入した大量の土砂によるものである

とする見解もある(河野 1999)。また、小島(2008)は、1999 年から 2005 年のスケッチに基づき

「湛水池はその大きさや形が常に変動しており出現と消失を繰り返している」と述べている。 

これまでの弥陀ヶ原の池塘群に関する研究報告では、 池塘の形状は比較的短期間に変化する

こと、また、温暖化や人為的攪乱によって衰退・縮小傾向にあるとした報告が多い。しかし、こ

れらの研究は現地観察やスケッチにもとづくもので、池塘湛水面の輪郭形状を厳密に測量した事

例は近年までに松本・竹田(1984)のみであった。今回，松本・竹田(1986)によって 1984 年に測量

された池塘の一部をトータルステーションによって再測したところ、両者の測量結果は池塘形状

の細部に至るまで非常によく一致した。 

緩斜面に発達する弥陀ヶ原湿原は、湿原全体にミズゴケが分布し湿原の中央部がレンズ状に盛

り上がる典型的な高層湿原とは形態的に異なる。弥陀ヶ原湿原ではミズゴケは基本的に池塘の水

際に分布し池塘の堤体部を形成する。堤体部は幅、地表面レベルからの高さともに 1m 以下であ

ることがほとんどで水分を多く含み柔軟で池塘の水位を地表面レベル以上に維持している。こう

した池塘の構造は強度的に弱く、不安定なものとも考えられる。しかし、今回の調査では、小池

塘群では少なくとも 26 年間、大池塘群では少なくとも 57 年間池塘の輪郭形状および面積に大き

な変化はなかった。弥陀ヶ原湿原の池塘は形態的に繊細であるにもかかわらず、その湛水面の輪

郭形状は長年月の間に安定していたことが明らかとなった。 

国土地理院の空中写真ライブラリでは弥陀ヶ原地点で撮影された空中写真では終戦直後 1947

年に GHQ によって撮影されたものが最も古い。この写真は画質が不鮮明で解析に使用しなかっ

図 4.2.5.8 3 大池塘の面積の経年変化 
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たがそれでも今回解析した 3 つ大池塘が確認できる。今回解析に使用した 1953 年の写真も同様

に GHQ によって撮影されたもので、比較的に明瞭に撮影されたもっとも古いものではないかと

考えられる。この 1953 年の空中写真において、ほぼ現在と同様の池塘の形状が確認できる。そ

して、それ以降近年に至るまで 3 大池塘の輪郭形状および面積には大きな変化がなかった。 

池塘は道路建設に伴う水脈系の攪乱の影響を敏感に受けるとされている（河野 1999）。しか

し、今回の調査では池塘の密度、形状、面積に関し明らかな変化は認められていない。 

 

弥陀ヶ原ホテル周辺域の池塘群 

1995 年の航空写真を用いて池塘と判別された地点について、1174 地点の現地調査を行った(図 

4.2.5.9,10,11)。調査地点のタイプ別の内訳は、タイプⅠ468地点(39.9%)、タイプⅡ590地点(50.3%)、

タイプⅢ90 地点(7.7%)、タイプⅣ地点 26(2.2%)であった。1995 年時点の航空写真上で池塘と判

別されたもののうち、航空写真撮影から 17 年後に相当する今回の調査において、1058 地点、約

9 割が湛水しており典型的な池塘の植生を有していた。  
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図 4.2.5.9 弥陀ヶ原ホテル周辺域における池塘の分布状況 

座標軸は国土地理院 第 7 系平面直角座標系 (以下同じ)。図 3.1.1.2 で各ブロック

(A.B,C,D)別の拡大図を示す。 (黒線) 歩道、(青線) 沢 
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表 4.2.6.1 調査区［06］美松 植生組成表 (2012 年)  

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

A1 オオシラビソ 6 6 6 6 6 6 5 5 8 7 7 5 ・ ・ 5 ・ ・ ・ 5 5 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 46.0
A1 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 オオシラビソ 6 ・ 4 5 ・ 5 ・ ・ ・ 1 ・ 4 ・ 4 4 5 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅱ 25.6
A2 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ 4 6 ・ 4 6 ・ 9 4 ・ 5 6 ・ 5 ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 29.4
A2 ナナカマド ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
A2 ミヤマハンノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 オオシラビソ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ 4 1 2 3 3 3 4 2 ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 20.8
B1 オオハナウド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 オガラバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 5 3 ・ 4 ・ ・ 4 4 4 ・ ・ 2 ・ ・ Ⅱ 18.9
B1 オニシモツケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 オノエヤナギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ 1 ・ 4 Ⅰ 7.3
B1 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ 5 5 5 ・ ・ 4 ・ 6 ・ ・ 6 7 5 5 5 Ⅲ 32.2
B1 ナナカマド ・ 5 4 4 7 1 6 ・ 5 4 ・ ・ ・ 4 3 3 ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ Ⅲ 31.3
B1 バッコヤナギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ベニバナイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 ミネカエデ ・ 3 ・ 3 5 ・ ・ 4 1 4 ・ ・ ・ 4 5 4 ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 23.7
B1 ミヤマハンノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 4 2 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 4 5 4 5 6 Ⅱ 23.1
B2 アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ウラジロナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ウラジロヨウラク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 オオカメノキ + + ・ + + ・ ・ 2 1 1 ・ ・ 3 2 + ・ ・ + ・ 1 4 ・ ・ ・ ・ Ⅲ 18.8
B2 オオシラビソ + 7 + + + 3 2 + 1 ・ 3 1 2 3 2 2 4 6 ・ 3 2 1 ・ ・ 5 Ⅴ 40.8
B2 オオバスノキ 3 + 3 1 + 5 + 1 1 + 4 2 3 5 3 1 2 1 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅳ 34.0
B2 オガラバナ + + ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 5 4 ・ + 2 5 4 1 4 1 1 3 ・ ・ Ⅲ 28.2
B2 オノエヤナギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 1 ・ 4 4 Ⅰ 9.1
B2 クマイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 クロウスゴ ・ + + ・ ・ 2 1 + ・ ・ 2 1 2 + + + ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 16.7
B2 クロツリバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 + 3 ・ ・ 1 1 3 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅱ 14.8
B2 タカネナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2 ・ ・ 2 ・ 1 ・ 3 3 + 4 ・ 3 Ⅱ 16.5
B2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ + 3 1 + ・ ・ ・ 2 4 3 + ・ 2 1 ・ + 5 3 ・ ・ 4 Ⅲ 25.9
B2 バッコヤナギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ + Ⅰ 4.2
B2 ハリブキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + 1 + + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 5.8
B2 ヒメウスノキ + ・ ・ ・ ・ 4 ・ + + ・ 2 ・ + + + ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 12.0
B2 ベニバナイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ミネカエデ 6 ・ 3 + 2 4 3 ・ 1 + + 1 2 4 4 4 4 4 4 3 1 1 + ・ 4 Ⅴ 44.8
B2 ミヤマハンノキ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 ・ ・ 4 3 4 1 + ・ Ⅱ 15.4
B2 ミヤマホツツジ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ムラサキヤシオツツジ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C アカショウマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + Ⅰ 1.8
C アキカラマツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 Ⅰ 2.5
C イタドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 + Ⅰ 3.3
C イヌワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C イワウメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C イワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C イワナシ + + + + ・ + ・ + + ・ ・ ・ 1 + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 9.4
C ウラジロタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
C エンレイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + + ・ + + ・ + + + + + + + + + + + Ⅳ 15.2
C オオイタドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 5 6 4 5 Ⅰ 13.3
C オオシラビソ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオバコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオバショリマ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ + ・ + 1 + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2 Ⅱ 10.6
C オオバタケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオハナウド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ Ⅰ 2.2
C オオバノヨツバムグラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ + ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 4.5
C オオバユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C オニシモツケ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
C カニコウモリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ Ⅰ 3.1
C キオン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C キソチドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C キヌガサソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
C クロツリバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C コイワカガミ + + + + + + + + 1 + + + ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 13.9
C コウゾリナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コガネギク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C コゴメグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ゴゼンタチバナ 2 + 1 1 1 + 1 3 1 1 3 + 1 + + + ・ + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅳ 23.7
C コバイケイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ゴマナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
C コミヤマカタバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 + ・ 4 + 3 3 2 ・ 2 3 4 3 Ⅲ 23.6
C サカゲイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
C サンカヨウ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + + + ・ + ・ + ・ ・ + ・ Ⅱ 8.9
C シノブカグマ + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + + + 1 2 1 + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 11.9
C シモツケソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
C ショウジョウバカマ + + + + + + + + + + + + + + + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅳ 15.2
C シラネセンキュウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
C シラネワラビ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + + 1 2 4 + 2 1 3 4 3 2 1 ・ ・ + ・ Ⅳ 25.8
C スギナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 1.8
C セイヨウタンポポ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C タケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + 1 ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.9
C タテヤマアザミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 4 4 4 4 Ⅰ 12.6
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表 4.2.6.2 調査区[06]美松  1999～2012 年における総合優占度の変化 

 

C タテヤマオウギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C タニギキョウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C チゴユリ + + + + + ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + Ⅱ 8.9
C ツクバネソウ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + + ・ ・ + + + + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 8.9
C ツマトリソウ + + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 7.2
C ツルリンドウ + + + ・ + ・ + + + + ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 9.8
C テガタチドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.9
C ノコンギク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヒゲノガリヤス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ Ⅰ 1.8
C ヒメウスノキ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ヒメゴヨウイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + 1 2 + + + + 1 2 1 2 ・ 2 3 ・ Ⅲ 20.5
C ヒメタケシマラン + + + + + + + ・ + ・ ・ ・ + + + ・ + + + ・ + ・ + 1 + Ⅳ 16.5
C ヒメノガリヤス ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 4.4
C ヒメワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C ヒロハユキザサ ・ ・ 1 ・ + + ・ + ・ + ・ + ・ ・ + 1 ・ 1 ・ + ・ ・ ・ + + Ⅲ 12.0
C フキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 3 4 2 4 Ⅱ 12.6
C ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C マイヅルソウ + + ・ + + + 1 ・ + + + + ・ ・ + + ・ + + ・ + ・ ・ ・ 3 Ⅳ 16.8
C ミズバショウ 5 ・ 4 3 5 5 + 4 3 1 1 ・ 4 3 1 4 ・ 1 ・ ・ 1 ・ ・ + ・ Ⅳ 35.4
C ミツバオウレン + ・ + + + + + ・ + ・ + ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 9.8
C ミヤマアキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ + ・ Ⅱ 5.4
C ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマカタバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + Ⅰ 1.8
C ミヤマカンスゲ 3 4 4 5 6 5 4 5 5 6 5 5 5 6 5 5 5 5 4 3 4 3 5 4 7 Ⅴ 68.7
C ミヤマシシウド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 4 1 + ・ 3 Ⅰ 8.5
C ミヤマセンキュウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.9
C ミヤマベニシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマメシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ 3 ・ ・ 4 2 1 ・ ・ Ⅱ 10.5
C ミヤマワラビ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ 1 1 + + + Ⅱ 8.8
C メシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C モミジカラマツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 Ⅰ 5.6
C ヤグルマソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + 2 ・ Ⅰ 4.1
C ヤマイヌワラビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ Ⅰ 1.3
C ヤマソテツ 3 + 2 2 1 2 3 4 3 4 3 + 1 3 2 2 2 3 + 2 ・ ・ + ・ ・ Ⅴ 38.4
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 2 ・ 2 + + + ・ ・ ・ ・ Ⅱ 8.5
C ヤマハハコ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ヤマブキショウマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ + ・ 1 1 + + + Ⅱ 7.5
C ユキザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 2.7
C ヨツバヒヨドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ 1.8
C ヨモギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
S チシマザサ 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 9 8 9 8 Ⅴ 94.0

1999年 2004年 2012年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
A1 オオシラビソ Ⅳ 59.6 Ⅳ 50.8 Ⅲ 46.0 C チゴユリ Ⅴ 35.2 - 0.0 Ⅱ 8.9
A1 ダケカンバ Ⅰ 2.8 - 0.0 - 0.0 C ツクバネソウ Ⅱ 8.9 Ⅱ 8.0 Ⅱ 8.9
A2 ダケカンバ Ⅰ 10.7 Ⅲ 34.5 Ⅱ 29.4 C ミヤマワラビ Ⅰ 5.7 Ⅱ 9.7 Ⅱ 8.8
A2 オオシラビソ Ⅳ 52.0 Ⅱ 25.7 Ⅱ 25.6 C ヤマドリゼンマイ Ⅰ 6.9 Ⅰ 4.4 Ⅱ 8.5
A2 ナナカマド Ⅰ 7.9 Ⅰ 7.6 Ⅰ 2.8 C ミヤマシシウド Ⅰ 3.8 Ⅰ 4.9 Ⅰ 8.5
A2 ミヤマハンノキ - 0.0 Ⅰ 5.4 - 0.0 C ヤマブキショウマ Ⅰ 3.6 Ⅱ 8.5 Ⅱ 7.5
B1 ダケカンバ Ⅰ 13.0 Ⅰ 14.7 Ⅲ 32.2 C ツマトリソウ Ⅱ 5.4 Ⅰ 4.5 Ⅱ 7.2
B1 ナナカマド Ⅱ 21.8 Ⅱ 26.5 Ⅲ 31.3 C モミジカラマツ Ⅰ 2.8 Ⅰ 6.2 Ⅰ 5.6
B1 ミネカエデ Ⅱ 20.2 Ⅱ 18.0 Ⅱ 23.7 C ミヤマアキノキリンソウ Ⅱ 9.5 - 0.0 Ⅱ 5.4
B1 ミヤマハンノキ - 0.0 Ⅱ 16.1 Ⅱ 23.1 C タケシマラン - 0.0 Ⅰ 6.2 Ⅰ 4.9
B1 オオシラビソ Ⅱ 18.9 Ⅱ 16.4 Ⅱ 20.8 C オオバノヨツバムグラ Ⅰ 3.5 Ⅱ 8.5 Ⅰ 4.5
B1 オガラバナ Ⅱ 16.1 Ⅰ 13.3 Ⅱ 18.9 C ヒメノガリヤス Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 Ⅰ 4.4
B1 オノエヤナギ Ⅰ 7.9 Ⅰ 5.9 Ⅰ 7.3 C ヤグルマソウ - 0.0 Ⅰ 3.8 Ⅰ 4.1
B1 オオハナウド - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 C ゴマナ Ⅰ 1.3 Ⅰ 8.9 Ⅰ 4.0
B1 オニシモツケ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2 C イタドリ Ⅰ 7.6 Ⅰ 2.5 Ⅰ 3.3
B1 ベニバナイチゴ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C カニコウモリ Ⅰ 0.9 Ⅰ 2.2 Ⅰ 3.1
B1 バッコヤナギ Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0 C キヌガサソウ Ⅰ 2.8 Ⅰ 3.8 Ⅰ 2.7
B2 ミネカエデ Ⅳ 40.9 Ⅳ 48.4 Ⅴ 44.8 C ユキザサ Ⅱ 7.6 - 0.0 Ⅰ 2.7
B2 オオシラビソ Ⅴ 51.0 Ⅳ 44.8 Ⅴ 40.8 C アキカラマツ Ⅰ 1.3 Ⅰ 4.0 Ⅰ 2.5
B2 オオバスノキ Ⅲ 27.9 Ⅳ 40.9 Ⅳ 34.0 C オオハナウド - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2
B2 オガラバナ Ⅲ 31.6 Ⅲ 26.0 Ⅲ 28.2 C オニシモツケ - 0.0 Ⅰ 5.4 Ⅰ 2.2
B2 ナナカマド Ⅲ 26.1 Ⅲ 33.8 Ⅲ 25.9 C シラネセンキュウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.2
B2 オオカメノキ Ⅱ 17.7 Ⅲ 17.5 Ⅲ 18.8 C アカショウマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 クロウスゴ Ⅲ 21.4 Ⅱ 14.7 Ⅲ 16.7 C イヌワラビ - 0.0 Ⅱ 6.9 Ⅰ 1.8
B2 ダケカンバ Ⅱ 24.6 Ⅱ 22.3 Ⅱ 16.5 C オシダ Ⅰ 0.9 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ミヤマハンノキ Ⅱ 18.3 Ⅲ 22.2 Ⅱ 15.4 C サカゲイノデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 クロツリバナ Ⅱ 13.8 Ⅱ 16.4 Ⅱ 14.8 C スギナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ヒメウスノキ - 0.0 Ⅱ 6.3 Ⅱ 12.0 C ヒゲノガリヤス Ⅰ 4.9 Ⅰ 4.0 Ⅰ 1.8
B2 オノエヤナギ Ⅰ 13.0 Ⅱ 14.7 Ⅰ 9.1 C ミヤマイタチシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ハリブキ Ⅱ 5.8 Ⅱ 8.5 Ⅱ 5.8 C ミヤマカタバミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 バッコヤナギ Ⅰ 2.8 Ⅰ 4.2 Ⅰ 4.2 C ミヤマベニシダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B2 ウラジロナナカマド - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 C ヨツバヒヨドリ Ⅰ 3.3 Ⅰ 2.8 Ⅰ 1.8
B2 ベニバナイチゴ Ⅰ 2.5 Ⅰ 6.4 Ⅰ 1.8 C イワカガミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ムラサキヤシオツツジ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8 C ヒメワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 アクシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ヤマイヌワラビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 ウラジロヨウラク - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C イワウメ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ミヤマホツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9 C ウラジロタデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 クマイチゴ - 0.0 Ⅰ 1.8 - 0.0 C オオシラビソ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 タカネナナカマド Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0 C オオバコ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
C ミヤマカンスゲ Ⅴ 74.3 Ⅴ 69.6 Ⅴ 68.7 C オオバタケシマラン Ⅰ 2.2 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9
C ヤマソテツ Ⅲ 33.8 Ⅳ 38.3 Ⅴ 38.4 C オオバユキザサ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
C ミズバショウ Ⅲ 32.7 Ⅳ 35.2 Ⅳ 35.4 C クロツリバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
C シラネワラビ Ⅲ 23.0 Ⅲ 23.5 Ⅳ 25.8 C コバイケイソウ Ⅰ 0.9 Ⅰ 3.1 Ⅰ 0.9
C ゴゼンタチバナ Ⅲ 28.8 Ⅳ 30.4 Ⅳ 23.7 C シモツケソウ Ⅰ 3.3 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9
C コミヤマカタバミ Ⅱ 18.0 Ⅲ 26.5 Ⅲ 23.6 C テガタチドリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
C ヒメゴヨウイチゴ Ⅲ 26.4 Ⅲ 24.1 Ⅲ 20.5 C ヒメウスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
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表 4.2.7.1 調査区［07］松尾峠 植生組成表 (サププロット 1～25) 

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

A1層
オオシラビソ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 7 6 ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ 6 7 6 ・ ・ ・ ・ ・

ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
A2層

オオシラビソ ・ 3 5 ・ ・ ・ ・ 3 ・ 5 ・ 3 4 3 4 ・ ・ 4 4 ・ ・ ・ 2 5 5
ダケカンバ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

B1層
ミネカエデ ・ ・ ・ 2 4 2 2 2 ・ 4 ・ ・ 2 1 4 4 5 4 ・ 5 ・ ・ 3 4 3
ナナカマド 3 2 ・ 4 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 5 3 ・ ・ 4 4 ・ ・ ・ 4 ・ 1

オオシラビソ 3 3 4 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 3 3 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ 4
ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3

オオカメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
B2層

ミネカエデ + 2 4 + 1 1 2 3 3 2 ・ + + + 1 5 4 4 1 + ・ 2 + 3 +
オオシラビソ 1 ・ 4 4 + + ・ ・ + + + + 2 ・ 1 1 + 1 2 ・ ・ + 1 + ・
オオバスノキ + 1 + + 1 + + + + + ・ 1 + 1 + 2 + + + + ・ ・ 2 3 1
オオカメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 3 4 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 2 3 1 ・ ・ ・ ・ ・

クロウスゴ 1 1 + + 1 + ・ + ・ ・ 3 1 + + + ・ ・ ・ ・ + 2 2 + ・ ・
ナナカマド ・ 3 ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ 1 + ・ ・ + + + ・ ・ + ・ ・

ヒメモチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマホツツジ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ + + ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・

ヒメウスノキ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・
コヨウラクツツジ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

コシアブラ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ + + ・

ミヤマシキミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

オガラバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ウラジロハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
キタゴヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

クロマメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ +
ハリブキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・

ベニバナイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ナツハゼ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ハクサンシャクナゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

S層
チシマザサ 10 10 10 10 9 10 10 10 9 9 10 10 10 10 10 10 9 9 9 10 10 10 9 9 10

C層
ミヤマカンスゲ 5 2 3 6 5 6 6 5 4 4 3 3 3 6 5 5 5 1 5 4 3 5 5 5 6

ヤマソテツ ・ + + ・ ・ ・ ・ 2 4 4 ・ ・ ・ ・ ・ + + 2 1 + ・ ・ ・ + +
ゴゼンタチバナ + + + + + + + + 3 3 ・ 1 + ・ + + + + 1 + ・ + + + +

マイヅルソウ + + + + + + + 1 + + + + + + + + + + + + + + + + +
イワカガミ ・ + + + + ・ + + ・ 1 3 1 + + + ・ ・ + ・ + 4 + + + +

ショウジョウバカマ + + ・ + + ・ + + + 2 + + + + + ・ + + + + + + + + ・
タケシマラン 1 + + + + + + + + + 1 + ・ + + + + + + + 1 1 ・ + +
ミズバショウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 2 + 2 ・ ・ ・ + 4

ミツバオウレン + + + + + + ・ + + + + + + + + + + ・ ・ ・ + + + + +
ツクバネソウ ・ ・ ・ + + 1 + + + ・ ・ ・ ・ + + + + + + + ・ + + ・ +
ツルリンドウ ・ + + ・ + + + + + + ・ ・ + ・ ・ ・ + + + + ・ ・ ・ + ・

モミジカラマツ 1 ・ ・ ・ 5 5 3 + ・ ・ + + ・ ・ ・ 1 4 + ・ ・ + + ・ ・ ・
ツマトリソウ + 1 ・ ・ + + + ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + 2 + ・ ・ ・

オオバショリマ 3 ・ ・ ・ ・ 1 1 + ・ + + ・ ・ ・ ・ + 5 ・ + ・ ・ 1 ・ ・ ・
シノブカグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + 3 1 ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ +

ユキザサ ・ ・ ・ ・ + 2 + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・
イワナシ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + +

イワイチョウ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・
ヤチカワズスゲ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 + ・ ・ ・

シラネワラビ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・
ショウジョウスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コバイケイソウ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・

ヒメゴヨウイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シラタマノキ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ニッコウキスゲ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・
ミヤマシケシダ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ + ・ ・

ホソバトウゲシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマセンキュウ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・
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表 4.2.7.1 調査区［07］松尾峠 植生組成表 (サププロット 36～50) 

イワウチワ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
エンレイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

ミヤマイタチシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

メシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・
ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・

アカモノ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオバタケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・

キソチドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コイワカガミ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

チゴユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ハリブキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ミヤマメシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ギンリョウソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コイチヨウラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

コミヤマカタバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シュロソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・

タカネイバラ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒメイチゲ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ヒメスギラン + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミヤマカタバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

サンカヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
チングルマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ツバメオモト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツルアリドオシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ヌマガヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒメノガリヤス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

フタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

シダ1 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
シダ2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

種名 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 頻度
総合

優占度
A1層

オオシラビソ 6 6 7 6 4 ・ ・ ・ 5 7 8 8 6 8 8 ・ ・ ・ ・ 6 8 8 7 6 7 Ⅲ 40.2
ダケカンバ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 5.8

A2層
オオシラビソ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 2 5 ・ ・ 4 ・ ・ ・ 2 5 5 5 3 3 ・ ・ Ⅲ 29.7

ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.3
ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

B1層
ミネカエデ 5 3 6 4 5 ・ ・ ・ 4 4 4 ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 4 3 5 2 4 Ⅳ 36.6
ナナカマド 2 1 ・ 2 2 ・ ・ 3 4 6 2 ・ 4 ・ ・ ・ ・ 3 5 3 ・ 3 ・ ・ 6 Ⅲ 29.0

オオシラビソ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + 1 1 3 ・ ・ 2 ・ ・ 1 3 2 ・ 2 ・ ・ ・ Ⅲ 20.2
ダケカンバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.2

オオカメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B2層

ミネカエデ 1 5 + 1 2 + + + 1 3 + 1 2 2 2 + + 1 1 1 + 2 2 1 + Ⅴ 37.8
オオシラビソ + + + + 3 + + + + + + + 1 + + ・ + + + ・ ・ + + + + Ⅳ 23.8
オオバスノキ 1 1 + + + ・ + 1 + + + + + + + ・ ・ + 1 + + + + + ・ Ⅴ 23.3
オオカメノキ 1 2 2 + 3 ・ ・ ・ ・ + + + 3 3 + ・ ・ ・ + + ・ 1 3 1 2 Ⅲ 19.7

クロウスゴ ・ + + ・ + 2 2 + + + + + ・ ・ ・ 3 1 + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 18.5
ナナカマド ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 9.3

ヒメモチ + + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.0
ミヤマホツツジ ・ + ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.0

ヒメウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅱ 5.6
コヨウラクツツジ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 4.0

コシアブラ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 3.6
ダケカンバ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 3.1

ミヤマシキミ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
ムラサキヤシオツツジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2

オガラバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

ウラジロハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
キタゴヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

クロマメノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
ハリブキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

ベニバナイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
ナツハゼ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

ハクサンシャクナゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
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表 4.2.7.2 調査区［07］松尾峠  1998～2010 年における総合優占度の変化 

S層
チシマザサ 9 9 9 9 9 10 10 10 10 9 9 9 10 9 9 10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 Ⅴ 97.6

C層
ミヤマカンスゲ 5 6 6 4 5 2 2 5 4 6 5 4 4 4 4 4 5 5 4 5 5 5 5 5 4 Ⅴ 66.8

ヤマソテツ 4 4 3 3 2 ・ ・ ・ + 1 1 2 4 1 5 ・ ・ + + 3 2 3 2 3 1 Ⅳ 28.2
ゴゼンタチバナ + + 1 1 + ・ ・ + + + + 1 2 2 4 ・ + + 1 1 2 2 1 1 + Ⅴ 26.9

マイヅルソウ + + + + + + 1 + + + + + 1 + 1 + + + + + + 1 1 1 + Ⅴ 23.9
イワカガミ + + ・ + + 4 2 + + + + + ・ ・ + 3 + + + 1 2 + ・ ・ + Ⅳ 23.7

ショウジョウバカマ 1 + + + + + + + + + + + + + 2 + + + + + 1 3 1 + + Ⅴ 23.5
タケシマラン 1 + + + + 1 1 + + + + + + + + 1 + + + + + + + + + Ⅴ 23.2
ミズバショウ 3 ・ 5 3 2 ・ ・ ・ ・ 3 5 1 + ・ ・ ・ ・ ・ + 2 4 5 3 3 ・ Ⅱ 20.2

ミツバオウレン + + + ・ + + + + + + + + ・ ・ + + + + + 1 + 1 + + + Ⅴ 19.7
ツクバネソウ + + + + + ・ + + ・ + + ・ + ・ + ・ ・ + ・ + ・ 1 + + + Ⅳ 15.2
ツルリンドウ + + + + + ・ ・ ・ + + + + + + + ・ ・ ・ + + 1 + + + + Ⅳ 15.0

モミジカラマツ ・ 1 1 4 ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 14.4
ツマトリソウ ・ + ・ ・ + 2 + + + ・ + ・ ・ ・ + 3 + ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ Ⅲ 13.6

オオバショリマ ・ + ・ + ・ ・ 4 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.3
シノブカグマ + + + + + ・ ・ + ・ ・ + + 1 + + ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ Ⅲ 11.2

ユキザサ ・ + + + ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ Ⅱ 7.1
イワナシ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ + ・ ・ ・ Ⅱ 5.8

イワイチョウ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.6
ヤチカワズスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0

シラネワラビ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.8
ショウジョウスゲ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6

コバイケイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.3
ヒメゴヨウイチゴ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 3.3

シラタマノキ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
ニッコウキスゲ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.6
ミヤマシケシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.4

ホソバトウゲシバ ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
ミヤマセンキュウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2

イワウチワ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
エンレイソウ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8

ミヤマイタチシダ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
ハクモウイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 1.7

メシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.5
ハナヒリノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3

アカモノ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
オオバタケシマラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

キソチドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.9
コイワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

チゴユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
ハリブキ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

ミヤマメシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅰ 0.9
ムラサキヤシオツツジ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

ギンリョウソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
コイチヨウラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 0.4

コミヤマカタバミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
シュロソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

タカネイバラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
ヒメイチゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

ヒメスギラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
ミヤマカタバミ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

サンカヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
チングルマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

ツバメオモト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ツルアリドオシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

ヌマガヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ヒメノガリヤス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

フタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

シダ1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4
シダ2 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.4

1998年 2004年 2010年
7/18-20 9/2 8/26-9/2

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
A1 オオシラビソ Ⅲ 42.4 Ⅲ 39.8 Ⅲ 40.2 C オオバショリマ - 0.0 Ⅰ 0.4 Ⅱ 11.3
A1 ダケカンバ - 0.0 Ⅰ 3.1 Ⅰ 5.8 C シノブカグマ Ⅱ 7.0 Ⅱ 10.2 Ⅲ 11.2
A2 オオシラビソ - 0.0 Ⅲ 36.3 Ⅲ 29.7 C ユキザサ Ⅱ 9.0 Ⅰ 6.6 Ⅱ 7.1
A2 ダケカンバ Ⅰ 6.9 Ⅰ 5.7 Ⅰ 6.3 C イワナシ Ⅰ 1.8 Ⅰ 3.1 Ⅱ 5.8
A2 ナナカマド Ⅰ 3.9 Ⅰ 6.9 Ⅰ 1.8 C イワイチョウ Ⅰ 6.7 Ⅰ 4.4 Ⅰ 4.6
A2 ミネカエデ Ⅰ 3.1 Ⅰ 3.1 - 0.0 C ヤチカワズスゲ Ⅰ 12.8 Ⅰ 3.5 Ⅰ 4.0
B1 ミネカエデ Ⅱ 23.7 Ⅱ 23.4 Ⅳ 36.6 C シラネワラビ Ⅰ 4.5 Ⅰ 6.7 Ⅰ 3.8
B1 ナナカマド Ⅱ 21.2 Ⅱ 21.2 Ⅲ 29.0 C ショウジョウスゲ Ⅰ 1.3 Ⅰ 4.7 Ⅰ 3.6
B1 オオシラビソ Ⅱ 13.8 Ⅱ 14.4 Ⅲ 20.2 C コバイケイソウ Ⅰ 2.7 Ⅰ 3.1 Ⅰ 3.3
B1 ダケカンバ Ⅰ 3.3 Ⅰ 3.3 Ⅰ 4.2 C ヒメゴヨウイチゴ Ⅰ 2.4 Ⅰ 3.3 Ⅰ 3.3
B1 オオカメノキ - 0.0 Ⅰ 1.1 Ⅰ 2.2 C シラタマノキ - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅰ 3.1
B2 ミネカエデ Ⅰ 5.8 Ⅰ 5.8 Ⅴ 37.8 C ニッコウキスゲ Ⅰ 5.3 Ⅰ 2.8 Ⅰ 2.6
B2 オオシラビソ Ⅲ 27.4 Ⅲ 18.4 Ⅳ 23.8 C ミヤマシケシダ Ⅰ 1.7 Ⅰ 0.4 Ⅰ 2.4
B2 オオバスノキ Ⅳ 29.1 Ⅲ 19.1 Ⅴ 23.3 C ホソバトウゲシバ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.2
B2 オオカメノキ Ⅲ 24.7 Ⅱ 18.1 Ⅲ 19.7 C ミヤマセンキュウ - 0.0 Ⅰ 0.4 Ⅰ 2.2



 

 

Ⅰ・Ⅱ

を記録し

種，表 4

ており，

ソ(平均頻

8)、ミネ

層では高

ネカエデ

スゴ(5.0

36)，コ

ゲ(3.0，

ジ(3.0，

マカンス

ゴゼンタ

コイワカ

タケシマ

度および

96)も高密

度は安定

ビソとハ

きな変化

B2
B2
B2
B2 ミヤ
B2 ヒ
B2 コヨウ
B2
B2
B2 ミ
B2 ムラサキヤ
B2
B2 アカ
B2 ウラジロハ
B2
B2 ク
B2
B2 ベニ
B2
B2 ハクサン
B2 ハ
C ミヤ
C
C ゴゼ
C マ
C
C ショウジ
C タ
C ミ
C ミツ
C ツ
C ツ
C モミ
C ツ

4.2.8 鏡

Ⅱ・Ⅲ期を通

した(B1 層 3

4.2.8.1,2)。

最上層の B

頻度 4.0，平

ネカエデ(10，

高山性のハイ

デ(5.0，57)，

0，45)，オオバ

ヨウラクツツ

16)，ヒメウ

13)等が分布

スゲ(5.0，30

タチバナ(5.0

カガミ(4.3，

マラン(2.3，

び総合優占度

密度に分布

定している傾

ハイマツの階

化は認められ

クロウスゴ Ⅱ 11
ナナカマド Ⅰ 4.

ヒメモチ Ⅰ 0.
ヤマホツツジ - 0.
ヒメウスノキ - 0.
ウラクツツジ Ⅱ 7.

コシアブラ - 0.
ダケカンバ Ⅰ 1.

ミヤマシキミ - 0.
ヤシオツツジ - 0.

オガラバナ Ⅰ 0.
ミノイヌツゲ Ⅰ 1.

ハナヒリノキ - 0.
キタゴヨウ - 0.

クロマメノキ - 0.
ハリブキ Ⅰ 0.

ニバナイチゴ Ⅰ 0.
ナツハゼ Ⅰ 0.

ンシャクナゲ Ⅰ 0.
ハナヒリノキ Ⅰ 0.
ヤマカンスゲ Ⅴ 54

ヤマソテツ Ⅲ 20
ゼンタチバナ Ⅳ 24
マイヅルソウ Ⅴ 38

イワカガミ Ⅲ 20
ジョウバカマ Ⅲ 19
タケシマラン Ⅴ 28
ミズバショウ Ⅱ 15

ツバオウレン Ⅳ 25
ツクバネソウ Ⅲ 11
ツルリンドウ Ⅱ 8.
ミジカラマツ Ⅱ 12
ツマトリソウ Ⅱ 11

鏡石 

通して 4 階層

3 種,B2 層 14

当調査区は森

B1 層では，矮

平均優占度 5

2)の 3 種が

イマツが優占

オオシラビ

バスノキ(4.3

ツジ(2.7，1

ウスノキ(3.3

布していた。

0)，ショウジ

0，23)，ミツ

23)，マイヅ

10)，コガネ

度が高かった

していた。頻

傾向があった

階層別総合優

れなかった。

.9 Ⅱ 13.8
5 Ⅰ 3.3
4 Ⅰ 3.0
0 Ⅰ 2.7
0 Ⅰ 4.0
3 Ⅰ 5.2
0 - 0.0
3 Ⅰ 1.3
0 Ⅰ 0.9
0 Ⅰ 1.5
6 Ⅰ 0.6
3 - 0.0
0 - 0.0
0 - 0.0
0 - 0.0
9 Ⅰ 0.9
9 Ⅰ 0.4
4 - 0.0
4 - 0.0
9 Ⅰ 1.8

4.5 Ⅴ 64.1
0.4 Ⅳ 23.1
4.6 Ⅳ 28.0
8.5 Ⅴ 36.8
0.9 Ⅳ 24.2
9.9 Ⅳ 24.2
8.8 Ⅴ 27.7
5.2 Ⅱ 14.6
5.4 Ⅳ 24.8
.9 Ⅲ 13.6
0 Ⅲ 13.7

2.4 Ⅱ 15.7
.2 Ⅱ 11.4

層，37 種の維

4 種,C 層 24

森林限界付近

矮性化したオ

0)，ナナカマ

が記録されて

占し(5.0， 74

ビソ(5.0，62

3，34)，ナナカ

5)，ハクサン

3，16)，ミヤ

また，C 層

ジョウバカマ

ツバオウレン

ヅルソウ(3.3

ネイチゴ(3.3

た。また，チシ

頻度の高い種

た。優占種であ

優占度はⅠ~Ⅲ

 

Ⅲ 18.5
Ⅱ 9.3
Ⅱ 6.0
Ⅱ 6.0
Ⅱ 5.6
Ⅰ 4.0
Ⅰ 3.6
Ⅰ 3.1
Ⅰ 2.2
Ⅰ 2.2
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅴ 66.8
Ⅳ 28.2
Ⅴ 26.9
Ⅴ 23.9
Ⅳ 23.7
Ⅴ 23.5
Ⅴ 23.2
Ⅱ 20.2
Ⅴ 19.7
Ⅳ 15.2
Ⅳ 15.0
Ⅱ 14.4
Ⅲ 13.6

70 

維管束植物

4 種,S 層 1

近に位置し

オオシラビ

マド(1.0，

ている。B2

4)，他にミ

2)，クロウ

カマド(3.0，

ンシャクナ

ヤマホツツ

では，ミヤ

マ(5.0，32)，

ン(5.0，21)，

3，12)，ヒメ

3，14)等の頻

シマザサ(5.0

種の総合優占

あるオオシラ

Ⅲ期の間，大

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
S

メ

頻

0，

占

ラ

大

イワウチワ
エンレイソウ

ミヤマイタチシダ
ハクモウイノデ

メシダ
ハナヒリノキ

アカモノ
オオバタケシマラン

キソチドリ
コイワカガミ

チゴユリ
ハリブキ

ミヤマメシダ
ラサキヤシオツツジ

ギンリョウソウ
コイチヨウラン

コミヤマカタバミ
シダ1
シダ2

シュロソウ
タカネイバラ

ヒメイチゲ
ヒメスギラン

ミヤマカタバミ
サンカヨウ
チングルマ

ツバメオモト
ツルアリドオシ

ヌマガヤ
ヒメノガリヤス

フタバラン
ヤマドリゼンマイ

チシマザサ
合計

階
層

0

B
2

B
1

A
2

A
1

図 4.2.8
主要樹種

ナナカ

- 0.0
Ⅰ 1.3
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 2.7
- 0.0
Ⅰ 0.9
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 3.1
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
- 0.0
Ⅰ 2.8
- 0.0
Ⅰ 0.4
Ⅰ 4.9
Ⅴ 98.1

699.4

総合優

0 20

ハイマツ

8.1 
種の各層にお

写

カマド（左）と

- 0.0
Ⅰ 0.9
- 0.0
Ⅰ 3.2
Ⅰ 3.5
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
- 0.0
Ⅰ 1.3
Ⅰ 0.9
- 0.0
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅰ 0.4 -
Ⅰ 0.4 -
- 0.0 -
Ⅰ 0.9 -
- 0.0 -
Ⅰ 0.4 -
- 0.0 -
Ⅰ 0.4 -
Ⅴ 98.5 Ⅴ

747.6

優占度 鏡石-08 .

総合優占度

40

期  I
期 II
期III

鏡石調査区

おける総合優

写真 4.2.8.1  
とウラジロナナ

 

Ⅰ 1.8
Ⅰ 1.8
Ⅰ 1.8
Ⅰ 1.7
Ⅰ 1.5
Ⅰ 1.3
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.9
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
Ⅰ 0.4
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
- 0.0
Ⅴ 97.6

849.0

.csv

60 80

オオシラビソ

区 

占度の変化

ナカマド（右） 



71 
 

Ⅰ~Ⅲ期を通じ全層集計で合計 37 種（B1 3 種、B2 14 種、C 21 種、S 1 種）の維管束植

物を記録した。調査期ごとの全層集計の記録種数は後の調査期ほど多かった（Ⅰ期 26 種、Ⅱ期

31 種、 Ⅲ期 33 種）。総合優占度もまた、後の調査ほど増加する傾向が認められた（Ⅰ期 704.0、

Ⅱ期 759.6、 Ⅲ期 789.1）。Ⅰ期で記録されなかった新記録種の総合優占度の合計は、Ⅱ期で 21.0、

Ⅲ期で 38.9 であった。第Ⅰ期において記録されず、第Ⅲ期で記録した 10 種の頻度は 9 種がⅠで、

ヒメタケシマランがⅡ期と頻度Ⅲでそれぞれ頻度ⅢとⅣであった。 

Ⅰ~Ⅲ期の期間，調査区全体の総合優占度(704,760,789)，および記録種数(26,31,33)は後期ほど

高い値を示した。ちなみに，Ⅰ期とⅡ期で記録の無かったウラジロナナカマド（写真 4.2.8.1）の

総合優占度は 8.4 であった。 

 

表 4.2.8.1 調査区[08] 鏡石 植生組成表 (2010 年)  

  

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 11 12 13 14 15 16 17 18 19 2 21 22 23 24 25 頻度
総合
優占
度

B1層
オオシラビソ ・ 2 5 6 ・ 4 6 5 4 4 5 6 3 5 6 6 5 3 6 5 5 ・ ・ ・ 4 Ⅳ 55.1

ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ 3 ・ ・ 5 ・ 1 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.8
ミネカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5

B2層
ハイマツ 8 8 4 6 5 7 6 5 4 6 5 5 8 6 5 ・ 6 6 5 ・ 8 6 6 7 2 Ⅴ 70.2

ミネカエデ 6 6 5 4 4 6 4 6 5 6 5 4 2 1 5 4 4 3 3 4 4 3 1 3 4 Ⅴ 63.9
オオシラビソ 4 ・ + + ・ 4 5 6 6 4 4 2 3 4 5 1 6 4 5 8 4 5 8 5 7 Ⅴ 61.0

クロウスゴ + + 1 1 ・ 2 2 2 4 1 1 2 3 3 4 ・ 4 4 2 3 4 4 2 1 2 Ⅴ 44.2
オオバスノキ 1 + + ・ ・ 1 + 1 1 ・ 4 + ・ 3 3 4 1 4 2 5 3 4 3 2 3 Ⅴ 39.7

ナナカマド ・ 1 8 3 5 4 6 2 6 6 ・ ・ ・ ・ 4 5 ・ ・ 2 ・ 5 4 ・ ・ ・ Ⅲ 37.0
コヨウラクツツジ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ 1 ・ ・ ・ + + 1 ・ ・ 1 ・ 2 1 1 4 Ⅲ 16.1

ハクサンシャクナゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ 1 + + 1 + + 2 1 2 + 1 + Ⅲ 15.5
ヒメウスノキ ・ ・ ・ + ・ 1 ・ + 1 ・ 1 + ・ 1 + ・ ・ ・ ・ + + 1 1 + 1 Ⅲ 15.3

ミヤマホツツジ ・ + ・ ・ ・ ・ + + + ・ + 1 1 1 2 ・ + + ・ ・ + ・ + ・ + Ⅲ 15.0
ウラジロナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 1 5 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 8.4

アカミノイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + + 3 1 ・ Ⅱ 7.6
ハナヒリノキ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + 1 + + ・ ・ ・ Ⅱ 7.1
ヤマシグレ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9

S層
チシマザサ 9 9 10 9 10 10 10 10 9 10 10 9 10 10 9 9 9 10 9 9 9 9 8 8 9 Ⅴ 96.5

C層
ミヤマカンスゲ ・ + + 1 + 1 + 1 + + + 1 + + + + 2 + 1 + + 3 + + + Ⅴ 26.7

ショウジョウバカマ + + ・ + ・ + 1 1 1 + + + + + + + + + 1 2 + + + + + Ⅴ 23.5
ゴゼンタチバナ + + + + ・ + + + + + + + + + + 1 + 1 + 1 1 + + + + Ⅴ 23.2
ミツバオウレン + + + + 1 + + + + + + + + + + ・ + + + + + ・ + + + Ⅴ 21.0

コイワカガミ ・ ・ ・ + ・ 1 + + 1 + + + + + + + + + + ・ 2 + + 1 + Ⅳ 20.4
マイヅルソウ + + + ・ + + + + + ・ ・ + + + + + + + + + + ・ + + + Ⅴ 18.8

ヒメタケシマラン + + + + ・ + + + ・ + 1 + + ・ + + + + ・ ・ + + ・ + ・ Ⅳ 16.5
コガネイチゴ + ・ + ・ ・ ・ ・ + + ・ + + + + + + + ・ ・ + + ・ + + + Ⅳ 14.3

チゴユリ ・ ・ + + 1 + + + + + + + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ Ⅲ 13.0
ツルリンドウ + ・ + ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ + + + + ・ ・ ・ + + + ・ + + + Ⅲ 12.5

ヤマソテツ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + ・ + + 1 + ・ 1 + + ・ ・ ・ ・ Ⅱ 9.8
シラタマノキ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ + + + + + ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅱ 8.0
ツマトリソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6

イワカガミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
オオバショリマ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7

イワナシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ Ⅰ 2.2
フタバラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8

ミヤマホツツジ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
シノブカグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
ヒメウスノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

アカモノ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
オシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0

コイチヨウラン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
ミヤマアキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - 0.0
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表 4.2.8.2 調査区[08] 鏡石 1999～2010 年における総合優占度の変化 

 
 

 

4.2.9 浄土山  

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 2 階層，17 種の維管束植物を記録

した(B2 層 5 種,C 層 12 種，表 4.2.9.1,2)。当調査区は高山

帯に位置しており，最上層の B2 層にハイマツ(平均頻度

5.0，平均総合優占度      95)が優占している(図 4.2.9.1)。

B2 層では，その他キバナシャクナゲ(5.0,46)，ナナカマド

(1.0，5.0)，ウラジロナナカマド(0.7，1.0)，クロウスゴ 

(1.0,2.0)が生育している。また，C 層には，コガネイチゴ

(5.0，60)，コケモモ(5.0，56)，コメススキ(4. 7，42)，コ

イワカガミ(4.7，43)，ゴゼンタチバナ(4.7，34)，ミツバオ

1999年 2004年 2010年
9/4-5 9/1 8/23-25

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
B1 オオシラビソ Ⅳ 45.0 Ⅳ 50.9 Ⅳ 55.1
B1 ナナカマド Ⅰ 7.9 Ⅰ 7.9 Ⅰ 8.8
B1 ミネカエデ Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.2 Ⅰ 2.5

B2 ハイマツ Ⅴ 76.6 Ⅴ 76.4 Ⅴ 70.2
B2 ミネカエデ Ⅴ 53.7 Ⅴ 54.1 Ⅴ 63.9
B2 オオシラビソ Ⅴ 63.0 Ⅳ 57.4 Ⅴ 61.0
B2 クロウスゴ Ⅴ 45.1 Ⅴ 45.6 Ⅴ 44.2
B2 オオバスノキ Ⅳ 32.2 Ⅳ 31.5 Ⅴ 39.7
B2 ナナカマド Ⅲ 35.7 Ⅲ 35.7 Ⅲ 37.0
B2 コヨウラクツツジ Ⅱ 13.3 Ⅲ 16.6 Ⅲ 16.1
B2 ハクサンシャクナゲ Ⅲ 14.9 Ⅲ 18.3 Ⅲ 15.5
B2 ヒメウスノキ Ⅲ 12.6 Ⅳ 18.6 Ⅲ 15.3
B2 ミヤマホツツジ Ⅱ 8.4 Ⅳ 16.5 Ⅲ 15.0
B2 ウラジロナナカマド - 0.0 - 0.0 Ⅰ 8.4
B2 アカミノイヌツゲ Ⅰ 2.8 Ⅰ 4.4 Ⅱ 7.6
B2 ハナヒリノキ Ⅰ 1.8 Ⅰ 2.7 Ⅱ 7.1
B2 ヤマシグレ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9

C ミヤマカンスゲ Ⅴ 30.1 Ⅴ 32.4 Ⅴ 26.7
C ショウジョウバカマ Ⅴ 35.6 Ⅴ 36.6 Ⅴ 23.5
C ゴゼンタチバナ Ⅴ 23.9 Ⅴ 23.0 Ⅴ 23.2
C ミツバオウレン Ⅴ 19.2 Ⅴ 23.2 Ⅴ 21.0
C コイワカガミ Ⅳ 23.7 Ⅴ 24.6 Ⅳ 20.4
C マイヅルソウ Ⅱ 8.0 Ⅲ 9.8 Ⅴ 18.8
C ヒメタケシマラン - 0.0 Ⅲ 13.9 Ⅳ 16.5
C コガネイチゴ Ⅱ 8.5 Ⅳ 18.3 Ⅳ 14.3
C チゴユリ Ⅳ 15.6 - 0.0 Ⅲ 13.0
C ツルリンドウ Ⅲ 12.5 Ⅲ 13.9 Ⅲ 12.5
C ヤマソテツ Ⅰ 2.7 Ⅱ 6.3 Ⅱ 9.8
C シラタマノキ Ⅰ 3.5 Ⅲ 10.7 Ⅱ 8.0
C ツマトリソウ Ⅱ 7.2 Ⅰ 4.5 Ⅰ 3.6
C イワカガミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8
C オオバショリマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.7
C イワナシ - 0.0 Ⅰ 2.7 Ⅰ 2.2
C フタバラン - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8
C ミヤマホツツジ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
C シノブカグマ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
C ヒメウスノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
C アカモノ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
C オシダ Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0
C コイチヨウラン - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
C ミヤマアキノキリンソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0

S チシマザサ Ⅴ 96.1 Ⅴ 96.5 Ⅴ 96.5
704.0 759.6 789.1

総合優占度 浄土山-09 .csv
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ウレン(1.3，11)，ガンコウラン(2.7，20)，アオノツガザクラ(0.3， 2)，マイヅルソウ(1.0， 2)，

ツマトリソウ(1.0， 1)，ミヤマアキノキリンソウ(0.7， 1)，イワスゲ(1.0， 1.3)が記録されてい

る。Ⅰ~Ⅲ期の期間，および記録種数(15,15,18)は後期ほど高い値を示した。しかし，調査区全体

の総合優占度は，出現頻度が高いキバナシャクナゲ，コガネイチゴ，コケモモ(Ⅳ~Ⅴ)において従

来よりも被度がひくく見積もられたため若干Ⅲ期で下がった(Ⅰ期 425,Ⅱ期 444,Ⅲ期 398)。植生

の衰退等は特に観察されなかった。 

 

表 4.2.9.1 調査区［09］浄土山 植生組成表 (2012 年)  

 

 

表 4.2.9..2 調査区［09］浄土山  2000～2012 年における総合優占度の変化 

 

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

B2 ウラジロナナカマド ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 キバナシャクナゲ 3 4 + + 1 ・ 2 4 4 1 ・ ・ + 3 ・ 1 2 1 2 + 6 3 4 2 3 Ⅴ 40.2
B2 クロウスゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B2 ナナカマド ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.1
B2 ハイマツ 7 9 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 Ⅴ 94.2
C アオノツガザクラ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.6
C イワスゲ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C ガンコウラン ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 2 2 ・ ・ 1 + + + ・ + + + 1 ・ ・ + + Ⅲ 15.1
C キバナシャクナゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C コイワカガミ ・ 4 4 2 4 + + 4 3 1 + + 1 1 1 1 1 3 1 1 1 + 1 + 1 Ⅴ 38.2
C コガネイチゴ 9 4 4 3 3 2 3 1 3 2 2 2 3 2 1 2 2 3 1 2 1 1 1 3 3 Ⅴ 50.2
C コケモモ 6 5 2 3 2 + + 3 1 1 3 + 2 + + 1 2 2 + 1 3 3 4 1 1 Ⅴ 44.3
C ゴゼンタチバナ 4 1 + 5 3 + 1 2 1 2 1 + 1 ・ 4 + + + + 1 ・ + + + + Ⅴ 34.0
C コメススキ 4 4 4 3 3 + 2 3 4 2 1 + 2 3 2 + 2 3 ・ 1 1 + ・ + 3 Ⅴ 42.7
C ツマトリソウ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
C ナナカマド ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C マイズルソウ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
C マイヅルソウ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ミツバオウレン ・ ・ ・ 4 4 ・ ・ ・ 3 ・ + ・ ・ 3 3 ・ ・ + ・ 2 ・ + ・ ・ + Ⅱ 18.3
C ミヤマアキノキリンソウ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8

2000年 2006年 2012年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度
B2 ハイマツ Ⅴ 96.1 Ⅴ 95.9 Ⅴ 94.2
B2 キバナシャクナゲ Ⅴ 48.7 Ⅴ 50.2 Ⅴ 40.2
B2 ナナカマド Ⅰ 6.4 Ⅰ 4.4 Ⅰ 4.1
B2 ウラジロナナカマド - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅰ 1.8
B2 クロウスゴ Ⅰ 2.8 Ⅰ 1.3 Ⅰ 1.8
C コガネイチゴ Ⅴ 66.9 Ⅴ 64.2 Ⅴ 50.2
C コケモモ Ⅴ 60.7 Ⅴ 61.7 Ⅴ 44.3
C コメススキ Ⅳ 38.4 Ⅴ 44.6 Ⅴ 42.7
C コイワカガミ Ⅳ 40.3 Ⅴ 49.3 Ⅴ 38.2
C ゴゼンタチバナ Ⅳ 33.8 Ⅴ 34.8 Ⅴ 34.0
C ミツバオウレン Ⅰ 6.4 Ⅰ 7.8 Ⅱ 18.3
C ガンコウラン Ⅱ 20.8 Ⅲ 23.4 Ⅲ 15.1
C アオノツガザクラ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.6
C ツマトリソウ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.3 Ⅰ 2.2
C マイズルソウ Ⅰ 0.9 - 0.0 Ⅰ 2.2
C ミヤマアキノキリンソウ Ⅰ 0.9 - 0.0 Ⅰ 1.8
C イワスゲ Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.3
C マイヅルソウ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 0.9

合計 425.0 443.6 397.9
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4.2.10 有峰 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通して 91 種の維管束植物

を記録した(A1 層 4 種,A2 層 8 種,B1 層 26

種,B2層 39種,C層 48種,L層 6種,S層 1種)。

最優占種はブナであり，高木層，亜高木層，

低木層のいずれにおいても多く分布していた

(3 期平均，A1 層：頻度 5.0，総合優占度 87，

A2 層：頻度 4.0，総合優占度 58，B2 層：頻

度 4.0，総合優占度 60 ，B2 層，頻度 4.0，

総合優占度 48)。低木種では，オオカメノキ(総

合優占度)，オオバクロモジの B2 層における

3 期平均頻度が 5.0 であり高頻度に出現して

いた。また，チシマザザの平均頻度も 5.0 と

高く，平均総合優占度は 81 とブナに次いで

高い値を示した。当調査区ではスギが分布し

ないが，それ以外の種構成では立山のブナ坂，

ブナ平の調査区の構成種と類似していた。 

総合優占度は，Ⅰ期 1284，Ⅱ期 1522，Ⅲ期 1535 であり後期ほど高い値を示した。Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ期

の記録種数は，それぞれ 47 種， 74 種， 79 種で総合優占度と同様後期になるほど高くなった。

林冠層優占種のブナの総合優占度は低層に行くほど低くなる傾向があり，Ⅲ期の B2 層で低やや

低い値をとったものの，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期を通じて大きな変化がなかった。 

 

表 4.2.10.1 調査区［10］有峰 植生組成表 (2013 年)  

種名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 頻度
総合

優占度

A1 イタヤカエデ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
A1 ウダイカンバ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ 8 ・ ・ ・ ・ 8 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 10.3
A1 キハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
A1 ブナ 9 8 9 9 8 9 9 9 7 5 9 9 ・ 6 4 9 9 8 8 6 9 8 9 8 6 Ⅴ 85.4
A2 イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 Ⅰ 5.4
A2 キハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
A2 コシアブラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
A2 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 4 ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 Ⅰ 10.7
A2 ブナ ・ 2 6 6 6 4 ・ 6 6 5 ・ 1 3 9 6 ・ ・ 6 6 ・ ・ ・ ・ ・ 5 Ⅲ 43.0
A2 ホオノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
A2 メイゲツカエデ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.4
A2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 3 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.6
B1 アオダモ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ Ⅰ 6.0
B1 アオハダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 イタヤカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 イワガラミ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.8
B1 ウリハダカエデ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 6.2
B1 ウワミズザクラ ・ ・ 1 ・ 3 ・ ・ ・ 2 4 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 4 ・ 3 Ⅱ 16.8
B1 オオカメノキ ・ 5 3 4 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ 5 ・ 2 ・ 2 3 4 ・ 4 2 4 6 Ⅲ 34.1
B1 オオバクロモジ ・ 3 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ Ⅰ 10.6
B1 コシアブラ ・ 2 1 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ Ⅱ 13.4
B1 コハウチワカエデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 コマユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B1 サワフタギ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 3 2 ・ Ⅰ 6.2
B1 チゴユリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 ツリバナ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 2 Ⅰ 6.4
B1 トチノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 4 ・ ・ ・ 2 ・ Ⅰ 6.2
B1 ナナカマド ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 ノリウツギ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9

総合優占度 有峰-10 .csv

総合優占度

階
層

0 20 40 60 80

B
2

B
1

A
2

A
1 ブナ

期  I
期 II
期III

有峰調査区 

図 4.2.10.1 
主要樹種の各層における総合優占度の変化 



75 
 

B1 ハイイヌガヤ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B1 ヒメアオキ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.2
B1 ヒメモチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ブナ 5 4 ・ 6 5 4 ・ ・ 7 6 4 2 1 6 4 ・ 2 2 6 5 4 ・ ・ 5 2 Ⅳ 49.3
B1 ホオノキ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
B1 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 5 Ⅰ 5.4
B1 メイゲツカエデ ・ 3 4 4 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ 4 ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 16.4
B1 ヤマウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B1 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ 4 ・ 2 3 ・ Ⅱ 12.8
B2 アオダモ 1 2 1 1 + 1 1 + ・ + 1 + 2 ・ + 2 3 1 ・ + + + + + + Ⅴ 27.5
B2 アクシバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 イタヤカエデ 1 ・ 1 + + + + 1 ・ ・ + + + + + + ・ + ・ ・ + + ・ ・ + Ⅳ 16.5
B2 イボタノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ウリハダカエデ 3 3 1 3 6 1 3 ・ 1 2 1 1 1 1 + 1 3 2 2 1 ・ 2 2 1 + Ⅴ 39.3
B2 ウワミズザクラ 4 3 1 1 4 + 1 + 2 4 ・ 1 ・ 2 4 ・ 2 3 3 1 ・ ・ 3 3 1 Ⅳ 37.5
B2 エゾユズリハ ・ ・ ・ 1 ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
B2 オオイタヤメイゲツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
B2 オオカメノキ 4 6 6 5 3 6 6 6 6 5 6 7 6 4 4 5 6 6 5 5 6 4 4 4 2 Ⅴ 71.3
B2 オオバクロモジ 5 6 1 1 2 5 4 4 3 4 5 4 5 1 3 4 3 5 4 1 3 3 1 1 2 Ⅴ 56.6
B2 クロウスゴ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 コシアブラ 1 ・ 3 2 + ・ 2 2 1 ・ 1 2 4 1 + + 1 1 1 + + 1 1 + ・ Ⅴ 30.1
B2 コマユミ ・ + ・ + + ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ + ・ Ⅱ 8.9
B2 サワダツ ・ + ・ + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.6
B2 サワフタギ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ 4 2 ・ ・ ・ 3 5 Ⅱ 16.8
B2 スノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
B2 タカノツメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 タニウツギ ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
B2 タムシバ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.1
B2 ツノハシバミ 1 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 + ・ + ・ + ・ ・ + Ⅱ 7.5
B2 ツリバナ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + 2 ・ + ・ + ・ 1 ・ ・ ・ + Ⅱ 10.4
B2 トチノキ ・ + ・ + + + ・ + ・ ・ + + 1 + + + ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ Ⅲ 13.0
B2 ナナカマド ・ 2 1 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ ・ + 1 2 + ・ ・ + ・ Ⅱ 12.3
B2 ノリウツギ 2 2 + ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + 1 + ・ ・ 2 1 ・ ・ Ⅱ 13.3
B2 ハイイヌガヤ 1 1 ・ ・ ・ 3 1 + ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ 2 + ・ ・ + 1 1 + + 1 Ⅲ 18.0
B2 ハイイヌツゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + Ⅱ 7.3
B2 ハリギリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ヒメアオキ 4 2 1 1 ・ 5 3 + ・ ・ 4 1 ・ 1 + 1 3 3 1 3 3 4 3 3 + Ⅴ 39.9
B2 ヒメモチ + + 1 + + 1 2 + + 2 2 1 + + ・ + + 2 + + + + + + 1 Ⅴ 27.7
B2 ブナ + 2 4 3 6 1 1 1 4 ・ 3 4 7 6 5 3 3 2 6 4 2 ・ + + 2 Ⅴ 50.9
B2 ホオノキ 1 ・ 4 3 ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ 5 ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 12.0
B2 マユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 ミズキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + + ・ ・ ・ + Ⅱ 6.3
B2 ミヤマイボタ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ミヤマシキミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
B2 メイゲツカエデ ・ 4 ・ 4 + ・ ・ + 4 3 1 4 1 1 ・ ・ 4 ・ ・ 2 ・ 3 + ・ ・ Ⅲ 27.0
B2 ヤマアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
B2 ヤマウルシ 4 2 1 1 ・ 2 2 2 + 1 + 4 1 1 ・ 1 3 4 ・ ・ ・ ・ 4 + ・ Ⅳ 31.5
B2 ヤマモミジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・ + + 3 1 + Ⅱ 10.3
C アカミノルイヨウショウマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C イワガラミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ウド ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C ウメガサソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C エンレイソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オオイタヤメイゲツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C オオバユキザサ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C オシダ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 ・ 1 ・ + ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ Ⅱ 6.9
C カメバヒキオコシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + 1 1 ・ ・ ・ ・ 1 ・ + ・ ・ Ⅰ 5.7
C ギンリョウソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C クサアジサイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C クルマバソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C クルマバハグマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 0.9
C コイワカガミ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C コカンスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.3
C コマユミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C サカゲイノデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C サラシナショウマ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C サンカヨウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C シノブカグマ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + 1 + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.9
C ジュウモンジシダ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C シラネアオイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.5
C シラネワラビ 6 6 6 4 5 6 7 + 6 6 6 7 5 4 4 4 5 6 5 6 5 8 6 6 5 Ⅴ 73.3
C スミレサイシン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C タケシマラン ・ + ・ ・ ・ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ + Ⅱ 7.2
C タチシオデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ Ⅰ 3.6
C タニギキョウ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.5
C チゴユリ + + 1 + + + + + ・ 1 1 1 + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 13.3
C ツクバネソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ Ⅰ 1.8
C ツタウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ツリバナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ツルアリドオシ + + 1 ・ ・ + + + ・ ・ + 3 + ・ ・ + + + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ 13.1
C ツルリンドウ + ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 4.0
C テンニンソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ・ ・ ・ ・ 3 ・ ・ ・ + Ⅰ 6.0
C トチバニンジン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ナライシダ ・ ・ + 2 ・ ・ + + ・ ・ + 1 1 + ・ 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.1
C ヒメカンアオイ ・ + 3 1 ・ 1 1 ・ ・ + 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 9.5
C ヒメモチ + ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
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表 4.2.10.2 調査区［10］有峰  2000～2013 年における総合優占度の変化 

 

 

C ヒロバスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ヒロハユキザサ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 2.7
C ホウチャクソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - ・
C マイヅルソウ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 1.8
C ミヤマウズラ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + 1 1 ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 6.2
C ミヤマカンスゲ 5 4 4 5 4 6 5 3 5 5 6 6 5 5 4 5 6 5 5 3 5 3 2 4 6 Ⅴ 68.1
C ヤマイヌワラビ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ + ・ ・ + 2 + + + ・ ・ ・ + 1 ・ ・ ・ + Ⅱ 10.6
C ヤマソテツ 4 1 1 5 5 3 3 1 3 3 3 4 4 4 4 3 4 4 2 3 5 3 2 2 3 Ⅴ 56.2
C ヤマドリゼンマイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
C ユキザサ 1 + + + 4 1 1 + 1 1 ・ 1 + + + ・ + + + + ・ ・ + + 2 Ⅴ 24.9
L イワガラミ 1 2 1 1 3 5 3 3 2 1 2 5 2 1 3 1 4 ・ 2 1 2 2 4 3 2 Ⅴ 46.4
L チシマザサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 3.1
L ツタウルシ 1 2 3 1 4 2 2 1 1 4 1 1 6 3 3 2 2 ・ 3 + 3 3 1 3 3 Ⅴ 46.2
L ツルアジサイ ・ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ミヤママタタビ ・ ・ ・ + ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ 0.9
L ヤマブドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ・ ・ ・ + + + ・ ・ ・ 5 4 ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ 11.0
S チシマザサ 6 5 7 6 5 6 6 5 5 5 7 7 6 5 6 5 6 ・ 5 5 5 6 6 7 6 Ⅴ 72.8

2000年 2007年 2013年

階層 種名 頻度
総合

優占度
頻度

総合
優占度

頻度
総合

優占度

A1 ブナ Ⅴ 86.5 Ⅴ 90.1 Ⅴ 85.4 B2 エゾユズリハ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅰ 2.5
A1 ウダイカンバ Ⅰ 9.8 Ⅰ 9.8 Ⅰ 10.3 B2 アクシバ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
A1 イタヤカエデ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.1 B2 スノキ - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅰ 1.3
A1 キハダ - 0.0 Ⅰ 3.1 Ⅰ 3.1 B2 イボタノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ブナ Ⅴ 65.6 Ⅴ 65.3 Ⅲ 43.0 B2 クロウスゴ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 トチノキ Ⅰ 7.6 Ⅰ 10.4 Ⅰ 10.7 B2 タカノツメ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
A2 ヤマモミジ Ⅰ 5.4 Ⅰ 5.1 Ⅰ 6.6 B2 ミヤマイボタ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
A2 イタヤカエデ Ⅰ 2.2 Ⅰ 5.7 Ⅰ 5.4 B2 ヤマアジサイ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
A2 メイゲツカエデ Ⅰ 9.0 Ⅰ 5.4 Ⅰ 4.4 B2 ハリギリ - 0.0 Ⅰ 2.5 - 0.0
A2 キハダ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8 B2 マユミ Ⅲ 31.2 - 0.0 - 0.0
A2 ホオノキ Ⅰ 7.9 - 0.0 Ⅰ 1.3 B2 ミヤマシキミ - 0.0 Ⅱ 6.9 - 0.0
A2 コシアブラ Ⅰ 4.7 Ⅰ 2.2 - 0.0 C シラネワラビ Ⅴ 73.2 Ⅴ 70.4 Ⅴ 73.3
B1 ブナ Ⅳ 48.0 Ⅳ 49.5 Ⅳ 49.3 C ミヤマカンスゲ - 0.0 Ⅴ 69.0 Ⅴ 68.1
B1 オオカメノキ Ⅰ 5.1 Ⅱ 18.8 Ⅲ 34.1 C ヤマソテツ Ⅴ 51.7 Ⅴ 52.3 Ⅴ 56.2
B1 ウワミズザクラ Ⅰ 9.6 Ⅱ 14.9 Ⅱ 16.8 C ユキザサ Ⅴ 44.7 Ⅴ 42.5 Ⅴ 24.9
B1 メイゲツカエデ Ⅰ 8.2 Ⅰ 12.3 Ⅱ 16.4 C チゴユリ Ⅲ 17.3 Ⅲ 18.1 Ⅲ 13.3
B1 コシアブラ Ⅰ 8.2 Ⅰ 9.8 Ⅱ 13.4 C ツルアリドオシ Ⅳ 22.3 Ⅲ 27.2 Ⅲ 13.1
B1 ヤマモミジ - 0.0 Ⅰ 10.1 Ⅱ 12.8 C ナライシダ - 0.0 Ⅱ 17.2 Ⅱ 11.1
B1 オオバクロモジ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 10.6 C ヤマイヌワラビ - 0.0 Ⅲ 12.5 Ⅱ 10.6
B1 ツリバナ - 0.0 Ⅰ 5.6 Ⅰ 6.4 C ヒメカンアオイ Ⅱ 8.8 Ⅰ 6.2 Ⅱ 9.5
B1 ウリハダカエデ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 6.2 C タケシマラン - 0.0 Ⅱ 7.1 Ⅱ 7.2
B1 サワフタギ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 6.2 C オシダ Ⅰ 1.8 Ⅱ 8.2 Ⅱ 6.9
B1 トチノキ - 0.0 Ⅰ 6.6 Ⅰ 6.2 C ミヤマウズラ - 0.0 Ⅱ 6.3 Ⅱ 6.2
B1 アオダモ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 6.0 C テンニンソウ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 6.0
B1 ミズキ Ⅰ 2.2 Ⅰ 5.4 Ⅰ 5.4 C カメバヒキオコシ Ⅰ 4.7 Ⅰ 4.0 Ⅰ 5.7
B1 イワガラミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.8 C シノブカグマ - 0.0 Ⅰ 2.7 Ⅰ 4.9
B1 ヒメアオキ - 0.0 Ⅰ 2.5 Ⅰ 2.2 C タニギキョウ Ⅰ 4.1 Ⅱ 6.7 Ⅰ 4.5
B1 ナナカマド - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 1.8 C ツルリンドウ - 0.0 Ⅱ 5.4 Ⅰ 4.0
B1 ホオノキ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8 C タチシオデ Ⅰ 3.6 Ⅱ 7.2 Ⅰ 3.6
B1 チゴユリ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3 C ヒロハユキザサ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 2.7
B1 ハイイヌガヤ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.3 C シラネアオイ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 2.5
B1 コマユミ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 C イワガラミ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 1.8
B1 ノリウツギ - 0.0 Ⅰ 1.3 Ⅰ 0.9 C サカゲイノデ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 1.8
B1 アオハダ - 0.0 Ⅰ 1.3 - 0.0 C ツクバネソウ Ⅰ 3.6 Ⅰ 3.6 Ⅰ 1.8
B1 イタヤカエデ - 0.0 Ⅰ 2.5 - 0.0 C ヒメモチ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.8
B1 コハウチワカエデ - 0.0 Ⅰ 3.1 - 0.0 C マイヅルソウ - 0.0 Ⅰ 3.6 Ⅰ 1.8
B1 ヒメモチ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0 C オオイタヤメイゲツ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 1.3
B1 ヤマウルシ - 0.0 Ⅰ 2.2 - 0.0 C コカンスゲ Ⅴ 61.6 - 0.0 Ⅰ 1.3
B2 オオカメノキ Ⅴ 72.4 Ⅴ 68.2 Ⅴ 71.3 C エンレイソウ - 0.0 Ⅰ 2.7 Ⅰ 0.9
B2 オオバクロモジ Ⅴ 62.0 Ⅴ 60.1 Ⅴ 56.6 C オオバユキザサ - 0.0 Ⅰ 2.8 Ⅰ 0.9
B2 ブナ Ⅲ 43.0 Ⅳ 51.0 Ⅴ 50.9 C ギンリョウソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ヒメアオキ Ⅲ 26.3 Ⅲ 32.7 Ⅴ 39.9 C クサアジサイ Ⅰ 2.2 Ⅰ 6.6 Ⅰ 0.9
B2 ウリハダカエデ Ⅲ 9.8 Ⅴ 51.5 Ⅴ 39.3 C クルマバハグマ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ウワミズザクラ Ⅳ 45.8 Ⅳ 32.6 Ⅳ 37.5 C コイワカガミ Ⅰ 8.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ヤマウルシ Ⅰ 6.6 Ⅳ 30.4 Ⅳ 31.5 C コマユミ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 コシアブラ Ⅱ 5.8 Ⅲ 15.7 Ⅴ 30.1 C ジュウモンジシダ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ヒメモチ Ⅰ 8.2 Ⅲ 19.1 Ⅴ 27.7 C スミレサイシン - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 アオダモ Ⅰ 0.9 Ⅳ 24.2 Ⅴ 27.5 C ツタウルシ - 0.0 Ⅰ 2.2 Ⅰ 0.9
B2 メイゲツカエデ Ⅰ 0.9 Ⅱ 22.4 Ⅲ 27.0 C ツリバナ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 ハイイヌガヤ Ⅲ 17.0 Ⅲ 25.0 Ⅲ 18.0 C トチバニンジン - 0.0 Ⅰ 2.7 Ⅰ 0.9
B2 サワフタギ Ⅱ 14.9 Ⅱ 19.1 Ⅱ 16.8 C ヒロバスゲ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 イタヤカエデ Ⅰ 4.9 Ⅱ 10.2 Ⅳ 16.5 C ヤマドリゼンマイ Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9 Ⅰ 0.9
B2 ノリウツギ Ⅰ 6.3 Ⅱ 9.5 Ⅱ 13.3 C アカミノルイヨウシ Ⅰ 1.8 - 0.0 - 0.0
B2 トチノキ Ⅰ 0.9 Ⅱ 9.4 Ⅲ 13.0 C ウド - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ナナカマド Ⅰ 0.9 Ⅱ 10.2 Ⅱ 12.3 C ウメガサソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ホオノキ Ⅰ 2.2 Ⅰ 8.9 Ⅱ 12.0 C クルマバソウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ツリバナ - 0.0 Ⅰ 4.4 Ⅱ 10.4 C サラシナショウマ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 ヤマモミジ - 0.0 Ⅰ 7.8 Ⅱ 10.3 C サンカヨウ - 0.0 Ⅰ 0.9 - 0.0
B2 コマユミ Ⅲ 30.2 Ⅰ 4.5 Ⅱ 8.9 C ホウチャクソウ Ⅱ 6.2 - 0.0 - 0.0
B2 ツノハシバミ Ⅱ 11.0 Ⅱ 5.4 Ⅱ 7.5 L イワガラミ - 0.0 Ⅴ 55.8 Ⅴ 46.4
B2 ハイイヌツゲ Ⅳ 21.8 Ⅱ 12.0 Ⅱ 7.3 L ツタウルシ Ⅴ 58.5 Ⅴ 60.1 Ⅴ 46.2
B2 ミズキ Ⅴ 50.5 Ⅰ 3.1 Ⅱ 6.3 L ヤマブドウ Ⅰ 5.4 Ⅱ 10.0 Ⅱ 11.0
B2 タムシバ - 0.0 Ⅰ 0.9 Ⅰ 4.1 L チシマザサ - 0.0 Ⅰ 3.6 Ⅰ 3.1
B2 オオイタヤメイゲツ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 4.0 L ツルアジサイ Ⅴ 59.7 Ⅰ 2.5 Ⅰ 0.9
B2 タニウツギ - 0.0 Ⅰ 1.8 Ⅰ 4.0 L ミヤママタタビ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 0.9
B2 サワダツ - 0.0 - 0.0 Ⅰ 3.6 S チシマザサ Ⅴ 89.2 Ⅴ 81.6 Ⅴ 72.8

合計 1283.6 0.0 1522.9 0.0 1535.3
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4.2.11 総合評価 

「総合優占度」は Domin - Krajina の被度階級の合計と頻度の積の平方根として与えられ、被

度は小さいが頻度が高い植物のウェイトが高くなるよう算出され，記録種数や階層を細分すると

増加する。 

本植生調査ではⅠ~Ⅲ期を通じ，美松と浄土山の調査区を除き，総合優占度が後期ほど増加し

ていた(図 4.2.11.1)。後期の調査では，過去に記録された種が未記録の場合、本当にその種が分

布していないか確認するため、頻度の低い種の発見率が高くなる。また，確認作業中に他の植物

を見つけることも多い。このような理由から、後の調査ほど同定種が増加する傾向がある。後期

に向かっての総合優占度の増加は，主に後期の調査ほど記録種数が増加する本調査の性質に起因

するものと考えられる。 

現地調査では階層ごとに被度を記録するが、植物をどの階層に属させるかその判断は容易では

ない。特に木本層(A 層と B 層)については、見通しが悪く混み合ったサブプロットの中で個々の

樹木の樹高を正確に目測することが難しい。松尾峠では第Ⅰ期 1998 年では A1 層と A2 層は一括

して扱われており、第Ⅱ期以降分離して扱われている。これは階層の変化を反映したというより

観測者の判断によるものと思われる。階層の定義に厳密に従えば、現在の調査野帳はより細分さ

れる場合もある。A1 層に該当する林冠層を湿原前線の低木林にまで適用すればさらに記録値はさ

らに変化する。種の被度を各階層に分割すると、植物の被度は各階層に小分けに配分され結果と

して総合優占度の増加を招く。 

弥陀ヶ原湿原では、松尾峠や鏡石と異なり調査区全体の総合優占度の合計値に大きな変化がな

かった。このことには、 

・調査区内の見通しがよく他の調査区と比較して精度の高い調査が可能であること、 

・出現種が少なく新たに同定される種も少ないこと、 

・慣例的にササ層や木本の階層が分類されず C 層で一括して記録されてきていること、 

も少なからず影響していると考えられる。 

長期的な植生の動態を観察する場合、階層を単純化し、その判断基準は調査区ごとのオプショ

ンを認めて踏襲していくことも必要であろう。調査対象の植物がどの階層に属するかを判断する

場合、調査者の階層についての理解の仕方によってかなり結果が異なるので、複数人で調査をす

る場合は意思統一が必要である。総合優占度の精度を高めるためには，調査対象種を出現頻度の

高い種に限定し階層分類をより分かりやすく整理することも今後検討すべきであろう。 

浄土山のⅢ期における総合優占度の減少は，構成種が少ない当調査区において出現頻度の高か

った種の被度が過去よりも小さく見積もられたためで，調査者の被度の評価の個人差による可能

性が大きい。美松では，Ⅲ期で外来種の侵入等によって種数が大きく増加したにもかかわらず総

合優占度が減少している。これは林縁部分のオオシラビソの衰退に起因するものであった。
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第 5 章  森林動態調査 (中島春樹) 

5.1 方法 

5.1.1 調査対象と調査経過 

森林動態調査は、本モニタリングで設定した 10 調査区のうち、弥陀ヶ原と浄土山を除く 8 調査

区で実施している（表 5.1.1）。調査対象は胸高直径 10cm 以上の立木であり、胸高直径の計測お

よび活力度の目視評価を行っている。ただし、森林限界付近に位置する鏡石では樹高 130cm 以上

のオオシラビソを調査対象とするとともに樹高の計測も行っている。 

1998～2000 年に 1 回目の調査を行い、その 4～5 年後の 2002～2004 年に 2 回目の調査を行っ

た。その後は 3 年間隔を基本として 3～5 回目の調査を行った。このうち第Ⅲ期に実施したのは 4

～5 回目の調査であり、2013 年までに美松および有峰調査区では 4 回目まで、その他の 6 調査区

では 5 回目までの調査を完了した。 

 

5.1.2 調査方法 

通し番号を打ったアルミラベルを 1 回目の調査期間に全調査木に付けた。2 回目以降の調査で

胸高直径 10cm（鏡石は樹高 130cm）を超えて新たに調査対象となった加入木についても、アル

ミラベルを追加して付けた。ラベルは胸高部位に付けることを基本としたが、人工林の美女平調

査区では地際に付けた。立木の位置座標を 1 回目の調査期間に測量した。この期間に測量できな

かった一部の調査木および加入木はその後に追加して測量した。ラベルおよび位置座標によって

個々の立木を識別した。 

胸高直径を直径巻尺によって mm 単位で計測した。ただし、主としてスギにみられる、基部は

大径であるものの地上 2m 前後から分岐幹が株立ちする立木については、分岐幹ごとにその基部

付近で計測した。計測はアルミラベルの下端もしくは計測位置の幹に付けたペンキを基準として

毎回同じ部位で行った。鏡石では、測竿によって cm 単位で樹高も計測した。また、人工林の美

女平のスギについては、胸高直径と樹高の関係式を作成して材積算出に利用するため、2012 年に

先折れのないスギ 214 本についてトゥルーパルスによって 0.1m 単位で樹高を計測した。 

活力度を調査木ごとに目視で評価した。生存木については直径に見合った葉量であるかを基準

調査区 標高 優占樹種 方形区 面積 調査対象 調査年月

(m) 形状 (m) (ha) 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

美女平 1040 スギ（人工林） 100×100 1 D≧10cm 1998.9 2003.10 2006.9 2009.9 2012.9

ブナ坂 1090 スギ・ブナ　 100×100 1 D≧10cm 1998.9 2002.6 2005.6 2008.6 2011.6

ブナ平 1190 ブナ・スギ　 100×100 1 D≧10cm 1999.10 2003.10 2006.9 2009.8 2012.9

上ノ小平 1430 スギ・キタゴヨウ 100×100 1 D≧10cm 2000.9 2004.5-6 2007.6 2010.6 2013.6

美松 1960 オオシラビソ 100×50 0.5 D≧10cm 1999.10 2003.10 2007.6-7 2010.6-7

松尾峠 1970 オオシラビソ 100×50 0.5 D≧10cm 1998.10 2002.5 2005.6 2008.6 2011.6

鏡石 2250 オオシラビソ 25×25 0.0625 H≧1.3m 1999.9 2004.6 2007.8 2009.9 2012.7

有峰 1350 ブナ 100×100 1 D≧10cm 2000.9 2004.6 2007.9 2010.9

D : 胸高直径、H : 樹高

表 5.1.1 調査対象と調査経過 
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として 1～5 の 5 段階、枯死木については立枯木の 0 と倒伏木の-1 の 2 段階で評価した（表 5.1.2 ；

Nakajima et al. 2011）。 

 

5.1.3 材積の算出 

富山県の広葉樹の毎木調査資料（石田 2004）を用いて、横井（1998）の方法に準じ、次の胸

高直径１変数材積式を調整した。 

V＝0.00007901D 2.674 0.9905D  (1) 

ここで、V：単木材積(ｍ3）、D：胸高直径（cm）である。 

針葉樹についても(1)式を用いてよいか検討するため、2012 年の美女平調査区のスギ材積を、

樹高調査結果から得た胸高直径と樹高の関係式（(2)式；図 5.1.3；拡張相対成長関係式）と、胸

高直径と樹高による 2 変数材積式（(3)式；林野庁計画課 1970；富山・岐阜・愛知地方スギ人工

林）から算出し、1 変数材積式による算出結果と比較した。 

1/H＝1/(0.05127D1.954)+1/27.18   (2) 

D≦10 logV＝1.967735 logD＋0.874649 logH－4.229266 

10＜D≦30 logV＝1.864665 logD＋1.023757 logH－4.265222 

30＜D≦40 logV＝1.687367 logD＋1.079349 logH－4.068185 

40＜D   logV＝1.728859 logD＋0.927572 logH－3.923549 

ここで、H：樹高(m）、D：胸高直径（cm）、V：材積（m3）である。 

その結果、2 変数材積式では 693.2 m3/ha、1 変数材積式では 666.0m3/ha と算出され、大きな

誤差はなかった。このことから、針葉樹についても(1)式を用いて材積を算出することとした。 

  

活力度 状　　　　　態

5  直径に対し最大程度の葉量がある健全木

4
 枝枯れ、隣接個体との競争等により葉量
がやや少ない健全木

3
 幹や大枝の折損、枝枯れ、被陰等により
葉量が少ない立木

2
 幹や大枝の折損、枝枯れ、被陰等により
葉量がかなり少ない衰弱木

1
 直径に対し葉量が著しく少なく、枯死寸前
の衰弱木

0
 死亡のうち立枯木
(胸高部位以上での折損を含む)

-1
 死亡のうち倒伏木
（胸高部位未満での折損を含む）

表 5.1.2 活力度 

図 5.1.3 美女平調査区のスギの胸

高直径と樹高の関係 
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5.2 結果と考察 

5.2.1 美女平 

調査概要 

標高は 1040ｍ、調査面積は 1ha（100m×100m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。1998、2003、2006、2009、2012 年に 1

～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 14 年後の 2012 年に行った 5 回目の調査結果に基づ

き述べる。なお、2012 年の生存木の立木位置を図 2.2.1.1 に示した。 

 

2012 年の森林構造 

出現樹種は 12 種、本数は 438 本/ha、胸高断面積合計は 80.10m2/ha、材積は 674.2m3/ha だっ

た（表 5.2.1.1）。スギは 358 本/ha で優占率（胸高断面積割合）は 98.2％だった。その他はブナ、

ホオノキなどの広葉樹だった。 

スギの直径分布（図 5.2.1.1）は 50～60cm クラスにモードがあったが、直径 100cm 以上に達

する巨木（100.1～181.6cm）が 10 本あった。富山森林管理署の施業図によると本調査区は明治

41 年に植栽されたスギ人工林内となっているが、少なくともこれらの巨木の一部は明治 41 年の

植栽前から生存していた立木と推定される。その他（広葉樹）の直径分布は 10～20cm クラスに

集中する L 字型だった。 

スギは立木の空間分布図（図 2.2.1.1）で上（東）から下（西）に縦断する谷の両岸に広く生育

し、巨木 10 本のうち 9 本はこの谷の左岸（図の右側）台地上にあった。広葉樹は谷沿いや歩道沿

いのスギの密度が低いところに主に分布していた。 

 

森林動態 

1 回目に調査した 1998 年から 2012 年までの枯死木は 8 種 26 本だった（表 5.2.1.2）。うち本

数が多かったのはスギの 12 本だった。枯死木の直径をみると（図 5.2.1.2）、直径 42cm のキハ

ダ 1 本を除きすべて 30cm 未満で小サイズ階に集中しており、主に被圧により衰退して枯死に至

ったものと推測された。このことから、この 14 年間は新たなギャップの形成はほとんどなく森林

は安定した状態を保っているといえる。 

表 5.2.1.1 樹種組成（2012 年） 
樹種 本数 本数 胸高断面積 優占率 材積

(/ha) 合計(㎡/ha) (m3/ha)
1 スギ 358 358 78.68 98.2% 666.0
2 ブナ 38 38 0.59 0.7% 3.2
3 ホオノキ 14 14 0.41 0.5% 2.7
4 ウリハダカエデ 10 10 0.12 0.1% 0.6
5 ウワミズザクラ 6 6 0.10 0.1% 0.5
6 トチノキ 5 5 0.10 0.1% 0.6
7 コシアブラ 2 2 0.06 0.1% 0.3
8 アオダモ 1 1 0.01 0.0% 0.1
9 ミズナラ 1 1 0.01 0.0% 0.1

10 ヤマモミジ 1 1 0.01 0.0% 0.1
11 キハダ 1 1 0.01 0.0% 0.1
12 ハウチワカエデ 1 1 0.01 0.0% 0.0

計 438 438 80.10 100.0% 674.2
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1 回目に調査した 1998 年から 2012 年までの加入木は 10 種 30 本だった（表 5.2.1.2）。うち

ブナが 15 本と半数を占め、スギは 1 本のみだった。 

胸高断面積合計の推移をみると（図 5.2.1.3）、スギ、その他（広葉樹）とも増加傾向であり、

全樹種では 1.13 倍となっていた。その他が 2009～2012 年に減少したのは、この期間に前述の直

径 42cm のキハダが枯死したためである。 

 

活力度 

優占するスギの活力度別本数の相対頻度分布をみると（図 5.2.1.4）、いずれの調査年も活力度

4 が最も多かった。調査年間で比較すると、1998 年と 2012 年の分布には差がなく（Fisher's exact 

test、p>0.05）活力度に変化はみられなかった。 

2012 年の活力度と胸高直径の関係をみると（図 5.2.1.5）、活力度が高いほど直径が太かった。

活力度 1～3 の最大直径は 52.1cm であり、これを超えるスギはすべて活力度 4 か 5 だった。森林

図 5.2.1.2 枯死木（1998-2012）の直径分布 
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胸高断面積合計の年次推移（左図）と 1998 年に対する変化率（右図）

樹種 加入木

本数

スギ 12 1
ウリハダカエデ 3 5
ホオノキ 3 3
ブナ 2 15
キハダ 2 (1) 1
コシアブラ 2
ミズナラ 1 1
ウワミズザクラ 1
トチノキ 1
ハウチワカエデ 1
アオダモ 1
ヤマモミジ 1
計 26 (1) 30

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

本数

枯死木

表 5.2.1.2 枯死木と加入木 

図 5.2.1.4 

スギの活力度別本数相対頻度分布 
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内で相対的にサイズが大きいスギは、巨木を含め少なくとも外見上樹冠状態は健全であり、衰退

の兆しは認められない。 

 

直径成長 

スギのうち胸高直径 100cm 以上の巨木を除き、1998 年の胸高直径と 2012 年までの直径成長

量の関係をみると（図 5.2.1.6）、有意な正の相関があった。直径約 30cm 未満のスギは 0.15cm/yr

程度以下の成長しかしていなかったが、それ以上のサイズでは 0.2～0.4cm/yr 程度の成長を示す

スギが多かった。このことには、直径 30cm 未満のスギには林冠木がないことが関係しているの

だろう。 

 

直径成長と活力度 

スギのうち胸高直径 100cm 以上の巨木を除き、1998 年の胸高直径および 1998 年の活力度（ダ

ミー変数に変換）を説明変数として 14 年間の年平均直径成長量を推定するモデルを検討した。説

明変数として、胸高直径のみ、活力度のみ、両者ともを用いたモデル１～3 を作成した（表 5.2.1.3）。

その結果、最も AIC が低く説明力の高かったのはモデル 3 の両者とも用いたモデルだった。 

活力度はその直径に見合った葉量であるか評価したものである（表 5.1.2）。例えば幹折れなど

で樹冠が失われている立木は活力度が低く評価されるが、同じ直径の健全な立木に比べれば成長

量は小さくなるだろう。この様に活力度は直径データのみではわからない樹冠の状態に関す情報

を表せるため、胸高直径と活力度の両者を説明変数として用いたモデルが最も説明力が高くなっ

たと考えられる。活力度は定性的な評価手法であるものの、成長を占う指標として有効である。 

 

5.2.2 ブナ坂 

調査概要 

標高は 1090ｍ、調査面積は 1ha（100m×100m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。1998、2002、2005、2008、2011 年に 1

～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 13 年後の 2011 年に行った 5 回目の調査結果に基づ

き述べる。なお、2011 年の生存木の立木位置を図 2.2.2.1 に示した。 
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図 5.2.1.6  

スギの期首直径と年平均直径成長量の関係 

胸高直径 100cm 以上の巨木はのぞく 

表 5.2.1.3 スギの年平均胸高直径成長量推定モデル 

モデル 説明変数 調整済R2 AIC 　　　備考
1 胸高直径 0.167 -485 単回帰
2 活力度 0.298 -551 重回帰、活力度をダミー変数化
3 胸高直径+活力度 0.338 -574 重回帰、活力度をダミー変数化

説明変数 偏回帰係数 標準化偏回帰係数
モデル3 胸高直径 0.002 *** 0.225

活力度1,2 -0.222 *** -0.328
活力度3 -0.175 *** -0.429
活力度4 -0.046 *** -0.161

活力度5の回帰係数を0とする、*** p<0.001
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2011 年の森林構造 

出現樹種は 15 種、本数は 476 本/ha、胸高断面積合計は 50.60 m2/ha だった（表 5.2.2.1）。優

占率（胸高断面積割合）はスギが 64.7％、ブナが 16.2％であり、この 2 種で約 80％を占め優占

していた。次いでホオノキが 10.0％、ウワミズザクラが 5.7％を占めた。本数ではブナが 153 本

/ha と最も多かった。スギは主に立木の空間分布図（図 2.2.2.1）で右上（東）から左下（西）に

伸びる尾根上および谷を隔てた右下（南側）の尾根上に生育し、ブナはその尾根をとりまくよう

に分布する傾向があった。 

直径分布（図 5.2.2.1）は各樹種ともに小さい木ほど多い L 字型の分布を示したが、ブナは最低

直径階の 10～20cm の本数が特に多かった。小径のブナ（直径 30cm 未満）は立木の空間分布図

で(x,y)=(20m,45m), (90m,30m)付近などの周囲に大サイズの立木がないギャップに集中して分布

する傾向があり（図 5.2.2.2）、今後の森林の更新に寄与する可能性が高いものと考えられた。調

査区の最大直径はスギの 263.7cm だったが、その他の立木はスギを含め 130cm 未満だった。直

径 60cm を超える大径木があるのはスギ、ブナの 2 種のみだった。 

 

表 5.2.2.1 樹種組成（2011 年） 
樹種 本数 本数胸高断面積合計 優占率 材積

(/ha) (㎡/ha) (m3/ha)
1 スギ 116 116 32.74 64.7% 254.1
2 ブナ 153 153 8.18 16.2% 63.5
3 ホオノキ 72 72 5.05 10.0% 39.8
4 ウワミズザクラ 60 60 2.88 5.7% 21.1
5 キハダ 7 7 0.34 0.7% 2.4
6 ウリハダカエデ 17 17 0.28 0.6% 1.5
7 ミズナラ 3 3 0.27 0.5% 2.1
8 ハウチワカエデ 21 21 0.23 0.4% 1.1
9 トチノキ 2 2 0.22 0.4% 1.8

10 ヤマモミジ 15 15 0.18 0.4% 0.9
11 ウダイカンバ 2 2 0.09 0.2% 0.6
12 イタヤカエデ 2 2 0.06 0.1% 0.4
13 コシアブラ 3 3 0.03 0.1% 0.1
14 ナナカマド 2 2 0.02 0.0% 0.1
15 ミズキ 1 1 0.02 0.0% 0.1

計 476 476 50.60 100.0% 389.7

図 5.2.2.2 

小径ブナ（D<30cm）の空間分布 
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森林動態 

1 回目に調査した 1998 年から 2011 年までの枯死木は 13 種 54 本だった（表 5.2.2.2）。うち

本数が多かった樹種は、スギ 13 本、ウリハダカエデ 10 本、ウワミズザクラ 7 本、ブナ 6 本であ

り、組成の本数（表 5.2.2.1）と比較するとウリハダカエデの枯死が顕著だった。ミズナラは 2008

年まで 5 本生育していたが、うち 2 本は 2011 年までに枯死していた。美女平より上部のアルペ

ンルート沿線では、2009 年に美女平から滝見台にかけて初めてカシノナガキクイムシによるミズ

ナラの枯損被害が確認されているが、調査区内で枯死したこの 2 本も、カシノナガキクイムシに

よると推定される穿入孔が確認された。 

直径 30cm 以上の枯死木は 3 本で（表 5.2.2.2、図 5.2.2.3）、93cm のブナ、32cm のコシアブ

ラ、31cm のキハダだった。この大径木のブナは (x,y)=(59m,22m) の渓流沿いに位置し、2002

～2005 年の間に枯死した。今後どのように更新していくのか注目する必要がある。ただし、本調

査区の約 1km 東方に位置し、同様にスギとブナが優占するブナ平調査区においては、1999～2009

年の 10 年間に直径 30cm 以上のブナが 9 本も枯死しているので（図 5.2.3.4）、本調査区におけ

る大サイズの枯死木は比較的少なかったと言える。その他の枯死木51本は直径30cm未満であり、

カシノナガキクイムシによる被害で枯死したと考えられるミズナラを除いては、主に被圧により

衰退して枯死に至ったものと推測された。 

1 回目に調査した 1998 年から 2011 年までの加入木は 8 種 64 本だった（表 5.2.2.2）。樹種別
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図 5.2.2.4 胸高断面積合計の年次推移（左図）と 1998 年に対する変化率（右図）
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本数

スギ 13 3
ウリハダカエデ 10 5
ウワミズザクラ 7 3
ブナ 6 (1) 35
キハダ 4 (1)
ホオノキ 3 3
ミズナラ 2
トチノキ 2
ハリギリ 2
ミズキ 2
コシアブラ 1 (1) 2
シナノキ 1
ナナカマド 1
ハウチワカエデ 7
ヤマモミジ 6
計 54 (3) 64

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

本数

枯死木

表 5.2.2.2 枯死木と加入木 
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にみるとブナが半数以上の 35 本を占め、次いでハウチワカエデの 7 本だった。このことから、小

径のブナの空間分布に加え（図 5.2.2.2）、次々と加入木が発生していることからも、本調査区に

おけるブナの森林更新への寄与は大きいものと推察される。スギは調査区で最も優占率が高いも

のの、加入木はブナの 1 割以下の 3 本だった。スギはより大きな攪乱を契機として更新すること

が多いのかもしれず、長期的に調査を継続していく必要がある。 

胸高断面積合計の推移をみると（図 5.2.2.4）、スギ、ブナとも 1998 年より 2011 年の方が多

く、全樹種では 1.13 倍となっていた。ブナが 2002～2005 年に減少したのは、前述のとおりこの

期間に大径木が 1 本枯死したためである。 

 

活力度 

1998年に生存していた立木について1998年から2011年の活力度の推移をみると（図5.2.2.5）、

1998 年の活力度が低いほど 2011 年に枯死している割合が高かった。また、1998 年の活力度が高

いほど 2011 年の活力度も高かった。 

次に、1998～2011 年までの直径成長量を 1998 年の活力度別にみたところ、活力度が高いほど

よく成長していた（図 5.2.2.6 左）。1998 年の胸高直径に活力度による差は認められなかったこ

とから（図 5.2.2.6 右）、活力度の違いにより直径成長に差が現れたのは、直径の差異に起因する

ものではないと考えられた。これらから、目視による活力度の評価は、定性的な基準によっては

いるものの、立木の成長、衰退、枯死を占う指標として有効なものであることが示唆される。 

活力度別本数の相対頻度分布をみると（図 5.2.2.7）、調査年ごとの活力度のモードはスギでは

3 または 4 だったが、ブナでは 4 または 5 だった。調査年間でみると、いずれも 1998 年と 2011

年の分布に差があり（Fisher's exact test、スギ p<0.001、ブナ p<0.05）、2011 年の活力度の方

が高かった。森林が衰退傾向にある場合、まず樹冠にその兆候が現れ、活力度の評価値も低下す

ると考えられるが、本調査区については、この 13 年間にはそのような傾向は現れていない。 
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(左) 1998 年の活力度と直径成長量の関係 

(右) 1998 年の活力度と胸高直径の関係 
直径 260cm 超のスギ 1 個体を除く 
活力度 1 は少ないため 2 に統合 
同じアルファベットは 5%水準で有意差がないことを

示す（U 検定多重比較、Holm 補正） 
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直径成長 

優占するスギとブナについて 1998 年の胸高直径と 2011 年までの直径成長量の関係をみると

（図 5.2.2.8）、ブナは有意な相関はなかったが、スギは有意な正の相関があった。ブナは直径 20cm

未満の小サイズ階では、ほとんど成長しない立木から 0.5cm/yr を超える旺盛な成長を示す立木ま

である一方で、直径 60cm を越えると 1 本を除き 0.1～0.2cm/yr 程度の成長しかしていなかった。

一方、スギは直径 60cm を越えても 0.4cm/yr 前後の成長をする立木が多かった。スギは本調査区

でも最大直径が 260cm に達するなど、ブナに比べ寿命が長くより大径木となる性質がある。この

ことが、大サイズ階での直径成長の衰えがブナに比べ明らかとならない一因かもしれない。 

 

5.2.3 ブナ平 

調査概要 

標高は 1190ｍ、調査面積は 1ha（100m×100m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。1999、2003、2006、2009、2012 年に 1

～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 13 年後の 2012 年に行った 5 回目の調査結果に基づ

き述べる。なお、2012 年の生存木の立木位置を図 2.2.3.1 に示した。 

 

2012 年の森林構造 

出現樹種は 14 種、本数は 241 本/ha、胸高断面積合計は 42.44 m2/ha だった（表 5.2.3.1）。優

占率（胸高断面積割合）はブナが 48.5％、スギが 46.7％であり、この 2 種で約 95％を占めてい

た。本数ではブナが 105 本/ha とスギの 36 本/ha を大きく上回っていた。その他の樹種では、ホ

オノキ、ウワミズザクラの優占率が比較的高かった。 

直径分布をみると（図 5.2.3.1）、ブナは 10～20cmの最小クラスが特に多く、最大直径は 111.2cm

だった。また、直径 30～40cm 階の立木がなく、これを境として小サイズの集団（以下、小径ブ

ナ）と大サイズの集団（以下、中大径ブナ）に分かれていた。スギは 10～20cm の最小クラスに

モードがあり、最大直径は 142.9cm だった。ホオノキ、ウワミズザクラの最大直径は 53.0cm、

36.4cm で、その他の広葉樹はすべて 20cm 未満だった。 
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スギの直径 260cm 超の 1 個体は外れ値となるため除いた
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小径ブナの空間分布 

小径ブナ（N=62）は本数も多く、大径木へと成長して優勢木となりうるため、調査区の今後の

森林動態を左右する重要な存在である。そこで小径ブナの空間分布（図 5.2.3.2）の特性を明らか

にするため、中大径ブナ（N=43）およびスギ（N=36）とあわせ、Morisita（1959）の Iδ指数

を用いて分布様式を、Iwao（1977）のω指数を用いて分布相関を検討した（図 5.2.3.3）。両指

数は、調査区を 21、22、23、････、29個の同面積の区画に分割した場合についてそれぞれ算出し

た。すなわち区画面積（以下、S）は 19.5～5000 m2となる。 

小径ブナは S に関わらず Iδが有意に 1 を上回り、顕著に集中分布していた。一方中大径ブナ

は S に関わらず Iδは 1 と有意差なくランダム分布だった。スギは S≦313 m2の場合に有意に 1

を上回り集中分布していた。次に、S と Iδ(S)／Iδ(2S)（区画面積 2S で算出した Iδに対す S で算出し

た Iδの比）の関係をみると、小径ブナでは S＝156 m2に極大値があることから、その集中斑

（Morisita 1959）の平均的な大きさは 100～200 m2程度と推定された。 

小径ブナと中大径ブナ間のω指数は S≦1250 m2で負の値となり、小径ブナとスギ間では S≦

625 m2で負の値だった。小径ブナの集中斑が検出されたS=156 m2でのそれぞれのω指数は-0.88、

-0.57 となり強い負の相関があった。 

これらのことから、小径ブナは周囲に中大径ブナやスギがないギャップに 100～200 m2程度の

集中斑として分布していることが明らかであり、いわゆるギャップ更新が進行していると言える。 

樹種 本数 本数 胸高断面積 優占率 材積

(/ha) 合計(㎡/ha) (m3/ha)
1 ブナ 105 105 20.60 48.5% 178.2
2 スギ 36 36 19.81 46.7% 159.6
3 ホオノキ 17 17 0.86 2.0% 6.7
4 ウワミズザクラ 24 24 0.54 1.3% 3.4
5 ウリハダカエデ 12 12 0.15 0.3% 0.7
6 ハウチワカエデ 12 12 0.14 0.3% 0.7
7 ヤマモミジ 14 14 0.14 0.3% 0.6
8 ナナカマド 8 8 0.08 0.2% 0.4
9 コミネカエデ 4 4 0.04 0.1% 0.2

10 ミズキ 3 3 0.03 0.1% 0.1
11 タムシバ 3 3 0.03 0.1% 0.1
12 リョウブ 1 1 0.01 0.0% 0.0
13 キハダ 1 1 0.01 0.0% 0.0
14 ウダイカンバ 1 1 0.01 0.0% 0.0

計 241 241 42.44 100.0% 350.8

表 5.2.3.1 樹種組成（2012 年） 
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図 5.2.3.1 直径分布（2012 年） 
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図 5.2.3.2 小径ブナ、中大径ブナ、

スギの空間分布 
スギ
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森林動態 

1 回目に調査した 1999 年から 2012 年までの枯死木は 6 種 21 本だった（表 5.2.3.2）。うち本

数が多かったのはブナの 12 本で、ともに優占するスギは 2 本だった。枯死木の直径をみると（図

5.2.3.4）、ブナを除く 5 種 9 本は全て 20cm 未満であり、主に被圧により衰退して枯死したもの

と推測された。一方ブナは枯死した 12 本のうち 20cm 未満は 3 本に過ぎず、9 本もの中大径ブナ

が枯死した。中大径ブナは 1999 年に 52 本生存していたので、うち 17%が枯死したこととなる（図

図 5.2.3.3  

（左）小径ブナ、中大径ブナ、スギの区画面積と Iδ指数の関係 

（中）Iδ指数で集中分布が検出された小径ブナとスギの区画面積と Iδ(S)／Iδ(2S)の関係

（右）小径ブナと中大径ブナ間、小径ブナとスギ間の区画面積とω指数の関係 
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図 5.2.3.4 枯死木（1999-2012）の直径分布 

樹種 加入木

本数

ブナ 12 (9) 17
ウリハダカエデ 4 8
スギ 2 2
ウワミズザクラ 1 12
ホオノキ 1 7
タムシバ 1 3
ヤマモミジ 10
ハウチワカエデ 8
ナナカマド 6
コミネカエデ 4
ミズキ 3
ウダイカンバ 1
キハダ 1
リョウブ 1
計 21 (9) 83

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

枯死木

本数

表 5.2.3.2 枯死木と加入木 
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図 5.2.3.5 ブナ平、ブナ坂、有峰調査区における中大径ブナの本

数密度の年次推移（左図）と期首年に対する変化率（右図） 
期首（1 回目調査）における中大径木（直径 30cm 以上）を対象とし、2 回

目調査以後に胸高直径 30cm 以上に成長した木は含まない 
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5.2.3.5）。 

これに対し、他調査区における中大径ブナの 1 回目調査からの枯死は、ブナ坂と有峰調査区で

それぞれ 16 本のうち 1 本（6%）、104 本のうち 2 本（2%）にとどまっていた（図 5.2.3.5）。

道路沿線やブナ平におけるブナ大径木の枯死要因として、道路工事による水脈の切断（河野 

1999）、排気ガスによる局地的な大気汚染（河野 1999）、オゾンなどによる広域的な大気汚染

（Kume et al. 2009）があげられている。ブナ平における中大径ブナの相次ぐ枯死には複数の要

因が複合的に作用している可能性もあり、他調査区における森林動態も注視しながら、今後検討

を加える必要がある。 

1 回目に調査した 1999 年から 2012 年までの加入木は 14 種 83 本だった（表 5.2.3.2）。樹種

別にみるとブナが 17 本と最も多く、次いでウワミズザクラの 12 本、ヤマモミジの 10 本だった。

スギの加入木は 2 本だった。2009 年から 2012 年の間に、調査開始時から大きなギャップとなっ

ていた(x,y)=(10m,65m),(30m,65m）付近にも加入木が発生した（図 5.2.3.6）。 

ブナは先に見たようにギャップ更新している小径ブナの集団があるうえ、加入木も多数発生し

ており、次代への更新は着実に進行していると考えられる。従って、中大径ブナは相次いで枯死

したものの、個体群あるいは森林として衰退傾向にあると判断するには尚早であろう。 

ただし、調査区内にも立木密度が特に低く現時点では更新の進行が確認できない部分も認められ

る。図 5.2.3.6 の(x,y)= (50m,85m)付近では調査開始以降に 2 本の中大径ブナが枯死し、大きなギ

ャップが形成されたが、ここには調査開始時から直径 10cm 以上の立木がなく加入木もない。そ

して丈の高いチシマザサが密集している部分も観察され、ササが更新を阻害している可能性もあ

り、今後注視していく必要がある。 

胸高断面積合計の推移をみると（図 5.2.3.7）、ブナは 1999 年から 2006 年にかけて中大径木

が枯死した影響で減少したが、2006～2012 年は中大径ブナの枯死はなかったため増加に転じた。

しかし 1999 年に対して 0.95 倍の値にとどまっている。スギの枯死木は直径 20cm 未満の 2 本に

過ぎないため順調に増加しており、1999 年の 1.10 倍に達している。全樹種では 1999 年の 1.05

倍の値だった。 

 

中大径ブナ枯死木
ブナ生存木
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図 5.2.3.6 

ブナ中大径枯死木と全樹種加入木の空間分布

 

 

加入木1999-2009 

加入木2009-2012 
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活力度 

ブナとスギの活力度別本数の相対頻度分布を、データに不備がある 1999 年を除いてみると（図

5.2.3.8）、両樹種ともいずれの調査年も活力度 5 が最も多かった。調査年間で比較すると、2003

年と 2012 年の分布には差がなく（Fisher's exact test、p>0.05）活力度に変化はみられなかった。 

相次ぐ枯死のあった中大径ブナが小径ブナより衰退傾向であるか検討するため、両者の 2012

年の活力度分布を比較したところ（図 5.2.3.9）、差はあったが（p<0.05）、中大径ブナの方が活

力度は高かった。これは、小径ブナには他個体との競争のため十分な樹冠サイズを確保できてい

ない個体が相当数含まれ、これらは活力度が低く評価されていることが一因だと考えられる。 

本調査区の中大径ブナが他調査区より衰退傾向であるか検討するため、最新調査年の活力度分

布についてブナ坂および有峰調査区と比較したが（図 5.2.3.10）、いずれの調査区とも差はなか

った（p<0.05）。 

  

図 5.2.3.7 胸高断面積合計の

年次推移（左図）と 1999 年に

対する変化率（右図） 
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直径成長 

ブナとスギについて 1999 年の胸高直径と 2012 年までの直径成長量の関係をみると（図

5.2.3.11）、ブナは有意な負の相関があった。直径 30cm 未満の小径ブナは、ほとんど成長しない

立木もあったが、0.5cm/yr を超える旺盛な成長を示す立木が多数あった。一方、直径 30cm 以上

の中大径ブナは 0.5cm/yr を超える成長をした立木は 2 本だけだった。スギは有意な正の相関があ

り、0.5cm/yr を超える成長を示した立木はいずれも直径 60cm 以上の大径木だった。つまり、ブ

ナはスギよりも大径木の成長が悪い傾向があり、このことは、中大径ブナは相次いで枯死したの

に対し、スギの中大径木には枯死木がなかったことと対応していた。 

 

5.2.4 上ノ小平 

調査概要 

標高は 1430ｍ、調査面積は 1ha（100m×100m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。2000、2004、2007、2010、2013 年に 1

～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 13 年後の 2013 年に行った 5 回目の調査結果に基づ

き述べる。なお、2013 年の生存木の立木位置を図 2.2.4.1 に示した。 

 

2013 年の森林構造 

出現樹種は 17 種、本数は 561 本/ha、胸高断面積合計は 55.85 m2/ha だった（表 5.2.4.1）。優

占率（胸高断面積割合）はスギが 55.6％、キタゴヨウが 24.6％であり、この 2 種で約 80％を占

め優占していた。本調査区より標高が高く亜高山帯に属する美松調査区(1960m)と松尾峠調査区

(1970m)ではオオシラビソが第 1 優占種となっており、標高が低く山地帯に属するブナ平調査区 

(1190ｍ)ではブナが第 1 優占種となっている。これに対し、本調査区は両樹林帯を代表するオオ

シラビソ、ブナとも優占できず、スギとキタゴヨウが優占する森林となっているのが特徴である。

優占率は、スギ、キタゴヨウに次いでクロベが 8.8％、オオシラビソが 4.2％、ブナが 2.4%を占

めた。本数ではスギの 214 本/ha に次いでブナが 89 本/ha と多かった。 

直径分布をみると（図 5.2.4.1）、スギ、キタゴヨウ、クロベの 3 種のみ直径 60cm を超える大

図 5.2.3.11 期首直径と 

年平均直径成長量の関係 
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径木があり、最大直径はスギ 155.9cm、キタゴヨウ 92.4cm、クロベ 144.4cm だった。オオシラ

ビソは亜高山帯の美松調査区で直径 78.9cm、松尾峠調査区で 59.6cm（枯死木含む）に達する立

木があったが、本調査区の最大直径は 46.2cm だった。ブナは山地帯のブナ坂調査区で 109.5cm、

ブナ平調査区で 111.2cm、有峰調査区で 120.6cm に達する立木があったが、本調査区の最大直径

は 28.8cm に過ぎなかった。 

優占率上位 5 種の標高分布をみると、スギ、キタゴヨウ、クロベは他樹種と差がなかったが、

オオシラビソはブナより高標高に分布していた（図 5.2.4.2）。立木の空間分布図（図 2.2.4.1）で

見ると、ブナは y<50m（図の下半分）の低標高側に主に分布したのに対し、オオシラビソは y>40m

（図の上半分）の高標高側に主に分布した。この分布特性は、本調査区がオオシラビソの分布域

下限付近でかつブナの分布域上限付近に位置することを強く示唆している。つまり、本調査区は

両種にとって成育に最適な温度環境とは言えず、このことが、両種の最大直径が他調査区より小

さかったことと、優占率が高くないことに関係しているのだろう。 

 

森林動態 

1 回目に調査した 2000 年から 2013 年までの枯死木は 8 種 42 本だった（表 5.2.4.2）。うち本

数が多かったのはスギの16本、ブナの13本だった。直径30cm以上の枯死木は4本で（表5.2.4.2、

図 5.2.4.3）、108cm のスギと 48、40、32cm のオオシラビソであり、オオシラビソの枯死が顕

表 5.2.4.1 樹種組成（2013 年） 
樹種 本数 本数 胸高断面積 優占率 材積

(/ha) 合計(㎡/ha) (m3/ha)
1 スギ 214 214 31.03 55.6% 253.9
2 キタゴヨウ 62 62 13.72 24.6% 120.3
3 クロベ 16 16 4.89 8.8% 39.6
4 オオシラビソ 28 28 2.33 4.2% 18.5
5 ブナ 89 89 1.36 2.4% 7.3
6 ネコシデ 32 32 0.50 0.9% 2.8
7 コメツガ 2 2 0.40 0.7% 3.5
8 ミズナラ 29 29 0.40 0.7% 2.1
9 タムシバ 28 28 0.29 0.5% 1.4

10 ケヤマハンノキ 4 4 0.24 0.4% 2.0
11 ナナカマド 18 18 0.21 0.4% 1.0
12 ミネカエデ 20 20 0.19 0.3% 0.8
13 ハウチワカエデ 11 11 0.12 0.2% 0.6
14 ダケカンバ 2 2 0.11 0.2% 0.8
15 コシアブラ 4 4 0.04 0.1% 0.2
16 ウワミズザクラ 1 1 0.02 0.0% 0.1
17 シナノキ 1 1 0.01 0.0% 0.1

計 561 561 55.85 100.0% 454.9
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著だった。この枯死したスギ大径木は(x,y)=(45m,5m)に位置し、2007 年調査で根返りが確認され、

2013 年調査で枯死が確認された。その他の枯死木 38 本は 30cm 未満であり、主に被圧により衰

退して枯死に至ったものと推測された。 

1 回目に調査した 2000 年から 2013 年までの加入木は 13 種 126 本だった（表 5.2.4.2）。この

1 回目から最新調査回までの加入木の本数密度は、胸高直径 10cm 以上を調査対象とする 7 調査

区の中で最も多かった。加入木のうち多かった樹種はスギが 24 本、ブナが 22 本、ネコシデとミ

ネカエデがそれぞれ 16 本だった。加入木が枯死木より少なかった樹種はキタゴヨウとオオシラビ

ソの 2 種のみだった。 

胸高断面積合計の推移を、優占率上位 5 種で区分してみると（図 5.2.4.4）、2000 年と比べ 0.95

倍に減少したオオシラビソを除くと増加し続けており、特にブナは 1.46 倍に増加していた。全樹

種では 1.13 倍となっていた。 

標高による分布の上下限などの分布限界に生育する樹木は、環境変動の影響を受けやすいと考

えられる。そこで、本調査区が分布下限域に相当するオオシラビソと、分布上限域に相当するブ

ナについて動態を比較すると、オオシラビソは直径 30cm 以上の比較的大サイズの枯死木があっ

て胸高断面積合計が増加せず、加入木も 13 年間に 1 本に過ぎなかったのに対し、ブナは胸高断面

図 5.2.4.4 胸高断面積合計の年次推移（左図）と 2000 年に対する変化率（右図） 
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表 5.2.4.2 枯死木と加入木 
樹種 加入木

本数

スギ 16 (1) 24
ブナ 13 22
キタゴヨウ 4 1
クロベ 3 3
オオシラビソ 3 (3) 1
ミズナラ 1 11
タムシバ 1 10
ケヤマハンノキ 1 2
ネコシデ 16
ミネカエデ 16
ナナカマド 10
ハウチワカエデ 7
コシアブラ 3
計 42 (4) 126

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

本数

枯死木
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積合計が増加して加入木も 24 本と多いことから、この 13 年間はオオシラビソが衰退する一方で

ブナの勢力が拡大したと言える。本調査区から水平距離で約 14km 離れ、標高が 1459ｍとほぼ同

じ黒部ダムでは、2001 年までの 37 年間の気温が上昇傾向にある（Wada et al. 2004）。従って、

調査地の温度環境もこの期間に亜高山帯と山地帯の移行帯の中でもより山地帯に近い環境へ、つ

まりオオシラビソよりもブナの成育に適した環境へと変動したと考えられ、このことがオオシラ

ビソとブナとの動態の違いに関係した可能性がある。また、ブナの最大直径が 30cm にも満たな

いことは、温度環境の変動に伴って近年にブナが侵入定着したことを示しているのかもしれない。 

 

森林構造と空間分布 

調査区を x 軸からの距離別に 25m ごとに区切って 4 ゾーンに分け（図 5.2.4.5）胸高断面積合

計をみると（図 5.2.4.6）、x 軸に最も近いゾーンは 81 m2/ha と多く、大部分で林冠は閉鎖してい

た。これは、このゾーンが約 25 度の南向き斜面であり、10 度未満と緩い他のゾーンと地形条件

が異なっていることに関係している可能性がある。一方、他の 3 ゾーンは x 軸から離れるほど（車

道に近いほど、標高が高いほど）胸高断面積合計は少なくなり、最も離れたゾーンでは 41m2/ha

で疎林となっていた。また、x 軸から離れるほど枯死木が少なく、逆に加入木は多かった（図 5.2.4.5、

5.2.4.6）。従って、x 軸から離れ疎林となっているところほど更新が進んでいると言える。 

 

活力度 

優占率上位 5 種について、活力度別本数の相対頻度分布をみると（図 5.2.4.7）、活力度 4 また

は 5 が最も多かった。調査年間で比較すると、いずれの樹種も 2000 年と 2013 年の分布に差はな

く（Fisher's exact test、p>0.05）活力度に変化はみられなかった。 

図 5.2.4.5 2000 年から 2013 年の枯死木（▲）

と加入木（×） 
点線は x 軸からの距離 25、50、75m 
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直径成長 

優占率上位 5 種について 2000 年の胸高直径と 2013 年までの直径成長量の関係をみると（図

5.2.4.8）、スギとブナには有意な正の相関があった。スギは 0.5cm/yr 以上の旺盛な成長を示す立

木が特に多かった。クロベとオオシラビソには 0.5cm/yr 以上の成長をした立木はなく、特にオオ

シラビソについては、ほとんどの立木が 0.2cm/yr 以下しか成長しなかった。亜高山帯の美松と松

尾峠調査区では 0.2cm/yr 以上成長するオオシラビソも多数みられたこと（図 5.2.5.6、図 5.2.6.6）

も考え合わせると、本調査区のオオシラビソの樹勢は直径成長の面から見て低いレベルにあると

言え、上述のオオシラビソの衰退傾向と関係しているのかもしれない。 

 

5.2.5 美松 

調査概要 

標高は 1960ｍ、調査面積は 0.5ha（100m×50m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。1999、2003、2007、2010 年に 1～4 回

目の調査を行った。以下、1 回目から 11 年後の 2010 年に行った 4 回目の調査結果に基づき述べ

る。なお、2010 年の生存木の立木位置を図 2.2.6.1 に示した。 

 

2010 年の森林構造 

出現樹種は 5 種、本数は 474 本/ha、胸高断面積合計は 26.35 m2/ha だった（表 5.2.5.1）。優
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占率（胸高断面積割合）はオオシラビソが 86.9％、ダケカンバが 12.3％であり、この 2 種で 99％

以上を占めていた。その他、ナナカマド、オノエヤナギ、ミヤマハンノキが出現した。 

直径分布をみると（図 5.2.5.1）、オオシラビソは小さい木ほど多い L 字型の分布で最大直径は

78.9cm だった。ダケカンバの最大直径は 33.1cm で、その他の樹種はすべて 20cm 未満だった。 

 

森林動態 

1 回目に調査した 1999 年から 2010 年までの枯死木は 22 本

ですべてオオシラビソだった（表 5.2.5.2）。その直径をみると

（図 5.2.5.2）、20cm 未満が 11 本と半分を占めたが、30cm 以

上の相対的に大サイズの木も 8 本枯死していた。 

1 回目に調査した 1999 年から 2010 年までの加入木は 5 種 35

本だった（表 5.2.5.2）。オオシラビソは枯死木と同じ 22 本が

加入した。オノエヤナギ、ミヤマハンノキはこれら加入木の発

生によって 1999 年以降に初めて出現した。枯死木と加入木の分

布をみると（図 5.2.5.3）、上ノ小平で見られたような、道路（図

の上辺）からの距離に対する一定の傾向は認められなかった。 

胸高断面積合計の推移を見ると（図 5.2.5.4）、オオシラビソ

は大サイズの立木の枯死があったものの、生存木の成長と加入

木により 2010 年は 1999 年とほぼ同じ 0.997 倍の値となった。

ダケカンバは 1.25 倍に増加し、全樹種では 1.03 倍となってい

た。 
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図 5.2.5.3 1999～2010 年の

枯死木（▲）と加入木（×）

樹種 本数 本数胸高断面積合計 優占率 材積

(/ha) (㎡/ha) (m3/ha)
1 オオシラビソ 185 370 22.89 86.9% 177.7
2 ダケカンバ 42 84 3.24 12.3% 22.1
3 ナナカマド 7 14 0.14 0.5% 0.6
4 オノエヤナギ 2 4 0.07 0.3% 0.4
5 ミヤマハンノキ 1 2 0.02 0.1% 0.1

計 237 474 26.35 100.0% 200.9

表 5.2.5.1 樹種組成（2010 年） 

図 5.2.5.1 直径分布（2010 年） 
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図 5.2.5.2 枯死木（1999-2010）の直径分布 

0

2

4

6

8

10

0 10 20 30 40 50 60

オオシラビソ

N= 22

胸高直径(cm)

本
　

数

樹種 加入木

本数

オオシラビソ 22 (8) 22
ダケカンバ 5
ナナカマド 5
オノエヤナギ 2
ミヤマハンノキ 1
計 22 (8) 35

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

枯死木

本数

表 5.2.5.2 枯死木と加入木 
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ソの樹冠上部は積雪に埋もれない（写真 5.2.5.2）。従って、除雪作業による樹冠の損傷は、積雪

下にあるダケカンバには生じず、オオシラビソにのみ発生している可能性があり、このことが、

オオシラビソのみ活力度の低下が認められたことに関係しているかもしれない。 

 

直径成長 

オオシラビソとダケカンバについて 1999年の胸高直径と 2010年までの直径成長量の関係を見

ると（図 5.2.5.6）、オオシラビソは 0.3cm/yr 未満の成長を示す立木が多かった。0.5cm/yr を超

えたのは 1 本のみで、これは図 2.2.6.1 で(x,y)=(0m,3m）の大きなギャップ内に生育する立木で

あり、1999 年の 11.9cm から 2010 年に 18.5cm まで成長した。ダケカンバも 0.3cm/yr 未満の成

長を示す立木が多く、0.5cm/yr を超えるものはなかった。 

 

5.2.6 松尾峠 

調査概要 

標高は 1970ｍ、調査面積は 0.5ha（100m×50m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。1998、2002、2005、2008、2011 年に 1

～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 13 年後の 2011 年に行った 5 回目の調査結果に基づ

き述べる。なお、2011 年の生存木の立木位置を図 2.2.7.1 に示した。 

 

2011 年の森林構造 

出現樹種はオオシラビソ、ダケカンバ、ナナカマドの 3 種、本数は 350 本/ha、胸高断面積合計

は 23.17 m2/ha だった（表 5.2.6.1）。優占率（胸高断面積割合）はオオシラビソが 93.4％だった。 

直径分布 をみると（図 5.2.6.1）、オオシラビソは 10～20、20～30、30～40cm クラスとも同

図 5.2.6.1 直径分布（2011 年） 
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表 5.2.6.1 樹種組成（2011 年） 

樹種 本数 本数胸高断面積合計 優占率 材積

(/ha) (㎡/ha) (m3/ha)
1 オオシラビソ 154 308 21.65 93.4% 167.9
2 ダケカンバ 11 22 1.27 5.5% 10.1
3 ナナカマド 10 20 0.25 1.1% 1.2

計 175 350 23.17 100.0% 179.3

図 5.2.6.2 
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樹種 加入木

本数

オオシラビソ 15 (6) 5
ナナカマド 5
ダケカンバ 3
計 15 (6) 13

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

枯死木

本数

表 5.2.6.2 枯死木と加入木 
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程度の本数があった。最大は 50.0cm だった。ダケカンバは 20cm 未満の小さい木が多かったが、

最大は 64.6cm だった。ナナカマドはすべて 20cm 未満だった。 

立木の空間分布図で (x,y)= (0m,85m) から(45m,30m)に至るラインより右上（南東側）の斜面

上部はおおむね閉鎖した森林だった(図 5.2.6.3)。ただし、(x,y)= (43m,74m),(25m,90m) 付近には

ギャップが形成されていた（図 2.2.7.1）。ラインより斜面下部では、緩やかな尾根上に疎林を形

成するほかはおおむねチシマザサが密生していた。 

  

森林動態 

1 回目に調査した 1998 年から 2011 年までの枯死木は

15 本で、いずれもオオシラビソだった（表 5.2.6.2）。そ

の直径をみると（図 5.2.6.2）、相対的に小径の 30cm 未満

が9本と過半を占めた。直径30cm以上の枯死木は6本で、

最大は2008～2011年の間に枯死した59cm、2番目は2005

～2008 年の間に枯死した 57cm だった。これらは調査開始

時点のオオシラビソの中で 1 番目と 2 番目に太い木であり、

(x,y)=(14m,79m)の林縁と(43m,74m)の閉鎖林内に位置し

ていた（図 5.2.6.3）。後者の位置は先に立木の空間分布図

（図 2.2.7.1）でみたようにギャップとなった。 

枯死した 15 本のうち閉鎖林内にあったのは 6 本で、残

り 9 本は疎林内で枯死した（図 5.2.6.3）。疎林内は光条件

が比較的良好であるため、枯死の主因が被陰にある可能性

は低い。その一方で疎林内は風圧や雪圧などの物理的スト

レスがかかりやすい環境にあるため、枝折れなどが生じて、

それが枯死の要因となった可能性がある。 

1 回目に調査した 1998 年から 2011 年までの加入木は

13 本だった（表 5.2.6.2）。うちオオシラビソは 5 本で閉

鎖林の林縁に 2 本、疎林内に 3 本であり（図 5.2.6.3）、い

ずれも光条件が比較的良好なところだった。今後、閉鎖林

図 5.2.6.3 
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内に生じたギャップの更新、疎林内の立木の衰退と更新に注目して長期的に調査を継続する必要

がある。 

胸高断面積合計の推移をみると（図 5.2.6.4）、2011 年の値は 1998 年に対しオオシラビソで

0.997 倍、全樹種で 1.008 倍とほぼ横ばいだった。 

 

活力度 

活力度別本数の相対頻度分布をオオシラビソについてみると（図 5.2.6.5）、調査年ごとの活力

度のモードは 3 または 4 だった。1998 年と 2011 年の分布には差があり（Fisher's exact test、

p<0.001）、2011 年の活力度の方が高かった。従って、活力度からみると、この 13 年間に衰退

傾向は現れていない。 

  

直径成長 

優占するオオシラビソについて 1998年の胸高直径と 2011年までの直径成長量の関係をみると

（図 5.2.6.6）、有意な相関はなく、直径に関わらずほとんど成長しない立木から 0.3cm/yr 程度

成長する立木があった。 

 

5.2.7 鏡石 

調査概要 

標高は 2250ｍ、調査面積は 0.0625ha（25m×25m）で、樹高 1.3ｍ以上のオオシラビソを対象

として胸高直径、樹高、活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。ハイマツやミネカエデなど

も混交するがこれらの樹幹が直立しない樹種は計測対象としていない。1999、2004、2007、2009、

2012 年に 1～5 回目の調査を行った。以下、1 回目から 13 年後の 2012 年に行った 5 回目の調査

結果に基づき述べる。なお、2012 年の生存木の立木位置を図 2.2.8.1 に示した。 

 

2012 年の森林構造 

オオシラビソの本数は 2320 本/ha、胸高断面積合計は 12.47 m2/ha だった（表 5.2.7.1）。直径

分布と樹高分布（図 5.2.7.1）は小さい木ほど多いＬ字型で、最大直径は 21.2cm、最大樹高は 531cm
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だった。 

標高 1960ｍに位置する美松調査区においては、オオシラビソの最大直径は 70cm を超えている

が、本調査区では直径 20cm、樹高 5m 程度以上に成長することはできないようである。本調査区

は美松調査区より約 300m 標高が高く、森林限界に近いため、特に冬期はより厳しい気象環境と

なる。最深積雪深の観測は行っていないものの、美松調査区では 5m 前後の最深積雪深を記録し

ていることから（図 3.2.1）、本調査区では 5ｍ以上の積雪深があるものと推定される。従って、

樹高が 5m 程度以上となると、梢端が冬期間に積雪下に埋まることなく強風と低温にさらされ続

ける状態となり、枝葉が維持できないのかもしれない。つまり、最大樹高は積雪深により制限さ

れている可能性がある。 

図 5.2.7.1 (左) 直径分布（2012 年）(右) 樹高分布（2012 年）
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樹種 本数 本数胸高断面積合計 優占率 材積

(/ha) (㎡/ha) (m3/ha)
1 オオシラビソ 145 2320 12.47 100.0% 60.2

計 145 2320 12.47 100.0% 60.2

表 5.2.7.1 樹種組成（2012 年） 

樹種 枯死木 加入木

本数 本数

オオシラビソ 13 33

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　「加入木」とは1回目調査時以降に樹高

130cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

表 5.2.7.2  枯死木と加入木 
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森林動態 

1 回目に調査した 1999 年から 2012 年までの枯死木は 13 本だった（表 5.2.7.2）。その直径分

布をみると（図 5.2.7.2）、L 字型を示した生存木の直径分布（図 5.2.7.1 上）と比べ一様分布に

近かった。つまり、大サイズの立木ほど枯死率が高い傾向があった。サイズが大きくなるほど、

雪圧や風圧などの物理的な成長阻害要因が増しているものと推測される。 

一方、1 回目に調査した 1999 年から 2012 年までの加入木は 33 本あった。 

胸高断面積合計の推移をみると（図 5.2.7.3）、多少の増減はあるものの大きな変化はなく 2012

年は 1999 年に対して 1.03 倍の値となっていた。 

 

加入木と既存木の空間分布 

更新に影響する要因を立木の空間分布（図 5.2.7.4）から探るため、加入木（N=33）と加入木

を除く生存木（以下、既存木、N=112）に分けて、Morisita（1959）の Iδ指数を用いて分布様

式を、Iwao（1977）のω指数を用いて分布相関を調べた（図 5.2.7.5）。両指数は、調査区を 21、

22、23、････、26個の同面積の区画に分割した場合についてそれぞれ算出した。すなわち区画面

積（以下、S）は 10～313 m2となる。 

加入木は S=39 m2の場合に Iδが有意に 1 を上回り集中分布していた。その他の S では有意で

はないものの、Iδの算出値は 1 より大きく集中分布の傾向があった。既存木は S に関わらず集中

分布していた。次に、S と Iδ(S)／Iδ(2S)（区画面積 2S で算出した Iδに対す S で算出した Iδの比）の

関係をみると、加入木では S＝39 m2に極大値があることから、その集中斑（Morisita 1959）の

平均的な大きさは 40 m2程度と推定された。 

加入木と既存木間のω指数は S に関わらず正の値となり、加入木の集中斑が検出された S=39 

m2でのω指数は 0.44 だった。 

これらのことから、加入木は既存木の集中分布するところに同所的に集中分布する傾向がある

ことが明らかとなった。これはブナ平で小径ブナが中大径ブナやスギを避けるようにしてギャッ

図 5.2.7.5 

（左）既存木と加入木の区画面積と Iδ指数の関係 

（中）既存木と加入木の区画面積と Iδ(S)／Iδ(2S)の関係 

（右）既存木と加入木間の区画面積とω指数の関係 
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プに分布していた（図 5.2.3.2、図 5.2.3.3）のと対照的である。本調査区においては、光条件はよ

いものの既存木による風圧や雪圧からの庇護効果がないギャップよりも、既存木の周囲の方が多

少被陰されても更新しやすい環境なのだろう。つまり、高山帯に近い森林限界の厳しい環境条件

が更新の主要な制限要因となっている可能性がある。 

ただし、調査開始時にギャップとなっていた(x,y)= (5m,10m)付近でも加入木が発生しているの

で、今後はこれらの成長についても注目していく必要がある。 

 

活力度 

活力度別本数の相対頻度分布をみると（図 5.2.7.6）、最も頻度が高い活力度は 1999 年は 3 だ

ったが、2004 年以降は 4 だった。1999 年と 2012 年の分布には差があり（Fisher's exact test、

p<0.001）、2012 年の活力度の方が高かった。従って、活力度からみると、この 13 年間に衰退

傾向は現れていない。 

2012 年の活力度と胸高直径の関係をみると（図 5.2.7.7）、活力度が低いほど直径が太い傾向

があった。このことには、先にも述べたように、サイズが大きくなるほど、雪圧や風圧などの物

理的な成長阻害要因が増し、樹冠の健全度が失われていくことが関係しているものと推測される。 

 

直径成長 

1999 年の胸高直径と 2012 年までの直径成長量

の関係をみると（図 5.2.7.8）、有意な負の相関が

あった。直径 5cm 未満では 0.20cm/yr 程度の成長

を示す立木も多かったが、直径 10cm 以上では 2 本

を除き 0.15cm/yr 以下しか成長していなかった。 

 

 

 図 5.2.7.8 
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5.2.8 有峰 

調査概要 

標高は 1350ｍ、調査面積は 1ha（100m×100m）で、胸高直径 10 ㎝以上の立木を対象として

胸高直径と活力度の追跡調査を行っている（表 5.1.1）。2000、2004、2007、2010 年に 1～4 回

目の調査を行った。以下、1 回目から 10 年後の 2010 年に行った 4 回目の調査結果に基づき述べ

る。なお、2010 年の生存木の立木位置を図 2.2.10.1 に示した。 

 

2010 年の森林構造 

出現樹種は 15 種、本数は 264 本/ha、胸高断面積合計は 38.96 m2/ha だった（表 5.2.8.1）。優

占率（胸高断面積割合）はブナが 86.6％を占め優占していた。次いでウダイカンバが 8.4％、キ

ハダが 1.9％を占めた。 

直径分布（図 5.2.8.1）をみるとブナ、ウダイカンバの 2 種のみ直径 60cm を超える大径木があ

り、最大直径はブナ 120.6cm、ウダイカンバ 70.1cm だった。ブナは 20cm 未満の小径木が多い L

字型の分布だった。一方、ウダイカンバは 30cm 未満の立木がなく一山型の分布で、今後に新た

な林冠木となりうる小径木が存在しなかった。ウダイカンバはブナと異なり耐陰性が低い陽樹で

あるため、現在形成されている規模のギャップでは直径 10cm 以上まで成長することが難しいの

かもしれない。 

 

森林動態 

1 回目に調査した 2000 年から 2010 年までの枯死木は 6 種 20 本だった（表 5.2.8.2）。うちブ

ナが 13 本を占めた。枯死木の直径をみると（図 5.2.8.2）、30cm 未満が多くこれらは主に被圧に

より衰退して枯死に至ったものと推測された。30cm 以上の林冠木と考えられる枯死木は、ブナ 2

本、ハリギリ 1 本だった。1 回目に調査した 2000 年から 2010 年までの加入木は 7 種 26 本だっ

た（表 5.2.8.2）。うちブナが 15 本を占めた。1 回目から最新調査回までの枯死木および加入木

の本数密度は、胸高直径 10cm 以上を調査対象とする 7 調査区の中で最も少なく、変動の少ない

調査区だった。 

表 5.2.8.1 樹種組成（2010 年） 

図 5.2.8.1 直径分布（2010 年） 
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樹種 本数 本数胸高断面積合計 優占率 材積

(/ha) (㎡/ha) (m3/ha)
1 ブナ 189 189 33.75 86.6% 293.0
2 ウダイカンバ 13 13 3.27 8.4% 29.0
3 キハダ 5 5 0.75 1.9% 6.3
4 イタヤカエデ 13 13 0.35 0.9% 2.3
5 トチノキ 8 8 0.26 0.7% 1.7
6 ダケカンバ 1 1 0.19 0.5% 1.6
7 ハウチワカエデ 14 14 0.16 0.4% 0.8
8 ヤマモミジ 11 11 0.11 0.3% 0.5
9 ウワミズザクラ 3 3 0.03 0.1% 0.2

10 ハリギリ 2 2 0.03 0.1% 0.1
11 コシアブラ 1 1 0.02 0.0% 0.1
12 ウリハダカエデ 1 1 0.01 0.0% 0.1
13 ホオノキ 1 1 0.01 0.0% 0.1
14 ヤマウルシ 1 1 0.01 0.0% 0.0
15 ミズキ 1 1 0.01 0.0% 0.0

計 264 264 38.96 100.0% 335.9
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胸高断面積合計の推移を見ると（図 5.2.8.3）、ブナは林冠木の枯死があったものの増加し続け

ており、2010 年は 2000 年の 1.08 倍となっていた。枯死木のなかったウダイカンバは 1.11 倍と

なり、全樹種では 1.07 倍となっていた。 

 

活力度 

ブナの活力度別本数の相対頻度分布を見ると（図 5.2.8.4）、いずれの年も最も樹勢の良い活力

度 5 が最も多かった。調査年間で比較すると、2000 年と 2010 年の分布に差があったが（Fisher's 

exact test、p<0.01）、2004、2007 年と 2010 年の間には差がなかった（p>0.05）。2000 年と比

べ 2010 年は活力度 5 の割合が減っており、今後の推移を見守る必要がある。 

   

直径成長 

ブナについて 2000 年の胸高直径と 2010 年までの直径成長量の関係をみると（図 5.2.8.5）、

有意な正の相関があった。0.5cm/yr 以上の旺盛な成長を示す立木もみられた。 

図 5.2.8.4 活力度別本数相対頻度分布 
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調査年      
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ブナ 13 (2) 15
イタヤカエデ 2 2
アオダモ 2
トチノキ 1 1
コシアブラ 1
ハリギリ 1 (1)
ヤマモミジ 4
ウワミズザクラ 2
ミズキ 1
ヤマウルシ 1
計 20 (3) 26

　「枯死木」とは1回目調査時に生存してい

たが最新調査回では枯死していた木

　（  ）数字 は 直径30cm以上の枯死木

　「加入木」とは1回目調査時以降に胸高

直径10cm以上に成長して新たに調査対象

となり、最新調査回でも生存している立木

枯死木

本数

表 5.2.8.2 枯死木と加入木 
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5.2.9 全調査区の胸高断面積合計の推移 

調査区ごとの全樹種の胸高断面積合計について年次推移をまとめてみると（図 5.2.9.1）、亜高

山帯の 3 箇所（美松、松尾峠、鏡石）と山地帯のブナ平では期間により増減があるもののおおむ

ね横ばいで、1 回目の調査年の 1.01～1.05 倍となった。その他の山地帯に位置する 3 箇所（美女

平、ブナ坂、有峰）と山地帯から亜高山帯への移行帯に位置する上ノ小平では一貫して増加傾向

で 1 回目の調査年の 1.07～1.13 倍となった。これまでのところ、胸高断面積合計の推移からみて

調査区レベルで衰退が明らかな森林はない。 

 

5.3 目視による活力度評価と樹冠画像解析による評価の比較検証 

美松調査区のオオシラビソの調査結果を用い、目視により評価している活力度（表 5.1.2）を、

樹冠画像解析システム CROCO による評価で検証した。また、両評価の特徴を直径成長との関係

の解析から明らかにした。なお、本節は九州大学の久米篤准教授、溝上展也准教授との共同研究

の成果である（Nakajima et al. 2011）。 

5.3.1 序文 

生態系の動態を長期間にわたって把握することは、生態系を理解するためだけではなく、地球

環境変動の影響評価を行う上でも重要であることが広く認識されている。生態系の変化や生物多

様性の低下をとらえるためには、継続した調査、観測が不可欠であり、森林においては世界的に

継続的なモニタリングが行われている。 

北アルプスの立山では、1971 年に開通した立山黒部アルペンルートが沿線の樹木に与える影響

を把握するため、モニタリング調査が実施されてきた（富山県 1986；河野 1999）。1998 年か

らは代表的な森林植生ごとに固定調査区が設けられ、本モニタリングが実施されている。 

森林の長期モニタリングにおいて最も広く行われているのが固定調査区における毎木調査であ

図 5.2.9.1 胸高断面積合計の年次推移（左図）と調査開始年に対する変化率（右図） 
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り、その繰り返しによって個体の枯死や新規個体の加入、胸高直径成長速度、種組成の変化など

を把握することが出来る。これらの測定値は定量的であり、測定者によらず高い精度でデータを

得ることが可能であるが、基本的に幹の数や量の変化のみを捉えるものである。これに対し、樹

木や森林の健全度を評価するために、樹冠の状態についてのモニタリングも行われている。たと

えば、大気汚染による森林被害が疑われたヨーロッパでは、樹冠の状態から森林の健全度を評価

する試みが 1980 年代から大規模に行われている（ICP Forests 2009）。同様のモニタリングは

日本においても行われている（林野庁 2003；環境省 2009）。 

樹冠の状態のモニタリングにおいて、欧州および北米では落葉率（defoliation、crown 

transparency）の評価が最も重要な調査項目とされている（Dobbertin et al. 2004；ICP Forests 

2009）。日本では、衰退度（林野庁 2003；環境省 2009）、活力度（河野 1999；河野・加藤 2000）、

健全度（吉田・溝上 2003）などが用いられている。これらは、いずれも樹形、梢端の枯損、枝

葉の密度、葉量などを目視により評価するものであり、多くの場合段階別に記録されている。例

えば、落葉率は 5％刻み（Ferretti 1998；Dobbertin et al. 2004）、衰退度は 5 段階で評価され

ている。これらの目視評価を広域あるいは長期モニタリングにおいて行う場合、1 人の調査者の

みで評価することは不可能であり、多数の調査者、調査グループが参画することになる。しかし、

目視評価は、ある程度の訓練を積んだ調査グループ間でも誤差が生じることがあるため（Innes 

1988；Ghosh et al. 1995；Mizoue and Dobbertin 2003, 2004）、データの信頼性や互換性が損

なわれかねない。従って、目視評価は何らかの客観的な基準により検証しておく必要がある。 

一方、Mizoue（2002）は目視評価を客観的に検証することを目的として、地上から樹冠部を撮

影した画像を用いて、DSO と呼ばれる値を定量的に算出するシステム、CROCO を開発した。DSO

は樹冠のフラクタル次元（溝上・増谷 1994）から算出される値で、葉群密度と高い正の相関が

あり（Mizoue and Masutani 2003）、欧州では目視評価した落葉率の客観的検証に利用されてい

る（Mizoue and Dobbertin 2003, 2004；Dobbertin et al. 2005；Martin-Garcia et al. 2009）。

しかし、日本で実施されている目視評価は、DSO のような客観的な値で検証された事例がない。 

樹冠の状態の評価は樹勢の指標として用いられることが多く、直径成長と関連づけた研究は多

い（Innes and Cook 1989；Solberg 1999；吉田・溝上 2003；Dobbertin 2005；Drobyshev et al. 

2007）。しかし、CROCO による評価値を直径成長と関連づけた研究は少なく（Mizoue and 

Masutani 2003）、目視評価と CROCO よる評価を同時に行って、直径成長との関係を解析し相

互比較した例はない。このような研究により、目視評価と CROCO などの画像解析による評価双

方の特性や得失を明らかにすることができ、両者をどのように実際のモニタリングに適用すべき

か検討することもできるだろう。 

そこで、本研究では、立山植生モニタリング調査の美松調査区において、オオシラビソを対象

として樹冠の状態を目視により活力度で評価するとともに、CROCO により DSO を算出した。第

1 に、活力度と DSO の関係を調べ、目視評価を客観的に検証した。第 2 に、活力度と DSO のそ

れぞれについて直径成長との関係を解析し比較した。最後に、目視評価と画像解析を用いた評価

の得失と、森林モニタリングへの適用について考察した。 
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場合は、Mizoue（2002）に基づき補正した。同じ個体の 6 画像から得た DSO をカメラ間で比較

すると（図 5.3.2）、40 個体中 4 個体で有意差（t 検定、p<0. 05）が認められたが、一方が過大

あるいは過小になる傾向はなかった。そこで、6 画像から得た DSO の平均値をその個体の DSO

とした（例、図 5.3.1）。この値は 0.040～0.288 で、95%信頼区間の幅は 0.029±0.023（平均±

sd）だった。 

  

目視による活力度の評価 

樹冠の状態の目視による評価は、表 5.3.1 に示す活力度を用い、胸高直径の計測とともに 2～3

人の合議により行った。活力度は f1～f5 の 5 段階とし、直径に見合った葉量であるかを定性的に

評価した（例、図 5.3.1）。活力度は欧州で広く用いられている落葉率（defoliation）と同様に葉

量の損失度を表す指標である。ただし、活力度は 5 段階で評価するのに対し、落葉率は一般に 5%

段階で評価する点が異なる。解析した 40 個体の 2007 年の活力度は f2～f5 で f1 はなかった（表

5.3.1）。f2 と f3 は個体数が少なかったので、まとめて f23 として解析した。 

  

樹冠頂端の有無 

対象個体の中には雪害によると推定される主幹折れによる樹冠の頂端部の欠損が生じているも

のがあり、同じ活力度でも頂端部が欠損しているものと（図 5.3.1(a)）、欠損していないもの（図

5.3.1(b)）があった。このことを加味して解析するため、樹冠頂端の有無を DSO を算出した画像

を用いて判別した。40 個体中 8 個体が頂端無と判別され、その活力度は 1 個体を除き f23 だった

（表 5.3.1）。 

 

統計解析 

活力度による分類間で Kruskal-Wallis test を用いて DSO を比較し、差があった場合は、

Mann-Whitney の U-test により多重比較した。ここで、樹冠頂端が無い個体を多く含む f23 は、

頂端の有無で f23 有と f23 無に区分し、f23 無、f23 有、f4、f5 の 4 分類間で比較した。有意水準

は 5%とした。 

1999～2007 年の胸高直径成長量を目的変数とする線形回帰分析を行った。説明変数の異なる

次の 4 つのモデルを作成し、AIC（赤池情報量基準）を用いて説明力を比較した。 

モデル A：胸高直径 

モデル B：胸高直径、活力度 

モデル C：胸高直径、DSO 

頂端有 頂端無

f 5  直径に対し最大程度の葉量がある健全木 13 f 5 13 0

f 4  枝枯れ、隣接個体との競争等により葉量がやや少ない健全木 14 f 4 13 1

f 3  幹や大枝の折損、枝枯れ、被陰等により葉量が少ない立木 8

f 2  幹や大枝の折損、枝枯れ、被陰等により葉量がかなり少ない衰弱木 5

f 1  直径に対し葉量が著しく少なく、枯死寸前の衰弱木 － － － －

6 7

樹冠頂端有無別個体数解析上の
活力度区分

解析
個体数

活力度 状　　　　　態

f 23

表 5.3.1 活力度区分と解析個体数 
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モデル D：胸高直径、DSO、樹冠頂端有無 

胸高直径および活力度は 2007 年の値を用い、活力度および樹冠頂端有無はダミー変数に変換

して解析した。 

 

5.3.3 結果 

活力度と DSO の関係 

f23 無、f23 有、f4、f5 の 4 分類間で DSO を比較したところ差があった（図 5.3.3、Kruskal-Wallis 

test）。f23 無の DSO は f5 と差がなく高い値だった（U-test）。f23 無を除くと、活力度が f23

有、f4、f5 と高くなるほど DSO も高い値だった（U-test）。このため、活力度を DSO で区分す

る閾値を誤判別が最も少なくなるように決めたところ、f23 有と f4 間は 0.07、f4 と f5 間は 0.13

となり、f23 無を除いた誤判別率は 24％だった。 

  

活力度および DSO と直径成長の関係 

胸高直径成長量を目的変数として作成した 4モ

デルを表 5.3.2 に示す。いずれのモデルでも胸高

直径は有意な負の係数を持った。AIC の最も低い、

すなわち説明力の最も高いモデルは、胸高直径と

活力度を説明変数とするモデル B だった。このモ

デルでは、活力度 f23 と f4 の係数は負となり、活

力度の最も高い f5 と比べ成長が悪いことを表し

ていた。胸高直径と DSO を説明変数に用いたモ

デル C では、DSO は有意な変数とならなかった

うえ、胸高直径のみを用いたモデル A より AIC

が高く説明力は低下した。一方、モデル C に樹冠

頂端有無を加えたモデル D では頂端有無ととも

に DSO も有意な変数となり、モデル A よりも説

明力は向上した。そして、DSO が高い、つまり

葉群密度が高いほど成長が良く、頂端が無いと成

長が悪いことを表していた。 

AIC R 2 説明変数 標準化
偏回帰係数

モデルA 99.0 0.188 胸高直径 -0.434 **

モデルB 92.4 0.377 胸高直径 -0.327 *

活力度f23 -0.416 *

活力度f4 -0.480 **

(1)

モデルC 99.5 0.218 胸高直径 -0.434 **

DSO 0.173 NS

モデルD 95.3 0.331 胸高直径 -0.327 *

DSO 0.377 *

頂端無 -0.407 *

(2)

**はp <0.01, *はp <0.05，NSは有意な変数でないことを表す

(1) 活力度ｆ5の回帰係数を0とする
(2) 頂端有の回帰係数を0とする

表5.3.2 胸高直径成長量を目的変数と

する線形回帰分析結果 
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活力度と頂端有無による分類

a c b a
図 5.3.3 

活力度と樹冠頂端有無による分類ごとの DSO 
同じアルファベットは 5%水準で有意差がないことを示す（U

検定多重比較、Holm 補正）。箱内の太線は中央値、箱の両端は

第 1・第 3 四分位点、ひげの先端は最小値・最大値を表す。ただ

しひげの長さは箱の長さの 1.5 倍を限度とし、外れる値は○でプ

ロットした。 
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5.3.4 考察 

活力度と DSO の関係 

目視による活力度の評価は、直径に見合った葉量であるかを基準にしており（表 5.3.1）、具体

的には次の 2 点に着目している。1 点は枝枯れなどがなく葉が密に着生しているかであり、もう 1

点は樹冠頂端の欠損などの樹形の崩れがなく直径に見合った樹冠サイズであるかである。一方、

CROCO により算出した DSO はその前者に相当する葉群密度を評価する値であり（Mizoue and 

Masutani 2003）、樹冠サイズの評価は含まない。つまり、活力度と DSO は評価範囲に違いがあ

る。このことが、f23 無と f23 有が同じ活力度であるにも関わらず DSO に差があった（図 5.3.3）

理由だと考えられる。 

樹冠頂端が無い個体の DSO は活力度が f3 以下と低くとも高い値となり、活力度が高い f5 と差

がなかった（図 5.3.3）。これは、実際に頂端が無い個体で葉群密度が高かったためかもしれない。

オオシラビソのシュートは形態的な可塑性が高いことが知られており（Mori and Hasegawa 

2007；Mori and Mizumachi 2009）、樹冠の損傷に対する補償的な成長や自己被陰がなくなった

ことへの反応として、葉群密度が増加していた可能性がある。もう 1 点考えられる理由として、

図 5.3.1(a)のような頂端が無い樹冠の場合、画像内で幹が占める割合が相対的に高くなることが

あげられる。このような幹の部分は、CROCO による解析では葉群密度が高い部分と同様に扱わ

れ、DSO が高く評価されることになると考えられる。 

樹冠頂端が無い個体を除くと、活力度が高いほど DSO は高い値だった（図 5.3.3）。また、DSO

により活力度を定量的に区分することができた。その誤判別率は 24％とやや高かったが、活力度

の評価の主観性によるものと考えられる。このように CROCO を用いることで目視評価を客観的

に検証することができ、欧州ではすでにいくつかの実施例がある（Mizoue and Dobbertin 2003, 

2004；Dobbertin et al. 2005；Martin-Garcia et al. 2009）。ただし、本研究で用いた活力度の

ように、目視評価が葉群密度に加え樹冠サイズの評価も含む場合は、樹冠頂端の有無などの情報

を加味して解析しないと、目視評価と DSO が対応するとは限らないことに留意する必要がある。

目視評価と CROCO による評価の対応を良くするためには、目視評価を DSO に相当する葉群密

度の評価と、主幹折れなどを表す樹冠サイズの評価の 2 つに分けて行うことも有効だろう。 

 

直径成長の指標としての有効性 

樹冠の状態の目視評価と直径成長との間に関係があることは多くの研究で示されている（Innes 

and Cook 1989；Solberg 1999；吉田・溝上 2003；Dobbertin 2005；Drobyshev et al. 2007）。

同様に、目視評価で得た活力度は、モデル B（表 5.3.2）において直径成長量の有意な説明変数と

なり、活力度が低いと成長が悪いことを示していた。 

直径成長量を目的変数とする 4 モデルのうち、活力度を用いたモデル B が DSO を用いたモデ

ル C,D よりも説明力の高いモデルだった（表 5.3.2）。従って、樹冠の状態に頂端の有無など大

きな違いがある場合でも、活力度は DSO と比較して直径成長の指標として安定的であるといえる。
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このことは、表 5.3.1 の定義からも明らかなように、活力度は樹冠の形、樹冠のサイズ、葉群密

度など直径成長に影響しうる要因を包含した総合的な指標であることを示唆している。 

DSO を説明変数に用いたモデル C では DSO は有意な変数とならなかったのに対し、これに樹

冠頂端の有無を説明変数として加えたモデル D では DSO は有意な変数となった（表 5.3.2）。つ

まり、葉群密度を評価する DSO（Mizoue and Masutani 2003）のみでは直径成長の指標となら

なかったが、DSO に樹冠サイズに関する情報を付加することで、直径成長の指標になりうること

がわかった。ヒノキ人工林においては、DSO と樹冠表面積の積は葉量および直径成長量と高い正

の相関があることが示されている（Mizoue and Masutani 2003）。従って、本研究では樹冠頂端

の有無を用いたが、樹冠の表面積や樹高と枝下高など定量的な測定値を DSO とともに用いれば、

より直径成長の指標としての有効性が高まると考えられる。 

 

目視評価と画像解析による評価の得失とモニタリングへの適用 

樹冠の状態の目視評価は、特別な機材も必要なく短時間で実施できるのが利点である。また、

上述のとおり目視評価は直径成長の指標として安定的であることが実証された（表 5.3.2）。さら

に、目視評価は個体の死亡率の 1 指標となることも示されている（Dobbertin and Brang 2001）。

しかし、目視評価は主観的で定性的なのが欠点である。一方、画像解析を用いると、異なるカメ

ラによる画像間でも CROCO による評価がよく一致したこと（図 5.3.2）からも明らかなとおり、

客観的かつ定量的な評価が得られる。従って、画像解析は目視評価の検証に用いることができる

（図 5.3.3）。ただし、上述のように樹冠サイズに関する情報を加味しないと、葉群密度を表す

DSO のみでは、目視評価との対応が悪くなったり、直径成長の指標にならなかったりすることが

ある。 

目視評価と画像解析による評価のもう１つの大きな違いは、目視評価は閉鎖した森林など樹冠

の視認性が悪くとも実施できる（Ferretti 1997）のに対し、画像解析の実施可否は樹冠の視認性

に制限されることである。CROCO では対象個体の樹冠部の画像から他個体の樹冠が重複する部

分を取り除いた画像を作成し解析するが、この重複する部分の率が樹冠幅の 50％を越える画像は

精度が保たれないため利用すべきでないとされる（Mizoue 2002）。 

以上より、森林のモニタリングにおける樹冠の状態の評価に画像解析を用いる場合も、毎木に

ついて行うのはあくまで目視評価となるだろう。そのうえで、一部の個体について画像解析によ

る評価を行うことで、目視評価の客観的検証や、異なる調査チーム間や異なる年次間で目視評価

を比較することが可能となる（Mizoue and Dobbertin 2003）。たとえ画像解析を行わない場合

でも、将来的な検証を可能とするため、目視評価と対応させて樹冠の画像を保存しておくことも

重要だろう。 
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6.1.3 2013 年の測定結果 

図 6.1.3.1 には、調査区〔01〕美女平のスギの 2013 年の胸高直径成長を示した。値は前年の最

後の測定値（2012 年 11 月 25 日の測定値）との差である。2013 年の 4 月には大部分の個体がプ

ラスの値を示しているが、これは冬期の休眠中にスギが肥大成長したことを示すわけではない。

雪解け時には土壌水分が過飽和状態で、樹幹の水分含有量も多いので膨潤した状態となっている。

5 月は降水量が比較的少ないので、5 月下旬に最低値を示し、その後は値が急増する個体が多い。

11 月の下旬は降水量が多いことが一般的なので、5 月の最低値は前年 11 月の値を下回り、4 月～

7 月の間は“J 字型”のパターンを示すことが多い。 

南向きの斜面に位置して、日照条件に恵まれた No.647 のスギは最も旺盛な成長を示した。直径

換算で 4 mm 近い成長なので、年輪幅としては約 2 mm ということになる。No.647 の隣に位置

する No.648 は、日照条件には恵まれているが着葉量の少ない衰退木で、わずかな肥大成長を示

した。コブ病に罹患している 2 個体（No.724 と No.725）や、被陰を受けている No.656 のスギ

は、ほとんど成長していない。No.725 スギの場合には 1 年間で直径が明らかに減少している。 
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図 6.1.3.1 調査区〔01〕美女平のスギの胸高直径成長（2013 年） 
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6.1.4 1999 年以降の 15 年間の測定結果 

図 6.1.3.2 には、1999～2013 年の間の胸高直径の変化を示した。なお、No.735、No.780、No.838

の 3 個体は、2005 年に測定を開始したものである。初期には No.652 のスギが最も旺盛な成長を

示していたが、2002 年以降は前述の No.647 の成長量のほうが大きくなっている。No.652 のス

ギは 2008 年頃より肥大生長速度が徐々に鈍化しているのに対し、No.683 の個体は安定した成長

を示しているので、2012 年 11 月以降は両者の累積成長量がほぼ等しくなった。近い将来、両者

の関係は逆転するものと思われる。 

No.656～No.658 は南向きの斜面に 3 本並んで生育している。No.658 は 3 本の中では最も北側

に位置するが、樹高が高いので南側の No.656、657 を被陰している。中央に位置する No.657 の

スギは、上部を No.658 に被陰され、南側は No.656 によって被陰されていたので、梢の成長が極

めて悪い。No.657 の上部で南側に伸びた枝は、No.656 の幹を巻き込んだ状態で立ち上がり、代

償的に幹となっている。その結果、最も南側に位置し、本来なら側面からの光を受けることがで

きた No.656 のスギが、現在では最も被陰されており、ほとんど成長できない状態が続いている。

一方、No.657 のスギは 2003～2004 年頃には成長が停滞していたが、近年は比較的順調な肥大成

長を示している。 

前述したとおり、No.724 と No.725 はコブ病に罹患した衰退木である。No.725 はほぼ横ばい

状態であるが、No.724 は 2009 年 11 月以降の 4 年間で胸高直径が 0.5 mm 減少した。根系の活

性が低下して水分を十分に吸い上げることができないため、樹幹が全体として乾燥化しているも

のと推定される。この状態が続けば、近い将来、枯死する可能性が高い。 
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図 6.1.3.2  調査区〔01〕美女平のスギの胸高直径成長（1999～2013 年） 
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6.2.1.3 試料の年輪年代決定 

年輪幅の推移を片対数グラフとして表示し、隣接する測線の年輪幅パターンが一致しない場合

には、問題のある年代の前後について年輪境界の見落とし、偽年輪や不連続年輪の可能性を再確

認した。 

扇型に切り出した円盤画像の隣接する測線でパターンが部分的にずれている場合には、不連続

年輪の存在を確認するために、中間に 3 本目の測線を設定し、必要な場合には 1 つの扇型につい

て 4 本目，5 本目．．．の測線を追加した。 

すべての個体について年輪幅測定を終えた段階で折れ線グラフを重ね合わせ、年輪幅が狭い特

徴的な部分に注目して異常な部分の検出を試みた。以前に解析した試料の年輪幅のデータと併せ

て、年輪年代決定用の解析プログラム (COFECHA) で統計処理し、問題点のあるデータを検出

した (Holmes 1986)。この解析結果にもとづいて、画像やグラフを再検討した上で、信頼性の高

い試料を用いて年輪幅標準曲線を作成した。 

 

6.2.1.4 年輪指数の計算 

樹木の年輪幅は生育環境に大きな変化がなければ、一般に加齢とともに狭くなる。そこで、

Fritts  (1976) の方法に従って年輪幅の推移を指数曲線で近似し、Holmes (1986)の解析プログラ

ム ARSTANL を用いて、年輪幅期待値に対する実測値の比として年輪指数を計算した。なお、未

成熟材は環境の指標として用いるには問題があるので、髄を含む試料の場合には髄側の約 10 年分

の年輪幅のデータを除いて解析した。髄を含まない試料については、必要があれば数年分のデー

タを除いて解析した。 

 

6.2.1.5 肥大成長に及ぼす気象要因の影響の検討（応答関数の算出） 

各調査区の近くでは長期間にわたる気象観測は行われていないので、伏木測候所（富山県高岡

市）における 1886～2013 年の気象観測値を用いて、樹木の肥大成長に及ぼす気象要因の影響を

検討した。なお、伏木と各調査区の間には 1000～2700 m の標高差があるので、標高 2350 m の

天狗平におけるアメダスによる降水量のデータ（1976～2008 年の 7～9 月）および関西電力（株）

北陸支社に提供いただいた黒部ダム（標高 1470 m）における月平均気温と月間降水量のデータ

（1967～2013 年）も参考にした。 

毎年の年輪指数の値に対して月平均気温と月間降水量がどのような影響を及ぼしているかとい

う点を明らかにするため、30 変数（2 因子×15 か月）の気象データについて主成分分析を行ない、

30 の独立した主成分に変換した。30 の主成分のうち、寄与率の小さい主成分を除いた後に、主

成分得点を独立変数として重回帰分析を実施し、応答関数を求めた (Fritts 1976)。なお、気象観

測データとしては、前年 7 月～当年 9 月または前年 6 月～当年 8 月の 15 か月分を用いた。 

月平均気温や月降水量は互いに相関関係にある場合が多いので、通常の重回帰分析では多重共

線性のために解析精度が落ちるが、主成分分析を併用する上記の方法では問題が回避される。こ

の解析には、アリゾナ大学樹木年輪研究所のホームページからダウンロードしたプログラム 
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(RESPO) を用いた。なお、前述の COFECHA や ARSTAN も同プログラムライブラリーに収載

されている。 

6.2.2 スギの成長解析 

6.2.2.1 調査区〔01〕美女平のスギの成長解析 

調査区〔01〕美女平では 15 個体のスギから樹幹のコアサンプルを採取したほか、14 個体の落

枝から円盤試料を切り出した。これらの 29 個体のうち、5 個体分のコアサンプルと 11 枚の円盤

試料は年輪年代が決定した。図 6.2.2.1 には各個体の年輪指数の推移を示したが 1995 年、1988

年、1959 年、1943 年、1925 年、1918 年などには大部分の個体の年輪幅が狭くなっている。一

方、1994 年、1990 年、1977 年、1946 年、1917 年などには旺盛な肥大成長が示された。16 個

体のスギの平均年輪指数は 1950 年代の中頃に大きな値を示す一方、1960 年代の後半には比較的

低い値が数年間続いた（図 6.2.2. 2）。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 図 6.2.2.2 調査区〔01〕美女平のスギの平均年輪指数の推移 
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6.2.2.2 調査区〔02〕ブナ坂のスギの成長解析 

図 6.2.2.3 には調査区〔02〕ブナ坂で採取された 18 個体のスギ（7 個体のコアサンプルと 11 個

体の落枝円盤）について年輪指数の推移を示した。1995 年、1988 年、1925 年、1918 年などに

は大部分の個体が小さな値を示している。一方、1994 年、1977 年、1954 年、1924 年などには

共通して旺盛な肥大成長が示された。1960 年代の後半以降の約 10 年間には平均年輪指数が全般

的に小さな値となったが、1970 年代の後半以降は長期的な変動に注目すると、漸増傾向が示され

ている（図 6.2.2.4）。福井平野（加藤ほか 1988a）や富山平野（Taniguchi et al., 1995）のスギ

についても同様の傾向であり、当時、国内で排出量が多かった硫黄酸化物の影響が指摘されてい

る。調査区〔02〕のスギの場合にも富山平野などから排出された硫黄酸化物が影響を及ぼしたと

いう可能性は否定できない。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2.2.3 調査区〔02〕ブナ坂のスギの年輪指数の推移 
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図 6.2.2.4 調査区〔02〕ブナ坂のスギの平均年輪指数の推移 
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6.2.2.3 調査区〔03〕ブナ平のスギの成長解析 

調査区〔03〕ブナ平では 17 個体のスギの落枝を試料とした。これらの試料のうち 15 個体につ

いては、他の調査区におけるスギの年輪幅の推移にもとづいて年代決定が可能であった。図6.2.2.5

に個体ごとの年輪指数の推移を示し、図 6.2.2.6 には平均年輪指数の推移を示した。調査区〔01〕

や調査区〔02〕と同様に 1950 年代前半は生育が良く、1970 年頃の値が小さくなっている。1995

年、1988 年、1925 年などの年輪指数が小さく 1977 年、1954 年などに大きな値となっているの

も先の 2 つの調査区と同様である。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2.2.5 調査区〔03〕ブナ平のスギの年輪指数の推移 
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図 6.2.2.6 調査区〔03〕ブナ平のスギの平均年輪指数の推移 
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6.2.3 ブナの成長解析 

6.2.3.1 調査区〔02〕ブナ坂のブナの成長解析 

調査区〔02〕ブナ坂で採取した 22 個体の試料のうち、16 個体の年代を決定することができた。

1900～1970 年頃には大部分のブナの年輪幅が加齢にともなって漸減した。その後、1970～1990

年頃には年輪幅の低下傾向が加速したが、1990 年代以降は回復傾向を示す個体もある（図 6.2.3.1）。

これらのブナの個体ごとの年輪幅と年輪指数の推移を、図 6.2.3.2 に示し、16 個体の平均年輪指

数の推移を図 6.2.3.3 に示した。ブナの場合、大量結実する豊作年には年輪幅が著しく狭くなり、

短周期で年輪指数の値が大きく変動するので、中長期的な傾向を把握し難いが、1970 年代の半ば

に一時的に急減した後、年輪指数としては回復基調にあるということができる。1958 年、1976 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.2.3.1 調査区 〔02〕ブナ坂のブナの年輪幅の推移 
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年、1984 年、1990 年、1995 年などには年輪指数が大きく落ち込む個体が多いが、これらの年に

は東北地方や北陸地方で広範囲にブナが大量結実した（Nobori et al. 1995）。1999 年や 2005 年も

豊作年であったが、これらの年には平均年輪指数が直前の 3 年間の平均値の半分以下となってい

る（図 6.2.3.3）。 
 

 

 

6.2.3.2 調査区〔03〕ブナ平のブナの成長解析 

調査区〔03〕ブナ平では、倒木の樹幹や落枝から得られた 10 枚の円盤ならびに 6 個体分のコ

アサンプル、合計 16 個体のブナのうち、2 枚の円盤を除く 14 個体分の試料については年代の決

定が可能であった。1900～1990 年頃には大部分のブナの年輪幅が加齢にともなって漸減し、そ

の後は、年輪幅に回復傾向がみられる個体が多い（図 6.2.3.4）。図 6.2.3.5 には、年輪幅と年輪
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指数の推移を個体ごとに示し、図 6.2.3.6 には平均年輪指数の推移を示した。1970 年代半ばの平

均年輪指数の低下傾向は、調査区〔02〕のブナ坂ほどには顕著でない。1990 年代以降は、年輪指

数としては回復基調にある。1999 年、1990 年、1984 年、1976 年、1958 年などブナの豊作年に

はブナ坂のブナと同様に年輪幅が著しく狭くなっている。豊作年には光合成産物の多くが種子生

産に向けられる結果、年輪幅が極端に狭くなり、年輪が部分的に形成されない不連続年輪となる

こともある。不連続年輪は幹では比較的少ないが、年輪幅の狭い枝の部分では頻繁に見られる。
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図 6.2.3.4 調査区〔03〕ブナ平のブナの年輪幅の推移 

図 6.2.3.5 調査区〔03〕ブナ平のブナの年輪指数の推移 
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6.2.3.3 調査区〔10〕有峰のブナの成長解析 

調査区〔10〕有峰で採取された 18 個体のブナのうち、11 個体は年代を決定できた。多くの個

体で 1995 年、1990 年、1976 年などブナの大量結実年の年輪幅は著しく狭い。1960 年代の半ば

まで、年輪幅は比較的狭い範囲内で変動していたが、1960 年代の後半以降は年輪幅が急減し、そ

の後、回復傾向を示す個体が多い（図 6.2.3.7、図 6.2.3.8）。平均年輪指数は、1960 年頃より急

減し 1993 年に最低値を示したが、その後は急速な回復傾向を示しており、その傾きは調査区〔02〕

のブナ坂や調査区〔03〕のブナ平より大きい（図 6.2.3.9）。 

   
 

  

図 6.2.3.7 調査区〔10〕有峰のブナの年輪幅の推移 
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   図 6.2.3.6 調査区〔03〕ブナ平のブナの平均年輪指数の推移 破線は個体数（右側の目盛）  
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図 6.2.3.8 調査区〔10〕有峰のブナの年輪指数の推移 

図 6.2.3.9 調査区〔10〕有峰のブナの平均年輪指数の推移 破線は個体数（右側の目盛） 
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6.2.4 オオシラビソの成長解析 

6.2.4.1 調査区〔06〕美松のオオシラビソの成長解析 

調査区〔06〕美松で採取した 22 個体のオオシラビソのコアサンプルのうち 18 個体、5 個体の

円盤試料のうち 4 個体、合計 22 個体については年代決定が可能であった。1940 年代の前半に年

輪幅が一時的に減少している個体が多いが、この期間を除けば 1900～1950 年代後半は概ね横ば

い状態で推移していた。1960 年頃から 1990 年頃にかけて年輪幅が減少し、その後は回復傾向に

ある個体が多い（図 6-2-4-1）。図 6-2-4-2 には年輪指数の推移を示したが、1930 年代と 1950 年

代は大きな値を示す個体が多い。1905 年、1925 年、1989 年などには多くの個体が著しく小さな

年輪指数を示した。No.221、No.224、No.277 は、高木のオオシラビソとしては最も道路の近く

に位置し、道路からの距離は約 20 m である。No.277 の年輪幅は 1850～1958 年には 0.8～1.5 mm

であり、この調査区の中では平均的な肥大成長を示していた。ところが、弥陀ヶ原～天狗平間の

道路工事が始まった 1959 年以降は年輪幅が激減し、1995 年まで一貫して 0.5mm 以下の年輪幅

が続いた。その後、1996 年以降はわずかながら回復傾向を示している。No.224 も平均的な肥大 

 
 
 
 
 
 
 
  

図 6.2.4.1 調査区〔06〕美松のオオシラビソの年輪幅の推移 
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図 6.2.4.2 調査区〔06〕美松のオオシラビソの年輪指数の推移 
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成長を示す個体であったが、1965～1980 年頃の年輪幅は著しく狭い。近年はわずかながら回復

傾向にあるので、2004 年以降は年輪指数が 1.0 を超える年が多い。No.221 は 1895 年以降、ほぼ

一貫して年輪幅が 1.0 mm を超えており、調査区〔06〕の中では最も旺盛な肥大成長を示すオオ

シラビソのひとつであった。この個体の場合、道路工事の直後には顕著な変化を示さず、1973 年

までは 1～2 mm の年輪幅で安定していた。しかしながら、1974 年以降は年輪幅が急に狭くなり、

1988 年以降は一貫して 1.0 mm 以下となっている。年輪指数は 1986 年に 1.0 を下回り、その後

は急激に低下した。No.277 および No.224 のオオシラビソについては、道路工事の際に樹幹や根

系が直接的なダメージを受けた可能性が考えられる。No.221 の個体の年輪幅が狭くなったのは、

1974 年以降なので道路工事によって直接的な影響を受けた可能性は低い。この調査区の道路際の

オオシラビソは、春先の除雪車が吹き飛ばす雪の圧力によって枝葉が落とされることが多い（大

宮 2010）。No.221 のオオシラビソの場合、長年にわたって春先の除雪によるダメージを受けて

徐々に衰退した可能性が考えられる。 

 

6.2.4.2 調査区〔07〕松尾峠のオオシラビソの成長解析 

調査区〔07〕松尾峠では、18 個体のオオシラビソの胸高部位からコアサンプルを採取したほか、

4 本の倒木の樹幹から円盤試料を採取した。このうち 19 個体は年輪幅の変動パターンにもとづい

て統計学的に年代決定が可能であった。年輪幅の推移をみると、1900～1940 年頃には加齢にと 
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図 6.2.4.4 調査区〔07〕松尾峠のオオシラビソの年輪幅の推移 

図 6.2.4.3 調査区〔06〕 美松のオオシラビソの平均年輪指数の推移 
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もなって年輪幅が徐々に狭くなる傾向を示している。その後の約 30 年間は、逆にわずかながら年

輪幅が広くなる個体が多い。1970 年代以降の年輪幅は、ほぼ横ばい状態となっている個体が多い

が、2 本のオオシラビソについては、この間に年輪幅が低下傾向を示した（図 6.2.4.4）。年輪指

数の値は調査区〔06〕の美松（図 6.2.4.2）と同様に、1940 年代は比較的小さな値となっている。

1905 年、1925 年、1989 年などに多くの個体が著しく小さな年輪指数を示すのも調査区〔06〕と

同じであった。（図 6.2.4.6）。 

 

6.2.4.3 調査区〔08〕鏡石のオオシラビソの成長解析 

調査区〔08〕鏡石ではオオシラビソ樹幹のコアサンプル（8 個体分）のほか、倒木から採取し

た樹幹の円盤（14 個体分）について解析し、5 個体分のコアサンプルと 12 枚の円盤試料につい

ては年代決定が可能であったが、調査区〔06〕美松や調査区〔07〕松尾峠に比べると年輪幅の同

調性は低い（図 6.2.4.7）。年輪指数の推移でみると、1930 年、1958 年、1983 年のような年輪

幅が広い年は比較的よく同調しているが、年輪幅の狭い年の同調性は低いという傾向が見られた

（図 6.2.4.8）。平均年輪指数の推移については、顕著に小さい年輪指数を示す年や、逆に著しく
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図 6.2.4.5 調査区〔07〕松尾峠のオオシラビソの年輪指数の推移 

図 6.2.4.6 調査区〔07〕松尾峠のオオシラビソの平均年輪指数の推移 
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大きな値を示す年は調査区〔07〕の松尾峠の結果と概ね一致したが、一部で一致しない部分もあ

る（図 6.2.4.9）。 

調査区〔08〕の鏡石はオオシラビソの森林限界に近く、矮小化した個体が多い。また、この地

区は標高が高いので、樹高が最大積雪深を超えると冬期間には寒風害を受けるようになり、梢が

傷害される。このために個体間の相関が低くなっている可能性がある。写真 6.2.4.1～写真 6.2.4.4  
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図 6.2.4.7 調査区〔08〕鏡石のオオシラビソの年輪幅の推移 

図 6.2.4.8 調査区〔08〕鏡石のオオシラビソの年輪指数の推移 
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図 6.2.4.9 調査区〔06〕鏡石のオオシラビソの平均年輪指数の推移 
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図 6.2.5.2  調査区〔09〕浄土山のハイマツの年輪指数の推移 
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図 6.2.5.3 調査区〔09〕浄土山のハイマツの平均年輪指数の推移 
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図 6.2.5.1 調査区〔09〕 浄土山のハイマツの年輪幅の推移 
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6.2.6 樹木の肥大成長におよぼす気象条件の影響についての解析 

6.2.6.1 解析に利用可能な気象データについての検討 

立山地域の樹木の肥大成長と気象条件との関連性を考える場合には、1886 年に観測が始まって

富山県内で最も歴史が長い伏木測候所（富山県高岡市）の観測値を用いざるを得ないが、標高 12 m

の伏木測候所と各調査区の間には約 1000～2850m の標高差がある。したがって、伏木測候所の

観測値を代替データとして利用する際の限界について、把握しておく必要がある。立山地域では

1967 年以降、関西電力（株）によって黒部ダムで通年の気象観測が行なわれてきたので、このデ

ータを用いて上記の検討を行うことが可能となる。 

表 6.2.6.1 には、1967～2013 年の期間の伏木測候所と黒部ダムにおける月別の気象観測値間の

相関係数と t 値を示した。月平均気温については各月とも強い相関（p＜0.001）を示し、6 月と

11 月以外は t 値が 7.0 を超えている。一方、月間降水量の場合には、2 月以外は有意水準 0.1％で

相関がみられているが月平均気温と比べると全般的に相関性が弱く、t 値が 8.0 を超えるのは 5 月

と 7 月のみである。2 月については、5％の有意水準でも相関性が認められない。この理由として

は、気温の時間・空間的変動は緩やかなのに対し、降水現象は局地的で時間的にも急変すること

があげられる。さらに、冬期間の降水（降雪）の場合、里雪型の豪雪と山雪型の豪雪があること

にも留意しなければならない。相関係数や t 値が冬期間に特に低くなっているのは、このためと

考えられる。 

伏木の観測値を用いて気象と肥大成長との間の関連性を検討する際には、月平均気温について

は概ね問題はないが、月間降水量（特に冬の月間降水量）については注意を払う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.6.1 スギの肥大成長におよぼす気象条件の影響についての解析 

6.2.6.1.1 調査区〔02〕ブナ坂のスギ 

図 6.2.6.1 には伏木測候所における月平均気温、月間降水量と調査区〔02〕ブナ坂のスギの平均年

輪指数との関連を示した。当年 7～8 月の平均気温が有意な負の寄与を示す一方、前年 7 月の平均

気温は有意な正の寄与を示した。京都大学芦生演習林の標高 650～840m で採取したスギの解析

結果（Kojo 1987）によれば、前年 9 月および当年の 5 月と 7 月の平均気温が有意な負の寄与を

示し、前年 7 月や当年 6 月の平均気温などが有意な正の寄与となっている。 

表 6.2.6.1 伏木測候所と黒部ダムにおける月別の気象観測値の相関性（1967～2013 年＊）

気象要素 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

相関係数 0.88 0.92 0.84 0.76 0.83 0.68 0.73 0.77 0.78 0.86 0.72 0.90

ｔ 値 12.7 15.9 10.2 7.9 10.0 6.2 7.2 8.0 8.4 11.3 6.9 13.6

有意水準 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

相関係数 0.58 0.28 0.57 0.64 0.82 0.63 0.86 0.63 0.73 0.66 0.60 0.49

ｔ 値 4.8 1.9 4.6 5.6 9.4 5.4 11.4 5.5 7.1 5.8 5.0 3.7

有意水準 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

＊ 　1月については 1968～2013年、11月と12月については1967～2012年のデータ

月平均気温

月間降水量
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 オオシラ

.3.1 調査

区〔06〕美松

当年 9 月の月

高温ストレ

同様のパター

 

 

 

 

 

 

 

 

.2.6.3  オオ
        

図 6.2.6.2

峰のブナの場

水量について

区〔02〕ブナ

ナ坂のブナの

意ではないが

均気温は有意

が負の寄与を

ビソの肥大成

区〔06〕美松

松のオオシラ

月間降水量が

レスの可能性

ーンである。

オシラビソと
折れ線グラフ

2 ブナの肥大
折れ線グ

場合にはスギ

ては、当年 3

ナ坂および調

の場合には、

が比較的大き

意ではないが

を示すのも、

成長におよぼ

松のオオシラ

ラビソは、当

が負の寄与を

性を示してい

 

との肥大成長
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ギと逆で、当

月と当年 6

調査区〔03〕

当年 7 月の

きな正の寄与

が比較的大き

3 つの調査区

ぼす気象条件

ラビソ 

当年 6～8 月

示した（図

るという意味

長と気象条件
温、 柱状グラ

象条件の関係
均気温、 柱状

当年 7～8 月の

月が有意な正

ブナ平のブ

の平均気温が

与を示した。調

きな正の寄与

区で共通して

件の影響につ

の月平均気温

6.2.6.3）。

味では、調査

件の関係（調査
ラフ：月間降水

係（調査区〔
状グラフ：月間

の平均気温が

正の寄与であ

 

ブナ 

有意な正の

調査区〔03〕

与を示した。

ていた。 

ついての解析

温が有意な負

夏期の月平均

査区〔01〕～

査区〔06〕美
水量 

〔10〕有峰）
間降水量 

が有意な正の

あった（図 6.

寄与を示し、

〕ブナ平のブ

1～4 月の月

析 

負の寄与を示

平均気温が負

～調査区〔0

美松） 

 

の寄与を

.2.6.2）。 

、当年 8

ブナも、

月平均気

示したほ

の寄与を

03〕のス



 

6.2.6

調査区

当年 1 月

なってい

のスギの

松本ら

度を測定

上となる

野の気温

夏期には

山植生モ

位置する

と推定さ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6.2.6

調査区

ビソとは

美松や松

低い気温

また、

いる。こ

で記載し

月の積雪

るという

 

6.3.2 調査

区〔07〕松尾峠

月の月間降水

いる（図 6.2.

のほか、後述

らは秩父山系

定している。

るが、それよ

温が約 30℃以

は実際にデー

モニタリング

る調査区〔0

される。 

.3.3 調査

区〔08〕鏡石

は反対に当年

松尾峠より約

温が制限要因

前年の 11～

この調査区で

したように鏡

雪が多いと厳

う可能性が高

図 6.2.6.4  
     

区〔07〕松尾

峠のオオシラ

水量が有意な

6.4）。当年夏

述する調査区

系の天然林内

その結果に

より高温の条

以上の場合に

ータロガーに

グ調査成果報

6〕美松では

区〔08〕鏡石

石のオオシラ

年 7 月の月平

約 300 m 高い

因となってい

～12 月の月

では矮小化し

鏡石のオオシ

厳冬期の 1～

高い。6.2.4.8

オオシラビ
    折れ線グ

尾峠のオオシ

ラビソは、当

な負の寄与を

夏の気温が負

区〔09〕浄土

内でオオシラ

によれば、15

条件では光合

には、標高約

によって 18℃

報告書）。し

は、夏季の日

石のオオシラ

ラビソは、調

平均気温が、

い標高 2250

いる可能性が

間降水量は有

た個体が多い

シラビソの多

2 月を迎える

8 に示したよ

ソの肥大成長
グラフ：月平均
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シラビソ 

当年 7 月の月

を示しており

負の寄与を示

土山のハイマ

ラビソの近縁

5～18℃の温

合成速度が低

約 1970 m の松

℃以上の気温

たがって、調

日中の晴天時

ラビソ 

調査区〔06〕

有意ではな

m に位置す

が高い。 

有意な値では

いことを考慮

多くは寒風害

る前に深い雪

ように、調査

長と気象条件
均気温、 柱状

平均気温が

、調査区〔

示すという傾

マツでも示さ

縁種であるシ

温度範囲では

低下している

松尾峠の気温

温が頻繁に記

調査区〔07〕

時には高温ス

美松および

ないものの正

する鏡石では

はないが、比

慮すると、こ

害を受けてい

雪に中に埋ま

査区〔08〕鏡

件の関係（調
状グラフ：月間

有意な負の

06〕美松と類

傾向は調査区

れている。 

ラベの稚樹に

は光合成速度

（松本、根岸

温が 18℃を超

記録されてい

松尾峠およ

トレスを受

調査区〔07

正の寄与を示

、夏季の高温

比較的大きな

この事実は注

るが、矮小木

まり、結果的

鏡石のオオシ

調査区〔07〕
間降水量 

寄与を示し

類似したパ

区〔01〕～調査

について、光

度が最大値の

岸 1982）。

超える可能性

いる（平成 16 

よび標高約 1

けることが多

7〕松尾峠のオ

示した（図 6.

温ストレスで

な正の寄与を

注目に値する

木の場合には

に寒風害か

ラビソは年輪

〕松尾峠） 

たほか、

ターンと

査区〔03〕

光合成速

の 90 %以

富山平

性が高く、

年度 立

960m に

多いもの

オオシラ

2.6.5）。

ではなく

を示して

。6.2.4.2

は 11～12

ら守られ

輪幅が著



 

しく広い

美松や調
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある。こ

群に分け

 

6.2.6.4

6.2.6

図 6.2

との関係

きな負の

マツの年

は乗鞍岳

光合成速

が、これ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い年は個体間

調査区〔07〕

この点を確認

けて解析を行

 ハイマツの

.4.1 調査

2.6.6 には調査

係を示した。

の値を示して

年輪幅につい

岳の風衝地で

速度が低下す

れは長い日照

図 6.2.6.5 
     

図 6.2.6.

間で比較的よ

松尾峠ほど

認するには、

行うような試

の肥大成長に

区〔09〕浄土

査区〔09〕浄

有意な寄与

ている。安田

いて検討し、

で、夏季に晴

することを示

照時間と土壌

 オオシラビ
     折れ線

.6 ハイマツ
折れ線グラ

よく同調して

ど高くないの

矮小木の試

試みが必要で

におよぼす気

土山のハイマ

浄土山のハイ

与を示すもの

田（2007）は

夏の気温と

晴天が続くと

示している。図

壌水分の低下

ビソの肥大成
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ているのに対

のは、寒風害

試料を追加し

である。 

気象条件の影

マツ 

イマツの平均

のはないが、

は群馬・新潟

との間に負の

木部の水収

図 6.2.6.6 で

下を間接的に

成長と気象条
平均気温、 柱

と気象条件の
気温、 柱状グ

対し、年輪幅

害の受け方の

た上で、樹

影響について

均年輪指数と

月平均気温

潟・福島 3 県

の相関を示し

支に不均衡

では当年 8 月

反映してい

条件の関係（
柱状グラフ：月

の関係（調査
グラフ：月間降

が著しく狭い

個体差を反映

高あるいは直

ての解析 

伏木測候所

については当

県の境界に位

している。ま

が生じるため

の気温が負

る可能性があ

（調査区〔08
間降水量 

査区〔09〕浄
降水量 

い年は調査区

映している可

直径によって

所における気象

当年 8 月が比

置する平ヶ岳

また、永野ら

め、気孔が閉

の寄与を示

ある。 

8〕鏡石） 

浄土山） 

区〔06〕

可能性が 

て 2～3

象観測値

比較的大

岳のハイ

（2007）

閉鎖して

している
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第７章

 

7.1 調

 調査区

から室堂

成 25 年

らを 3区

7-2）。

平成 2

において

地となっ

るもので

 

図

 

 

章  外

 

調査区および

区域は、平成

堂平（標高 2

度に弥陀ヶ原

区域に分け、

 

25 年度は弘法

て外来植物出

ったことにあ

である。 

図 7-1. 立山

外来植物調

び方法 

20・21 年度

2450m）の 47

原遊歩道に新

1年に 1区域

法―弥陀ヶ原

出現状況を記

あわせて改修

山アルペンル

調査 (太

に「立山外来

7調査区（No

新設した 5調

域ずつ調査対

原間の 13 調

記録した。調

修された遊歩

ルート外来植
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太田道人・

来植物除去対

o.11B 弥陀ヶ

調査区の全 5

対象とするこ

調査区に加え

調査区新設は

歩道沿い植生

植物定点調査

山下寿之

対策検討会」で

ヶ原ホテル焼

52 調査区か

ことで、3年で

、新設した弥

、弥陀ヶ原

生の変化をモ

区位置図 

之) 

で設定された

焼却炉跡は 2

らなる（表 7

で全区を一巡

弥陀ヶ原遊歩

の一部がラム

ニタリングす

た弘法（標高

22 年度追加）

7-1、図 7-1

巡するものと

歩道沿いの

ムサール条約

することを目

高 1620m）

及び平

）。これ

とした（表

5調査区

約登録湿

目的とす
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表 7-1．立山黒部アルペンルート沿線外来植物種調査の調査区（定点）名 

No. 地区   調査区名 標高(m) 

1 弘法 弘法駐車場（トイレ付） 1610 

2 弘法駐車場（バス停） 1620 

3 

追分 

追分駐車場 1810 

4 追分駐車場（松尾峠入口） 1840 

5 追分料金所緑化帯 1860 

6 

弥陀ヶ原 

弥陀ヶ原駐車場（大） 1900 

7 六甲学院前緑化復元地 1900 

8 弥陀ヶ原バス停駅舎周囲 1950 

9 弥陀ヶ原ホテル駐車場 1940 

10 弥陀ヶ原散策路入口 1932 

11A 弥陀ヶ原ホテル裏緑地 1940 

11B 弥陀ヶ原ホテル焼却炉跡地 1932 

12 立山荘正面 1955 

13 カルデラ展望台入口 1980 

14 

美松坂 

美松駐車場 2090 

15 天狗の鼻第一駐車場下 2125 

16 天狗の鼻第二駐車場 2135 

17 

天   

狗 

立山高原ホテル浄化槽 2280 

18 立山高原ホテル周囲 2290 

19 立山高原ホテル～天狗平山荘 2305 

20 天狗平山荘周囲 2305 

21 天狗平駐車場 2310 

22 天狗平休憩所跡地 2315 

23 天狗平歩道起点 2320 

24 

国見 

国見第二駐車場 2360 

25 国見第一駐車場 2370 

26 大谷第二待避所上端～国見待避所 2390 

27 大谷 2410 

28 室堂第二駐車場 2410 

29 

室堂 

室堂ロータリー 2418 

30 立山センター車道 2428 

31 立山センター周囲 2440 
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32 ターミナル園地 2430 

33 

室堂 

室堂平広場 遊歩道 2461 

34 室堂平広場 遊歩道 2437 

35 供養塔広場 2437 

36 みくりが池遊歩道・展望台 2434 

37 みくりが池 遊歩道 2420 

38 地獄谷への道 2390 

39 室堂山荘 遊歩道 2438 

40 室堂山荘 遊歩道 2449 

41 室堂山荘横 2457 

42 玉殿岩屋への道 2444 

43 エンマ台 2413 

44 みくりが池山荘 遊歩道 2420 

45 ミドリガ池遊歩道 2435 

46 ミドリガ池広場 2435 

 

51 

弥陀ヶ原 

弥陀ヶ原ホテルと休憩所の中間地点 1930 

52 休憩所上部 1910 

53 休憩所下部 1910 

54 弥陀ヶ原遊歩道分岐点 1900 

55 弥陀ヶ原遊歩道 T 字路 1870 

No.38 は地獄谷の火山ガス噴出量の増加による歩道通行止めのため H24 年度欠測。 

No.51～55 は H25 年度新たに設置。 

 

 

表７-２．調査対象区域とその調査年 

調査区域 H22 H23 H24 H25 

弘法～弥陀ヶ原 
（No.1～13） ○   ○ 

弥陀ヶ原遊歩道 
（No.51～55） ― ― ― ○新設 

美松～室堂第 2 駐車場 
（No.14～28）  ○  

 

室堂平 
（No.29～46）   ○ 
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各調査区において、外来種の生育状況を「立山外来植物除去対策検討会」にしたがって判定し

た（表 7-3）。判定基準が視覚的でゆるやかなものになっているのは、大きな量的変化を調査者

が変わってもとらえ続けていくことを目的としているためである。もともと各調査区は道路、歩

道等の土地利用にあわせて機械的に設定されるもので、植生の均質性を欠き、植物社会学的な優

占度（被度）の推定は困難でもある。 

 

表 7-3．外来植物の生育状況判定基準 

階級 生育状況 

５ びっしり面的に広がっている 

４ かたまりがいくつか存在する 

３ かたまりがある 

２ 捜さなくても目に入る 

１ 捜せば目に入る 

 

7.2 各調査区における外来植物の出現状況 

平成 22 年度～25 年度の外来植物の出現状況を表 7-4-1～7-4-8 に示した。なお、これらの表に

は平成 20 年・21 年に立山外来植物除去対策検討会で実施された調査結果（富山県 2010）も合わ

せて掲載し、調査期間中のそれぞれの種の推移を比較検討した。 

全調査区で平成 20 年から 25 年までに出現した外来種は 68 種（雑種を含む）であった。これら

のうち、平成 22 年以降に新たに記録された種は、平成 22 年度 5 種、23 年度 6 種、24 年度 3 種、

25 年度 10 種の合計 24 種であった。すでにゴマナ、オオイタドリ、バイカウツギ、キバナカワラ

マツバ、外来ミミナグサ（Cerastium fontanum Baumg.）の 5種については、除去対象種として除

去マニュアルも追加されており、実際に除去も行われている。今後はこれら 5種以外の種類につ

いても除去対象種とすべきか、モニタリング対象種とするべきか再検討する必要がある。 

一方、平成 20 年・21 年の調査で一度は出現したものの、除去または自然消滅によってその後

の調査で確認されなかった種は、タガラシとヤマハギの２種だけであった。 

全調査区を通じて出現頻度がもっとも大きかったのはスズメノカタビラで（82 回）、次いでイ

タドリ（79 回）、ヨモギ（72 回）の順であった。平成 22 年度には車道沿いに光ファイバーケー

ブル埋設工事が実施され、掘削した土壌を埋め戻した際に、残存していた根からのヨモギやフキ

などの外来植物の再生、繁茂が顕著であった。以下、概要を地域別に示す。 

 

弘法～追分（表 7-4-1） 

 調査区 No.1～5 では 3回の調査で通算 42 種（雑種を含む）が記録された。いずれの調査区とも

調査回数が増えるとともに出現種数も増加していた。特に弘法と追分料金所花壇において、平成

25 年には平成 20 年の調査時の 2倍以上の種類が出現した。このことはここの調査区が全体のな



 

かで最も

り良好で

バコとヨ

成 20 年

その後の

平成 2

場として

敷均す際

バコなど

た。 

一方、

ヤナギは

平成 2

ヤス、ゴ

バヒヨド

デラ側に

 

写真． 

この土砂

 

 

も標高が低く

であることが

ヨモギ（15 回

度調査時に記

の２回の調査

22 年度調査時

て駐車場の一

際に、周囲の

どは砕石に埋

イタドリ、

は平成 22 年調

25 年度にこれ

ゴマナ、ツボ

ドリ、ヨモギ

に自生地があ

光ケーブル

砂を埋め戻す

く、低地から

が影響してい

回）で、それ

記録された種

査では確認さ

時は光ファイ

一部が利用さ

のススキなど

埋もれたこと

ササガヤは

調査以降に追

れらの調査区

ボスミレ、ド

ギ雑種（ヨモ

あり、風散布

ル埋設工事に

すことで、フ

 

らの影響を受

いると考えら

れに次いでオ

種のうち、ク

されなかった

イバーケーブ

され、工事後

どが刈り取ら

とや除去活動

平成 22 年度

追分で、コナ

区で新たに確

ドロノキ、ナ

モギ×オオヨ

布種子である

ともなう掘

フキは新たな
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受けやすいこ

られる。この

オノエヤナギ

クロコヌカグ

た。 

ブル埋設工事

後に埋め戻さ

られ、低い出

動により、平成

度調査時より

ナスビは同じ

確認された種

ナガハグサ、

モギ）の 13

ることから、

削土砂の仮置

な場所で生育

とや温度環境

区間で最も

ギとノコンギ

グサ、ツメク

事にともなう

れた。土壌仮

現状況を示

成 25 年の調

りも増大して

じく弘法で確

種は、アイバ

ヌカボ、バ

3種であった

自然に分布

置き場（弘法

育することに

境も低地の植

出現頻度が大

ク（12 回）

クサ、フラン

う道路沿いの

仮置き場とし

したものもあ

調査時には激減

ている場所が

確認されるよ

バソウ、イ、

ッコヤナギ、

た。これらの

を広げたもの

法駐車場）。

なる（2010

植物にとって

大きかったの

であった。一

ンスギク、ヤマ

の掘削土壌の

しての利用後

あった。また

激減したとこ

が多かった。イ

ようになった

オオイタド

、ホッスガヤ

うちドロノ

のと考えられ

 
フキが見え

0 年撮影）。

て上部よ

のはオオ

一方、平

マハギは

の仮置き

後砕石を

た、オオ

ろもあっ

イヌコリ

た。 

リ、カリ

ヤ、ヨツ

キはカル

れる。 

ており、
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表 7-4-1 

調査区No. 頻度

地点名

調査年 H20 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25

種数 9 12 24 9 14 23 9 10 16 12 16 19 9 14 20 42

アイバソウ 1 1

イ 1 1 2

イタドリ 3 1 3 3 1 2 2 1 1 2 2 11
イヌコリヤナギ 1 1 2 2 1 1 6
エゾノギシギシ 1 1 1 1 4
オオイタドリ 1 4 1 1 4
オオバコ 2 4 2 2 2 2 5 4 3 2 3 2 1 2 1 15
オニウシノケグサ 2 1 1 1 1 1 1 2 1 9
オノエヤナギ 2 2 2 1 1 3 1 1 1 1 1 2 12
外来ミミナグサ 1 1 1 3
カリヤス 1 1 1 3
クサイ 1 1 2 3 1 1 1 7
クロコヌカグサ 1 1
コナスビ 1 1 1 1 4
コヌカグサ 1 1 2 1 1 1 6
ゴマナ 1 1 1 2 1 5
ササガヤ 2 1 1 1 4
シロツメクサ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 10
スギナ 3 1 2 2 1 2 1 1 2 2 10
ススキ 4 1 4 4 2 1 1 1 1 9
スズメノカタビラ 1 2 1 1 2 2 1 1 1 1 1 11
セイヨウタンポポ 1 2 2
タニウツギ 1 1 1 1 1 1 6
ツメクサ 1 1
ツボスミレ 1 1
ドロノキ 1 1 2
ナガハグサ 1 1
ヌカボ 1 1
ネジバナ 1 1 2 3
ノアザミ 1 1 1 1 3 1 1 1 1 9
ノコンギク 2 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 12
バッコヤナギ 1 1
ハルジオン 1 1 2
ヒメジョオン 1 2 1 1 1 1 1 1 1 9
フキ 2 1 1 1 1 1 6
フランスギク 1 1
ホソイ 1 2 1 3
ホッスガヤ 1 1
ヤマハギ 1 1
ヨツバヒヨドリ 1 1
ヨモギ 1 3 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 1 1 15
ヨモギ雑種 1 1

1 2 3 4 5

弘法トイレ 弘法バス停 追分花壇 追分松尾峠口
追分料金所

花壇



 

弥陀ヶ原

 弥陀ヶ

22 年度、

エゾノギ

調査区の

したとこ

いる。ま

22 年には

道の架け

る機会が

路入口に

所が制限

ギなどの

平成 2

ロコヌカ

ノタカネ

たが、2

シギシ、

おり、除

 

原大駐車場

ヶ原大駐車場

、25 年度の

ギシギシ、オ

のうち、六甲

ころで、緑化

また、弥陀ヶ

は光ファイバ

け替え工事資

が多い場所で

にかけては、

限されるよう

の発生源にな

20 年度の調

カグサ、タガ

ネヤナギは平

5 年調査時に

セイヨウタ

除去活動の効

写真

場～ホテル

場から弥陀ヶ

の調査で出現

オノエヤナギ

甲学院前（N

化資材に混入

ヶ原大駐車場

バーケーブル

資材置き場と

である。一方

当初砕石の

うになった。

なっている可

査時にこの

ガラシ、ネジ

平成 20 年調査

には萌芽枝は

ンポポなどは

効果がでたも

真． 弥陀ヶ

この中

 

前駐車場

ヶ原ホテル前

現頻度が最も

ギ、スズメノ

No.7）の区画

入していたシ

場（No.6）は

ル埋設工事の

として利用さ

方、弥陀ヶ原

敷き均しで

ただしバス

可能性がある

区間で出現し

ジバナ、ヒメ

査時に地上部

はみられず、

は平成 25 年

ものと思われ

ヶ原バス停待

中にもゴマナ
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（表 7-4-2）

前駐車場にか

大きかった

カタビラ、フ

画は立山セン

シロツメクサ

は、春先には

の掘削土砂仮

れるなど重

原バス停(No.

あったが、平

ス待合所横の

る。 

した種のうち

ジョオンと

部を除去、2

完全に除去

年度調査時に

れる。 

待合室周辺花

ナなどの外来

） 

かけての４調

のはヨモギ

フキが出現頻

ンター改築時

やタチオラ

は除雪時の雪

仮置き場とし

重機の出入り

8 )から弥陀

平成 22 年秋

花壇は、セイ

ち、その後の

フランスギ

22 年度調査時

去できたもの

にはそれまで

花壇． 

来種が混ざっ

査区（No.6～

とシロツメク

頻度 10 回で

時に床掘りし

ンダゲンゲな

雪捨て場にな

して、平成 24

があって、外

ヶ原ホテル駐

秋に舗装され

イヨウタンポ

調査で確認

クの 5 種であ

時に萌芽して

のと思われる

でよりも生育

ている。 

～9）の平成

クサ（各 11

でつづいた。

た土砂を盛っ

などが繁茂し

っているほか

4 年には遊歩

外来植物の持

駐車場の一部

て外来植物

ポポ、スギナ

されなかっ

あった。また

ているのが確

。そのほかエ

が減少傾向

20 年度、

1 回）で、

これらの

って緑化

し続けて

か、平成

歩道の木

持込まれ

部、散策

の生育場

ナ、ヨモ

たのはク

た、エゾ

確認され

エゾノギ

を示して
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それに対して平成 25 年度の調査で新たに確認されたのは、イヌガラシ、オオイタドリ、キバナ

カワラマツバ、ケキツネノボタン、ゴマナ、セイヨウウツボグサ、ツボスミレ、ナガハグサ、ヌ

カボ、ホソイ、ヨツバヒヨドリ、ヨモギ雑種の 13 種であった。 

これまでクシロヤガミスゲとして記録してきたものは、再同定の結果コツブアメリカヤガミス

ゲ（Carex bebbi (L.H.Bailey) Olney ex Fernald (E) Bebb’s sedge）として今回記載した。 

 なお、平成 25 年 10 月に大駐車場から弥陀ヶ原ホテル裏にかけて生育していたオノエヤナギの

一斉除去が実施された。 

表 7-4-2 

No. 頻度

地点名

H20 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25

種数 15 25 18 7 11 16 7 12 15 17 12 14 40
イタドリ 2 1 1 1 1 1 6
イタドリ雑種 1 1
イチゴツナギ属 sp. 1 1 3 1 4
イヌガラシ 1 1
ウツボグサ 2 1
エゾノギシギシ 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 10
エゾノタカネヤナギ 1 1 2
エゾノミツモトソウ 1 1 1 3
オオイタドリ 1 1 1 3
オオバコ 3 1 1 3 2 2 2 2 2 9
オニウシノケグサ 2 2 2
オノエヤナギ 3 3 4 4 3 2 2 2 2 1 10
外来ミミナグサ 1 1 1 1 1 1 6
キバナカワラマツバ 1 1
クサイ 1 1 1 3
コツブアメリカヤガミスゲ 1 1 1 1 4
クロコヌカグサ 1 1 2
ケキツネノボタン 1 1
コヌカグサ 1 1 1 1 4
ゴマナ 3 1 1 2 4
シロツメクサ 3 3 3 2 4 4 2 1 3 2 1 11
シロバナウツボグサ 1 2 1 3
スギナ 3 2 3 3 3 2 3 3 3 9
ススキ 1 1 2
スズメノカタビラ 2 2 1 1 2 2 1 2 2 2 10
セイヨウタンポポ 2 1 1 1 1 1 1 7
タガラシ 1 1
タチオランダゲンゲ 1 1 5 5 5 5
タニウツギ 1 1 2
タニソバ 1 1 2
ツメクサ 1 1 2
ニワゼキショウ 1 1 2
ネジバナ 1 1
ノアザミ 1 1 1 1 1 2 1 7
ノコンギク 1 1 2
ヒメジョオン 1 1
フキ 2 1 1 1 1 2 1 2 2 1 10
フランスギク 1 1 2
ホソイ 1 1 2
ヨモギ 2 1 2 2 1 2 2 2 2 1 2 11

6 7 8 9
弥陀ヶ原

大駐車場

弥陀ヶ原

六甲学院前

弥陀ヶ原

バス停

弥陀ヶ原ホテル前

駐車場

 
  



 

弥陀ヶ原

5 調査

ギ（12 回

頻度 10

散策路

群集）の

が続けら

ショウが

弥陀ヶ

ランスギ

来植物拡

平成 2

いが、エ

があった

それに

ウウツボ

種であっ

ているた

エリアと

とから、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原散策路口

査区において

回）で、オオ

回で続いた

路入口（No.

の一角にまで

られ幾分減少

が定着してお

ヶ原ホテル焼

ギク、エゾノ

拡大の発生源

20 年度の調

エゾノギシギ

たと考えられ

に対して平成

ボグサ、ツボ

った。これは

ために表土が

となっている

出現種の構

口～カルデ

て平成 20 年度

オバコ（11

。 

10）付近で

でスギナが侵

少したが、25

おり、たびた

焼却炉跡(No

ノギシギシな

源になってい

査時にこの

ギシ、オオバ

れる。 

成 25 年度の調

ボスミレ、ナ

は、弥陀ヶ原

が裸地状態に

ることを示し

構成が均質化

ラ展望台入

度、22 年度、

回）、エゾ

はホテル敷地

入している

5 年度調査時

たび除去され

.11B)や立山

などの外来植

いる可能性が

区間で出現し

バコ、スギナ

調査で新たに

ナガハグサ、

原地区が宿泊

になっている

しているもの

化していく可
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入口（表 7-

、25 年度の

ノギシギシ、

地に接した自

のが平成 22

時にはまだ残

れるにもかか

山荘前(No.12

植物が定着・

があり、早急

した種のうち

ナ、ヨモギな

に確認された

ヌカボ、ホ

泊施設やバス

る面積が大き

のと考えられ

可能性もある

 

-4-3） 

の調査で出現

、オノエヤナ

自然植生（イ

2 年度調査時

残存している

かわらず徐々

2)の薬用植物

繁茂し、盛

急に対処する必

ち、その後の

どの除去対象

たのは、イ、

ソイ、ヨツバ

停など人や物

いことから

れる。また、調

。 

現頻度が最も大

ナギ、スズメ

イワイチョウ

時に確認され

る。また、小

に拡散してい

物栽培試験地

んに種子散布

必要がある。

調査で確認

象種は減少し

オオイタド

バヒヨドリ、

物の出入りの

、新たな外来

調査区が互い

写真

前の弥

入口付

かな

（20

大きかったの

メノカタビラ

ウ-ショウジョ

れた。その後除

面積ながら

いるようであ

地ではタニソ

布を行ってい

。 

されなかっ

しており、除

ドリ、ゴマナ

、ヨモギ雑種

の多い施設が

来種が定着し

いに近接して

．木道架け替

弥陀ヶ原散策

付近。スギナ

り繁茂してい

008 年撮影）

 

のはヨモ

ラが出現

ョウスゲ

除去活動

ニワゼキ

ある。 

ソバやフ

いる。外

た種はな

除去効果

、セイヨ

種の 10

が集中し

しやすい

ているこ

替え

策路

ナが

いた

。 
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 表 7-4-3 

No. 頻度

地点名

H20 H22 H25 H20 H22 H25 H22 H25 H20 H22 H25 H20 H22 H25

種数 2 5 11 8 11 18 9 14 10 18 19 8 12 12 39
イ 1 1 1 3
イタドリ 1 2 1 3 1 1 2 1 1 9
イタドリ雑種 1 1
イヌガラシ 1 1
エゾノギシギシ 3 1 2 1 3 2 2 1 1 1 10
オオイタドリ 2 3 2
オオバコ 3 3 3 2 1 2 3 3 2 3 2 11
オニウシノケグサ 1 1 2 2 4
オノエヤナギ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 10
外来ミミナグサ 2 1 1 3
クサイ 1 2 1 1 4
クロコヌカグサ 1 1
コナスビ 1 1
コヌカグサ 1 1 3 1 3 1 2 1 8
ゴマナ 2 1 3 1 4
シロツメクサ 2 1 2 2 2 2 6
シロバナウツボグサ 1 1 1 1 4
スカシタゴボウ 1 1 2
スギナ 3 2 1 1 1 2 3 2 2 9
スズメノカタビラ 4 4 3 1 4 3 2 3 3 3 10
セイヨウウツボグサ 1 1
セイヨウタンポポ 1 2 1 1 1 1 6
タチオランダゲンゲ 1 1 1 3
タニソバ 1 1 2 2 3 1 6
ツメクサ 1 1
ツボスミレ 1 1
ナガハグサ 1 1
ニワゼキショウ 2 1 2
ヌカボ 1 1
ノアザミ 1 1 1 3
ヒメヌカボ 2 1
ヒメジョオン 1 1
フキ 1 1 2 1 1 5
フランスギク 1 1 1 1 1 5
ホソイ 1 1 2
ヨツバヒヨドリ 1 1
ヨモギ 2 2 3 3 1 2 1 2 1 3 2 1 12
ヨモギ雑種 1 1

弥陀ヶ原

散策路入口

弥陀ヶ原

ホテル裏
弥陀ヶ原

焼却炉跡

10 11A
弥陀ヶ原

立山荘前

カルデラ

展望台入口

11B 12 13

 

 

美松（表 7-4-4） 

 美松ならびに天狗の鼻駐車場の 3ヵ所（No.14～16）の平成 21 年度と 23 年度の調査では通算

20 種が出現し、イタドリが最も出現頻度が高く 6回、次いでオオバコ、オノエヤナギ、シロツメ

クサ、スズメノカタビラが 5回とつづいた。 

 平成 21 年調査時に出現した種で、23 年調査時に確認されなかった種はススキとノコンギク（い

ずれも天狗の鼻第 1駐車場）であった。これらは 21 年度調査時にかなりの株数があったが、その

後光ケーブル埋設工事が行われており、23 年度の調査までの間に掘削部が舗装され、また、美松
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駐車場は 23 年度に全面舗装された。そのためこれらの場所では外来種を含む植生が消滅したもの

と考えられる。 

一方、23 年調査時に新たに確認されたのは、イヌコリヤナギ、オオイタドリ、オニウシノケグ

サ、クサイ、コヌカグサ、ゴマナ、ツボスミレ、ツメクサ、ホッスガヤの９種であった。 

 天狗の鼻第 1駐車場は弥陀ヶ原を一望できる見晴らしの良い場所であることから、かつてはベ

ンチを備えた展望所であったが、平成 24 年時点では樹高 5m に達するダケカンバ等に視界が遮ら

れていた。平成 24 年に弥陀ヶ原がラムサール条約湿地に登録されたことから、バスの車窓から展

望できるよう、ダケカンバ等の伐採と駐車場の全面舗装を行う整備が平成 25 年秋に行われた。今

後の植生変化と外来種の侵入状況を注視していく必要がある。 

 

表 7-4-4 

No. 頻度

地点名

H21 H23 H21 H23 H21 H23

種数 6 10 10 13 7 11 20
イタドリ 1 2 3 3 4 2 6
イヌコリヤナギ 1 1
オオイタドリ 2 1
オオバコ 1 3 3 2 1 5
オニウシノケグサ 1 1
オノエヤナギ 2 1 3 2 2 5
クサイ 1 1 2
コヌカグサ 1 2 1 3
ゴマナ 2 3 1 3
シロツメクサ 2 2 2 5 1 5
スギナ 1 2 3 3 4
ススキ 2 1
スズメノカタビラ 1 3 2 4 2 5
セイヨウタンポポ 1 1 1 3
ツボスミレ 1 1
ツメクサ 1 1
ノコンギク 4 1
フキ 1 1 2 2 4
ホッスガヤ 1 1
ヨモギ 4 2 3 3 4

天狗の鼻

第２駐車場

1614

美松駐車場
天狗の鼻

第1駐車場

15

 

 

天狗平（表 7-4-5） 

 天狗平の７ヵ所（No.17～23）の平成 21 年と平成 23 年の調査で、通算 19 種の外来種が記録さ

れた。これらのうち最も出現頻度が大きかったのはイタドリとスズメノカタビラ（頻度 11 回）で、

シロツメクサとヨモギ（頻度 9回）が続いた。 

 平成 21 年度に出現した種で 23 年度に確認されなかった種はスイバとヒメジョオンでいずれも

除去されたものと思われる。天狗平山荘では従業員が施設周辺のヨモギなどを毎年除去している

とのことである。一方、23 年度調査時に新たに確認された種はオオイタドリ、オオウシノケグサ、

コヌカグサ、ゴマナ、ミスジナガハグサの 5種であった。これらのうちオオウシノケグサは施設
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周辺の資材置き場に集中して見られた。また、ゴマナは光ケーブル敷設後埋め戻された場所に大

量に繁茂しているのが確認された。 

 立山高原ホテルから天狗平山荘にかけてのセイヨウタンポポ、天狗平山荘周辺、天狗平駐車場、

休憩所跡地のスズメノカタビラは 23 年度に生育状況が大幅に低下、あるいは生育が確認されなか

ったことから、除去の効果があったものと考えられる。また、立山高原ホテルの浄化槽敷設場所

において、シロツメクサが調査開始当初から繁茂していたが、平成 23 年度調査時には在来種のア

シボソスゲとヒゲノガリヤスが生育しており、拡大する傾向にあると思われた。また、この場所

のミミナグサ sp．（平成 22 年）は外来ミミナグサ（Cerastium fontanum Baumg.）とは異なった

形態であったため別種として記録した。 

 

表 7-4-5 
No. 頻度

地点名

H21 H23 H21 H23 H21 H23 H21 H23 H21 H23 H21 H23 H21 H23

種数 8 8 6 7 4 4 9 7 4 8 4 3 8 9 20

イタドリ 4 4 3 3 3 3 3 2 3 1 1 11

エゾノギシギシ 3 2 2

オオイタドリ 2 1

オオバコ 1 1 2 1 4

オオウシノケグサ 2 1

オノエヤナギ 1 1 1 1 1 1 6

外来ミミナグサ 3 1 2

クサイ 1 1 1 1 1 5

コヌカグサ 1 1

ゴマナ 3 2 3 2 1 5

シロツメクサ 5 5 5 2 1 3 1 1 2 9

スイバ 1 1

スギナ 2 3 3 1 4

スズメノカタビラ 5 3 3 3 2 1 3 1 3 1 1 11

セイヨウタンポポ 1 1 3 1 1 1 1 7

ヒメジョオン 3 1

フキ 1 1 1 1 2 1 2 7

ミスジナガハグサ 2 1

ミミナグサsp． 1 1

ヨモギ 3 1 3 1 1 1 1 1 1 9

22 2317 18 19 20 21

天狗平

駐車場

天狗平休

憩所跡地

天狗平

歩道起点

立山高原ホ

テル

（浄化槽）

立山高原ホ

テル周辺

立山高原ホ

テル～天狗

平山荘

天狗平山

荘周辺

 
 

国見～大谷（表 7-4-6） 

 国見第 1駐車場から室堂第 2駐車場にかけての５ヵ所の調査区で、平成 21 年度と 23 年度に調

査を実施し、通算 17 種の外来種が記録された。これらのうち出現頻度が大きかったのはイタドリ

で各調査区に毎回出現しており（頻度 10 回）、ヨモギがそれに次いだ（頻度９回）。両種とも平

成 21 年度の調査時には各調査区で生育状況３以上であったのに対して、23 年度にはいずれの調

査区でもその値よりも大きく下回っていた。また、平成 21 年度に生育が記録された種のうち、23

年度に確認されなかったのは、スイバ、ノアザミ、ノコンギクの 3種であった。これらのことか

ら、この区域でも外来植物除去の効果があったことが伺える。 



 

 一方、

った。国

は除去作

る上に、

 また、

イタドリ

り、新た

び駐車場

表 7-4-

No.

地点名

種数

アライドツ

イタドリ

エゾノギシ

オオウシ

オオバコ

オノエヤナ

クサイ

ゴマナ

シロツメク

スイバ

スギナ

スズメノカ

セイヨウタ

ノアザミ

ノコンギク

フキ

ヨモギ

23 年度新た

国見第 1駐車

作業によりい

周囲の側溝

室堂第 2駐

リ、ヨモギ、

たに確認され

場から持込ま

6 

H

ツメクサ

シギシ

シノケグサ

ナギ

クサ

カタビラ

タンポポ

ク

たに生育が確

車場のアライ

いったん減少

溝にまで拡散

駐車場は平成

スズメノカ

れた種も記録

まれる雪とと

H21 H23

8 7
3 1
5 3

1 1

1 2
1

1 1
2 1

4 3

24

国見

第1駐車場

確認された種

ドツメクサ

少したが、25

散しはじめて

成 23 年度調査

カタビラ、セ

録された。こ

ともに種子が

H21 H23

5 6

4 3

1

3 2

3 1

1 1
1 3

25

国見

第２駐車場
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種は、オオウ

は舗装の目地

5年にこの場

ているのが確

査でも若干生

セイヨウタン

これはこの場

が運ばれてい

H21 H23

7 5

4 1

1
1

2

1
1
1
1 1
3 1

26

大谷待避所

ウシノケグサ

地部分に生育

場所に寄った

確認された。

生育状況は低

ポポといっ

場所が除雪の雪

ることが推察

H21 H23

5 4

1 5

1

2

1

1 1
1 4

27

大谷

サ、オオバコ

育しており、

た際には、生

低下している

た主要な外来

雪捨て場とな

察される。 

H21 H2

2 7

2 4
2

1

1 3
2

1

3

28

室堂

第2駐車場

、ゴマナの

平成 23 年調

育状況が回復

ものの、依然

来植物が繁茂

なっており、

頻度

23

8 17
2

3 10
1 2

1
1

1 3
2

1 2
1 3

1
2

2 5
2 8

1
2
5

3 9

場

写真． 

立山高原ホ

浄化漕表土

茂するシロ

クサ（2011

影） 

3 種であ

調査時に

復してい

然として

茂してお

道路及

 

テル

土に繁

ツメ

1 年撮



 

室堂園

 室堂タ

調査区

したため

24 年度の

イヨウタ

であった

スカシタ

は除去さ

 一方、

外来ミミ

コンギク

れまでも

た。 

 セイヨ

クが下が

タンポポ

地上部除

室堂平

ターミナ

が増加し

イバ）と

で拡大し

 

地西側（表

ターミナルロ

（No.29～38）

め、平成 24 年

の調査で、通

タンポポで（

た。平成 21 年

タゴボウ、ヒ

されたが、そ

24 年度に新

ミナグサ、キ

ク、ミスジナ

も目撃されて

ヨウタンポポ

がっていると

ポについては

除去を繰り返

平は過去には

ナル付近は観

していると考

との交雑種が

し始めている

表 7-4-7） 

ロータリーか

）において調

年度遊歩道の

通算 25 種が

（頻度 17 回）

年度調査時に

ヒメジョオン

それ以外の２

新たに確認さ

キバナカワラ

ナガハグサ、

ていたが、雑

ポ、スズメノ

ところが多く

は、一旦除去

返すことで根

は工事資材や

観光客の往来

考えられる。

が確認される

る。 

 

からみくりが

調査したが、

の閉鎖に伴い

記録された。

、次いでス

に確認され、

ン、フランス

２種について

された種は、オ

ラマツバ、コ

ヨモギの 11

雑種等の区別

ノカタビラな

、これらの

した場所にお

根絶するしか

や緑化資材に

来が最も多い

また、ヨモ

るようになり
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が池展望台を

地獄谷への

い欠測となっ

。これらの調

ズメノカタ

24 年度に記

スギクの 4種

ては自然消滅

オオイタド

コヌカグサ、

1種であった

別で不明な点

などは 21 年度

の種について

おいて残存し

か方法はない

に混入した種

い場所であり

ギやスイバな

、単に生育

を経て地獄谷

の遊歩道は地

った。そのほ

調査区で最も

ビラ（頻度

記録されなか

種で、ヒメジ

滅した可能性

リ、オオウシ

ゴマナ、スイ

た。これらの

があったた

度と比べると

は除去効果

している根茎

と思われる。

種子に由来す

、近年は観光

などの外来種

育場所の奪取

へ至る遊歩道

地獄谷の火山

ほかの調査区

も出現頻度が

15 回）、イタ

かった種は、

ョオンとフラ

がある。 

シノケグサ、

イバとタカネ

うちオオイ

めリストアッ

と 24 年度の方

がみられる。

茎から出芽し

。 

るものが多

光客に付着し

種と近縁な在

だけではなく

写真

数訪

場に

カタ

して

道までの区間

ガスの噴出

区では平成 2

が大きかった

タドリ（頻度

クロコヌカ

ランスギクに

オニウシノケ

ネスイバの雑

タドリとヨモ

ップされてこ

方が生育状況

。しかし、セ

しているもの

かったと思わ

した種子由来

在来種（ex.

く、遺伝子攪

真．観光客が多

訪れる室堂広

は、スズメ

ビラが繁茂

いる。 

間の 10

が活発化

1年度と

たのはセ

度 14 回）

カグサ、

について

ケグサ、

雑種、ノ

モギはこ

こなかっ

況のラン

セイヨウ

のもあり、

われるが、

来のもの

タカネス

攪乱にま

多

ノ
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表 7-4-7 

 
 

室堂園地東側室堂山荘～ミドリガ池（表 7-4-8） 

 室堂山荘前遊歩道からミドリガ池広場、エンマ台に至る区間の８調査区（No.39～46）で、平

成 21 年度と 24 年度に調査を実施して、通算 17 種の外来植物が記録された。これらのうち出現頻

度が大きかったのはスズメノカタビラで頻度 15 回、それにつづきイタドリ（9回）、ノアザミ（7

回）、セイヨウタンポポ（6回）であった。平成 21 年度の調査時に記録された種のうち、24 年度

に確認されなかった種はエゾノギシギシ、エゾノミツモトソウ、オオバコ、スイバ、セイヨウオ

ダマキの 5種で、いずれも除去されたものと推察される。 

一方、平成 24 年度調査時に新たに生育が確認されたのは、ゴマナ、ハンゴンソウ、ヨモギの 3

種であった。これらのうちヨモギについては、21 年度の調査でオオヨモギと誤同定されていたた

めである。これらのほかエンマ台ではカノコソウが 21 年度、24 年度とも記録されているが（今

回の表からは除外）、山地帯では在来種として生育しており、室堂平での分布が本来あるべきか

再検討する必要がある。 

さらに、24 年度に生育が初めて確認されたハンゴンソウは、天狗平で群落を形成しており（調

査区外）、ここから拡大してきたものと考えられる。ハンゴンソウは本来ブナ帯のやや湿った草

地に生育する種であることから、これについても早急に除去対象種とするか検討する必要がある。 

 

 

  

No. 頻度

地点名

H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24 H21 H24

種数 9 14 5 8 5 9 6 8 8 8 4 7 3 5 5 4 6 6 2 0 26

イタドリ 3 3 3 4 1 3 3 3 3 3 2 1 1 1 14
エゾノギシギシ 1 1 1 1 4
オオイタドリ 1 1 2
オオウシノケグサ 1 1 1 3
オオバコ 3 3 1 1 1 1 6
オニウシノケグサ 1 1
オノエヤナギ 1 2 2 1 1 2 1 1 8
外来ミミナグサ 1 1 1 1 4
キバナカワラマツバ 1 1
クロコヌカグサ 1 1
コヌカグサ 1 1
ゴマナ 1 1 1 2 1 2 1 7
シロツメクサ 1 2 2 3
スイバ 1 1 1 2 1 1 1 7
スイバ×タカネスイバ 1 1
スカシタゴボウ 1 1
スギナ 3 3 3 1 1 5
スズメノカタビラ 4 2 3 3 3 2 2 1 2 3 3 2 3 2 1 15
セイヨウタンポポ 3 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 3 1 17
ノコンギク 1 1
ヒメジョオン 3 1
フキ 2 2 1 1 2 3 6
フランスギク 1 1
ミスジナガハグサ 2 2 2 3
ヤマホタルブクロ 1 1
ヨモギ 3 3 2 3 2 1 1 1 8
備考 イタドリは除去後の出芽, No.38 歩道閉鎖のため欠測

室堂平広
場遊歩道

34

室堂
ロータリー

29

立山セン
ター車道

30

立山セン
ター周辺

31

室堂ターミ
ナル園地

32

室堂平広
場遊歩道

33

地獄谷へ
の遊歩道

38

供養塔広
場

35

みくりが池
展望台

36

みくりが池
遊歩道

37



 

表 7-

 

弥陀ヶ原

 平成 2

平にかけ

約登録湿

もない、

木道の架

の改修、

実施され

ルートを

実施され

に観光客

観光客等

来植物の

に、平成

区を設け

 

No.

地点名

種数

イタドリ
エゾノギ
エゾノミツ
オオウシ
オオバコ
オノエヤ
外来ミミ
ゴマナ
スイバ
スギナ
スズメノ
セイヨウ
セイヨウ
ノアザミ
ハンゴン
フキ
ヨモギ

備考

-4-8 

原ホテル～

24年度に弥陀

けての湿地が

湿地に指定さ

同年秋に弥

架け替え、な

一部歩道の付

れた。平成 2

を利用するガ

れるようにな

客が利用する

等によって持

のモニタリン

成 25 年度新た

けた（No．5

ギシギシ
ツモトソウ

シノケグサ
コ

ヤナギ
ナグサ

カタビラ
オダマキ
タンポポ

ンソウ

～遊歩道分

陀ヶ原から大

がラムサール

されたことに

陀ヶ原散策路

らびに休憩場

付け替え工事

25 年度にはこ

ガイドツアー

なり、今まで以

るようになっ

持ち込まれる

ングを行うた

たに 5 ヵ所調

1～55）。 

 

H21 H24 H

3 7

1

1

1
2

2 2

1 1

1

1

カノコソウ増

39

室堂山荘
遊歩道

室

岐点（表 7

大日

ル条

にと

路の

場所

事が

この

ーも

以上

った。

る外

ため

調査

H21 H24 H21

6 6 4

2 2 1

1
1

1

2 1
1 1
3 1 3
1

1

1

増加

40 4

室堂山荘
遊歩道

室堂
横
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写
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第 8 章  ブナ林保全対策事業 （大宮 徹） 

8.1 事業の目的 

立山黒部アルペンルートは中部山岳国立公園を横断して富山県中新川郡立山町と長野県大町市

を結ぶ山岳観光ルートで，例年100万人前後の利用者がある（長野県大町市・富山県立山町, 2010）。

その富山県側の車道区間は標高 666ｍの桂台と 2450ｍの室堂とを結んで 1971 年（昭和 46 年）

に全線開通した。これに先立ち 1955 年（昭和 30 年）にルートの一部である立山ケーブルカー（昭

和 29 年開通）終点の美女平（標高 973ｍ）と室堂までのほぼ中間地点となる弘法（標高 1600ｍ）

を結ぶ自動車道路が開通し，高原バスの運行も開始された。アルペンルートの全線開通直後，利

用者数は前年の 10 万人台後半から一挙に 65 万 6 千人に増加し（日本自然保護協会・富山県自然

保護協会, 1976），通行車輛による植生への影響が懸念されるようになった。美女平からブナ平

（標高 1190ｍ）に広がるスギ―ブナ群落（宮脇, 1977）は，この車道をはさんだ幅 700ｍ前後の

台地上にあり，道路際にも見られるスギの巨木とならんで，ブナの大径木も多く，アルペンルー

トの利用者に立山の自然を最初に印象づける景観といえる。この区間が未舗装であった時期には

砂塵によってスギの樹勢が衰退していることが報告された（林試造林プロジェクトチーム，

1972；清水充，1973；清水充，1974；澤田ほか，1976）。ブナについては，アルペンルート全

線開通後しばらく，この区間の車道沿線での衰退は報告されていなかったが（富山県・日本林業

技術協会, 1975; 河野, 1979），1980 年を過ぎてから一部のブナ大径木の活力が低下し（河野, 

1981），はじめは美女平およびブナ平において（河野, 1982），ついでブナ坂で（河野, 1984）

枯損が目立つようになった。その後さらに車道沿線で枯死する大径木が出はじめ，それらの林床

の多くでササなどが繁茂し，天然更新が妨げられていると指摘された（谷本, 1991；富山県・日

本林業技術協会, 1993a）ことから，富山県はブナ苗を植栽することにより，森林更新を促す「立

山ブナ林保全対策事業」を平成 8 年（1996 年）に開始した（石田，2002）。 

 

8.2 対象地と植栽方法 

植栽地は，すでに人為的撹乱を強く受けている車道沿線に限定し，ブナ苗の植栽は，アルペン

ルート沿線の標高 970ｍ（美女平）から 1,194ｍ（ブナ平）にかけて，5 箇所（面積 104～302 ㎡）

で実施された（表 8-1，図 8-1）。いずれも１～数本のブナ大径木が枯損した箇所で，ササ類など

が林床を覆って森林の更新を遅滞させていた。各地点の事業前の状況と植生方法は以下のとおり

であった（石田，2002）。 

【ブナ坂 A（標高 1096ｍ）】1996 年度（平成 8 年度）植栽 

アルペンルートと愛鳥荘の間で大径木 2 本が立ち枯れした箇所で，植栽前，一帯は高さ 0.6～１

ｍのクマイザサに覆われて地表付近は暗く，3 年生のブナの稚樹はあったものの，まったく成長
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していなかった。植栽にあたっては，ブナ苗１個体ごと林床に１m×１m の坪刈りを行い，クマ

イザサの根茎を除去し，合板で囲うことによりクマイザサ根茎の侵入を防止した。樹高 53±8cm

の苗 33 個体が植栽された。 

【ブナ平（標高 1194ｍ）】1997 年度（平成 9 年度）植栽  （図 8-2） 

アルペンルート沿いの「ブナ平」の標識から車道をはさんだ対面の林内で，大径木 1 本が枯死

して倒れていた箇所。一帯は平均２ｍの高さのチシマザサに覆われ，他にヤマブドウなども繁茂

し森林の更新を遅滞させていた。ブナの稚樹は倒木上でわずかに更新しているだけであった。植

栽にあたっては，林床植生全体を刈払い，チシマザサの根茎を除去して合板によるチシマザサ侵

入の防止も行った。当初56本が植栽されたが，そのうち7本は滞水地に植えられて枯死したため，

集計からは外している。残りの 49 本の苗は植栽当初，樹高 55±16 ㎝であった。 

【美女平 B（標高 970ｍ）】1998 年度（平成 10 年度）植栽 

美女平給油所の裏手の林内で，大径木 2 本が枯死して倒れていた箇所で，一帯は高さ 2～3ｍの

チシマザサが密生していた。他に低木性樹種も森林の更新を阻害していた。植栽にあたっては，

チシマザサや低木層を除去した。樹高 76±36cm の苗 34 個体が植栽された。 

【美女平 A（標高 970ｍ）】1999 年度（平成 11 年度）植栽 

美女平 B の植栽地に連続した林内で，大径木 1 本が枯死して倒れていた箇所で，一帯はチシマ

ザサが密生し，低木性樹種とともに森林の更新を阻害していた。植栽にあたっては，チシマザサ

や低木層を除去した。樹高 78±27cm の苗 36 個体が植栽された。 

【ブナ坂 B（標高 1103ｍ）】2000 年度（平成 12 年度）植栽 

アルペンルート沿いブナ坂のカーブ内側で，1998 年の台風の際，大径木が数本倒れた台地状の

林内で，チシマザサが密生し，ブナの稚樹はほとんど見られなかった。植栽にあたっては，チシ

マザサ，クマイザサ，オオイタドリ等の草本に限定して刈り取りを行い，ブナ苗１個体ごとに 50

㎝×50 ㎝のササ類根茎を除去した。当初 43 本が植栽されたが，そのうち 2 本は道路沿線の刈払

いで折損したため，集計からは外している。残りの 41 本の植栽当初の樹高は 113±20.1cm であ

った。 

 

表 8-1 植栽の概要（測地系：WGS 84） 

 
 

ブナ⼤径⽊ 優占ササ類
ブナ坂A 36°34′54″ 137°28′23″ 1096 2本枯死 クマイザサ 104 1996 33

ブナ平 36°34′46″ 137°28′44″ 1194 1本枯死・倒木 チシマザサ 302 1997 49

美⼥平B 36°35′03″ 137°27′32″ 970 2本枯死・倒木 チシマザサ 143 1998 34

美⼥平A 36°35′03″ 137°27′32″ 970 1本枯死・倒木 チシマザサ 287 1999 36

ブナ坂B 36°34′54″ 137°28′23″ 1103 数本枯死・倒木 チシマザサ 207 2000 41

合計 193

植栽年度 解析対象
(本)

地点名 北緯 東経 標⾼
（m）

着⼿前 ⾯積
（㎡
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8.3 調査方法 

【個体ラベル】 

個体番号を刻印したアルミラベルをブナ苗植栽時に付した。 

【樹高（1996 年から計測）】 

測竿によりｃｍ単位で樹高を計測した。 

【胸高直径（2006 年から計測）】 

樹高が 1.3ｍを越えた個体は胸高直径を計測し，計測位置をペンキでマークし，翌年からも同じ

位置で計測した。はじめはノギスを使用してｍｍ単位で計測し，成長によりノギスによる計測が

不正確となった時点からは直径巻尺を使った計測に切り替えた。 

樹高と胸高直径は毎年ブナの成長が休止期に入る秋に調査し，同時に各種被害状況を記録した。 

【被害の類別】 

各個体は以下のように定義する被害状況で類別して集計した。 

雪害：積雪による幹割れまたは枝折れなど 

食害：野生動物による幹や枝などの食害 

落枝下：上層木の枝落ちなどによる下敷き 

ツル被覆：蔓性植物による被覆，倒伏など 

被害なし：上記のような被害の経験がこれまでないこと 

 

【調査日】 

2008 年（平成 20 年）10 月 1 日 

2009 年（平成 21 年）10 月 19 日 

2010 年（平成 22 年）10 月 18 日 

2011 年（平成 23 年）10 月 12 日 

2012 年（平成 24 年）10 月 12 日 

2013 年（平成 25 年）10 月 22 日，24 日 
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8.4. 調査結果 

8.4.1. 植栽木の現況 

2008 年 10 月の時点で 193 個体中 181 個体が生存していたが，その後 2013 年 10 月までに 11

個体が枯死し，生存している植栽木は 170 個体，生存率は 88.1％となった（表 8-2）。全生存個体

の平均樹高は2008年の234.1cm±72.0cmから2013年は299.3cm±108.9cmに，また樹高130cm

を超えた個体の平均胸高直径は 2008 年の 14.5mm±8.7mm から 2013 年は 23.1mm±14.6mm

へとそれぞれ増加していた。植栽木の中で樹高と胸高直径ともに最大の個体はブナ坂 B に植栽し

た No.145 の個体で，2013 年には樹高が 609cm，胸高直径は 66.0mm に達していた（図 8-3，最

も右上の ○ ）。植栽後の第一段階の目標は，更新を妨げていたササ類の被圧を逃れることであっ

たが，すでに植栽木全体の 71.5％（生存個体の 81.2％）にあたる 138 個体の樹高がササ類の群落

高である 2m を越えた（図 8-3）。 

表 8-2 各植栽地での各種被害および枯死数 

 

 

図 8-3  2008 年秋と 2013 年秋における植栽木（H≧130cm）の樹高と胸高直径 

 

一方，2013 年までに枯死した植栽木 23 個体について，枯死に至る主なきっかけになったと考
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個体，そして食害のみが 2 個体，落枝下によるものが 1 個体であった（表 8-3）。 

表 8-3 各植栽地での枯死の主なきっかけと各個体の枯死年 

 

 

植栽地別の生育・成長の状況は以下のとおりであった（図 8-4）。 

【ブナ坂 A】1996 年度（平成 8 年度）植栽 

解析対象としている植栽木 33 個体のうち 2008 年から 2013 年までの期間，30 個体が生存して

いた。2000 年に 2 個体が枯死し，2004 年にさらに 1 個体が枯死した。枯死原因はいずれも雪害

によって主軸が折れたためであった。植栽 3 年後の 1999 年には半数以上の個体がこの地点の林

床を優占していたクマイザサの群落高を超える樹高１ｍ以上に成長した。 

2013 年秋の時点で生存する 30 個体の樹高は 285.4±81.8cm，胸高直径は 25.0±11.8mm で，

2008 年以降 2013 年までの各年の樹高の変化率は 1.84～8.47％の増加であった。2008 年前後か

ら半数以上の個体にヤマブドウやマタタビの蔓が覆い被さるようになり，主幹が傾いている植栽

木も見られた。今のところ平均樹高などに大きな影響は見られないが，今後注意して経過を観察

する必要がある。 

【ブナ平】1997 年度（平成 9 年度）植栽 

2001 年，2003 年，そして 2005 年にそれぞれ１個体ずつ雪害による折損で枯死し，その後 2010

年に 1 個体，2012 年に 3 個体，そして 2013 年に 2 個体が雪害および食害と雪害により枯死した。

これにより，解析対象とする植栽木 49 個体のうち 2013 秋年の段階で生存しているのは 40 個体

となった。植栽 10 年後の 2007 年に半数を超える 26 個体の樹高がチシマザサの群落高である 2

ｍを越えた。 

2013 年に生存する個体の樹高は 263±115.2cm，胸高直径は 18.9±12.6mm で，2008 年以降

2013 年までの各年の樹高の変化率は 2.0～4.0％の増加であった。2007 年頃からヤマブドウの蔓

が覆い被さるようになり，2013 年には 10 個体が被覆されていた。今後注意して経過を観察する
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必要がある。 

【美女平 B】1998 年度（平成 10 年度）植栽 

解析対象としている 33 個体のうち，2013 年に雪害で損傷を受けていた 2 個体が枯死した（受

傷は 2001 年と 2009 年）。半数以上の個体がチシマザサの群落高 2ｍを越えたのは 2011 年秋であ

った。 

2013 年に生存する 31 個体の樹高は 240.2±88.8cm，胸高直径 13.4±8.2mm で，2008 年以降

2013 年までの各年の樹高の変化率は 0.5～9.1％の増加であった。 

【美女平 A】1999 年度（平成 11 年度）植栽 

解析対象としている 36 個体のうち 1 個体が 2008 年に落枝の下敷きになったことが原因で枯死

した。落枝の下敷きになって枯死した唯一の例である。2013 年には雪害で損傷を受けていた 2 個

体が枯死した（受傷は 2002 年と 2006 年）。また，多くの個体がウサギ類の食害を受けてきた。

植栽 8 年後の 2007 年に半数を越える 19 個体がチシマザサの群落高 2ｍを越えた。 

2013 年に生存していた 33 個体の樹高は 321.5±71.9cm，胸高直径 22.3±10.9mm で，2008

年以降 2013 年までの各年の樹高の変化率は 3.1～9.8％の増加であった。 

【ブナ坂 B】2000 年度（平成 12 年度）植栽 

解析対象とする 41 個体のうち 1 個体が 2004 年に，3 個体が 2005 年に，そして 1 個体が 2007

年に，いずれも雪害による折損が原因で枯死した。その後 2009 年に 1 個体が雪害による折損が

原因で枯死した（受傷は 2003 年）。半数を越える 21 個体の樹高がチシマザサの群落高である 2m

を越えたのは植栽 6 年後の 2006 年であった。 

2013 年の時点で生存する 35 個体の樹高は 385.9±112.8cm，胸高直径は 34.3±18.3mm と，全

植栽地の中で最も高かった。最大の個体（No.145）は樹高 609 ㎝，胸高直径 66.0 ㎜に達し，全

植栽地の中でも最大であった。2008 年以降 2013 年までの各年の樹高の変化率は 6.5～8.3％の増

加であった。 

 

図 8-4 植栽地ごとの平均樹高と平均胸高直径の推移 
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8.4.2. 各種被害と成長の推移 

これまで枯死が最も少ない植栽地は美女平 B で，植栽後これまでに枯死したのは 2 個体である

（表 8-2，8-3）。一方，これまでに受けた被害を個体の割合で比較すると，最も少ない植栽地はブ

ナ坂 B で，最も多いのはブナ坂 A であった（図 8-5）。 

 
図 8-5 植栽地ごとの被害発生状況 

 
2008 年と 2013 年で植栽木がそれまでに受けた被害の種類を比較すると，2008 年の段階では観

測されていなかったツル被覆が 2013 年にはすべての植栽地に拡大していたことが目につく。

2013 年 10 月時点で生存している植栽木がこれまでに受けてきた被害は雪害（47 個体），食害（39

個体），ツル被覆（26 個体），そして落枝下（13 個体）という順であった（雪害と食害は食害+雪

害で 9 個体が重複している；表 8-2）。食害は噛み跡の形状からウサギ類によるものと思われ，ツ

ル被覆は主にヤマブドウ，他にマタタビによるものもあった。各種被害のうち，落枝下以外はす

べての植栽地で発生している。一方，このような被害の記録がこれまでまったくない植栽木が

2013 年 10 月の時点では全体で 54 個体あった（表 8-2）。 

これらの被害と植栽木の成長との関係を知るために，被害ごとの樹高および胸高直径の推移を

見ると，食害＋雪害と雪害は他の被害区分と比べ低い樹高で推移する傾向があった（図 8-6）。 

 
図 8-6 被害区分別の平均樹高と平均胸高直径の推移 
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そこで食害＋雪害が食害または雪害と統合して解析できるか検討するため，2013 年の樹高と胸

高直径を食害＋雪害，食害，雪害の 3 区分間で比較した。樹高データおよび胸高直径データは

Kolmogorov-Smirnov 検定により，いずれの区分も正規分布（p>0.05）であると判定された。Tukey

の HSD 検定により比較した結果（図 8-7），食害＋雪害は，雪害とは差がなかったが，食害より

有意に低かった（p < 0.05）。このことから，以下では食害＋雪害は雪害に統合して解析すること

とした。 

 
図 8-7 食害・雪害・食害＋雪害間での 2013 年の樹高と胸高直径の比較。 

異なったアルファベットは有意差（p<0.05）があることを示す。 

 

2013 年の全生存個体の樹高と胸高直径を，ツル被覆，食害，雪害，被害なし，落枝下の 5 区分

間で比較した。被害別の樹高データおよび胸高直径データは Kolmogorov-Smirnov 検定により，

いずれも正規分布（p>0.05）であると判定された。Tukey の HSD 検定による多重比較を行った

結果，雪害の樹高（215.1±95.4ｃｍ）は他の被害区分の樹高（被害なしの 349.5±97.6cm，ツル
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に低く（p < 0.05），一方，雪害以外の被害区分間では差はなかった（図 8-8）。また，雪害の胸高
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12.3mm，落枝下の 25.7±6.3cm，食害の 23.5±13.6cm）のいずれよりも有意に低く（p < 0.05），

一方，雪害以外の被害区分間では差はなかった（図 8-8）。 
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8.4.3.植栽地間での成長の比較 

植栽地間での成長の推移を比較すると，樹高，胸高直径ともにブナ坂 B の植栽木が他の植栽地

より上回っている傾向が見られる（図 8-4）。そこで，各植栽地における成長の違いを見るため，

2013 年時点での生存個体のうち成長に大きな影響を及ぼしている雪害を受けた個体を除いた樹

高と胸高直径を植栽地間で比較した。各植栽地の樹高データおよび胸高直径データは

Kolmogorov-Smirnov 検定により，いずれも正規分布（p>0.05）であると判定された。Tukey の

HSD 検定による多重比較を行った結果，ブナ坂 B の植栽地における樹高（436.3±82.2cm）は他

のすべての植栽地の樹高（ブナ坂 A の 296.8±79.9cm，ブナ平の 308.5±91.1cm，美女平 A の

326.1±76.0cm，美女平 B の 290.4±78.0cm）に比べて有意に大きい（p < 0.05）ことが分かっ

た（図 3-6-7）。また，ブナ坂 B の植栽地における胸高直径（42.3±14.3mm）は他のすべての植

栽地の樹高（ブナ坂 A の 26.6±11.1mm，ブナ平の 21.3±12.0mm 美女平 A の 23.2±11.5mm，

美女平 B の 18.35±6.9mm）に比べて有意に大きい（p < 0.05）ことが分かった（図 8-10）。 

 

図 8-10 各植栽地間での 2013 年の樹高と胸高直径の比較。 

異なったアルファベットは有意差（p<0.05）があることを示す。 

 

ブナ坂 B の植栽木の成長と他の植栽地での成長の違いは，2008 年以降，徐々に顕著になって

きた（図 8-4）。この成長の差は，ブナ坂 B の植栽地が車道のカーブに切り取られた小さな台地上
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時のササ類の上での相対散乱光が 64％あり（石田，2001），他の植栽地の 30～40％（石田，2004）
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あるが（阿部, 1963; 中沢, 1982; 橋詰・福富, 1983: 池田ら, 1997; 塚原, 2001; 石田ら, 2004; 長

坂ら, 2006; 長谷川ら, 2007; 長谷川, 2009; 長谷川・相浦, 2009），植栽したブナの成長を 10 年以

上連続して調べた研究は少ない（橋詰・黒井, 1989; 清水, 2004; 米山ら, 2010）。 

 

図 8-11 植栽されたブナの初期成長の比較 

 

橋詰・黒井（1989）は岡山県真庭郡川上村（現真庭市）においてブナの 3 年生苗を植栽し、3

年生、６年生、8 年生、13 年生の段階で樹高を、13 年生の段階で胸高直径をそれぞれ計測してい

るが、その平均値は本事業における最大の個体（ブナ坂 B に植栽された No.145）の成長とほぼ

重なっている（図 8-11）。また、清水（2004）は長野県下高井郡野沢温泉村に 8 年生のブナ苗を

植栽し、25 年にわたって樹高を計測しているが、その平均値は本事業における最大の個体と平均

値との間を推移している（図 8-11）。 

 

図 8-12 成長の予測と壮齢のブナ人工林との比較 

 

一方、阿部（1963）は新潟県において、林齢 18 年～70 年のブナ人工林について 9 段階の林齢

の個体の樹高と胸高直径を計測している。また、中沢（1982）も新潟県において林齢 23～約 110

年の林分について 9 段階の林齢で樹高および直径を計測している（図 8-12）。本事業による植栽

木の樹高および胸高直径の推移から今後の成長を線形回帰によって予測すると、樹高においては

概ね阿部（1963）の値を下回るが、中沢（1982）の値の大半は本事業の最大個体と平均値との間
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に入り、胸高直径においては本事業の最大個体と平均値の間に阿部（1963）と中沢（1982）の値

がほぼ収まる（図 8-12）。これらのことから、本事業によるブナの初期成長は、全体としてやや

低い傾向にあると思えるが、今後、大きな阻害要因が新たに発生しないかぎり、標準的なブナ人

工林に達するのではないかと予想される。 

8.4.5.今後の課題 

本事業では植栽地の設定は，新たに自然状態を攪乱することを避けるため，すでに人為的撹乱

を強く受けている車道沿線に限定した。ブナの枯損は森林内部にも拡大しつつあると指摘される

ようになっていたが（富山県・日本林業技術協会, 1993b），大径木が枯死しても天然更新してい

る箇所は対象外としている。また林内ではブナを含む立山の森林の動態を長期間モニタリングす

ることにより，地球規模での環境変動の影響を解明する研究も行われている（富山県，2002，2008）。

立山の学術参考林としての価値を考慮するならば，車道沿線や園地などの人工的構造物を除いて，

ブナ林の消長に人為的な影響を与えることは避けなければならない。立山黒部アルペンルートの

観光的価値としてのブナ林再生は，今後も車道に隣接して，明らかに人為的攪乱の見られる範囲

に限定するべきであろう。 

本事業が目標とするブナ林再生までの第一段階は，更新を妨げていたササ類の高さを越えるこ

とで，すでに，植栽木の７割以上がその高さに達したことから，再生への過程は次の段階に入っ

ている。ブナが稚樹から若木に達する段階で周囲の植物も成長しており，ブナの植栽時に確保さ

れた光環境等が失われつつあると考えられる。全国いくつかのブナ林天然更新施業地で，一度は

更新完了の目安を満たしたと評価されたものの，そののち他の広葉樹に被圧され，ブナの生育が

停滞している例が報告されている（正木・他，2003，正木・他，2012）。今後は他の樹木との競

合についても注視していく必要がある。また，ヤマブドウ等のツル植物による植栽木の被覆も植

栽木の生育に影響を及ぼすと思われる。場合によってはツル植物を外すなどの作業が必要となる

かもしれない。ひきつづきブナ林再生が完了するまでの期間をいくつかの段階に分けて検証可能

な目標を設定し，成長過程の解析と，必要な保育管理について検討を加えなければならないと考

える。 
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第 9 章  要 約  

 

植生調査 

【美女平】林冠層を造林木のスギ，林分の中下層をブナ等の天然更新木が構成している。種数，

総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。 

【ブナ坂】道路から離れたスギ－ブナ林で，種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認

められた。 

【ブナ平】道路に接したスギ－ブナ林で，排ガスの影響を受けて森林，植生が衰退しているとも

言われている(河野 1999 など)。しかし，本調査では，調査区内の植生の目立った衰退は認めら

れず，他の調査区と同様に後期ほど総合優占度が増加する傾向が認められた。 

【上ノ小平】種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。 

【弥陀ヶ原】Ⅰ~Ⅲ期の総合優占度はほとんど変化がなかった。池塘湛水面の輪郭形状の経年変化

について，小池塘群について松本・竹田(1986)による 1984 年の測量結果の再測，最大クラスのサ

イズを持つ 3 個の大型の池塘について 1953 年以降の空中写真による写真測量によって検討した。

小池塘に関しては少なくとも 26 年間、大池塘に関しては少なくとも 57 年間池塘の形状および面

積ともに明瞭な変化は認められなかった。ラムサール条約登録地から除外された弥陀ヶ原ホテル

周辺域の池塘群においても典型的な自然状態の植生を保有する池塘 (約 1 ㎡以上)が 1000 面以上

存在していた。 

【美松】調査区全体では種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。ただし，

道路沿いの林冠層(A1,A2 層)のオオシラビソの衰退は顕著で，総合優占度は後期ほど減少してい

た。オオシラビソの後退した道路沿いに多くの外来種が侵入していた。 

【松尾峠】調査区全体では種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。 

【鏡石】調査区全体では種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。 

【浄土山】本調査区では種数、出現頻度、総合優占度とも変化量が小さく基本的に第Ⅰ期からⅢ

期を通し大きな変化は認められない。 

【有峰】調査区全体では種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。 

【総合評価】ほとんどの調査区で種数，総合優占度ともに後期ほど増加する傾向が認められた。

しかし，これは実際の植生変化を反映したものではなく，以前の野帳を参照しながら調査を行う

調査手法に起因するものと考えられた。基本的に，本モニタリング調査の固定調査区内の植生は

大きく変化していない。ただし，除雪の影響を強く受けている美松調査区では道路沿いのオオシ

ラビソの衰退枯損が顕著である。 

気象観測 

Ⅰ~Ⅲ期の利用可能な全資料を用い集計した。 

【気温】 

温量指数はブナ坂で 66.2、松尾峠で 35.6、鏡石で 28.6、浄土山で 14.0 となり、ブナ坂は温帯

落葉広葉樹林帯（山地帯）、松尾峠と鏡石は常緑針葉樹林帯（亜高山帯）、浄土山は高山帯に対
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応し、実際の植生と一致していた。標高 100m あたりの気温の逓減率を求めると、ブナ坂、松尾

峠、浄土山それぞれ 0.54、0.57、0.59℃であり、一般に知られている 0.55℃に近い値だった。 

【最深積雪深】 

最深積雪深は年により大きく異なり、山地帯の美女平、ブナ坂、ブナ平ではおおむね 200～400cm、

移行帯の上ノ小平では 200～500cm、亜高山帯の美松と松尾峠ではおおむね 400～600cm のレン

ジで変動した。 

【地表面温度（根雪期間）】 

ブナ坂でおおむね 120～170 日、標高 1190～1430m のブナ平、有峰、上ノ小平でおおむね 150

～190 日、標高 1960～2830m の美松、松尾峠、鏡石、浄土山でおおむね 200～250 日のレンジで

変動した。最深積雪深と根雪日数の間には有意な正の相関があった。 

 

森林動態調査 

【美女平】 

胸高直径 100cm 以上の巨木を除き，1998 年の胸高直径と 2012 年までの 14 年間の年平均直径

成長量の関係をみると，有意な正の相関があった。森林の衰退の兆しは認められない。 

【ブナ坂】 

ミズナラ 2 本でナラ枯れが確認されたが、この 13 年間活力度の低下は認められなかった。ブナ

とスギの個体サイズと直径成長を比較すると、スギでは大きい個体が依然としてより大きな成長

量を維持する傾向が認められた。 

【ブナ平】 

1999～2006 年の間に中大径ブナ 52 本のうち 9 本が枯死した。枯死木は車道沿いに集中せず調

査区内に広く分布する。大径ブナは相次いで枯死したものの，林冠ギャップ下に生育する後継樹

の生育は良い。 

【上ノ小平】 

Ⅰ期以来，オオシラビソが衰退する一方でブナの勢力が拡大した。車道に近いほど、胸高断面

積合計は小さく疎林で、この 10 年間の枯死木が少なく逆に進階木は多い傾向が認められた。 

【美松】 

残雪期に、道路に近いオオシラビソの樹冠下に落下した枝葉が大量に堆積している様子が観察さ

れる。枝葉の落下は、除雪により吹き飛ばされた雪氷片がオオシラビソの樹冠に当たり損傷した

ことにより生じた可能性がある。オオシラビソは 2003 年に活力度 5 が最も多かったが、2007、

2010 年は活力度 4 が最も多かった。 

【松尾峠】 

Ⅰ期以来，成長，活力度の面から森林の衰退傾向は認められない。 

【鏡石】 

大サイズの立木ほど枯死率が高い傾向があった。サイズが大きくなるほど，雪圧や風圧などの物

理的な成長阻害要因が増しているものと推測される。高山帯に近い森林限界の厳しい環境条件が

更新の主要な制限要因となっていることが示唆された。 
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【有峰】 

2000 年から 2010 年までの期間で，林分全体で胸高断面積合計が 1.07 倍となっていた。 

【全調査区の林分胸高断面積合計の年次推移】 

調査区ごとの林分胸高断面積合計の年次推移をみると，Ⅰ期 1 回目の調査年の 1.01～1.05 倍と

なった。これまでのところ、調査区レベルで衰退が明らかな森林はない。 

【目視による活力度評価と樹冠画像解析による評価の比較検証】 

目視評価による活力度は樹木の直径成長とも関係のある総合的な樹木の生育状態を示す指標と

なることが示された。DSO(樹冠画像解析)は特定の個体の客観的なモニタリングとして有効であ

るといえた。 

 

年輪年代学的解析 

【デンドロメータを用いたスギの肥大成長の記録】 

調査区〔01〕美女平のスギでは，前年 11 月の胸高直径に対し，翌年 4 月には大部分の個体がプ

ラスの値を示していた。これは冬期の休眠中に肥大成長したことを示すわけではなく，雪解けに

よって生じた土壌水分過飽和による樹幹の膨潤と考えられる。5 月の最低値は前年 11 月の値を下

回り、4 月～7 月の間は成長パターンが“J 字型”を示すことが多い。最も成長量の大きかった個

体の年輪幅は約 2 mm であった。コブ病に罹患した衰退木の胸高直径は横ばいもしくは減少して

いた。 

【年輪年代学的成長解析】 

スギ 調査区〔01〕美女平では 1995 年、1988 年、1959 年、1943 年、1925 年、1918 年などに大

部分のスギの年輪幅が狭くなっていた。一方、1994 年、1990 年、1977 年、1946 年、1917 年など

には旺盛な肥大成長が示された。16 個体のスギの平均年輪指数は 1950 年代の中頃に大きな値を

示す一方、1960 年代の後半には比較的低い値が数年間続いた。 

ブナ 調査区〔02〕ブナ坂では 1900～1970 年頃には大部分のブナの年輪幅が加齢にともなって

漸減した。その後、1970～1990 年頃には年輪幅の低下傾向が加速したが、1990 年代以降は回復傾

向を示す個体もあった。1958 年、1976 年、1984 年、1990 年、1995 年，1999 年，2005 年などに

は年輪指数が大きく落ち込み，結実豊作年に年輪幅が著しく狭くなる傾向が認められた。調査区

〔03〕ブナ平では，1900～1990 年頃に大部分のブナの年輪幅が漸減し、その後，回復傾向がみら

れる。1999 年、1990 年、1984 年、1976 年、1958 年などブナの豊作年にはブナ坂のブナと同様に

年輪幅が著しく狭くなっていた。調査区〔10〕有峰では，多くの個体で 1995 年、1990 年、1976

年などブナの大量結実年の年輪幅が著しく狭い。平均年輪指数は、1960 年頃より急減し 1993 年

に最低値を示したが、その後は急速な回復傾向を示した。 

オオシラビソ 調査区〔06〕美松のオオシラビソは 1940 年代の前半に年輪幅が一時的に減少し

ていたが、この期間を除けば 1900～1950 年代後半は概ね横ばい状態で推移していた。1960 年頃

から 1990 年頃にかけて年輪幅が減少し、その後は回復傾向にある個体が多い。しかし，道路に近

い地点に生育する個体では，弥陀ヶ原～天狗平間の道路工事が始まった 1959 年以降は年輪幅が激
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減していた。調査区〔07〕松尾峠では、1970 年代以降の年輪幅は、ほぼ横ばい状態となっている

個体が多かった。調査区〔08〕鏡石では，年輪幅の個体間の相関が低かった。 

ハイマツ 平均年輪指数は概ね 0.8～1.3 の範囲内で推移していた。最大で 194 層の年輪を確認す

ることができた。 

【樹木の肥大成長におよぼす気象条件の影響についての解析】 

スギ 調査区〔02〕ブナ坂では当年 7～8 月の平均気温が有意な負の寄与を示す一方、前年 7 月

の平均気温は有意な正の寄与を示した。調査区〔01〕美女平では、当年 7 月の平均気温が有意な

負の寄与を示し、月間降水量については、当年 1 月が有意な負の寄与で、当年 7 月が有意な正の

寄与となった。 

ブナ 調査区〔10〕有峰のブナの場合にはスギと逆で、当年 7～8 月の平均気温が有意な正の寄

与を示していた。月間降水量については、当年 3 月と当年 6 月が有意な正の寄与であった。調査

区〔02〕ブナ坂のブナの場合には、当年 7 月の平均気温が有意な正の寄与を示した。 

オオシラビソ 調査区〔06〕美松のオオシラビソは、当年 6～8 月の月平均気温が有意な負の寄

与を示したほか、当年 9 月の月間降水量が負の寄与を示した。調査区〔07〕松尾峠では、当年 7

月の月平均気温が有意な負の寄与を示し、当年 1 月の月間降水量が有意な負の寄与を示していた。 

 

外来植物調査 

平成 20～25 年に 68 種（雑種を含む）の外来種を記録した。 

弘法～追分(調査地点 No.1～5)  

オオバコ，ヨモギ，オノエヤナギとノコンギクの出現頻度が高かった。仮置きされている表土に

はフキの発芽が見られた。 

弥陀ヶ原 (調査地点 No.6～9，51～55)  

六甲学院前（No.7）では、緑化資材に混入していたシロツメクサやタチオランダゲンゲなどが

繁茂し続けている。除去活動によってエゾノタカネヤナギは完全に除去され，エゾノギシギシ、

セイヨウタンポポなどは減少傾向にあると判断される。ラムサール条約登録湿地のアプローチと

なる散策路ではイタドリとゴマナの出現頻度が高かった。 

弥陀ヶ原散策路入口～カルデラ展望台入口(調査地点 No.10～13) 

平成 22 年度に弥陀ヶ原ホテル敷地(散策路入口，No.10)にスギナが侵入しているのが確認された。

弥陀ヶ原ホテル焼却炉跡(No.11B)や立山荘前(No.12)の薬用植物栽培試験地ではタニソバやフラ

ンスギク、エゾノギシギシなどの外来植物が定着・繁茂し、外来植物拡大の発生源になっている

可能性があることから、早急な対処を要する。エゾノギシギシ、オオバコ、スギナ、ヨモギなど

の除去対象種は減少しており、除去効果があったと考えられる 

美松(調査地点 No.14～16) 

イタドリ、オオバコ、オノエヤナギ、シロツメクサ、スズメノカタビラの出現頻度が高かった。

23 年度，ススキとノコンギクは，光ケーブル埋設工事にともなう舗装によって消滅した。イヌコ

リヤナギ、オオイタドリ、オニウシノケグサ等の９種が新たに確認された。 

国見～大谷(調査地点 No.17～23) 
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7 地点において平成 21，23 年度の 2 回調査を実施した。23 年度の調査において出現頻度が高か

ったイタドリ、ヨモギは減少傾向にあり，スイバ、ノアザミ、ノコンギクは消滅した。除去活動

の効果が表れているものと考えられる。 

室堂(調査地点 No.24～28，39～46) 

セイヨウタンポポ、スズメノカタビラ、イタドリの頻度が高い。セイヨウタンポポ、スズメノカ

タビラについては除去効果がみられる。 

 

ブナ林保全 

1996～2000 年、富山県林業試験場（当時）が自然保護課の委託を受け、立山黒部アルペンルー

ト沿線のブナ衰退地の直下で、現地産苗(1993 年生)を用いたブナの人工更新作業を実施した。

2013 年 10 月の時点で植栽された 193 個体中 170 個体が生存していた（生存率 88％）。2008 年

から 2013 年の期間で，生存個体の平均樹高は 234cm から 299cm に増加した。最大の個体はブ

ナ坂 B に植栽した個体で，2013 年に樹高 6m に達した。植栽後の第一段階の目標は，更新を妨げ

ていたササ類の被圧を逃れることであったが，生存個体の 81％の樹高がササ類の群落高である

2m を越えた。雪害は樹高成長に対する阻害要因となっている。食害単独では成長に大きな影響

が見られなかった。落枝を防止することはほとんど不可能であるが，救出できれば問題は少ない。

植栽後の管理として，落枝からの救出は不可欠となる。植栽区の別ではブナ坂 B の植栽木の成長

が最もよくなっており、その原因として植栽地の水はけがよく明るいことが考えられる。本事業

によるブナの初期成長は、他の報告事例と比較しやや低い傾向にあると思えるが、今後、大きな

阻害要因が新たに発生しないかぎり、標準的なブナ人工林に達するのではないかと予想される。
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植物目録 
立山植生モニタリング調査第Ⅲ期 

2008～2013 年度  
 

78 科 201 属 約 340 種 (亜種および変種を含む) 

  

分布コード
森林調査 /　植生調査　 /　外来植物調査
階級 胸高断面積合計 階級 出現頻度 階級 生育状況 桁 調査地

0 0 0 0 5 びっしり面的に広がっている 弘追
1 0< & =<10% 1 0< & =<10% 4 かたまりがいくつか存在する 1 弘法トイレ
2 10< & =<20% 2 10< & =<20% 3 かたまりがある 2 弘法バス停
3 20< & =<30% 3 20< & =<30% 2 捜さなくても目に入る 3 追分花壇
4 30< & =<40% 4 30< & =<40% 1 捜せば目に入る 4 追分松尾峠口
5 40< & =<50% 5 40< & =<50% 5 追分料金所花壇
6 50< & =<60% 6 50< & =<60% 弥美 |
7 60< & =<70% 7 60< & =<70% 6 弥陀ヶ原　大駐車場
8 70< & =<80% 8 70< & =<80% 7 弥陀ヶ原　六甲学院前
9 80< & =<90% 9 80< & =<90% 8 弥陀ヶ原　バス停
A 90< & =<100% A 90< & =<100% 9 弥陀ヶ原　ホテル前駐車場

10 弥陀ヶ原　散策路入口
11 弥陀ヶ原　ホテル裏

桁 調査地 桁 調査地 12 弥陀ヶ原　焼却炉跡
1 美女平 1 美女平 13 弥陀ヶ原　立山荘前
2 ブナ坂 2 ブナ坂 14 カルデラ展望台入口
3 ブナ平 3 ブナ平 15 美松駐車場
4 上の子平 4 上の子平 天大 |
| | 16 天狗の鼻第1駐車場
5 美松 5 弥陀ヶ原 17 天狗の鼻第２駐車場
6 松尾峠 | 18 立山高原ホテル（浄化槽）
7 鏡石 6 美松 19 立山高原ホテル周辺
| 7 松尾峠 20 立山高原ホテル～天狗平山荘

8 有峰 8 鏡石 21 天狗平山荘周辺
9 浄土山 22 天狗平駐車場
| 23 天狗平休憩所跡地

10 有峰 24 天狗平歩道起点
25 国見第1駐車場
26 国見第２駐車場
27 大谷待避所
28 大谷
室 |
29 室堂第2駐車場
30 室堂ロータリー
31 立山センター車道
32 立山センター周囲
33 室堂ターミナル園地
34 室堂平広場遊歩道
35 室堂平広場遊歩道
36 供養塔広場
37 みくりが池展望台
38 みくりが池遊歩道
39 地獄谷への道
40 室堂山荘遊歩道
41 室堂山荘遊歩道
42 室堂山荘横
43 玉殿岩屋への道
44 エンマ台
45 ミドリガ池遊歩道
46 ミドリガ池遊歩道
47 ミドリガ池広場
弥 |
51 弥陀ヶ原ホテルと休憩所の中間地点

52 弥陀ヶ原休憩所上部

53 弥陀ヶ原休憩所下部

54 弥陀ヶ原遊歩道分岐点

55 弥陀ヶ原遊歩道T字路
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ヒカゲノカズラ科 LCYOPODIACEAE 

ヒメスギラン Lycopodium chinense Christ  /0000-0-0100-0/ 

マンネンスギ Lycopodium obscurum L.  /0002-0-0000-0/ 

トウゲシバ Lycopodium serratum Thunb.  /0001-0-0000-0/ 

ホソバトウゲシバ Lycopodium serratum Thunb. var. serratum  /4369-0-1200-0/ 

トクサ科 EQUISETACEAE 

スギナ Equisetum arvense L. 

 /0000-0-1000-0/弘追 10012-弥美 2033202200-天大 3002031000200-室 0000301100001000000-弥 00000 

ゼンマイ科 OSMUNDACEAE 

ヤマドリゼンマイ Osmunda chinnamomea L.  /1138-0-4100-2/ 

ゼンマイ Osmunda japonica Thunb.  /5402-0-0000-0/ 

キジノオシダ科 PLAGIOGYRIACEAE 

キジノオシダ Plagiogyria japonica Nakai  /1000-0-0000-0/ 

ヤマソテツ Plagiogyria matsumureana Makino  /AAAA-0-9750-A/ 

チャセンシダ科 ASPLENIACEAE 

コタニワタリ Asplenium scolopendrium L. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0100000000000000000-弥 00000 

イワデンダ科 WOODSIACEAE 

メシダ Athyrium filix-foemina (L.) Roth  /0000-0-2200-0/ 

ミヤマメシダ Athyrium melanolepis (Franch. et Savat.) Christ  /0000-0-3100-0/ 

イヌワラビ Athyrium niponicum (Mett.) Hance  /0000-0-3000-0/ 

ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii (Franch. et Savat.) Nakai  /4000-0-1000-7/ 

シケチシダ Cornopteris decurrenti-alata (Hook.) Nakai  /1000-0-0000-0/ 

ハクモウイノデ Deparia pycnosora (Christ) M. Kato  /4340-0-1200-0/ 

ミヤマシケシダ Deparia pycnosora (Christ) M. Kato  /8201-0-0200-0/ 

イヌガンソク Onoclea orientalis (Hook.) Hook.  /5307-0-0000-0/ 

ヒメシダ科 THELYPTERIDACEAE 

ハリガネワラビ Thelypteris japonica (Bak.) Ching  /1030-0-0000-0/ 

イワハリガネワラビ Thelypteris japonica (Bak.) Ching var. glabrata Ching  /4320-0-0000-0/ 

ヤワラシダ Thelypteris laxa (Franch. et Savat.) Ching  /6500-0-0000-0/ 

ミヤマワラビ Thelypteris phegopteris (L.) Slosson ex Rydb.  /0000-0-5000-0/ 

オオバショリマ Thelypteris quelpaertensis (Christ) Ching  /0020-0-6420-0/ 

ヒメワラビ Thelypteris torresiana (Gaud.) Alston var. calvata (Bak.) Holtt.  /0000-0-1000-0/ 

シシガシラ科 BLECHNACEAE 

シシガシラ Blechnum niponicum (Kunze) Makino  /6322-0-0000-0/ 

オシダ科 DRYOPTERIDACEAE 

ナライシダ Arachnioides borealis Serizawa  /2100-0-0000-4/ 
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シノブカグマ Arachnioides mutica (Franch. et Savat.) Ohwi  /AAA9-0-6610-3/ 

リョウメンシダ Arachnioides standishii (Moore) Ohwi  /0210-0-0000-0/ 

ヤブソテツ Cyrtomium foutunei J. Sm.  /0001-0-0000-0/ 

ヤマヤブソテツ Cyrtomium foutunei J. Sm. var. clivicola (Makino) Tagawa 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0100000000000000000-弥 00000 

ミサキカグマ Dryopteris chinensis (Bak.) Koidz.  /0010-0-0000-0/ 

オシダ Dryopteris crassirhizoma Nakai  /2112-0-2010-4/ 

ベニシダ Dryopteris erythrosora (Eaton) O. Ktze.  /2100-0-0000-0/ 

シラネワラビ Dryopteris expansa (Pr.) Fr.-Jenkins et Jermy  /421A-0-8200-A/ 

ミヤマベニシダ Dryopteris monticola (Makino) C. Chr.  /2200-0-1000-0/ 

ミヤマイタチシダ Dryopteris sabaei (Franch. et Savat.) C. Chr.  /0001-0-1100-0/ 

サカゲイノデ Polystichum retroso-paleaceum (Kodama) Tagawa  /1000-0-1000-1/ 

ジュウモンジシダ Polystichum tripteron (Kunze) Presl  /2000-0-0000-1/ 

ウラボシ科 POLYPODIACEAE 

ミヤマノキシノブ 

Lepisorus ussuriensis (Regel et Maack) Ching var. distans (Makino) 

Tagawa 
 /0010-0-0000-0/ 

マツ科 PINACEAE 

オオシラビソ Abies mariesii Masters  0001-A9A-0/000A-1-AAA0-0/ 

キタゴヨウ Pinus parviflora Sieb. et Zucc. var. pentaphylla (Mayr) Henry  0003-000-0/0009-0-0100-0/ 

ハイマツ Pinus pumila (Pallas) Regel  /0000-0-00AA-0/ 

コメツガ Tsuga diversifolia (Maxim.) Masters  0001-000-0/0001-0-0000-0/ 

イヌガヤ科 CEPHALOTAXACEAE 

ハイイヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch var. nana (Nakai) Rehder  /1005-0-0000-8/ 

ヒノキ科 CUPRESSACEAE 

クロベ Thuja standishii (Gord.) Carr.  0001-000-0/0005-0-0000-0/ 

ネズコ Thuja standishii (Gord.) Carr.  /0001-0-0000-0/ 

スギ科 TAXODIACEAE 

スギ Cryptomeria japonica (L. fil.) D. Don  A756-000-0/AA8A-0-0000-0/ 

モクレン科 MAGNOLIACEAE 

ホオノキ Magnolia obovata Thunb.  1110-000-1/A962-0-0000-4/ 

タムシバ Magnolia salicifolia (Sieb. et Zucc.) Maxim.  0011-000-0/8A9A-0-0000-2/ 

クスノキ科 LAURACEAE 

クロモジ Lindera umbellata Thunberg  /0100-0-0000-0/ 

オオバクロモジ Lindera umbellata Thunberg var. mambranacea (Maxim.) Momiyama  /AAAA-0-0000-A/ 

ウマノスズクサ科 ARISTOLOCHIACEAE 

ヒメカンアオイ Heterotropa takaoi (F. Maek.) F. Maek.  /391A-0-0000-4/ 

マツブサ科 SCHISANDRACEAE 
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マツブサ Schisandra nigra Maxim.  /1000-0-0000-0/ 

キンポウゲ科 RANUNCULACEAE 

ヒメイチゲ Anemone debilis Fisch.  /0000-0-0100-0/ 

セイヨウオダマキ Aquilegia vulgaris L. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

サラシナショウマ Cimicifuga simplex Wormsk.  /0000-0-0000-1/ 

バイカオウレン Coptis quinquefolia Miq.  /0001-0-0000-0/ 

ミツバオウレン Coptis trifolia (L.) Salisb.  /0009-0-5AA4-0/ 

ミツバノバイカオウレン Coptis trifoliolata (Makino) Makino  /0001-0-0000-0/ 

シラネアオイ Glaucidium palmatum Sieb. et Zucc.  /0000-0-0000-1/ 

アキカラマツ Thalictrum minus L. var. hypoleucum (Sieb. et Zucc.) Miq.  /0000-0-1000-0/ 

モミジカラマツ Trautvetteria caroliniensis (Walt.) Vail var. japonica (Sieb. et Zucc.) T. Shimizu  /0000-0-2400-0/ 

メギ科 BERBERIDACEAE 

アカミノルイヨウショウマ Actaea erythrocarpa Fisch.  /0001-0-0000-1/ 

サンカヨウ Diphylleia grayi Fr. Schm.  /0000-0-6100-1/ 

マンサク科 HAMAMELIDACEAE 

マルバマンサク Hamamelis japonica Sieb. et Zucc. subsp. obtusata Matsumura  /0208-0-0000-0/ 

ユズリハ科 DAPHNIPHYLLACEAE 

エゾユズリハ Daphniphylum humile Maxim.  /3A21-0-0000-2/ 

ブナ科 FAGACEAE 

ブナ Fagus crenata Blume  1261-000-9/AAAA-0-0000-A/ 

ミズナラ Quercus crispula Blume  1101-000-0/2217-0-0000-0/ 

コナラ Quercus serrata Thunb. ex. Muuray  /1000-0-0000-0/ 

カバノキ科 BETULACEAE 

ミヤマハンノキ Alnus crispa (Aiton) Pursh subsp. maximowiczii (Call.) Hult.  0000-010-0/0000-0-6000-0/ 

ケヤマハンノキ Alnus hirsuta (Spach) Rupr.  0001-000-0// 

ヤマハンノキ Alnus hirsuta Turcz. var. sibirica (Fischer) C. K. Schn.  /0004-0-0000-0/ 

ネコシデ Betula corylifolia Regel et Maxim.  0001-000-0/0004-0-0000-0/ 

ダケカンバ Betula ermanii Cham.  0001-120-1/0001-0-8500-0/ 

ミズメ Betula grossa Sieb. et Zucc.  /2100-0-0000-0/ 

ウダイカンバ Betula maximowicziana Regel  0110-000-1/0002-0-0000-2/ 

ツノハシバミ Corylus sieboldiana Bl.  /3205-0-0000-6/ 

ナデシコ科 CARYOPHYLLACEAE 

オランダミミナグサ Cerastium glomeratum Thuill. 

 //弘追 00010-弥美 1100000100-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ツメクサ Sagina japonica (Sw.) Ohwi 

 //弘追 00000-弥美 0001000100-天大 1000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 
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アライドツメクサ Sagina procumbens L. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000001000-室 0000000000000000000-弥 00000 

タデ科 POLYGONACEAE 

タニソバ Persicaria nepalensis (Meisn.) H. Gross 

 //弘追 00000-弥美 1010012300-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ウラジロタデ Pleuropteropyrum weyrichii (Fr. Schm.) H. Gross  /0000-0-1000-0/ 

イタドリ Reynoutria japonica Houtt. 

 /0000-0-2000-0/弘追 01112-弥美 2100010112-天大 3243302013312-室 3341332100012102100-弥 02220 

オオイタドリ Reynoutria sachalinensis (Fr. Schm.) Nakai 

 /0000-0-2000-0/弘追 00000-弥美 0000000000-天大 2000002000000-室 0200110000000000000-弥 00000 

エゾノギシギシ Rumex obtusifolius L. 

 //弘追 00010-弥美 1111002210-天大 0000000000000-室 1100001000000000000-弥 00000 

マタタビ科 ACTINIDIACEAE 

サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planchon ex Miquel  /1000-0-0000-0/ 

ミヤママタタビ Actinidia kolomikta (Maxim. et Rupr.) Maxim.  /1100-0-0000-1/ 

マタタビ Actinidia polygama (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Maxim.  /1000-0-0000-0/ 

シナノキ科 TILIACEAE 

シナノキ Tilia japonica (Miq.) Simonkai  0101-000-0/0100-0-0000-0/ 

モウセンゴケ科 DROSERACEAE 

モウセンゴケ Drosera rotundifolia L.  /0000-9-0000-0/ 

スミレ科 VIOLACEAE 

スミレサイシン Viola vaginata Maxim.  /0000-0-0000-1/ 

ツボスミレ Viola verecunda A. Gray 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0100000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ヤナギ科 SALICACEAE 

バッコヤナギ Salix bakko Kimura  /0000-0-2000-0/ 

イヌコリヤナギ Salix integra Thunberg 

 //弘追 00121-弥美 0000000000-天大 0100000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

オノエヤナギ Salix sachalinensis Fr. Schmidt 

 0000-010-0/0000-0-3000-0/弘追 21111-弥美 3422010111-天大 2201000010000-室 1020110000000000301-弥 00000 

エゾノタカネヤナギ Salix yezoalpina Koidz. 

 //弘追 00000-弥美 1000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

アブラナ科 BRASSICACEAE 

イヌガラシ Rorippa indica (L.) Hiern 

 //弘追 00000-弥美 0000001000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

スカシタゴボウ Rorippa islandica (Oeder) Borb ㎏ 

 //弘追 00000-弥美 0000000100-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 
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リョウブ科 CLETHRACEAE 

リョウブ Clethra barbinervis Sieb. et Zucc.  0010-000-0/AAA9-0-0000-0/ 

ガンコウラン科 EMPETRACEAE 

ガンコウラン Empetrum nigrum L. var. japonicum K. Koch  /0000-0-0006-0/ 

ツツジ科 ERICACEAE 

ミヤマホツツジ Cladothamnus bracteatus (Maxim.) Yamazaki  /1000-0-1380-0/ 

ホツツジ Elliottia paniculata (Sieb. et Zucc.) Benth. et Hook.  /2117-0-0000-0/ 

イワナシ Epigaea asiatica Maxim.  /4109-0-6320-0/ 

アカモノ Gaultheria adenothrix (Miq.) Maxim.  /0003-2-0110-0/ 

ハリガネカズラ Gaultheria japonica (A. Gray) Sleumer  /0001-0-0000-0/ 

シラタマノキ Gaultheria miqueliana Takeda  /0000-0-0260-0/ 

ハナヒリノキ Leucothoe grayana Maxim.  /4348-0-0240-0/ 

ウラジロハナヒリノキ Leucothoe grayana Maxim. var. glaucina Koidzumi et Nakai  /0000-0-0100-0/ 

ウラジロヨウラク Menziesia multiflora Maxim.  /0002-0-1000-0/ 

コヨウラクツツジ Menziesia pentandra Maxim.  /0018-0-0360-0/ 

ヨウラクツツジ Menziesia purpurea Maxim.  /0001-0-0000-0/ 

アオノツガザクラ Phyllodoce aleutica (Spreng.) A. Heller  /0000-0-0002-0/ 

ムラサキヤシオツツジ Rhododendron albrechtii Maxim.  /0019-0-2200-0/ 

キバナシャクナゲ Rhododendron aureum Georgi  /0000-0-000A-0/ 

ハクサンシャクナゲ Rhododendron brachycarpum G. Don  /0006-0-0160-0/ 

ミツバツツジ Rhododendron dilatatum Miquel  /0001-0-0000-0/ 

ウスノキ Vaccinium hirtum Thunberg  /0101-0-0000-0/ 

アクシバ Vaccinium japonicum Miq.  /3759-0-1000-1/ 

ナツハゼ Vaccinium oldhamii Miquel  /1000-0-0100-0/ 

クロウスゴ Vaccinium ovalifolium J. E. Smith  /0001-0-76A2-1/ 

オオバスノキ Vaccinium smallii A. Gray  /1014-0-89A0-0/ 

スノキ Vaccinium smallii A. Gray  /0000-0-0000-1/ 

クロマメノキ Vaccinium uliginosum L.  /0001-A-0100-0/ 

コケモモ Vaccinium vitis-idaea L.  /0000-0-000A-0/ 

ヒメウスノキ Vaccinium yatabei Makino  /1160-0-4480-0/ 

イチヤクソウ科 PYROLACEAE 

ウメガサソウ Chimaphila japonica Miq.  /0010-0-0000-1/ 

イチヤクソウ Pyrola japonica Klenze  /0010-0-0000-0/ 

シャクジョウソウ科 MONOTROPACEAE 

ギンリョウソウ Monotropastrum globosum H. Andres  /0000-0-0100-1/ 

イワウメ科 DIAPENSIACEAE 

イワウメ Diapensia lapponica L. subsp. obovata (Fr. Schm.) Hult.  /0000-0-1000-0/ 
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イワカガミ Schizocodon soldanelloides Sieb. et Zucc.  /1009-0-1910-0/ 

コイワカガミ Schizocodon soldanelloides Sieb. et Zucc. f. alpinus Maxim.  /2002-A-719A-2/ 

イワウチワ Shortia uniflora (Maxim.) Maxim.  /650A-0-0100-0/ 

トクワカソウ Shortia uniflora (Maxim.) Maxim. var. orbicularis Honda  /1000-0-0000-0/ 

ハイノキ科 SYMPLOCACEAE 

サワフタギ Symplocos chinensis (Lour.) Druce var. leucocarpa (Nakai) Ohwi  /9873-0-0000-4/ 

ヤブコウジ科 MYRSINACEAE 

ヤブコウジ Ardisia japonica (Thunb.) Blume  /1500-0-0000-0/ 

サクラソウ科 PRIMULACEAE 

コナスビ Lysimachia japonica Thunb. 

 /2201-0-0000-0/弘追 11000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ツマトリソウ Trientalis europaea L.  /0003-2-4661-0/ 

アジサイ科 HYDRANGEACEAE 

クサアジサイ Cardiandra alternifolia Sieb. et Zucc.  /0001-0-0000-2/ 

ヤマアジサイ 

Hydrangea macrophylla (Thunb. ex Murray) Ser. subsp. serrata (Thunb. 

ex Murray) Makino 
 /0000-0-0000-1/ 

ノリウツギ Hydrangea paniculata Sieb. et Zucc.  /AAAA-0-0000-6/ 

ツルアジサイ Hydrangea petiolaris Sieb. et Zucc.  /A98A-0-0000-A/ 

エゾアジサイ 

Hydrangea serrata (Thunb. ex Murray) Ser. var. megacarpa (Ohwi) H. 

Ohba 
 /1110-0-0000-0/ 

イワガラミ Schizophragma hydrangeoides Sieb. et Zucc.  /5462-0-0000-A/ 

ベンケイソウ科 CRASSULACEAE 

キリンソウ Sedum aizoon L. subsp. kamtschaticum (Fisher) Fr.erstr.  /0001-0-0000-0/ 

ユキノシタ科 SAXIFRAGACEAE 

アカショウマ Astilbe thunbergii (Sieb. et Zucc.) Miq.  /0000-0-1000-0/ 

ヤグルマソウ Rodgersia podophylla A. Gray  /0000-0-2000-0/ 

バラ科 ROSACEAE 

キンミズヒキ Agrimonia pilosa Ledeb. var. japonica (Miq.) Nakai  /3100-0-0000-0/ 

ヤマブキショウマ Aruncus dioicus (Walt.) Fern. var. tenuifolius (Nakai) Hara  /0000-0-4000-0/ 

オニシモツケ Filipendula kamtschatica (Pall.) Maxim.  /0000-0-2000-0/ 

シモツケソウ Filipendula multijuga Maxim.  /0000-0-1000-0/ 

チングルマ Geum pentapetalum (L.) Makino  /0000-A-0100-0/ 

エゾノミツモトソウ Potentilla norvegica L. 

 //弘追 00000-弥美 1000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ウワミズザクラ Prunus grayana Maxim.  1111-000-1/6A69-0-0000-A/ 

タカネバラ Rosa nipponensis Cr.  /0000-0-0100-0/ 

クマイチゴ Rubus crataegifolius Bunge  /0100-0-1000-0/ 
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コガネイチゴ Rubus pedatus Smith  /0000-0-008A-0/ 

ヒメゴヨウイチゴ Rubus pseudo-japonicus Koidzumi  /0000-0-7200-0/ 

ベニバナイチゴ Rubus vernus (Focke) Nakai  /0000-0-2100-0/ 

ワレモコウ Sanguisorba officinalis L.  /0000-9-0000-0/ 

ナナカマド 

Sorbus americana Marsh. subsp. japonica (Maxim.) Kitamura var. 

rufo-ferruginea (C. K. Schneid.) Kitamura 
 0111-110-0/4987-0-8783-6/ 

ウラジロナナカマド Sorbus matsumurana (Makino) Koehne  /0000-0-1021-0/ 

タカネナナカマド Sorbus sambuchifolia (Cham. et Schltdl.) Roemer  /0000-0-1000-0/ 

マメ科 FABACEAE 

ヌスビトハギ Desmodium oxyphyllum DC.  /1000-0-0000-0/ 

タテヤマオウギ Hedysarum vicioides Turvz.  /0000-0-2000-0/ 

タチオランダゲンゲ Trifolium hybridum L. 

 //弘追 00000-弥美 1500000100-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

シロツメクサ Trifolium repens L. 

 //弘追 01011-弥美 3422000220-天大 2152030122000-室 1102000000000000000-弥 00000 

アカバナ科 ONAGRACEAE 

ミヤマタニタデ Circaea alpina L.  /2100-0-0000-0/ 

ミズキ科 CORNACEAE 

ヒメアオキ Aucuba japonica Thunb. var. borealis Miyabe et Kudo  /5715-0-0000-9/ 

ゴゼンタチバナ Chamaepericlymenum canadense (L.) Aschers. et Graebn.  /000A-0-89AA-0/ 

ミズキ Cornus controversa Hemsley  0110-000-1/852A-0-0000-A/ 

ハナイカダ Helwingia japonica (Thunb.) F. G. Dietrich  /1000-0-0000-0/ 

ニシキギ科 CELASTRACEAE 

コマユミ 

Euonymus alatus (Thunb.) Sieb. f. ciliatodentatus (Franch. et Savat.) 

Hiyama 
 /0006-0-0000-8/ 

マユミ Euonymus hamiltonianus Wall. subsp. sieboldianus Hara  /1106-0-0000-6/ 

サワダツ Euonymus melananthus Franch. et Savat.  /0000-0-0000-2/ 

ツリバナ Euonymus oxyphyllus Miq.  0000-000-1/1000-0-0000-6/ 

クロツリバナ 

Euonymus sachalinensis (Fr. Schmidt) Maxim. var. tricarpus (Koidz.) 

Kudo 
 /0000-0-5000-0/ 

モチノキ科 AQUIFOLIACEAE 

ハイイヌツゲ Ilex crenata Thunb. var. paludosa (Nakai) Hara  /87AA-0-0000-9/ 

ヒメモチ Ilex leucoclada (Maxim.) Makino  /6A63-0-0300-A/ 

アオハダ Ilex macropoda Miq.  /0000-0-0000-1/ 

ツルツゲ Ilex rugosa Fr. Schm.  /0002-0-0000-0/ 

アカミノイヌツゲ Ilex sugeroki Maxim. var. brevipedunculata (Maxim.) S. Y. Hu  /2318-0-0130-0/ 

ブドウ科 VITACEAE 
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ノブドウ Ampelopsis brevipedunculata (Maxim.) Trautv.  /1000-0-0000-0/ 

ヤマブドウ Vitis coignetiae Pulliat ex Planch.  /4321-0-0000-4/ 

エビヅル Vitis ficifolia Bunge  /2200-0-0000-0/ 

トチノキ科 HIPPOCASTANACEAE 

トチノキ Aesculus turbinata Blume  1100-000-1/1722-0-0000-8/ 

カエデ科 ACERACEAE 

ヤマモミジ Acer amoenum Carr. var. matsumurae (Koidz.) Ogata  1110-000-1/3441-0-0000-5/ 

ヒトツバカエデ Acer distylum Sieb. et Zucc.  /1000-0-0000-0/ 

ハウチワカエデ Acer japonicum Thunb.  1111-000-1/0024-0-0000-0/ 

メイゲツカエデ Acer japonicum Thunb.  /6A65-0-0000-8/ 

コミネカエデ Acer micranthum Sieb. et Zucc.  0010-000-0/9698-0-0000-0/ 

イタヤカエデ Acer mono Maxim. subsp. marmoratum (Nicholson) Kitamura  0100-000-1/1003-0-0000-8/ 

ウリハダカエデ Acer rufinerve Sieb. et Zucc.  1110-000-1/AA95-0-0000-A/ 

オオイタヤメイゲツ Acer shirasawanum Koidz.  /0000-0-0000-2/ 

コハウチワカエデ Acer sieboldianum Miq.  /5460-0-0000-1/ 

ミネカエデ Acer tschonoskii Maxim.  0001-000-0/0087-1-AAA0-0/ 

オガラバナ Acer ukurunduense Trautv. et Meyer  0000-010-0/0000-0-8100-0/ 

ウルシ科 ANACARDIACEAE 

ツタウルシ Rhus ambigua Lavall ex Dippel  /AAAA-0-0000-A/ 

ヤマウルシ Rhus trichocarpa Miquel  0000-000-1/A9AA-0-0000-8/ 

ミカン科 RUTACEAE 

キハダ Phellodendron amurense Ruprect  1110-000-1/2100-0-0000-1/ 

ミヤマシキミ Skimmia japonica Thunberg  /0301-0-0200-3/ 

ツルシキミ Skimmia japonica Thunberg f. repens (Nakai) Hara  /000A-0-0000-0/ 

カタバミ科 OXALIDACEAE 

コミヤマカタバミ Oxalis acetosella L.  /0000-0-5100-0/ 

ミヤマカタバミ Oxalis griffithii Edgew. et Hook. fil.  /0000-0-1100-0/ 

ウコギ科 ARALIACEAE 

コシアブラ Acanthopanax sciadophylloides Franch. et Savat.  1101-000-1/AA9A-0-0200-A/ 

ウド Aralia cordata Thunb.  /0000-0-0000-1/ 

タラノキ Aralia elata (Miq.) Seemann  /1010-0-0000-0/ 

タカノツメ Evodiopanax innovans (Sieb. et Zucc.) Nakai  /1000-0-0000-1/ 

ハリギリ Kalopanax pictus (Thunb.) Nakai  0100-000-1/4410-0-0000-1/ 

ハリブキ Oplopanax japonicus (Nakai) Nakai  /0000-0-4100-0/ 

トチバニンジン Panax japonicus C. A. Meyer  /3100-0-0000-2/ 

セリ科 APIACEAE 

ミヤマシシウド Angelica matsumurae Yabe  /0000-0-3000-0/ 
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シラネセンキュウ Angelica polymorpha Maxim.  /0000-0-1000-0/ 

ミヤマセンキュウ Conioselinum filicinum (Wolff) Hara  /0000-0-1100-0/ 

オオハナウド Heracleum dulce Fisch.  /0000-0-1000-0/ 

リンドウ科 GENTIANACEAE 

タテヤマリンドウ Gentiana thunbergii (G. Don) Griseb. var. minor Maxim.  /0000-9-0000-0/ 

ツルリンドウ Tripterospermum japonicum (Sieb. et Zucc.) Maxim.  /6514-0-7880-4/ 

ガガイモ科 ASCLEPIADACEAE 

オオカモメヅル Tylophora aristolochioides Miq.  /1000-0-0000-0/ 

ミツガシワ科 MENYANTHACEAE 

イワイチョウ Fauria crista-galli (Menz.) Makino  /0000-A-0200-0/ 

シソ科 LAMIACEAE 

トウバナ Clinopodium gracile (Benth.) O. Kuntze  /1100-0-0000-0/ 

テンニンソウ Comanthosphace japonica   /0000-0-0000-2/ 

カメバヒキオコシ Isodon kameba Okuyama  /6312-0-0000-3/ 

ウツボグサ Prunella vulgaris L. subsp. asiatica (Nakai) Hara 

 //弘追 00000-弥美 2000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

オオバコ科 PLANTAGINACEAE 

オオバコ Plantago asiatica L. 

 /2100-0-1000-0/弘追 42432-弥美 1022032330-天大 3100110000010-室 0100100001000000000-弥 00100 

モクセイ科 OLEACEAE 

アオダモ Fraxinus lanuginosa Koidz. f. serrata (Nakai) Murata  1000-000-1/8902-0-0000-A/ 

イボタノキ Ligustrum obtusifolium Sieb. et Zucc.  /0010-0-0000-1/ 

ミヤマイボタ Ligustrum tschonoskii Decne.  /0010-0-0000-1/ 

ゴマノハグサ科 SCROPHULARIACEAE 

コゴメグサ Euphrasia insigna Wettst. subsp. iinumai (Takeda) Yamazaki var. iinumai  /0000-0-1000-0/ 

キキョウ科 CAMPANULACEAE 

ヤマホタルブクロ Campanula punctata Lam. var. hondoensis (Kitam.) Ohwi 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000010000000000-弥 00000 

ツルニンジン Codonopsis lanceolata (Sieb. et Zucc.) Trautv.  /4200-0-0000-0/ 

タニギキョウ 

Peracarpa carnosa (Wall.) Hook. fil. et Thomson var. circaeoides (Fr. 

Schm.) Makino 
 /2312-0-2000-5/ 

アカネ科 RUBIACEAE 

クルマバソウ Asperula odorata L.  /0000-0-0000-1/ 

オオバノヨツバムグラ Galium kamtschaticum Steller var. acutifolium Hara  /0000-0-4000-0/ 

キバナカワラマツバ Galium verum L. var. asiatica Nakai 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0100000000000000000-弥 00000 

ツルアリドオシ Mitchella undulata Sieb. et Zucc.  /6A9A-0-0100-8/ 
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スイカズラ科 CAPRIFOLIACEAE 

ニワトコ Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) Hara  /1100-0-0000-0/ 

オオカメノキ Viburnum furcatum Blume ex Maxim.  /AAAA-0-6600-A/ 

ミヤマシグレ Viburnum uceolatum Sieb. et Zucc. f. procumbens (Nakai) Hara  /0200-0-0000-0/ 

ヤマシグレ Viburnum urceolatum Sieb. et Zucc.  /0000-0-0010-0/ 

タニウツギ Weigela hortensis (Sieb. et Zucc.) Koch. 

 /0100-0-0000-1/弘追 00100-弥美 1000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

オミナエシ科 VALERIANACEAE 

カノコソウ Valeriana fauriei Briq. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000001000-弥 00000 

キク科 ASTERACEAE 

モミジハグマ Ainsliaea acerifolia Sch. Bip.  /3200-0-0000-0/ 

オクモミジハグマ Ainsliaea acerifolia Sch. Bip. var. subapoda Nakai  /2200-0-0000-0/ 

ヤマハハコ Anaphalis margaritacea (L.) Benth. et Hook. fil.  /0000-0-2000-0/ 

ヨモギ Artemisia indica Willd. 

 /0000-0-2000-0/弘追 32221-弥美 2221232122-天大 3010011013310-室 3332321101011101301-弥 00000 

オオヨモギ Artemisia montana (Nakai) Pamp. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ノコンギク Aster ageratoides Turcz. subsp. ovatus (Franch. et Savat.) Kitam. 

 /0000-0-2000-0/弘追 21021-弥美 0110000000-天大 0000000000000-室 0100000000000000000-弥 00000 

ゴマナ Aster glehni Fr. Schm. var. hondoensis Kitam. 

 /0100-0-2000-0/弘追 00000-弥美 0000000002-天大 3130232010020-室 1111021210030000001-弥 31100 

カニコウモリ Cacalia adenostyloides (Franch. et Savat.) Matsum.  /1100-0-2000-0/ 

フランスギク Chrysanthemum leucanthemum L. 

 //弘追 00000-弥美 0000101000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

タテヤマアザミ Cirsium babanum Koidz. var. otayae (Kitam.) Kitam.  /0000-0-4000-0/ 

ノアザミ Cirsium japonicum DC. 

 //弘追 00131-弥美 1102000010-天大 0000000000000-室 0000000000000001110-弥 00000 

ヒメジョオン Erigeron annuus (L.) Pers. 

 //弘追 21010-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ハルジオン Erigeron philadelphicus L. 

 //弘追 10000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ヨツバヒヨドリ Eupatorium chinense L. subsp. sachalinense (Fr. Schm.) Kitam.  /1100-0-1000-0/ 

ニガナ Ixeris dentata (Thunb.) Nakai 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000010000000-弥 00000 

ハナニガナ Ixeris dentata (Thunb.) Nakai var. albiflora (Makino) Nakai 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0200000000000000000-弥 00000 
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クルマバハグマ Pertya rigidula (Miq.) Makino  /0000-0-0000-1/ 

フキ Petasites japonicus (Sieb. et Zucc.) Maxim. 

 /0000-0-3000-0/弘追 11000-弥美 1022000111-天大 2200101220110-室 0213000000000000110-弥 00000 

コウゾリナ Picris hieracioides L. subsp. japonica (Thunb.) Krylov  /0000-0-2000-0/ 

ハンゴンソウ Senecio cannabifolius Less. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000010000000-弥 00000 

キオン Senecio nemorensis L.  /0000-0-1000-0/ 

アキノキリンソウ Solidago virgaurea L. subsp. asiatica Kitam.  /0003-0-0000-0/ 

コガネギク 

Solidago virgaurea L. subsp. leiocarpa (Benth.) Halt. f. japonalpestris 

Kitam. 
 /0000-0-3000-0/ 

ミヤマアキノキリンソウ 

Solidago virgaurea L. subsp. leiocarpa (Benth.) Halt. f. japonalpestris 

Kitam. 
 /1000-0-4011-0/ 

セイヨウタンポポ Taraxacum officinale Weber 

 /0000-0-1000-0/弘追 00000-弥美 0011000100-天大 1010000111100-室 2111111011011000000-弥 00000 

サトイモ科 ARACEAE 

マムシグサ Arisaema japonica (Thunb.) Schott  /2100-0-0000-0/ 

ミズバショウ Lysichiton camtschatcense (L.) Schott  /0001-0-8500-0/ 

イグサ科 JUNCACEAE 

ホソイ Juncus setchuensis Buchen. var. effusoides Buchen. 

 //弘追 00002-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

クサイ Juncus tenuis Willden. 

 //弘追 01310-弥美 1000010211-天大 0110001001000-室 0000000000000000000-弥 00000 

カヤツリグサ科 CYPERACEAE 

ミノボロスゲ Carex albata Boott. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ショウジョウスゲ Carex blepharicarpa Franch.  /0000-A-0100-0/ 

コゴメスゲ Carex brunnea Thunb.  /0001-0-0000-0/ 

ヒメカンスゲ Carex conica Boott  /1000-0-0000-0/ 

ミヤマカンスゲ Carex dolichostachya Hayata var. glaberrima (Ohwi) T. Koyama  /3428-1-AAA0-A/ 

ヒロバスゲ Carex insaniae Koidz. var. insaniae  /0000-0-0000-1/ 

ヤチスゲ Carex limosa L.  /0000-1-0000-0/ 

ヤチカワズスゲ Carex omiana Franch. et Savat.  /0000-7-0300-0/ 

コカンスゲ Carex reinii Franch. et Savat.  /000A-0-0000-A/ 

イワスゲ Carex stenantha Franch. et Savat.  /0000-0-0001-0/ 

ワタスゲ Eriophorum vaginatum L.  /0000-5-0000-0/ 

ミカヅキグサ Rhynchospora alba (L.) Vahl  /0000-6-0000-0/ 

ミヤマイヌノハナヒゲ Rhynchospora yasudana Makino  /0000-A-0000-0/ 
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ミヤマホタルイ Scirpus hondoensis Ohwi  /0000-8-0000-0/ 

イネ科 POACEAE 

コヌカグサ Agrostis alba L. 

 //弘追 00021-弥美 1001033211-天大 2101000000000-室 0100000000000000000-弥 10000 

クロコヌカグサ Agrostis nigra With. 

 //弘追 00000-弥美 0000010000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

コブナグサ Arthraxon hispidus (Thunb.) Makino  /3100-0-0000-0/ 

ヒメノガリヤス Calamagrostis hakonensis Franch. et Savat.  /0000-0-2100-0/ 

ヒゲノガリヤス Calamagrostis longiseta Hack.  /0000-0-2000-0/ 

ホッスガヤ Calamagrostis pseudo-phragmites (Haller fil.) Koeler 

 //弘追 00000-弥美 0000000001-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

コメススキ Deschampsia flexuosa (L.) Trin.  /0000-0-000A-0/ 

オニウシノケグサ Festuca arundinacea Schreb. 

 //弘追 21012-弥美 2020110221-天大 0000020000000-室 0100000000000000000-弥 00000 

オオウシノケグサ Festuca rubra L. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000000100-室 0010010001011000200-弥 00000 

ササガヤ Microstegium japonicum (Miq.) Koidz. 

 //弘追 01001-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ススキ Miscanthus sinensis Anderss. 

 //弘追 10001-弥美 1000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

ヌマガヤ Molinia japonica Hack.  /0000-A-0100-0/ 

コシノネズミガヤ Muhlenbergia curviaristata (Ohwi) Ohwi 

 //弘追 00011-弥美 0000010000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

チヂミザサ 
Oplismenus undulatifolius (Ard.) Roem. et Schult. var. japonicus (Steud.) 

Koidz. 
 /2000-0-0000-0/ 

スズメノカタビラ Poa annua L. 

 //弘追 22110-弥美 2022040331-天大 2233011011001-室 2203211322021313222-弥 00000 

ミスジナガハグサ Poa subcaerulea Sm. 

 //弘追 00000-弥美 0000000000-天大 0000000020000-室 0222000000000000000-弥 00000 

オオスズメノカタビラ Poa trivialis L. 

 //弘追 00000-弥美 0000002000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

チシマザサ Sasa kurilensis (Rupr.) Makino et Shibata  /AAAA-6-AAA0-A/ 

クマイザサ Sasa senanensis (Franch. et Savat.) Rehder  /1101-0-0000-0/ 

ユリ科 LILIACEAE 

ネバリノギラン Aletris foliata (Maxim.) Bureau et Franch.  /0000-8-0000-0/ 

ツバメオモト Clintonia udensis Trautv. et Mey.  /0009-0-0100-0/ 

ホウチャクソウ Disporum sessile Don  /1013-0-0000-3/ 

チゴユリ Disporum smilacinum A. Gray  /4618-0-A190-7/ 
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ショウジョウバカマ Heloniopsis orientalis (Thunb.) C. Tanaka  /000A-3-8AA0-0/ 

ニッコウキスゲ Hemerocallis dumortieri Morr. var. esculenta (Koidz.) Kitamura  /0001-1-0200-0/ 

オオバギボウシ Hosta montana F. Maek.  /0001-0-0000-0/ 

ササユリ Lilium japonicum Thunb.  /2200-0-0000-0/ 

マイヅルソウ Maianthemum dilatatum (Wood) Nels. et Macbr.  /000A-0-9A92-2/ 

キンコウカ Narthecium asiaticum Maxim.  /0000-8-0000-0/ 

キヌガサソウ Paris japonica (Franch. et Savat.) Franch.  /0000-0-2000-0/ 

ツクバネソウ Paris tetraphylla A. Gray  /773A-0-6700-4/ 

ナルコユリ Polygonatum falcatum A. Gray  /1000-0-0000-0/ 

オオナルコユリ Polygonatum macranthum (Maxim.) Koidz.  /0100-0-0000-0/ 

オオバユキザサ Smilacina hondoensis Ohwi  /1A60-0-1000-1/ 

ユキザサ Smilacina japonica A. Gray  /744A-0-4500-A/ 

ヒロハユキザサ Smilacina yesoensis Franch. et Savat.  /0001-0-5000-2/ 

オオバタケシマラン Streptopus amplexifolius (L.) DC. var. papillatus Ohwi  /0000-0-2100-0/ 

タケシマラン Streptopus streptopoides (Ledeb.) Frye et Rigg. var. japonicus (Maxim.) Fassett  /001A-0-2A00-4/ 

ヒメタケシマラン Streptopus streptopoides (Ledeb.) Frye et Rigg. var. streptopoides  /0000-0-8090-0/ 

イワショウブ Tofieldia japonica Miq.  /0000-A-0000-0/ 

エンレイソウ Trillium smallii Maxim.  /0000-0-9200-2/ 

シュロソウ Veratrum maackii Regel var. japonicum (Baker) T. Simizu  /0000-0-0100-0/ 

コバイケイソウ Veratrum stamineum Maxim.  /0005-0-2300-0/ 

アヤメ科 IRIDACEAE 

ニワゼキショウ Sisyrinchium atlanticum Bicknell 

 //弘追 00000-弥美 1000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

サルトリイバラ科 SMILACACEAE 

タチシオデ Smilax nipponica Miq.  /1012-0-0000-5/ 

ラン科 ORCHIDACEAE 

サイハイラン Cremastra appendiculata (D.Don) Makino  /1100-0-0000-0/ 

イチヨウラン Dactylostalix ringens Reichb. fil.  /0001-0-0000-0/ 

コイチヨウラン Ephippianthus schmidtii Reichb. fil.  /0001-0-0210-0/ 

ミヤマウズラ Goodyera schlechtedaliana Reichb. fil.  /2102-0-0000-4/ 

シュスラン Goodyera velutina Maxim.  /3800-0-0000-0/ 

テガタチドリ Gymnadenia conopsea R. Br.  /0000-0-1000-0/ 

コフタバラン Listera cordata (L.) R. Br. var. japonica Hara  /1100-0-0000-0/ 

フタバラン Listera cordata (L.) R. Br. var. japonica Hara  /2000-0-0110-0/ 

キソチドリ Platanthera ophrydioides Fr. Schm. var. monophylla Honda  /0001-0-1200-0/ 

コバノトンボソウ Platanthera tipuloides Lindl. var. nipponica (Makino) Ohwi  /0000-1-0000-0/ 

ネジバナ Spiranthes sinensis (Pers.) Ames var. amoena (M. Bieberson) Hara 

 //弘追 00200-弥美 0000000000-天大 0000000000000-室 0000000000000000000-弥 00000 

トンボソウ Tulotis ussuriensis (Regel) Hara  /1000-0-0000-0/ 
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付 表 (電子媒体) 

毎木調査資料 

植生調査野帳 

年輪解析 

外来植物 

ブナ林保全事業 

気象観測資料 
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